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はじめに




　皆さま、こんにちは！

　はじめましての方も多いと思います。

　本書の著ちよ者しやの緑谷明澄りよくや・あきすみです。




　本書は、テーブルトークＲＰＧ『アリアンロッドＲＰＧ』のリプレイとなります。

　まず、テーブルトークＲＰＧ（ＴＲＰＧ）のことから説明しましょう。

　テーブルトークＲＰＧとは〝テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム〟（Table Talk Role-Playing Game）の略りやく称しようです。このゲームでは、司会進行役であるＧＭ（ゲームマスター）と数人のプレイヤーが集まり、会話をしながら物語を進めていきます。プレイヤーはそれぞれ一体のキャラクター（ＰＣ）を担たん当とうし、ＧＭが語る状じよう況きようの説明や登場人物に対して、判はん断だんを下したり対話を行なったりするのです。

　そして、そのプレイ風景を文章化したものをリプレイと呼よびます。これを読めば、ＴＲＰＧの雰ふん囲い気きを味わい、楽しむことができるようになっています。




　そして、『アリアンロッドＲＰＧ』は、ファンタジー世界を舞ぶ台たいとしたＴＲＰＧです。

　基き本ほんルールブックでは、エリンディルという大陸を舞台に、プレイヤーは冒ぼう険けん者しやとなって遺い跡せきの探たん索さくや多くのエネミーと戦う冒ぼう険けんを繰くり広ひろげます。

　今回の私わたしのリプレイ『アリアンロッド・サガ・リプレイ・エチュード』は、そのエリンディル大陸の西にあるアルディオン大陸が舞台となっています。

　アルディオン大陸は、国同士の争いや興こう亡ぼうを背はい景けいとする物語───戦記物を遊ぼうというコンセプトの元、『アリアンロッド・サガ』シリーズの舞台として設せつ定ていされた大陸です。

『サガ』シリーズは、すでに数本のリプレイのほか、コミック、小説が展てん開かいしています。




　私の『エチュード』も、新たにその仲間として加わることになりました。

『エチュード』は、アルディオン大陸にあるシェルドニアン学園が舞台となっています。

　この学園は、上流階級の子弟がアルディオン大陸の国々から集まり、教育を受ける全ぜん寮りよう制せいの教育機関です。

　コミック『アリアンロッド・サガ・コンチェルト』の舞台でもあります。




　いろんな国から集まった、いろんな個こ性せいを持った生徒たち──。

　そこで起こる事じ件けんを扱った学園物リプレイとなっています。




　第一話は、『ゲーマーズ・フィールド別べつ冊さつ　アリアンロッド・サガ演えん義ぎ』に掲けい載さいされたリプレイに加筆、修しゆう正せいしたものを掲載しました。

　このリプレイが好こう評ひようをいただきまして、新たに第二話を収しゆう録ろくして皆さまにお届とどけする運びとなりました。

　これもひとえに、皆さまの応おう援えんのおかげです。




　さて、ここで私自身のことも紹しよう介かいさせてもらいます。

　私は、『アリアンロッド・サガ・リプレイ』（通つう称しよう〝無印〟）の主人公ピアニィを担当するプレイヤー、声せい優ゆうの大竹みゆさんが部長を務つとめるＴＲＰＧ部〝ルティナス〟のメンバーとして、いつも一いつ緒しよに遊んでいました。その大竹さんから、〝無印〟の著者である菊きく池ちたけしに紹介されたことをきっかけに仕事を引き受け、さらに本書第一話を執筆後Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．に所属することになりました。末永くご愛顧いただけますようよろしくお願いします。
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　おっと、前置きが長くなってしまいました。そろそろ、本ほん編ぺんに移るといたしましょう。

　よろしければ、どうぞ最後までお付き合いくださいませ。
















ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay 01◆初心者と焼き肉と私




　あ、あれ？　おかしいな？

　一体どーしてこうなった……!?




　ことの始まりは、ＧＦ別冊の発売する二ヶ月ほど前。いつものように、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．さんからお声をかけていただいたときでした。

　それまでも、大おお竹たけ部長のおかげでいくつか簡単なお仕事をいただいておりましたし、今回もそうだと思っていました。

　……まさか、あんなことになるなんて。

　その日はＷｅｂラジオで使う、ドラマの台本の打ち合わせで、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．さんを訪たずね、そのあと大竹部長と一いつ緒しよに、きくたけさんこと菊きく池ちたけし副社長に焼肉をおごっていただくことになりました……。




緑谷：（じゅうじゅうと肉が焼ける音のする中で）……へえ！　新しい『アリアンロッド・サガ』のリプレイですか！　それは楽しみです！

菊池：うん。ＧＦの別べつ冊さつで『アリアンロッド・サガ』の特集をすることになってね。当然リプレイも掲けい載さいするんだけど、どんな記事にしたらいいか、今社内で揉もんでるところなんだよ。……あ、それもう焼けてるから。

大竹：タン塩美味おいしいです♪




　焼き肉をつつきながら、ちょっとした雑ざつ談だん。お仕事のあとの、よくあるひとときでした。

　……この瞬しゆん間かんまでは。




緑谷：でも、すでに四つもシリーズがあるから、住み分けが大変なんじゃないですか？

菊池：そーなんだよ。それでなかなか方ほう針しんが決まらなくてねえ。……ちなみに、緑谷さんだったらどんなリプレイがいいと思う？　あ、もうこれ焼けたから。

大竹：カルビ美味しいです♪

緑谷：そうですねぇ……。そのリプレイって読み切りですか？

菊池：その予定だよ。……あ、そっちも焼けたから。

大竹：ハラミ美味しいです♪

緑谷：んー、だったら、今までのサガシリーズを読んでいない人でもすんなり入っていけるように、新キャラにするのがいいんじゃないでしょうかね。

菊池：……なるほど。色々なリプレイからＰＣをつまんでこようか、ってアイデアも出たんだけど、確たしかに初見の読者には新キャラの方がよさそうだ。……他には？

緑谷：そうですね、えっと……「ＧＦは読んでいるけどサガは初めて」という人が入りやすいように、１レベルからスタートしてみる、とかはどうですか？　ＰＣのレベルが高いと、読むほうもけっこう大変ですから。

菊池：うんうん。なるほど、いいこと言うねー。……そろそろこれも焼けたかな？

大竹：マルチョウ美味しいです♪

菊池：……さっきから食べてばっかりだね、大竹さん（笑）？

緑谷：部長っ！　私も食べたいのです……！

大竹：ん！　んーっ!!




　慌あわてて飲のみ込こむと危あぶないです、部長！




大竹：だ、だってね、せっかくきくたけさんが焼いてくださるんだから、美味しく食べないとバチが当たるんじゃないかと思って……。あ！　明澄ちゃんのも取ってあるからねっ！　お皿に分けてるから、ほら！

菊池：バチは当たらんと思う……って、緑谷さんの皿にてんこ盛もりだな！（笑）

緑谷：ああっ、本当だ！　ありがとうございます（笑）。

菊池：ま、まあ、それはさておき……大竹さんからは何かない？

大竹：そうですね……。そろそろシメに冷レイ麺メンですかねぇ？

菊池：そっちじゃないよ!!　サガのリプレイの話だよ!!（笑）……で、冷麺でいいの？

大竹：お願いします♪（笑）……そうですねえ。１レベルスタートのリプレイは『アクロス』シリーズがあるじゃないですか。何かもうひとつ個こ性せいがあった方がいいんじゃない、かな？

緑谷：うーん……じゃあ、学園ものにするとかどうでしょう？

菊池：学園もの？

緑谷：ほら、いまコミックで学園ものをやってるじゃないですか。

菊池：ああ、シェルドニアン学園か。




　シェルドニアン学園とは、現げん在ざい電でん撃げきG's Magazineの増刊「電撃G's Festival! COMIC』誌し上じようで連れん載さい中の『アリアンロッド・サガ・コンチェルト』の舞ぶ台たいとなる学園のことです。リプレイに登場する前のピアニィ様が描えがかれています。




緑谷：久く保ぼ田たさんが以前書かれていた、『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』シリーズみたいに、ＰＣが全員生徒ってすれば、いままでのサガシリーズとは被かぶりませんし、コミックの紹しよう介かいにもなりますし。

菊池：おお！　なるほど!!

緑谷：ついでにリプレイを書く人も、初心者……というか、不ふ慣なれな人がいいと思います！

大竹：え、あ、明澄ちゃん……!?（汗あせ）

菊池：ほう、それはどうして？

緑谷：今までのサガのＧＭは、ベテランさんばかりじゃないですか。初心者ＧＭなら、サガを初めて読む人でも共感しやすいと思うのです。

菊池：確かに。これからサガの背はい景けい世界を使ってプレイする人に参考になるだろうしね。……うん、それは面おも白しろそうだ！

緑谷：面白そうですよね！　まあ、私の願望なんですけど……好き勝手言ってすみませんー。

菊池：いやいや。色々役に立ったよ。色々とね。




＊　　　＊　　　＊




　そんな会話をしてから一ヶ月。

　ＧＦ別冊にそのリプレイが載のるのを楽しみにしていた私は……。なぜかそのサガの新リプレイのＧＭをすることになっていました。

　どうして、どうして、こーなった？




大竹：どーしてって、だってあの場で不慣れな人って、明澄ちゃんしかいないでしょー！　絶ぜつ対たいこうなっちゃうってー！（笑）




　……勉強になりました。




鈴すず吹ふき：（笑いながら）というか、菊池さんから話を聞いたときは、売うり込こみだと思ってたんだけど？

緑谷：い、いえっ、そんなつもりで言ったんじゃないんですよ。

大竹：なんか、明澄ちゃんが緊きん張ちようしている（笑）。

久保田：まあまあ、なにもそんなに緊張しなくても（笑）。

田中：そうそう。楽しくやりましょう。

緑谷：……無理です！　このメンバーで緊張しないのは無理ですよー！




　このとき、駆け出しのライターである私は、ガチガチに緊張していました。

　ここに、どういうメンバーがそろっているかというと……。




鈴吹太郎すずふき・たろう

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の代表取とり締しまり役やく。代表作は『トーキョーＮ◎ＶＡ』『ブレイド・オブ・アルカナ』『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』ではＧＭとして活かつ躍やくされています。

　また、『アリアンロッド・サガ』（通つう称しよう〝無印〟）の軍ぐん師しナヴァールなど、リプレイのプレイヤーとしても数多く参加しています。そんな多た忙ぼうな中、プライベートでも精せい力りよく的てきにゲームを遊んでおられるという、とてもゲームが好きな方です。




久保田悠羅くぼた・ゆうら

『まじしゃんず・あかでみいＲＰＧ』『アリアンロッドＲＰＧ』のシステムデザイナーさん。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』では、ＧＭとして奮ふん闘とうされています。

　ゲームシステムに精せい通つうしていて、数字にも強い方なのですが、プレイヤーを担たん当とうするとよくファンブルを出してしまうとか。ＧＭだとクリティカルを連発するそうなのですが……。




田中信二たなか・しんじ

「ゲーマーズ・フィールド」誌の編へん集しゆう長ちようをされている、かわたなこと〝かわいそうな田中〟さんです。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』ではＧＭとして、いろんな無茶振ぶりをされながらもリプレイを成立させるなど、がんばっておられます。そのほかにも、記事の執しつ筆ぴつからＤＴＰまで担当するなど、いろんな方面で活躍されています。

　プレイヤーとしては、主人公らしいセリフをたくさん言って盛もり上あげてくれます。




大竹みゆ

　改めて紹介させていただきます。

　我わがＴＲＰＧ部〝ルティナス〟の部長。声優であり、『アリアンロッド・サガ・リプレイ』のヒロイン、ピアニィのプレイヤーさんです。ＴＲＰＧが大好きで、中でも特に戦せん闘とうに関する情じよう熱ねつは並なみならぬものがあります。おかげで、よく〝殺意が高い〟とネタにされています。でも、戦闘しているときの部長はとても楽しそうです。




緑谷明澄

　そしてＧＭを務めさせていただきます、私こと緑谷です。読者の皆さま、よろしくお願いいたします。




緑谷：そ、それでは皆みなさん、最後までがんばりますので、どうぞよろしくお願いします！

田中：まずはこのシナリオの今回予告を教えてくださいな。

緑谷：はい、分かりました。じゃあ……今回予告！




　今回予告とは、ＧＭから発表するシナリオの予告編です。そのセッションで遊ぶシナリオの雰囲気や展開、ＰＣの役割などをプレイヤーに伝え、すり合わせを行なうためのものです。




●今回予告

　シェルドニアン学園では毎年三日間だけ行なわれる、生徒たちだけの模も擬ぎ大会が開かい催さいされていた。それぞれの部門で繰くり広ひろげられる熱いバトル。新入生部門に参加が決まったキミたちは、優ゆう勝しようをかけてライバルたちと戦うことになった。

　しかし、戦いが大いに盛もり上あがるその最中、優ゆう勝しよう旗きが何者かに盗ぬすまれた！　そこに浮ふ上じようする、謎なぞの盗とう賊ぞく団だんの影かげ、果たして優勝旗を無事に取り返すことができるのか!?




　アリアンロッド・サガ・リプレイ・エチュード

　第一話「奪うばわれた勝利の証あかし」

　──すべては竜りゆうの石の導みちびきのもとに。




緑谷：今回のシナリオの舞台はエストネルのシェルドニアン学園です。

大竹：シェルドニアン？　……あっ！　『コンチェルト』の舞台になってる学園だ！

田中：そうそう。ピアニィが十代の前半の頃ころに通っていたところですね。

緑谷：はい、そうです。




　シェルドニアン学園は、アルディオン大陸の上流階級の子弟たちが通う学園です。

　エストネル王国という中立の国にあり、さまざまな国や地方から生徒たちが入学します。




鈴吹：つまり、今回のシナリオは学園ものなんですね。

緑谷：はい、そのとおりです。なので、ＰＣはそこの生徒なってもらう方向です。

久保田：今回予告からすると、みんな新入生を作ればいいのかな？

緑谷：ええ。で、入学する年ねん齢れいは十代前半くらいが普ふ通つうかな？　ＰＣの年齢や入学した理由なんかを各自で考えておいてください。

鈴吹：なるほどなるほど、なんか色々考えておきましょう。

田中：そういえば、このシナリオの段だん階かいではピアニィはいないんですか？

緑谷：はい、学園にはいませんね。

大竹：ああ、それじゃあピアニィはもう卒業してる？

久保田：お父さんの病気がひどくなって、呼よび戻もどされている可か能のう性せいもあるから、もしかしたら卒業じゃなくて休学扱あつかいになっているかもしれない。




　ピアニィの父であるレイウォール王・オーギュストは、『アリアンロッド・サガ・リプレイ』の開始時点で、すでに起き上がれないほど容よう態だいが悪化してしまっているのです。
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大竹：じゃあもうレイウォールにはいなくて、フェリタニアを作った頃かー。

緑谷：はい、そうなりますね。

久保田：なんだか大竹さんがしみじみしている（笑）。

大竹：このシナリオの時期のフェリタニアはどうなってるの？

緑谷：今回のお話は九月ぐらいですから……フェリタニアは先月、建国されたばかりですね。

鈴吹：で、まだ戦争はしてない。グラスウェルズがメルトランドに攻せめ込こむのは、あと二ヶ月後くらいですかね。

田中：そうすると、メルトランド戦役前ということか。

大竹：まだ平和なんですね～。
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田中：卒業したか帰国したかはさておいて、ピアニィは伝説の先せん輩ぱいになっている、と。

緑谷：そうですね、そんな感じです。

田中：世間はなんだかきな臭くさくなりつつも、我われ々われは青春を謳おう歌かしている、みたいな（笑）。

久保田：だって、きな臭くなるのはピアニィのせいだし（一同笑）。

大竹：がーんっ。あたしのせい……。

田中：いやまあ、そもそもヒューバードがいけないんだからしょうがないじゃないですか。

大竹：か、庇ってくれた！　ありがとうございますー（一同笑）。




　ヒューバードとは、ピアニィの腹はら違ちがいのお兄さんです。ピアニィに謀む反ほんの罪つみを着せて追放したのは彼の陰いん謀ぼうだったのでした。
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鈴吹：でも大竹さん、今日はピアニィじゃないから。「死ねピアニィ」とか言っても、全然大だい丈じよう夫ぶだから（爆ばく笑しよう）。

大竹：いやいやいや、これ以上好感度を下げちゃいけないっ！（一同爆笑）

緑谷：いつもどおりで大丈夫ですよっ！

大竹：う、うんっ！　なら、いつもどおり、普通にやるね！

緑谷：（ちょっと考えて）ごめんなさい、やっぱりいつもより優やさしくしてください（笑）。

大竹：ええ～っ！（笑）

鈴吹：そういえば、ＧＭの緑谷さんは、大竹さんの部活の後こう輩はいなんだよね。

緑谷：はい、一緒にＴＲＰＧやって、もう三年近くになりますよ。

大竹：……てへっ☆

緑谷：……てへっ☆　って、なんですか、急にー（笑）。

大竹：（周りのプレイヤーに）明澄ちゃんっていじめるとかわいいんですよ～（一同笑）。

久保田：大竹さんいじめっこ、いじめっこだ（笑）。

緑谷：ひどいです、部長～！　……って、いつもこうなんですけどね（笑）。

鈴吹：そうなのか、大竹さんはいじめっ子なのか（笑）。

緑谷：なお、今回は個こ別べつのハンドアウトはありません。

大竹：それって最初からパーティ組んでるってこと？




　キャラクターを作成するとき、ＧＭから設定や状況を書いた紙片を配ることがあります。これをシナリオハンドアウトといいます。

　ハンドアウトを使う場合、ＰＣは別々の立場で始まることが多いのです。




緑谷：それはまだちょっと、秘ひ密みつです。

大竹：えーっ。秘密なんだ！　何があるんだろう。どきどきだぁ。

緑谷：お楽しみ、ということでお願いします（笑）。




　……とまあ、そんな会話を交かわしつつ、キャラクターを作成していただきました！

　キャラクター作成は、１レベルで行なってもらうレギュレーションです。

　果たしてどんなキャラが誕たん生じようしたのでしょうか……？




●キャラクター紹介

▼ＰＣ①──大竹みゆ／ユファ・プリムナード・コネリー

緑谷（以下ＧＭ）：では、自じ己こ紹介を順番に、大竹さんからお願いします！

大竹（以下ユファ）：はい！　キャラクター名は、ユファ・プリムナード・コネリーです。年齢は一三歳さい。おじいちゃまはコネリー……タスラム・コネリーです。
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ＧＭ：おお、あのコネリーさんですね！




　コネリーとは、『アリアンロッド・サガ・リプレイ』に登場する執しつ事じさんです。ピアニィのお世話役、教育係を務つとめる他、強力な魔ま法ほう、忍にん者じやのような身のこなしまで会え得とくしている、謎多きお爺じい様さまです。
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ユファ：はい、おじいちゃまに魔法を教えてもらいました。で、旧アヴェルシアの貴き族ぞくであるお家に伝わる、秘ひ伝でんのスキルがありまして……発動方法をどうしようかなと。ちなみにそれは《フロストプリズム》です！

久保田：代々１レベルで《フロストプリズム》使えるのか……！

田中：恐おそろしい……！（笑）




　今回ＰＣは、ひとつずつレジェンドデータを取得しています。レジェンドデータとは『エリンディル・レジェンドガイド』に掲載されている、エリンディル大陸に伝わる伝説などに関わるアイテムやスキルのことです。ライフパスの［運命］を特別なものにすることで、ＰＣがこれらのデータを使用できます。

　そして本リプレイでは、『タクティクスガイド』に掲載されているアルディオン大陸版のレジェンドデータを使用しています。くわしいデータはそちらをご覧らんくださいね。

　ユファは、レジェンドデータの《ポテンシャルアーツ》を取得した結果、レベル１では使用できない上級魔法《フロストプリズム》が使用できる──ということになりました。




鈴吹：コネリーに「人前で使っちゃいけない」って言われてるのかもね。

ユファ：あ、じゃあそれで秘密にしてます。

ＧＭ：はい、それでは秘密の魔法ということですね。……はっ！　ライフパスの［秘密］は、実は《フロストプリズム》が使えるということなんじゃ……。

ユファ：いえいえ。この学園に入った秘密は他にちゃんとあるのですよ。

田中：ま、まだ秘密があるのか。

ＧＭ：はい、なんでしょうっ。

ユファ：ラブコメちっくな設せつ定ていを、入れようと思ってまして（笑）。

ＧＭ：ら……らぶこめ!?（笑）

ユファ：はい（笑）。私のお姉さんが学園を卒業する日、迷まい子ごになってた私を助けてくれた男の子がいるんです。その子はちょっと年上のお兄さんで、学園の頂ちよう点てんを目指していたんですよ。それが、まだ小さい私にはすっごくまぶしく見えたんです。

ＧＭ：ふむふむ。

ユファ：で、別れる前、お互たがいに「この学園に入ったら、一番になる！」っていう約束をしたんです。男の子の顔は覚えていないんですけど、そのときの記き憶おくは残っているので、この学園の一番を目指してるんですよ。

ＧＭ：なるほどー。甘あま酸ずっぱい昔の記憶ですねえ。そんなユファちゃんの性せい格かくは、どんな感じですか？

ユファ：はい、貴族なので偉えらそうです。

ＧＭ：え、偉そうなんですか!?（一同笑）

ユファ：偉そうっていうか、人と普通に話すのがちょっと苦手なんですよ（笑）。思っていることとは裏うら腹はらに、強気な態たい度どを取っちゃう。でも、実はとても優やさしい子なんです。

ＧＭ：そして一いち途ずに王子様のことを待っていると。乙女おとめですねー。

ユファ：はいー。一途なので、この学園ですごい伝説を残していった（一同笑）、ピアニィ・ルティナベール・フェリタニアのことも尊そん敬けいしています。

鈴吹：自分の国の女王様ですからね。

ユファ：はい。憧あこがれているし、たぶんおじいちゃまと一緒に修しゆ業ぎようをしていた時期もあったんじゃないかな？　ということで、ピアニィをお姉さんみたいに思っています。

鈴吹：ピアニィねえさま、とか呼よぶといいんじゃないですか？

ユファ：じゃあ、それで！　クラスはメイジ／アコライトです。ピアニィねえさまと同じようにメイジでがんばってたんですが、なぜかひとりコンボを編あみ出だしてしまい（一同笑）。




　コンボとは、コンボスキルという特とく殊しゆなスキルを複ふく数すう人にんが連続して使うことで発生する、特殊な効こう果かのことです。コンボをつなげていくことでダメージが上じよう昇しようしたり、特定のコンボスキルが使えるようになったりします。使用する武ぶ器きやクラスによって使用できるコンボスキルが違ちがうため、どうつなげていくかが鍵かぎになります。

　普通は複数人でやるんですが、ユファちゃんはひとりでやっちゃいます。




鈴吹：ひとりコンボか……（笑）

久保田：いつかコンボを成立させるため、トスのみあげる練習をしていたのね（笑）。

ＧＭ：す、すげえ（笑）。

ユファ：でも、本当は一緒にできる人がいたらいいなぁ、と思いつつ……素す直なおになれなくて意地を張はってるんです（笑）。

田中：「何よ！　コンボくらい、友達がいなくてもできるもん！」みたいな。

鈴吹：なんという意地の張はり方かた（笑）。

ユファ：一緒にやってくれる友達がほしいけど、「私ひとりでもいいもん！」って感じですか。

ＧＭ：なるほど、了りよう解かいいたしました（笑）。




▼ＰＣ②──久保田悠羅／ルーチェ・ルベド

ＧＭ：それでは、次は久保田さん、お願いします。

久保田（以下ルーチェ）：は～い。名前がルーチェ・ルベドです。年は一二歳。種族はネヴァーフ、女じよ性せいです。身長は八〇センチくらい。

ユファ：ちっちゃい！

田中：ネヴァーフですからねー。
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ルーチェ：メインクラスがアコライトで、サポートがウォーリアです。ゴルフォード大だい神しん殿でんの神官の家か系けいということで、苗みよう字じをルベドにしてみました。錬れん金きん術じゆつの賢けん者じやの石に関係のある言葉で、〝赤化〟を意味しています。

ＧＭ：ほほー、賢者の石ですか。苗字がそれだと、何だかすごくいいお家の子っぽいですね。

ルーチェ：神官長まではいかないんですが、神殿ではそこそこ高い位なんだと思いますよ。




　ゴルフォードは、アルディオン大陸の中でも錬金術が盛さかんで、その技ぎ術じゆつも非ひ常じように高度な国です。錬金術を駆く使しして戦う騎き士し団だんや錬金術を研究する大きな学校があったりします。




ルーチェ：元々お父さんの下もとで、アコライトとして修業をしていたんですが、なぜか神竜王の神しん託たくを受けてしまい、その神託にしたがって学園へとやって来ました。学園にはたぶん神殿もあると思いますから、普ふ段だんはそっちに入いり浸びたってます。

ＧＭ：なるほど。ウォーリアでもあるということは、戦う神官なんですね。

ルーチェ：はい。趣しゆ味みで武器を改かい造ぞうしたりします。機械とかをいじったりとか、そういうのも好んでやります。レジェンドデータで《ギガントウェポン》を取っていますので、自分の倍くらいある武器を使ってます。

ＧＭ：すごい神官さんですね！　性格とかはどのようなかんじですか？

ルーチェ：とりあえず何かやばいことがあると、「これは神の試練です！」とか、「神の愛なのです！」とか言いまくって他人を巻まき込こむ（笑）。自分にももちろんですが、他人がひどい目にあってたりしても言いますよ。

ユファ：巻き込んじゃうんだ！

ＧＭ：自他ともに厳きびしい試練ですね（笑）。では続いて田中さん、お願いします。




▼ＰＣ③──田中信二／ユーキリス

田中（以下ユーキリス）：名前はユーキリスです。メインはシーフ、サポートがアルケミスト。年齢は一四歳ってことにしましょう。種族はドラゴネットのレパータルということで、もろ竜りゆうです。男だん性せいでいきます。
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　ドラゴネットとは、アルディオン大陸に暮くらす種族のひとつです。竜の角や竜りゆう眼がんを持つ、人間に一番近い姿すがたの〝アンスロック〟、腕うでや頭といった体の一部分が竜の形をしている〝メディオン〟、直立歩行する竜の〝レパータル〟に分かれています。




ＧＭ：となると……制せい服ふくはどうしてるんでしょうね。

ルーチェ：種族ごとにサイズとか全然違うもんね。

鈴吹：貴族の学園だから、きっと制服も全員オーダーメイドなんだよ。

ユファ：制服着てる竜なの？　かわいい～！　蝶ちようネクタイとかしててほしいなっ。

ユーキリス：じゃあそれで（笑）。で、外見がごついので、「見た目老ふけてるね」って言われているのを気にします。

ＧＭ：すごく萌もえキャラですね、それは（笑）。他に設定とかあれば教えてください。

ユーキリス：はーい。ライフパスは［隠かくれた才さい能のう］なので、錬金料理が得意、ということにいたしましょう。

ＧＭ：錬金料理、ですか？

ユーキリス：そうそう。ほら、今化学反はん応のうを使った料理とかがはやってるじゃないですか。たいていは、錬金術の研究をしているか、そういう料理の研究をしているかのどちらかです。

ＧＭ：ますます萌えキャラですなあ。

ルーチェ：（シートを覗いて）境きよう遇ぐうは……［遺ゆい言ごん］？

ユーキリス：はい。父ちゃんが考古学を志こころざしてひと山当てていたが、最近いない。というか帰ってこない。ラ○ュタを探さがしに行っているのでいつも留る守すなのです（一同笑）。

ＧＭ：空の上まではるばると（笑）。

ユーキリス：ええ、それで遺言が残されていて……「帰ってこなければお前が探さがせ」（一同笑）。だから考古学の基き礎そを学ぶために、父ちゃんの残した金を使ってシェルドニアン学園へやって来た、というわけです。

ＧＭ：なるほど。ちなみに運命はどんなものを？

ユーキリス：《フィナンシャルパワー》にしました。ポーションをいっぱい持っているスキルです。今回はＭＰポーションを五本選びました。戦闘はもろにサポートです。《ポーションピッチ》でお仲間を回かい復ふくさせる役目です。

ＧＭ：サポートタイプですね。なるほど。性格はどんな感じなんですか？

ユーキリス：ああ、そっか。決めてなかったな……学がく者しや肌はだにでもします？　他にも、マッドサイエンティストとかできますけど。

ユファ：ロマンチストっ！　乙女系けいがいいです！　エプロンとかつけて、錬金料理とかを作ってるのがいいな。

ＧＭ：それはかわいいなぁ～。

ユーキリス：錬金術で作ったかわいい弁べん当とうをみんなに振ふるまったりする感じですかね。

ユファ：えっ、いいんですか（笑）。

ユーキリス：癒いやし系を求められているらしいので、いいですよ（笑）。

ＧＭ：ＧＭ的には非常に萌えキャラなので、楽しみにしています（笑）。




▼ＰＣ④──鈴吹太郎／パル

ＧＭ：では最後に社長、お願いしますっ。

鈴吹（以下パル）：ヴァーナのウォーリアで、名前はパル。回かい避ひするのが中心で、攻こう撃げき力りよくはあんまりない。
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ＧＭ：攻撃力ないんですか？

パル：セットアップに《ランナップ》でガーッと走はしり込こんでって、敵てきのエンゲージに入って避けまくる。《プロヴォック》も《カバーリング》もない。人生これ避けるのみ（一同笑）。

ユファ：サポートクラスは？

パル：シーフです。だからトラップ探たん知ちも一いち応おうできる（笑）。種族はヴァーナの猫族アウリク。

ＧＭ：なるほど。他に設定とかあったら教えてくださいー。

パル：設定か……そうだ！　実は俺おれ、今日は不良がやりたかったんだ！

ＧＭ：おお！　やってくださいよ～！

パル：ロックンローラーのサボり系は前に別のリプレイでやったから、今回は超ちようケンカ系の不良。「俺がこの学園をシメてやるぜ」というタイプがいい。

ルーチェ：それでヴァーナの猫なのか……昔はやった「なめ猫」みたいですね（笑）。

ユファ：猫!?　猫ちゃんなの!?　かわいいー！

ＧＭ：いいですね、なめ猫ですか！　どんな感じなんですか!?

パル：うっ、じ、じゃあ、なめ猫で……。長ラン着て、鉢はち巻まきしてる（一同爆笑）。

ＧＭ：かわいい、それはっ、それはかわいい!!（爆笑）

パル：それで、出自は［闇やみの一族］だから、暗殺とか傭よう兵へいとかをやって生計を立てている、どこかの名もない小国の王族の息子にしよう。でも親に反はん抗こうして追放されてしまう（一同笑）。

ＧＭ：な、なるほど……。

ユファ：それでぐれちゃったんだ（笑）。

パル：そうそう。で、「家を出て行け」って言われたある日、家の蔵くらを開けてみたら、かっこいい腕うで輪わを見つけたの。んで泣きながら腕輪を触さわってみると、「（渋しぶい声で）力とか、ほしいか」って言われる（一同爆笑）。

ＧＭ：その言い方、ひどい、アバウトすぎる……!!（爆笑）

パル：それで、「力とかどうなるの」って聞いてみたら、「私をつけると、避けられるようになるぞ」って言われる。「これだ!!」ってぱちっとつけて、そのまま家出してきた。そいつがレジェンドデータで取った、〝アマルガムの輪りん環かん〟ってやつ。

ユファ：もらっちゃった!?（笑）

パル：だって回避があがるんだもん（一同笑）。それで、「俺なんか学園に行って優ゆう等とう生せいになって世の中救ってやるぜ～！」って言って、学園に入っちゃった。

ユファ：あれ？　けっきょく優等生？　不良？　どっち？

ユーキリス：闇の一族の落ちこぼれだから、一周回って優等生になったのでは？

パル：でも、他の生徒から見たらやっぱり不良に見えるんだよ。入学式にホームルームとかあると、机つくえに足のっけて、帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶって座すわってる。

ＧＭ＆ユファ：かわいい……！

パル：でも男。

ユファ：オス……なの？

パル：うん、男。女にすると無印シリーズのベネットとかぶるから（笑）。パルって名前は、猫だからタマ（珠たま）→パール（真しん珠じゆ）→パルってな感じで。
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ユファ：じゃあ、愛称はタマちゃんでどうでしょう？（笑）

パル：そう呼ばれたら怒るキャラだけど、いいよ（笑）。

ＧＭ：では、休きゆう憩けいを挟はさんでから始めましょう！







ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆入学式は危き険けんな香かおり




　秋の気配のするエストネル、シェルドニアン学園の講こう堂どうは人で溢あふれかえっていた。

　身なりのよい貴き族ぞくの子息、子女たちが、緊きん張ちようした面おも持もちで壇だん上じようを見つめている。

　そんな中にひとり、これからのことに胸むねときめかす少女がいた。




ＧＭ：それでは、オープニングを始めましょう！　舞ぶ台たいは入学式の行なわれているエストネルのシェルドニアン学園でございます。

ユーキリス：おお、オープニングは入学式からというわけですね。

パル：季節感があっていいのう。

ＧＭ：はい。ただし、季節は九月です。空気も少しずつ秋らしくなっている、そんな雰ふん囲い気きの中での入学式です。

パル：欧おう米べいの学校なんかは、九月から新学期だしね。シェルドニアンもそうなんだっけ。

ＧＭ：はい、そうです。そんな秋の折に門をくぐった皆さんは、入りたてほやほやの新入生、ぴっかぴかの一年生というわけですね。

ユファ：ランドセルぅ☆（一同笑）

ＧＭ：さすがにそれはないですが（笑）。で、現げん在ざいはまさしく入学式の最中というところです。皆さんは、学長先生の長々としたお話を聞いたり、終わったと思ったら来らい賓ひん挨あい拶さつをずらずらと聞くことになったりしています。

ユファ：お話を聞いてどきどきしながら、運命のあの子を探さがしています……。




　ここで大竹さん、なぜかＧＭを見つめて満面の笑えみです。




ＧＭ：あれ？　どうかなさったんですか？

ユファ：（素すに戻もどって）ごめん、なんだか明澄ちゃん見てるとニコニコしちゃう（笑）。

ＧＭ：そんな面白い顔をしているつもりはないんですが（笑）。

パル：（しみじみと）大竹さん、今日すっごく楽しそうだよねえ……。

ユファ：そうなんですよ～。明澄ちゃん、かわいいなあって思って（一同笑）。

ＧＭ：え、ええ～!?（おろおろ）

ユファ：大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、続けて！　あたしの顔は気にしないでがんばって（一同爆笑）。

ＧＭ：そう言われると、逆ぎやくに気になっちゃうんですが（笑）。

ユーキリス：そこはがんばって気にしないようにしてください（笑）。そういえば、入学式はどんな具合になってます？

ＧＭ：はい、ユファちゃんが運命のあの子を探していると、来賓の挨拶が終わり、「次は生徒会長からの挨拶です」と司会の人が言います。と同時に、ひとりの先せん輩ぱいが壇上に上がります。

ユファ：どんな人なんだろう……。

ＧＭ：目立つ銀ぎん髪ぱつの男だん性せいですね。割わりと背せも高くて、体つきもしっかりしてます。

パル：種族はヒト？　つまりヒューリンなのかな？

ＧＭ：はい、ヒューリンの男性です。彼は黙だまって真ん中まで来ると、机つくえにバンッ！　と両手をついて、「新入生諸しよ君くん！」と切り出します。

ルーチェ：騒がしかったのが、机をバンッ！　って叩たたいたら、シーンとするんだね（笑）。

ＧＭ：はい、そうです（笑）。それから皆さんをぐるっと見回し、人好きのする笑顔で続けます。「ようこそ！　このシェルドニアン学園へ！」

ルーチェ：人好きのする笑顔か。バンッってやるからには、怖こわい先輩だと思ってたんだけど。

パル：少女マンガ的てき二枚まい目めなんだな。きっと。銀の髪さらさらーんみたいな（一同笑）。

ユーキリス：うおっ、まぶしくて壇上が見えない（笑）。

ＧＭ：いやいや（笑）。どっちかといえば体たい育いく会かい系けいですね。チャラい感じではないです。

ユファ：体育会系かあ……二枚目も嫌いやだけど、体育会系もちょっと苦手だわっ（一同爆笑）。

ＧＭ：二枚目も駄だ目め、体育会系も駄目……一体どうしたらいいんだ（爆笑）。

ユファ：違ちがうの！　自分の中で理想が高くなってるの、運命の王子様基準だから！（笑）

ユーキリス：あー、なるほど（笑）。

ＧＭ：と、とりあえず……彼はそれからこう続けます。「堅かた苦くるしい挨拶は抜ぬきにしよう。俺おれからは、次回行なわれるイベントの宣せん伝でんをさせてもらう」

ルーチェ：ざわ……ざわ……。

パル：「新入生の歓かん迎げい会かいか何かかな、わーい」とか、パーティーだとみんなが勝手に思ってるわけか（笑）。

ユファ：そんなことより早く戦せん闘とうがしたいわ！　実じつ技ぎ試験がやりたいの！（一同爆笑）

一同：そっちなんだ！（笑）

ユファ：早くトップになりたいのよっ！




　さすが大竹さん、溢あふれんばかりの殺意……いえ、戦闘愛です。




ＧＭ：そこで、生徒会長さんが簡かん単たんに説明をしてくれます。まず新入生は全員参加です。生徒たちでチームとしてギルドを組んで……。

ユファ：（さえぎって）全員参加のチーム戦ですって!?　私は個こ人じん戦せんをやるつもり満々だったのに、聞いてないわ!?　どういうこと!?（一同爆笑）

一同：どういうキャラになってんの!?（笑）

ＧＭ：はいはい、最後まで聴いてくださいねー（笑）。……続きですが、四人一組でチームを組んで、チーム戦を行なう大会となっています。この大会はトーナメント制せいになっておりまして、新入生部門、二年生部門というように出場する部門が決まっている……ということを説明してくれます。基本的には、ギルドを組んで参加ってことです。

パル：俺たちは新入生部門に出るってことだな。

ユファ：（切せつ羽ぱ詰つまった声で）どうしましょう……！　共同で何かをやるなんて聞いてなかったわ……！　恥はずかしいけど、私、友達を作ったことがないの！（一同爆笑）

ユーキリス：えええ～っ！

ＧＭ：何だか切ないんですけど!?（笑）

ユファ：恥ずかしくって、声がかけられなかったの！（笑）ううーっ、どうしようーっ！

ＧＭ：ともあれ、どよめく新入生たちに向けて、生徒会長さんはこう締しめくくります。




「新入生同士で協力をし合って戦いに臨のぞんでくれ。この大会で友ゆう情じようを深めるもよし、ライバルを作って競きそい合うもよし、大いに学生生活を満まん喫きつしてくれたまえ。健けん闘とうを祈いのる」




ＧＭ：生徒会長が壇上から降おりたら閉へい会かいの挨拶、そのあとはクラスごとにホームルームのため移い動どう、という形になります。

ユファ：残念、王子様はいなかったみたい……。こうなったら、この大会で優ゆう勝しようするしかなさそうねっ！

ルーチェ：……ユファって、憧あこがれの王子様じゃなくて、もう完全に戦闘のほうに目がいっちゃってるよね（一同爆笑）。

パル：憧れの王子様に会いたいってのは単なる理由づけで、要するに目的は「あたしが一番になる」ってことか（笑）。

ユファ：いやいやっ、一番になったら、王子様から迎むかえに来てくれると思ってるんですよ！

一同：ああ～（可哀想な子を見る目になりながら）。

ユファ：でも、そのためには最大の難なん関かんを突とつ破ぱしなくちゃ……友達を作らなくちゃ……私ひとりでも大だい丈じよう夫ぶなのに、困こまったわ……！（一同笑）

ユーキリス：全員参加……やっぱりひとりじゃ駄目、ですよね？

ＧＭ：そうですね、不公平になっちゃいますから許きよ可かはできません。周りの新入生たちは、早くも「お前どうよ？」とか「ここでギルド組もうぜ」という会話を始めています。さっそく、ここでギルドを組んでる人もいるみたいです。

パル：レイウォールとかグラスウェルズの人数は多いはずだから、レイウォールチームとグラスウェルズチームもあるはずだな。

ルーチェ：お互たがい対たい抗こう心しんめらめらですね（笑）。




　アルディオン大陸の二大強国のひとつである白はく竜りゆう王おう国こくグラスウェルズは、大陸の覇は者しや〝統とう一いつ帝てい（アルドワルダ）〟の称しよう号ごうを手に入れるべく、レイウォールと戦争をしているのです。




ＧＭ：はい、「お前らには負けねーぞ」とか、もう現げん時じ点てんでやっているわけです。すでに四人集まっているところもありますね。

ユファ：どうしましょう、本当にどうしましょう……！　うーっ、ちょ、ちょっとその辺にいる人たちに、思い切って声をかけてみますっ！

ＧＭ：お、どうぞどうぞ。

ユファ：（つんつんした声で）あなたたち！　この私が……一いつ緒しよのギルドになってあげてもよくってよ!!

一同：な、なんだってぇぇぇ!?（大爆笑）

ユーキリス：そ、そんなキャラなんですかっ!?（笑）

パル：確たしかに、友達作りは大変そうだ（笑）。

ＧＭ：これはいいツンデレですね！（笑）

ユファ：知らない人に声をかけるのが恥ずかしいんですよー！　そ、それで!?　いいの、駄目なの!?

ＧＭ：そうすると、声をかけた新入生たちが申もうし訳わけなさそうに、「悪いけど、もう四人そろっちゃってるんだ。他を当たってくれないかな」と断ことわります。

パル：「（ＮＰＣになって）補ほ欠けつなら入れてやってもいいけど」（一同笑）

ユファ：何ですって!?　こ、この私を補欠にするなんて！　あなたたちのところには、頼たのまれたって入ってあげないわ！（一同爆笑）

ＧＭ：「ええー、何なんだアイツ……」（笑）。

ルーチェ：「（ＮＰＣになって）行こうぜ行こうぜ～」（笑）。

ユファ：うう～、ど、どうしよう～（笑）。

ＧＭ：そこで、仲間が見つからずにお困こまりのユファちゃんに、ここからひとりずつ仲間を集めていただこうかと思うのですが……どうでしょう？

ユファ：わ、分かりましたっ！　誰だれにも誘さそってもらえない私が、がんばって仲間を探さがすんですねっ！

ＧＭ：はい、お願いします（笑）。では一旦シーンを切って……。

ユーキリス：あ、僕ぼくを勧かん誘ゆうするときには「いいガタイね」って言ってほしいです（笑）。

ＧＭ：なら、ユーキリス君のシーンからの方がよさそうですね。では、そうしましょう（笑）。







◆Opening 02◆返事がない、ただの扉とびらのようだ




　入学式で見た、頭ひとつ高い影かげ。

　ホームルームが終わり、学園中が賑わう中、ユファは必死に彼を追いかける。

　見失わないように、見失わないように、飛び出た頭を追う。

　そしてついに、宿しゆく舎しやの一室にたどり着いたのだった。




ユファ：私がトップになるためには、まずは優ゆう秀しゆうな壁かべ役やくが必要ね！　残念だけど、私は打たれ弱いの！　いざという時に庇ってもらうために、壁役はきっちり選ばなくちゃ！

ルーチェ：ま、まさか前に出るおつもりじゃ……（笑）。

ユファ：そんなー、反はん撃げきのスキル持ってないから、前には出ませんよー！（笑）




　と言いつつも、ニコニコしていらっしゃいます。




ユファ：とりあえず……さっき見つけたおっきい人に声をかけてみましょう！　そこの人、待ちなさーい！

ＧＭ：はい、分かりましたー。ということで、ユファちゃんはユーキリス君を見つけて追いかけ、お部屋の前に来た、というところから始まります。宿舎のお部屋の前ですね。

ユファ：じゃあ「ユファ、勇気を出して……！」って自分を励はげましてからドアの方に……！

ＧＭ：はいはい？

ユファ：（胸を張はって）ノックしてあげてもよくってよ!!

一同：誰に向かって言ってるの!?（爆笑）

ＧＭ：返事がない。ただの扉のようだ。

一同：そりゃそうだ!!（爆笑）

ルーチェ：そのメッセージ、古いコンピュータのＲＰＧを思い出すなあ（笑）。

ユファ：（つんつんした声で恥はずかしそうに）き、聴いてるのっ!?　あなたの部屋のドアくらい、ノックしてあげてもよくってよ!!　開けてあげてもよくってよって言ってるの!!

ユーキリス：じゃあ、「何か声がするなあ」と思って、扉を開けます（笑）。

ユファ：はっ！　開いたわ！　やった！

ユーキリス：僕は扉よりも身長が大きいので、狭せまそうに入り口をくぐって出てきますよ。エプロンをつけてます。

ＧＭ＆ユファ：かわいい～！

ユーキリス：お菓か子しを作っている最中だったので……泡あわだて器きとボウルも持ってますね。

ＧＭ：おお。では、部屋の中から甘あまい香りがするわけですね。

ユーキリス：ええ、生クリームをシャカシャカやっていたところに声がしたので、出てきたというわけです。ええっと……どなたでドラ？

一同：ドラ!?（一同笑）

ルーチェ：それ、語ご尾びなんだ！（笑）

ユーキリス：ほら、僕、ドラゴネットですから。




　で、ですからと言われましても……。




ユーキリス：それじゃあ、僕のいた部族の方言ということでひとつ（笑）。扉を開けてユファさんを見て、「何かご用ドラか？」と尋たずねます。

ユファ：じゃあ、腰こしに手を当てて仁に王おう立だちになって、ぐっと相手をにらみます。でも心の中は「か、かわいい……！」って、きゅーんとなっちゃってます（笑）。

ＧＭ：エプロンですもんね、そりゃきゅんとなりますよね（笑）。

ユファ：「ちょっとイメージと違ちがったけど、まあいいわ」と思いつつ、ずいっと詰つめ寄よって……あなた、いいガタイしてるわね！　私のギルドに入れてあげてもよくってよ!!

一同：いきなりだな！（笑）

ユーキリス：んー……僕は戦闘とか得意じゃないんだけど……それでもいいドラか？

ユファ：（腹はらの底から出すように）なぬうっ……!?（一同爆笑）ま、まあ、場合によっては、戦闘が苦手でも〝特別に〟入れてあげてもよくってよ！




　戦闘が得意でも苦手でもいいから、仲間になって！　とは言えないユファちゃんです。




ユーキリス：えーっと、僕、考古学で身を立てたいって思ってるドラ。だから、遺い跡せきに潜もぐったりとか得意ドラよ。まあつまり、シーフの技ぎ能のうを持ってるってことかな（笑）。

ＧＭ：メタな発言ですね（笑）。

ユーキリス：あとはこれ、僕特とく製せいのドリームポーション！　ＭＰ回かい復ふくもばっちりドラ！

ユファ：確かに、シーフはいないとダンジョンで困こまるし、シーフ／アルケミストは使えるわね。でも一味足りないわ。そうね……あなた！　《ガーディアン》持ってないの!?

ユーキリス：（素に戻って）何でキャラシー見て確かく認にんしながら訊くんだよ!?（一同大爆笑）




　ピンポイントな要求すぎます。




ユファ：私、打たれ弱いの!!　きっとあなたなら《ガーディアン》を持っているはずよ!!

ユーキリス：恐おそろしい眼がん力りきを持ってるドラ……僕が新開発した「錬金ガーディアンポーション」のことを知っているとは……！（わなわな）あ、ガーディアンポーションは《ガーディアン》の演えん出しゆつね。

ＧＭ：分かりました（笑）。

ユファ：そんなポーションが開発されていたなんて!!　やるわね、あなた（わなわな）。

ユーキリス：とりあえず、立ち話も何なので、僕の錬金料理はいかがドラ？　ちょっと待っててもらえれば、お菓子とか作るドラ。

ユファ：……そう、分かったわ。お菓子と紅こう茶ちやが出るなら、中に入ってあげてもよくってよ。ばたん（←扉を閉しめた音）。

ユーキリス：では、そんなユファさんに紅茶を淹いれて出してあげます。どうぞドラ～。

ユファ：ありがと。ずずず……（はっとした表ひよう情じようになり）こ、これは……っ！　ＭＰポーション入り紅茶!?　や、やるわね。あなた一体何者なの？（一同爆笑）

ユーキリス：ただのドラゴネットのアルケミストです。けっこうなお手前で。……あれ？




　セリフが逆になってますよ！




ユーキリス：と、とにかく、途と中ちゆうだったお菓子作りを再さい開かいします。

ユファ：じゃあ、尻尾しつぽをふりふりしたり、鼻歌とか歌ったりしているユーキリス君の後うしろ姿すがたを、きゅんきゅんしながら見守っています（笑）。

ユーキリス：それではそんな感じで（笑）。ときどき錬れん金きん術じゆつを使いつつ……できました、お待たせしましたドラ。クッキーにケーキドラよ～。

ユファ：わ～、おいしそう～……とは言えないユファちゃんです（笑）。ま、まあ、見た目は悪くはないわね。せっかくだし、この私が食べてあげてもよくってよ！　ぱくり。

ユーキリス：どうドラか？

ユファ：……お、おいしい……！　これが錬金術の力……！（わなわな）

ユーキリス：それはよかったドラ（笑）。

ユファ：考えてみれば、ギルドには食料係も必要だわ！　すっごいお得！（一同笑）

ＧＭ：確かに、シーフ兼けんアルケミスト兼料理人ですからね（笑）。食料係が必要かはさておき、お得であることには違ちがいない（笑）。

ユファ：決めたわ。やっぱりあなた、私のギルドに入れてあげてもよくってよ！

ユーキリス：それは構かまわないドラが、僕のこと一味足りないって言ってなかったドラか？

ユファ：ケーキにクッキー、それに、このＭＰポーション紅茶。一味足りないどころか二味多いわ。二味も多いのに、足りないなんて言わないでしょう？　……って、何を言わせるのよっ！　恥ずかしいじゃないっ！

一同：ツンデレだ！　ツンデレがいる！（笑）

ユファ：も、もうっ！　それで、いいの!?　悪いの!?　どっち!?

ユーキリス：あなたは僕の錬金料理を食べて、おいしいって言ってくれたドラ。それで十分ドラ。一緒にがんばりましょう。

ユファ：あなた、名前は？

ユーキリス：ユーキリスと申すドラ。

ユファ：そう。私の名前はユファ、よろしくね、ユーキリス。早さつ速そくだけど、あなたのクッキーと紅茶を持って勧誘しに行くわよ！

一同：その紅茶を持って!?（笑）

ユーキリス：あ、そういえば僕、二メートルくらいあるんですよ。なので、部屋から出たら「視し界かいをよくして探しましょうか」って言って、ひょいとユファを肩かたの上に乗せます。

ユファ：「わっわっ、恥ずかしいじゃないの、やめなさいっ」って言って、じたばたします。

ＧＭ：何だか和なごむ光景ですね～。

ユファ：だけどこれ、次会う人は怖いよね（笑）。

パル：頭上から「私のギルドに入れてあげてもよくってよ！」ってまさに上から目線（笑）。

ユーキリス：では、行きましょうか～。

ユファ：は、恥ずかしいから下ろしなさいーっ！

ＧＭ：そんなやり取りをかわしつつ、次のシーンに移うつりますっ。







◆Opening 03◆神からの試練




　学園の中に設せつ置ちされた神しん殿でんは、午後の暖あたたかな光に満ちている。厳おごそかな空気すら漂ただようその中で、少女は一心に祈いのりを捧げていた。

　神への感かん謝しやの気持ちを込こめ、祈り続ける少女の心は、安らぎに満ちていた。……窓まどの外を過よぎる巨きよ大だいな人影に気づくまでは。




ＧＭ：では次は、ルーチェちゃん登場のシーンです。

ルーチェ：はーい。

ＧＭ：ルーチェちゃんはアコライトですから、いるとしたら神殿ですよね。

ルーチェ：そうですね。入学式が終わったあと、学園内にある神殿でお祈りをしています。そしてふと気がつくと、窓から……その、見えるんです（笑）。

ユファ：にょきっと！

ＧＭ：大きいのが下に、小さいのが上になった人影が、窓の外に見えますね。

ルーチェ：おお神よ、あれは何でしょう。すごく気になります（笑）。

ユファ：窓からこっそりと覗のぞいてます（笑）。ユーキリス、中に誰かいるわ！　あれはきっと……アコライトねっ！

ユーキリス：なんとなく歩いてただけで神殿に来たドラ……（笑）。まあ、そういう鼻が利きくというのも、考古学者の務つとめというものドラ。ちょっと入ってみるドラ。

ＧＭ：では、ふたりが重い木の扉を開けますと、先ほど見かけた少女がお祈りをしています。

ルーチェ：祭さい壇だんの前で、ちっちゃいのがひざまずいてます。ゆったりローブで、ちょっと袖そでが長くてだぶついてる。身長は小さいですよ。

ユファ：か、かわいい……（きゅん）。じゃ、じゃあ……ユーキリスの上から勧誘！「そこの、ちっちゃくてかわいいあなた！　私のギルドに入れてあげてもよくってよ！」（一同笑）

ルーチェ：じゃあ、その声にふっと振ふり向むきます。どでかいのがどーんといて、その上にちっちゃいのが腕うで組んで仁王立ちしてるわけですよね（笑）。

ユーキリス：あ、僕がしゃべってるわけじゃないドラ～（笑）。

ルーチェ：「お、おお、神よ、これはあなたが与えた試練なのですか……！」とぶるぶる震ふるえながら言います（一同笑）。

パル：すごい身長差だもんなあ。

ユファ：おそらく、あなた……（ちらり、とルーチェのキャラクターシートを見て）アコライト／ウォーリアねっ！　《カバーリング》は持ってないのね。じゃあ、えっと……。

一同：見てる、見てる！（笑）




　さっそく、キャラクターシートのデータを確認する部長……いえ、ユファちゃんです。




ルーチェ：な、なんでしょうか。どきどき。

ユファ：……範はん囲い攻こう撃げきをできる方が必要なの。入ってくださらないかしら？

ルーチェ：アコライトになにを望んでるんですか！（笑）見た目は普ふ通つうのアコライトですよ。ビレッタつけてるし。そう言われて我われに返って……「（困ったように）すみません、一いち応おうわたしはアコライトなんですけど……」

ユファ：いいえ、あなたは範囲攻撃ができるウォーリアよ！　そうよ、この私の目はごまかせないわっ！（一同笑）どーん、と上から指を突きつけるわよ！

ＧＭ：ごまかせないと言いますか、確認したからと言いますか（笑）。

ユーキリス：それにしても……ものすごい構こう図ずですね、これ（笑）。

ルーチェ：では、その言葉を聞いて「おっしゃるとおり、範囲を攻撃できるスキルを持っていますけど……」と答えましょう。

ユファ：やった！　持ってるのね！

ルーチェ：それからユファさんを見上げて、「この力が必要とされる、やはりこれは神の試練、避さけることは許ゆるされないのですね……！」と決心したように呟きます。それから、そばにあったケースを手にとって……中身を取り出します。

ＧＭ：おお？　武ぶ器きですか！

ルーチェ：はい。巨大なハルバードなのですが、折りたたみ式になってます。普ふ段だんはケースに入れて持ち運びしてるんですよ。それを一回振ふると、本人よりも[image: ]倍近くでかくなる、という仕し掛かけです。

ユファ：ど、ど、どうしましょうユーキリス、この子ちっちゃいけど、とても怖いわ！（笑）

ユーキリス：ユファさん、ユファさん。敵てきにして怖こわそうということは、味方にしたら頼たのもしい、ということドラ。

ユファ：そ……そうね……でも残念ね、見た目はこんなにかわいいのに……。

ルーチェ：どん、とハルバードを床ゆかにつけて、じっとユファさんを見つめます。

ユファ：ああ！　どうしましょう、怖い、怖いわ!!（笑）でもウォーリアだもの、必要よね、そうよね……あのぅ、あなた、入りなさいよぅ……きっといいことあるわよ、私たちといると……（一同笑）。

ＧＭ：すごく弱気になっちゃった！（笑）

ルーチェ：では、そんなユファさんを見てにっこり笑います。「あなたがお声をかけてくださったのも、きっとともに進め、という神のお言葉に違いありません！　一緒に神の与あたえたもうた試練を乗のり越こえていきましょう！」と明るく言いますよ。

ユファ：ほっ。よ、よかったぁ。すっごく怖かったあ（笑）。

ルーチェ：そんな怖くしたつもりはないのですが（笑）。では、ハルバードを出したときのように一回振ると、さっきと逆にガシャガシャと元に戻もどる。

ユファ：おお～。じゃ、じゃあ、ケースにしまったのを見て……「それじゃああなた、こっちに来てもよくってよ！」と言います！

ＧＭ：つまり……ユーキリス君の肩の上、ということですね（笑）。

ユーキリス：え！　ふたりも乗るの!?　じゃあ両りよう肩かたにどうぞ（笑）。

ルーチェ：お邪じや魔まします。よじよじ（←登っている）。

ＧＭ：両肩にちっこいのを乗せた竜りゆう……ＧＭ的に、すごく萌もえです。

ユーキリス：は、萌えられました（笑）。

ユファ：そういえば、自じ己こ紹しよう介かいがまだだったわね。私はユファよ。こっちがユーキリス。あなたは？

ルーチェ：ルーチェ・ルベドと申します。よろしくお願いしますね、ユファさん！

ＧＭ：のしのし歩くユーキリス君の肩に乗ったところで、次のシーンへ移りましょう！







◆Opening 04◆番長、現あらわる




　彼は、ぽつんと校庭を歩いていた。

　長ランからのぞく尻尾、目ま深ぶかに被かぶる帽ぼう子しのひさしに、夕ゆう陽ひが濃こく影を落とす。

　どこか哀あい愁しゆうを漂ただよわせる彼の背せ中なかに、少女の声が投げられた。




ＧＭ：次のシーンはタマ……じゃなくてパル君です。

ルーチェ：すっかりタマになっちゃった（笑）。

ＧＭ：辺りはすっかり日が暮くれてます。新入生たちは自分のチームを作るために奔ほん走そうしておりますので、校内はほとんど人ひと気けがありません。

パル：ＧＭ、時間がちょっと巻まき戻るんですけど、ホームルームのシーンをやってみたいんで、いいですか？

ＧＭ：はい、どうぞどうぞー。

パル：じゃあ……俺はホームルームの教室の一番うしろの席で、帽子を目深に被って、机の上に足をのせて座すわってるわけですよ。クラスメイトの中にも、不良っぽいなあいつ、みたいな空気が流れる。

ユファ：うんうん。

パル：でも、周りは不良が怖いから話しかけてこない。黙って遠とお巻まきに眺ながめてる。そのうちに先生が入ってきてホームルームになる。で、先生もおどおどしながら挨拶して話を始めて、途中で場を和なごませるために親父おやじギャグを混まぜるんです。

ＧＭ：なるほど、そこでギャグが滑すべって、教室中がさらにシーンとするわけですね（笑）。

パル：そうそう（笑）。で、そんな静まりかえっている教室の一番うしろで、俺がくっと帽子をあげて、「（棒ぼう読よみで）面おも白しれぇー。あまりにも面白くって笑いも出ねぇや」とでかい声で言う（一同笑）。

ＧＭ：もはや空気は絶ぜつ対たい零れい度ど……（笑）。

パル：だから誰も近づかない。とうとうそのままホームルームが終わって、みんながギルドを組み出しても声なんてかからないから、教室を抜ぬけ出だしてひとりで校庭を歩いてる。いかにも「俺はどこのギルドにも入ってませんよ」って空気をまとっているのだ。

ユーキリス：では、その背はい後ごからのしのしと近づいていきましょうか。

ユファ：私は、尻尾のある影を見て「あっ、猫ねこだ！　ユーキリス、早くっ、追いかけて！」とはしゃぎます（一同笑）。

ユーキリス：追いかけるんですかぁ～？　のっしのっし。

ＧＭ：では、追いつきました（笑）。

ユファ：「ちょっと、あなた！　そこの、猫のあなた！」って声をかけます！

パル：「ああん？　猫だからってなめんなよ」って、帽子を目深に被ったままで言うよ。

ユファ：ど、どうしましょう……なめんなよって言われたわ、ルーチェちゃん。

ルーチェ：ユファさん、これも神の与えたもうた試練ですっ！　がんばりましょう！（笑）

ユファ：る、ルーチェちゃんは前向きね……！

パル：ちなみに、ユーキリスの胸の辺りに顔があるんだけど、絶対に顔はあげない。不良だから！　見上げると負けた感じがするから！（一同笑）

ＧＭ：な、なるほど！（笑）

パル：だからまっすぐ前を見て、胸に顔つけて、「なんだおめー、でけぇからってなめた口利くんじゃねぇぞ」って言う（笑）。

ユファ：じゃあ肩の上から、「あなた！　私のギルドに入れてあげてもよくってよ!!」（笑）

パル：おめぇ、でっけぇが女なのか（一同笑）。

ユファ：顔！　顔見れてないーっ！　かわいいーっ！（笑）

ユーキリス：「ええっと、僕は男ですドラ～」言いながら前ぜん傾けい姿し勢せいになります。

ＧＭ：肩に女の子がふたりほど、しがみついてます。

ユファ：（プレイヤーに向かって）あの、嫌だったら言ってくださいっ。お顔が見たいので、帽子をぴゅっと取りますっ。

パル：そうすると耳がぴょーんと出てきます（笑）。

ユファ：うちのタマにそっくりぃ～!!　よ～しよし！　わしゃわしゃー!!（←撫なで回まわす音）

ＧＭ：パル君は、わしゃわしゃされました。

ルーチェ：ていうか、飼かってる猫の名前、タマなんだ（笑）。

[image: ]

パル：頭を撫でられたことなんかないから、びっくりして照れておろおろする。でも照れてるのがばれたくないから、「や、やめろよ！」と突つっ張ぱりつつ、帽子を奪うばい返かえしてみる（笑）。

ＧＭ＆ユファ：かわいいっ！　かわいいっ！（萌）

ユーキリス：こ、この方はさっき「なめんなよ」って言ってらっしゃったドラ～。おろおろ。

ユファ：ユーキリスっ！　この子、この子がいい！　連れて行きたいわっ！（一同笑）

ユーキリス：えっと、ギルドメンバーとしての戦力とか、考えなくてもいいドラか？

ユファ：そういうのは、あとで考えればいいのっ。どう？　私たちのギルドに入れてあげてもよくってよ！

パル：「けっ、めんどくせーな。新入生歓かん迎げいのイベントとか、かったりぃだけじゃねーかよ」と帽子をかぶり直す。ちなみに、装そう備び品ひんのハットが学がく生せい帽ぼう、マントが長ラン（笑）。

ＧＭ：なるほど（笑）。

ユーキリス：だけど、どこかギルドに入って参加しなくちゃいけないドラよ。全員参加のイベントですし、一緒にやりましょうよ。友達……ほしいでしょ？

パル：「そんな友達ごっこなんざしたかねーや」と言いつつ、実は寂さびしくてしょうがなかったので密ひそかに嬉うれしい俺（一同爆笑）。

ユファ：友達ごっこじゃないわよ！　だって、ちょっと寂しそうだったし……だ、だから、友達になってほしいなら、なってあげてもよくってよ？

ルーチェ：ツンデレだ、ここにツンデレがいるぞー（笑）。

パル：そのセリフに心の中では喜びつつ、「うるせーな、馴なれ合あいなんて願い下げだぜ」と反発をする（笑）。

ＧＭ：ここにもツンデレが……！（笑）

パル：……でも絶対参加しなくちゃいけねーんならしかたねぇ、入ってやらぁ！

ユファ：おおっ！　やった、ルーチェちゃん、やったわ！

ルーチェ：これもまた、神のお導みちびきです！

パル：だがなあ！　一個こだけ、これだけは言わせてもらうぞ！

ユファ：うわっ、なに、なに、怖いわっ!?

パル：俺はなあ！　……弱ぇぞ（一同爆笑）。

ユーキリス：えええーっ。

ＧＭ：男らしい、いっそ清すが々すがしい（笑）。

ルーチェ：大だい丈じよう夫ぶです、皆さんっ。これもまた、神の試練ですから！　きっと神は、私たちのことを見守っていてくださいます！

ユーキリス：まあ、こういう大会は参加することに意義があるドラ。

ユファ：そうね！　でも目指すは優勝よ！　と、かわいいタマちゃんを連れ、のしのしと三匹びき連れて行ってください（笑）。

ユーキリス：僕がですか!?（笑）

パル：いや、俺は乗らないよ（笑）。「けっ、しゃーねーな」って言いながら、尻尾を揺ゆらしてついていくぜ。

ＧＭ：そんなわけで、仲間も四人無事に集まりました。これでオープニングは終しゆう了りようになり、ミドルフェイズへと移動しまーす。……あ、その前にギルド名を決めてくださいね。

一同：はーい！

ユファ：でも、どうしようか？

パル：（ちょっと考えて）〝エストネル・エンペラー〟とかがいいな、俺。

ルーチェ：めちゃくちゃエストネル国王に喧けん嘩かを売ってますよ!?（笑）

ユーキリス：〝ブレーメンの音楽隊〟とかはどうでしょう？

パル：そもそも音楽隊じゃねーし（笑）。……あ、〝《フロストプリズム》が使えるのは秘ひ密みつです〟とかもいいね。

ＧＭ：超ちようばらしてますよね、それ!?（爆笑）

ユファ：うーん……かっこいい系でいくか、ネタ系でいくか、悩なやむね～。

ＧＭ：ネタ系って、具体的にどんなです？

ユファ：き、〝帰き宅たく部ぶ〟とか。

ＧＭ：帰っちゃ駄目ぇー!!　ちゃんと大会に出てぇー!!（一同爆笑）

ルーチェ：〝うしろ髪がみを引かれ隊〟とかですか（笑）。

パル：大竹さん、ネタ系がいいの？（笑）

ユファ：そのほうが素す直なおで好き（笑）。〝優勝してもよくってよ〟とか（笑）。

ＧＭ：ユファちゃんの性せい格かくを考えると……〝してあげてもよくってよ〟ですよね。

ユーキリス：〝優勝してあげてもよくってよ〟……これ、初戦で負けたらすっげー嫌だな。

ルーチェ：いっそのことなかったことにしたくなるね（笑）。

ＧＭ：あれ、大竹さん、どうかしたんですか？　固まってますけど……。

ユファ：あ、あたし……このギルド名、すっごい好きかもしんない……!!（わなわな）

一同：えええええーっ!?（大爆笑）

パル：いい！　それはいい!!（爆笑）

ユーキリス：マスター！　ぼ、僕たちにプレッシャーをかけないでほしいドラ～（笑）。

ユファ：駄目よ！　私たちはここで優勝しなくてはいけないのっ！

ユーキリス：ノルマが優勝ってどんだけ厳きびしいギルドなんですか！（一同笑）

パル：冷静に考えれば、すっごいプレッシャーだよねえ。準じゆん優ゆう勝しようとか恥ずかしくて、死んでもできねーよ。

ルーチェ：四位・五位とかでも恥ずかしいし（笑）。

パル：恥ずかしい！　それは恥ずかしい！　いっそ名前の出ない一回戦負けのほうがいい。

ＧＭ：準優勝は不ふ可かって、ハードルが高すぎますよ!?（笑）

ルーチェ：わたしたち……すごく、がけっぷちにいる気がする……！（爆笑）




　そんなわけで……ギルド名は晴れて、

〝優勝してあげてもよくってよ〟

　に決定しました。




ユファ：実じつ際さいギルドシートに書いてみると、もうおかしくって仕方がない（爆笑）。

ＧＭ：こ……これは……ひどい……!!（爆笑）

ユファ：これがＴＲＰＧ部ルティナスの部長さんだよ☆

ＧＭ：知ってますよ☆（一同笑）




　持っていくスキルは、ユファのコスト消費量を考え《祝福》となりました。

　はてさて、一体どうなることやら……？







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆激げき突とつ！　〝特とつ攻こう！　一いち撃げき滅めつ殺さつ隊〟




　沸わき上あがる歓かん声せいと、声せい援えん。そして拍はく手しゆ。

　周囲は生徒たちと先生たちが詰つめかけている。必死で応おう援えんしてくれる同級生の姿すがたも見えた。

　相手ギルドのメンバーと、今、ユファたちは静かに対たい峙じしていた。




ＧＭ：では、ここからミドルフェイズに入ります。皆さんは……！

ユファ：私たちは？

ＧＭ：……決勝まで勝ち進んだ!!

一同：早っ!!（笑）

ユーキリス：信じられないドラ！　これまでの戦いがまるで夢ゆめのようだドラ～！（笑）

ユファ：みんな、さすがねっ！

ルーチェ：とりあえず、あと一回勝ちさえすれば、この名前でもオッケーなところまで来た、ということですね（笑）。

ユファ：この名前のプレッシャーのおかげで、みんながんばって戦ってくれたのよ！

パル：俺おれら今までないくらい、超ちよう真しん剣けんに戦ったよな（笑）。

ユーキリス：火事場の馬ば鹿か力ぢからってあるもんです、ドラ。

パル：これでもし準じゆん優ゆう勝しようだったら、名前を変えて〝準優勝してあげてもよくってよ〟に直そうぜ。

ユファ：そ、そうね……確たしかに、準優勝なのにそのままは、ちょっと恥はずかしいものねっ。

ＧＭ：面おも白しろいですね！　ではギルド名は変へん更こう可か能のう、ということにしましょう（笑）。

ルーチェ：（しみじみと）それにしても、神から賜たまわった試練も伊達だてじゃないってことですね。本当に、試練だった。

ユーキリス：ギルド名で背はい水すいの陣じんを引くとは、ユファさん策さく士しドラ（笑）。

ユファ：当然よっ。そのためにこの名前をつけたのだもの！

パル：そ、そうだったのかー！（一同笑）

ＧＭ：そんなユファの思おも惑わくのとおり、そのギルド名に恥はじぬ戦いをして、今日ここに立っているわけですね。

ユファ：激はげしかったわ……！（笑）さあ！　あと少しで優勝よ！

ＧＭ：大会は、説明がありましたとおりトーナメント制せいですので、四日丸々使った戦いを勝ち進み、本日が最終日というわけです。新入生部門の決勝戦でございます。

パル：早ぇな……この三日間の激げき闘とうが走馬灯のように（笑）。そして、俺たちに敗れて「必ず優勝しろよ……！」と言っていたギルドが、観客席で「がんばれよー！　〝優勝してあげてもよくってよ〟！」と声援を送っているのが見える（一同爆笑）。




　何度聞いても、笑ってしまうギルド名です。




ユファ：……もしかしてギルド名に問題あったかしら？

ルーチェ：大ありです（笑）。

ＧＭ：ちなみにこの大会は学園長公こう認にんです。先生がたや、今まで惜おしくも敗れてしまった新入生や上級生も詰つめかけるので、観客席は毎年満員状じよう態たいになります。

ルーチェ：「今年の新入生にすごい名前のギルドがいるぞ」とか言われてるんだな、きっと。ギルド名だけで話題騒そう然ぜんだ（笑）。

ＧＭ：ちなみに本日のプログラムの最初が、新入生部門決勝戦になっております。このあとは、上級生の決勝戦が順々に行なわれていくわけです。で、今観客席では「〝優勝してあげてもよくってよ〟！　がんばれ！」という旗が振ふられていると（笑）。

パル：相手ギルドの応援の場合はもちろん、「〝優勝してあげてもよくってよ〟なんかに負けるなー！」だな（笑）。

ルーチェ：もうなんだか分かんないじゃないですか（笑）。

ＧＭ：それは、もはや仕方がない（笑）。

ユファ：今日が最後よ……〝優勝してあげてもよくってよ〟、一丸となって優勝を目指すわ！

ＧＭ：皆さんはすでに特とく設せつ会場のリングに上がっている状態ですね。キミたちの少し先には、同じようにライバルギルドがいます。

ユファ：ライバルギルド名は？

ＧＭ：はい、〝特とつ攻こう！　一いち撃げき滅めつ殺さつ隊〟です。

パル：（素すに戻もどって）その名前、緑谷さんがつけたの？

ＧＭ：そうですよー。がんばって考えたんです！　いい名前でしょう？

ユーキリス＆パル：大して大竹さんとセンス変わんねーよ!!（爆笑）

ＧＭ：あ、あれっ!?（笑）

パル：なんか今、俺すげーほっとした！（笑）

ルーチェ：「ウケたら勝ち」みたいな感じだ！　てか今までのヤツらもそんな感じだったんじゃないの!?（笑）

ＧＭ：はい、そういえばそんな気がしなくもありません（笑）。さて、メンバーは全員ヒューリンですね。ひとりずつ簡かん単たんに紹しよう介かいします。ライバルギルドのリーダーは優やさ男おとこで、名前はルーゼル。大きな剣けんを持っています。

ルーチェ：……ユファさん、今優男で反はん応のうしましたね。

ユファ：優男は嫌きらいよっ。それに、でかい剣持ってればいいってもんじゃないのよっ。

ＧＭ：ひどい（笑）。それから、槍やりを持つ生真面目きまじめそうな青年と、モーニングスターを持った小こ柄がらな女の子。それぞれ、レスターとアニカです。アニカはピシッとルーチェに指を突きつけて「あなた、あたしとキャラが被かぶってるのよっ！」と挑ちよう戦せん的てきに言い放ちます。

一同：言われた、言われちゃった！（笑）

ルーチェ：（力強く）それも神の試練ですっ！（笑）

ユーキリス：そ、そういう問題じゃないと思うドラ（笑）。

ＧＭ：そして最後のひとりは、魔ま術じゆつ師しっぽい衣い装しようのでかくてごつい男。強こわ面もてです。名前はゴンザレス。

パル：ユーキリスに「お前、俺とキャラが被ってんだよ」って言うの？（一同笑）

ＧＭ：いえいえ、「（野太い声で）いや～ん、あなた、いい男じゃない！　超ちようタイプなんだけどお～ん！」と言うのです。

一同：そっちかーっ!!（爆笑）

ＧＭ：ゴンちゃんは、身体からだはでかい男だけど夢ゆめ見みる乙女おとめなのです。

ルーチェ：っていうか、ゴンちゃんなんだ……愛あい称しようも何だかごつい（笑）。

ＧＭ：「んま！　失礼ね、ごつくなんかないわよぅ！」とぷんすかするゴンちゃんです（笑）。そんな彼を手で制せいし、リーダーであるルーゼルが一歩前へ進み出て、ユファに握あく手しゆを求めます。「ギルドリーダーのルーゼルだ。よろしく。いい試合にしよう」

ユファ：じゃあ、ちょっとドキドキしながら……（笑）。「て、手なんか握にぎってあげないわっ」

ユーキリス：「（実じつ況きようになって）おおーっと、〝優勝してあげてもよくってよ〟、その名のとおり挑戦的な態たい度どだーっ」

ＧＭ：……というアナウンスが入りました（笑）。

パル：じゃあ俺はその隣となりで帽ぼう子しをくっと上げて……「ぬるいこと言ってんじゃねーよ！　こっちはなあ、負けるとギルド名変えなきゃいけねーんだよぉっ!!」（一同大爆笑）

ＧＭ：「こ、これは！　凄すさまじいカミングアウトです！」

ユファ：（真面目な声で）私たちには、優勝しなくちゃいけない理由があるのよ。

ユーキリス：それはあなたのせいドラ……。

ユファ：うるさいわよ、ユーキリス！（一同笑）

ＧＭ：では、ルーゼルはそんなキミたちに爽さわやかに笑いかけ、「では、お互たがいそのギルド名に恥じぬ戦いをしよう」と微笑ほほえんで言いますよ。

ルーチェ：無む駄だに爽やかだ（笑）。ところで、相手チームのギルド名をもう一度訊きますが。

ＧＭ：〝特攻！　一撃滅殺隊〟です。

ユーキリス：分かったぞ！　相手の攻こう撃げきはきっと、一回目を耐たえ切ればいけるドラー（笑）。

ＧＭ：「もちろん、キミたちも遠えん慮りよはいらないよ。思いっきりかかってきてくれればいいからね」と言うのですが、だんだん「思いっきり！　そう!!　思いっきり殴なぐりかかってきてくれていいよ!!」とヒートアップしてまいります（笑）。

ルーチェ：こいつ、悦えつに入いってるよ（笑）。

ユファ：いやだ、こいつキモイわ（一同笑）。




　キモイと言われ、なぜか嬉うれしくなってしまったＧＭです。




ユファ：とにかく！　そんなこと、言われなくたってあなたを殺すわ！（一同大爆笑）……あっ！　ち、違ちがったわ！　つい言い間ま違ちがってしまったわ！　あなたを倒たおしてあげてもよくってよ！　こういう大会では、殺しちゃ駄だ目めっておじいちゃまも言ってたもの。

ＧＭ：ではこう……しゃらーんと髪かみをかきあげて一言。「キミにだったら、殺されても悪くはないかな……」

ユファ：（泣きそうな声で）えーっ！　えーっ、どうしようーっ！　この学園、こんな男しかいないのーっ!?

ルーチェ：試練ですから、乗のり越こえてくださいっ！

ＧＭ：そうすると、レスターが心底疲つかれきった表ひよう情じようで「あー……すみません、ホントすみません……」と頭を下げてくれます（笑）。

ユファ：レスターくん、ひとりだけまともだね。

ＧＭ：すごく胃が痛いたそうです。「俺、早くここから抜ぬけたい……」って言っています。その隣で、アニカがモーニングスターをぶんぶん振ふり回まわしながら「早く始めましょうよ！」（一同笑）

ルーチェ：なんだか、どこかで見たことのあるようなタイプの人ですね（笑）。

ＧＭ：そこで再ふたたびアナウンスが入ります。「それでは、新入生部門、〝優勝してもよくってよ〟……じゃない、〝優勝してあげてもよくってよ〟ＶＳ〝特攻！　一撃滅殺隊〟の決勝戦を始めます！」

ルーチェ：実況も噛かむこのギルド名（一同笑）。




　生徒たちによる割われんばかりの拍手とともに、試合開始を告げる鐘かねが鳴らされる。

　かくして──決勝の火ひ蓋ぶたは今、切って落とされた！




●第一ラウンド

行動値

パル　　　　　　　　　　　11

ゴンザレス　　　　　　　　８

ユファ　　　　　　　　　　７

ルーチェ　　　　　　　　　６

ユーキリス　　　　　　　　６

ルーゼル　　　　　　　　　６

レスター　　　　　　　　　５

アニカ　　　　　　　　　　５
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ＧＭ：皆みなさんも相手ギルドも、それぞれ１エンゲージずつになってます。距きよ離りは10メートルです。トラップはありません。相手ギルドを全員倒たおすか、皆さんの全ぜん滅めつで戦せん闘とう終しゆう了りようです。なお、以下のようなルールになっています。




・相手ギルドは、フェイトや１シナリオ一回のスキルは使用しない。また、ギルドスキルも使用しない。

・戦闘終了後、【ＨＰ】／【ＭＰ】は最大値まで回かい復ふくする。ただし、回数制せい限げんありのスキルの回数、およびフェイトは回復しない。

・【ＨＰ】がゼロになると戦闘不ふ能のうになる。また、「とどめを刺さす」ことは不ふ可かとする。




ユーキリス：ポーションはできるだけ使わないようにしないとなあ。

ルーチェ：そうだね。温おん存ぞんする方向で。

ＧＭ：それから、これは大事なことですが。




・学園で行なう大会なので、ドロップ品はない。漁あさらないでね。




一同：そりゃそうだ！（笑）

ユーキリス：観客の目の前で漁ったら、すごい凄せい惨さんな絵になるよ！（笑）

パル：確かにそうだけど、ちょっと面おも白しろい（笑）。

ＧＭ：や、やめてあげてくださいね（笑）。

ルーチェ：とりあえず、向こうが持っているでかい武ぶ器きに無言で対たい抗こう心しんを燃もやしておきます。演えん出しゆつだけど、ケースから折りたたみ式のハルバードをジャコン！　と取り出すと、向こうの剣よりも長くなると。

ＧＭ：「な、なんだあれは」と驚おどろいています。

ルーチェ：外見はアコライトなんですけどね。

ＧＭ：するとアニカがリーダーの袖そでを引ひっ張ぱって文もん句くをつけます。「なに、アイツずるいー！　あたしもあんな武器がほしい！」

ルーチェ：ずるくありません。これもまた、神の思おぼし召めしなのですっ。

パル：（しみじみと）……〝特攻！　一撃滅殺隊〟か。

ルーチェ：名前負けしてますね。

ユファ：ね！　名前負けしてるね。




〝優勝してあげてもよくってよ〟に名前負けしてないみなさんからのひと言でした。




ＧＭ：それでは、戦闘を開始しましょう！　まずはセットアップ！　何かありますか？

パル：あるある。《ランナップ》を使用します。ひゃっはー!!　俺を止めてみろー!!（一同笑）

ＧＭ：ひゃっはーって、なんですかその掛かけ声ごえー!?（笑）

パル：いや、つい（笑）。んで、「俺の前を走るヤツぁ何人たりとて許ゆるさねー！」と言いながら移い動どう。相手ギルドにエンゲージ。……でもそのあとに《ウィークポイント》使うんだよね。

ユファ：うん、ごめんね、タマちゃん。

パル：しょぼーんとして耳が垂たれる。毎回毎回、「ギルドリーダーは俺のことが嫌きらいに違ちがいない」と心の中で思っている（一同笑）。だが、そんなことはおくびにも出さずに「けっ！《ウィークポイント》なんかいらねーぜ！」（笑）

ユファ：ああーっ、ごめんねタマちゃーん！《ウィークポイント》を自分のいるエンゲージにかけます！　皆さん、ダメージに５点足してくださいね。

ユーキリス：すごいドラー。

ＧＭ：こちらは特にすることがないので、イニシアチブに移うつります。この中で一番速いのはパルですね。

ルーチェ：（行動値を確かく認にんして）ゴンザレス、行動値が８か……速いな！

ＧＭ：ふふふ。それではメインプロセスです、行動値11のパルからどうぞ！

パル：じゃあ、右手の剣をぶんぶん振ふり回して「ばーかばーか！　悔くやしかったら俺に攻撃当ててみやがれ、へーっ！」と言いながら殴なぐる（一同笑）。

ＧＭ：ばーかばーか言いよった！（笑）

パル：（素に戻って）……パルももっと渋しぶい不良になればいいのにねえ（一同笑）。

ＧＭ：そんな冷静に、自分のキャラクターに突つっ込こまないでください（笑）。攻撃は了りよう解かいです、誰だれにしますか？

パル：じゃあゴンちゃんに。よいしょっと（ダイスを振ふる）……出目がよかった！　４、５、６だ。20！

ＧＭ：「いやあーん！　超ちようかわいいー！」なんて余よ裕ゆうをかましてみます。ふふふ、信じればダイスは応こたえてくれる！　私は避よける！（ダイスを握にぎる）

ユファ：（ＧＭを眺ながめつつ）この子、うちの部ではあたしの次に戦闘が好きなんですよ。

ＧＭ：そんなことないですよ？（笑顔）

ルーチェ：なんだか否ひ定ていしてますよ。

ユファ：今日はちょっと強気になってるんですよ（一同笑）。




　ＧＭのときくらい、ちょっとキャラ崩くずして強気になったっていいじゃないっ！




ＧＭ：今日の私はできる子ーっ！（ダイスを振る）……出目はいい、けど、固こ定てい値ちが低い！　12です、避けられない！　見かねたリーダーが《カバーリング》を宣せん言げんします！

パル：よし、来やがれ！　ダメージいくぞ！

ＧＭ：はーい。「この僕ぼくが！　さあカモーン!!」と隣からばっと飛び出してきます。

ユファ：気持ち悪い（笑）。

ＧＭ：ひどい（笑）。ルーゼルが「僕は普ふ通つうだよ？」と言ったところで、ダメージどうぞ！

パル：重たい盾たてをてこの原理でぶーんと振って、腰こしの回転で剣を刺すというトルネード闘法！　《シールドスラム》の分が上乗せされて、ダメージ16点。

ＧＭ：トルネード闘法でぶすっと刺されましたが、まだまだ元気。両りよう腕うでを広げてきらりと歯を光らせます。「今の君の愛、届とどいたよ……！」

一同：きもーい!!（笑）




　皆さんのこの反応。本ほん望もうです。




ルーチェ：男でも女でもいいんですか（笑）。

ＧＭ：「僕の愛には、性せい別べつなんて関係ないのさ」

ユファ：ＧＭが活き活きしてまいりました！（笑）

ＧＭ：そ、そんなことないですよ～（笑）。

ユファ：じゃあね、そんな彼を見て……「（眉まゆをひそめて）ちょっと、あなた。〝殴なぐられ隊〟に名前を変えたらどうなの？」

ＧＭ：嫌そうなユファちゃんに、ルーゼルは爽やかに、しかし嬉うれしそうに笑います。「ははは、いいね。考えておこう」

ユファ：気持ち悪い、気持ち悪いっ！（笑）早く倒しちゃいましょうよ！

ＧＭ：そんなやり取りを眺めつつ、レスターはずっと首を振っている（一同笑）。

ルーチェ：レスターって、苦く労ろう性しようなんじゃ……かわいそう（笑）。

ユファ：つかまっちゃったんだ（笑）。

ＧＭ：みたいです（笑）。では次、行動値８のゴンちゃんです。どうしようかな……ダイスで決めよう。１がユファちゃん、２がルーチェちゃん、３はパル君で、４がユーキリス君。５と６が出たら振り直しますね。




　ダイスを無む造ぞう作さに転がすＧＭ。そして出た目は。




一同：あーっ!!　よ、４だーっ!!（笑）

ＧＭ：えー……ということで、ユーキリス君に攻撃です！「やっぱりあなたが好きーっ!!」

ルーチェ：ロックオンされちゃいましたね……ですが、それも神の試練です（笑）。

ユーキリス：僕はユファのうしろに隠かくれようとするんですが、全然隠かくれられない（笑）。

ユファ：ごめんなさい、私にもどうしようもないわ……！

パル：ユーキリス、もてもてだな。よっ、二枚まい目め。

ユーキリス：そ、そ、それは宣せん戦せん布ふ告こくとみなしますドラ（笑）。

ＧＭ：ふふふ、行きますよー。マイナーはなにもせず、メジャーで《ファイアボルト》！（ダイスを振る）……命中は17！　振ふり上あげた杖つえの先に炎ほのおの塊かたまりが集合し、ユーキリスに向けて解とき放はなたれるっ！

ユーキリス：ひええ、それは……（ダイスを振る）駄目です、避よけられないドラー。

ＧＭ：当たった！　ユーキリスの巨きよ体たいを炎が包つつみ込こみます！　いきまーす、ダメージ！（ダイスを振る）……あんまりよくなかった、14点の〈炎〉属ぞく性せい魔ま法ほうダメージです。

ユーキリス：14点ですか？　あ、それなら平気かもしれませんドラ。

ＧＭ：な……なぬぅっ？

ユーキリス：僕レパータルなので、ＨＰダメージが軽けい減げんできるんですよー。

ＧＭ：はっ！　そ、そういえばそうだった!?

ユファ：すごーい！

ルーチェ：おおっ、《ドラゴンフォーム》の効こう果かですねっ！　ユーキリスさんのウロコってすごいです！

ユーキリス：いやあ、それほどでもないドラ。




　ユーキリスの種族スキルは、レパータルであることを示しめす《ドラゴンフォーム》。自分が受ける予定のダメージを、物理・魔法問わず２点軽減することができるスキルです。




ユーキリス：元々の【魔法防御力】はあんまり高くないんですけど、これをあわせればダメージは９点まで押おさえられますね。ちょっと痛いたいだけですドラ。

ルーチェ：では、わたしが《プロテクション》をかけますっ！（ダイスを振る）３点軽減してください。

ユーキリス：ありがとうドラ。ダメージが減へって６点受けます。服の裾すそは焦こげてしまいましたが、まだ元気ドラ。

ＧＭ：半分も止められた！　固い……！　では、冷静に炎を払はらうユーキリスを見て、ゴンザレスは嬉うれしそうな顔をします。「（野太く）いやーん、さすがはあたしの惚ほれた男ねっ！」とか言っておりますが……（笑）。

ユーキリス：いやいや、はっはっは。お引き取りいただきたいドラ、はっはっは（汗）。

ＧＭ：「決めたわ。あたしのダーリンに認にん定ていする」

ユーキリス：認定されちゃったよ!?（一同笑）や、やめてほしいドラ～。

ＧＭ：ともあれ、これでゴンちゃんは行動終わりっ。次は行動値７のユファちゃんです。

ユファ：行きますわよっ！

ＧＭ：リーダーが、爽さわやかな笑え顔がおで両腕を広げています。

ユファ：いやーっ!?（笑）あなた、《カバーリング》持ってるんだもの、別な人狙ねらいますっ！　魔ま法ほう防ぼう御ぎよがなさそうなのは……槍の人かなあ？　一番平へい凡ぼんそうなあなたを狙うわっ！

ルーチェ：槍の人は他のメンバーと違って、まともそうですもんねえ（笑）。

ＧＭ：「……俺、この戦いが終わったら……このギルドを抜ぬけるんだ……」（一同笑）

パル：何、死亡フラグ立ててんだよ!?

ユファ：あなたの願い、叶えてさしあげるわ……！　マイナーアクションで《エキスパート：光》、メジャーアクションで《コンボアタック：マジック》の《セレスチャルシャワー》！（ダイスを振る）……よし！　命中は24です！

ＧＭ：うおっ!?　そ、そんな高い目……（ダイスを振る）駄目です、14で回かい避ひ失敗！　光の雨がレスターに向けて降ふり注そそぐ！　というわけでダメージをどうぞ。

ユファ：はーい、いきますわよ！　ダメージは２Ｄ＋９！（ダイスを振る）あっ、私ちょっと優やさしいんじゃない？（笑）13点の〈光〉属性魔法ダメージです！

ＧＭ：それ、優しくないですよっ!?（笑）無む傷きずだったのに、【ＨＰ】が一気に半分も削けずられた！　痛い……。

ユファ：ふふっ、どう!?

ユーキリス：お、恐おそろしいお人ドラー（笑）。

パル：固定値が高いから、ダメージがでかいなあ。

ＧＭ：でも、まだ立ってます。よろめいて、なんとか踏ふみとどまり……「な、何か俺、哀あわれまれてる……？　頼たのむよ、早く終わらせてくれよ……！　早く負けてくんないかな、このチーム！」と、悲ひ愴そうな顔をしています（一同笑）。

ルーチェ：せ、切せつ羽ぱ詰つまってる……（笑）。では、神の愛で楽にしてさしあげましょう。マイナーでエンゲージして、メジャーで《ブランディッシュ》！

ＧＭ：お、ダイス三つも振ふれるんですね。

ルーチェ：命中自体は３しかないんですけどね（笑）。クリティカルを狙いますよっ！（ダイスを振る）

ＧＭ：むっ……エンゲージは全員一いつ緒しよなので、四人分の回避判はん定ていをします。宣言しとこう、全員避よけますっ。

ユファ：ううーっ！　お願いっ、当たって！




　次々とダイスを振るＧＭ。が、宣言どおりにいけば苦労しないというものです。




ＧＭ：な、なんだとーっ!?　全員回避失敗です!!　か、《カバーリング》をしたら、メインの戦闘要員が落ちてしまう……（少し考えて）よし、あえてカバーリングはしません。ではルーチェちゃん、お待たせしました、ダメージをどうぞ。

ルーチェ：ハルバードを思いっきり、ぶーんと振り回して攻撃です！（ダイスを振る）……ダメージは24点！

ＧＭ：ルーゼルはにこやかに両腕を広げて、血をだらだら流しながら、「き、君の愛……届いたよ！」と爽やかに微笑ほほえむ。

ルーチェ：こ、こわいーっ！　はっ！　これは神からわたしへの試練？　つまり神からの愛？

ユファ：神様の愛って怖いです（笑）。

ＧＭ：しかし、レスターが倒たおれます。「これで……ようやく……」と安らかな表情をしています（一同笑）。

ユファ：あなたは早く、そのギルドから抜ぬけた方がいいと思うわ。

ＧＭ：「俺も……そう思う……」がく。

パル：安らかに眠ねむれよ。

ユーキリス：死んでませんけどね（笑）。

ユファ：とどめは刺ささないでおいてあげるわ。

ＧＭ：あ、ありがとうございます……（一同笑）。ではユーキリス君、どうぞ。

ユーキリス：うーん。《ポーションピッチ》する意味がないから、普通に攻撃しますか。とりあえずゴンザレスを。

ＧＭ：「（超ちよう嬉うれしそうに）やっぱり、あたしのことが好きなのね～ん!!」

一同：絶ぜつ対たい言うと思ってた!!（爆笑）

ユーキリス：今、ものすごく、こいつを放っておきたい気持ちでいっぱいドラ（笑）。命中は13！

ＧＭ：避ける！（ダイスを振る）……うわっ、達成値が10しかない！　当たりました、ダメージどうぞ！

ルーチェ：「（ゴンザレスになって）あなたの愛、届いたわ～ん！」ぐさっ。

ユーキリス：やめて（笑）。

ＧＭ：《カバーリング》はしません。ゴンちゃんは今幸せの絶ぜつ頂ちようにいるので、リーダーが空気を読みました（笑）。

ユファ：そ、そんなんでいいんだろうか……（笑）。

ＧＭ：「メンバーを思いやるのも、リーダーの務つとめだからね」

ルーチェ：思いやりというか、放置だよなあ（笑）。

ユーキリス：放置は勘かん弁べんするドラ、つかまえておいてほしいドラ（笑）。では攻撃。《ウィークポイント》が入ってるので……（ダイスを振る）19点！　あっち行くドラー！　と思いっきり弓を引ひき絞しぼって放ちます。

ＧＭ：それは耐たえられない！　ユーキリスの放った矢は、すこーんと綺き麗れいにゴンちゃんの額ひたいに命中します（一同笑）。

ユファ：だ、大だい丈じよう夫ぶなの!?

ＧＭ：は、大丈夫ですのでご安心を（笑）。では、倒れる前に一言。「あなたに倒されるなら、本ほん望もうよっ……!!　アイラブユー！」ばちーんとウインクして、ばったり倒れます。

ユーキリス：いいから寝ねてろよっ!!（一同爆笑）

ユファ：ゆ、ユーキリス落ち着いてっ!!　見ちゃ駄目、怖こわいからっ!!（笑）

ユーキリス：ぜえぜえ。僕、もうこの学園にいられない気がしてきたドラ……。




　まだ新入生なのにかわいそうなユーキリス！




ＧＭ：続いてこちらの行動です！　リーダーがふぁさっと髪をかきあげ……「君たち、強いね。僕はこういう直ちよく接せつ的てきな殴なぐり合あいは好きじゃないんだけど……」と言いながらルーチェを攻撃します！

ルーチェ：うわー、こっちきたー。

ＧＭ：とはいえ、メジャーアクションで使うスキルを何も持っていない。スキルを使わず攻撃します。えーい（ダイスを振る）……出目が悪いなあ。命中は17です、軽々と両手剣を振ふり上あげて、ルーチェに斬きりかかります！

ルーチェ：でも、わたしも達成値が13以上じゃないと回避できないです……。（ダイスを振る）……ダイス目は４。回避の達成値は８で、無理です～。

ＧＭ：行きますよー！　ダメージ！（ダイスを振る）……20です！　振りぬいた両手剣がルーチェの小柄な体にぶち当たります！

ルーチェ：あーん、痛いー。《プロテクション》！　（ダイスを振る）……１!?（一同笑）　わたしの張った光の障しよう壁へきが砕くだかれて、その衝しよう撃げきで倒れちゃいます。

ユファ：ルーチェちゃん！　大だい丈じよう夫ぶ!?

ルーチェ：な、なんとか平気ですけど……うう、【ＨＰ】が半分くらい持ってかれちゃいました。神の試練は厳きびしいです……。

ＧＭ：ふふふ、まだまだ神の試練は続きますよ。次はアニカの行動、マイナーアクションで《スマッシュ》を宣言、メジャーで殴りかかる。モーニングスターを握にぎり締しめ、ルーチェに向けて攻撃です！

パル：神様、ルーチェに対して容よう赦しやがねぇな（笑）。

ルーチェ：ま……負けない、です……。試練は、乗のり越こえるためにあるっ！

ＧＭ：頼たのもしいお言葉ですね。よし、では……えいっ（ダイスを振る）……クリティカル!!

ルーチェ：ひええぇぇっ!?　……ううっ、駄目です、クリティカルはしませんでした～。

ＧＭ：よーし。ではダメージ！（ダイスを振る）よし……27点の物理ダメージです。

ルーチェ：そ、そ、それは《プロテクション》です！　フェイトも１点入れて……神の試練に、耐えてみせます。えいっ！（ダイスを振る）出目が９、防ぼう御ぎよ力りよくを足して14点止め、……【ＨＰ】４で生き残った！　よかったです～!!

ＧＭ：うお、ぎりぎり倒たおせなかったか！　光の障壁を破は壊かいする勢いきおいにもかかわらず、ルーチェは立っている！　それに対して「もー!!　キャラが被ってるって言ってるでしょー!!」と、アニカがじたじたして怒おこってます。

ルーチェ：危あぶなかった、危なかったけど負けない……！　こ、これも神の試練ですから！




●第二ラウンド

行動値

パル　　　　　　　　　　　11

ユファ　　　　　　　　　　７

ルーゼル　　　　　　　　　６

ルーチェ　　　　　　　　　６

ユーキリス　　　　　　　　６

アニカ　　　　　　　　　　５
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ＧＭ：それでは二ラウンド目、セットアップです。何かやることはありますか？

一同：ありませ～ん。

ユファ：《ウィークポイント》は結けつ構こうコストがかかるから、乱らん発ぱつできないんだよな～。

ＧＭ：レベル１では確かにきつそうですね……。こちらもセットアップは何もありませんので、イニシアチブに移ります。

パル：んじゃ、俺からだな。とりあえずリーダーを殴る。ちびを殴るのは不良のプライドにかけてできない。

ルーチェ：女子どもを殴るのは、ってやつですね。

ＧＭ：アニカはちょっときゅんとしてしまいますが、「な、なによ、馬ば鹿かにしないでよっ！」と言ってぷいっとします。

ユファ：ツンデレだ～（笑）。

ユーキリス：我われ々われのギルドといい、そっちのギルドといい、ツンデレが多いですね（笑）。

パル：というわけで、リーダーを殴るぜ。

ＧＭ：「いいとも。さあ、カモン！　君の愛、しっかり受け止めさせてもらうよ」

ルーチェ：本当に誰でもいいんだ（笑）。

ユファ：タマちゃん、全力でやっちゃって（一同笑）。

パル：戦ったあとは仲良くなるのが不良のセオリー……いや、でもこいつはちょっと無理そうだ（笑）。命中は……（ダイスを振る）ダイス目で11だから、達成値は合計で16。しゅぱっと素す早ばやい一撃を繰くり出だすぜ。

ＧＭ：（ダイスを振る）……駄目です、避けられない。足して14しかない。ダメージをどうぞ。

ルーチェ：（素に戻って）社長、今日は出目いいですね。

パル：普通だよ、普通。（ダイスを振る）って、ああっ!?　ダメージが11点。ぽき（一同笑）。

ＧＭ：あ、危あぶないところだった！　まだ生きてます。「君の愛、届いた……けど、も、もうちょっと強いのほしいな。ラブ。ギブミーラブ」

パル：……そりゃ、愛がねーからだろ？（一同笑）

ＧＭ：は、ごもっともです（笑）。

ユファ：では次は私！　マイナーで《エキスパート：光》、メジャーで《コンボアタック：マジック》の《セレスチャルシャワー》！　ダメージの残っているアニカちゃんを攻撃します！（ダイスを振る）……うわ、ちょっと低い。21です。

ＧＭ：「もうっ、邪じや魔ましないでよー！」と言いつつ回避……！　（ダイスを振る）おわっ!?　５、６でクリティカルならず！　悔くやしい！　ダメージをどうぞ！

ユファ：よしっ！　《セレスチャルシャワー》!!（ダイスを振る）10点の〈光〉属性魔法ダメージです。

ＧＭ：うっ、それは……【ＨＰ】がぴったり０です！　アニカはその場にぱたん、と倒れます。戦闘不能です！

ユファ：やったわ！　あとはルーゼルだけねっ。

ルーチェ：さすがピアニィの妹弟子にしてコネリーの孫まご娘むすめなだけはある……まずはアコライトから（わなわな）。

ユファ：アコライトが残っているなら、まずはアコライトから倒す。おじいちゃまが言っていたとおりよっ。

パル：さてと……と、俺はリーダーに向き直り、ぐっとにらみつけてこう言おうか。「残すところはてめーだけだ、棄き権けんするなら今のうちだぜ？」

ＧＭ：では、こんな演出を入れちゃいます。




　ルーゼルはすっと背せを伸のばし、剣の切っ先を向けてくる。その瞳ひとみに宿る強い光──ギルドメンバーが倒れてもなお、諦あきらめの色は見えなかった。

「いいや、棄権はしないよ。さあ、キミたちの愛をぶつけてこい！」

　一陣じんの風が、彼の髪を吹ふき散ちらした。




ユファ：ええ～!?　気合い入りすぎだよ～!!（笑）

ユーキリス：な、何だかかっこいい演出がされてるドラ。

ＧＭ：（真しん剣けんな顔のまま）……とは言うものの。【ＨＰ】はもう一桁けたなので、ぶっちゃけ次の攻撃が当たれば落ちます（一同笑）。

ルーチェ：台なしになっちゃった！（笑）

パル：まあいいさ。愛ならルーチェにもらうんだな。

ＧＭ：「……なるほど、分かった。さあ！　カモン！」とルーチェちゃんに向かって両腕を広げます（一同笑）。

ルーチェ：うう～、なんだかこの人を攻撃したくなくなってきました……神よ、これも試練なのですか（笑）。

ユファ：ルーチェちゃん、がんばって！　このギルド名に恥じぬ闘たたかいをしましょう！（笑）

ルーチェ：行きますっ！（ダイスを振る）……って、ええっ!?　命中で三個こ振って、出目が８しかないですっ!?（笑）

ＧＭ：それは……（ダイスを振る）ひらりと軽く身を翻ひるがえして避よけちゃいます。

一同：ああーっ！

ルーチェ：避けられちゃいました……か、神の試練は厳きびしすぎます……（泣）。

ＧＭ：そ、そんな、皆さんで避けるなという顔をされても困こまりますよっ!?　えっと、次はユーキリスですが、いかがいたします？

ユーキリス：僕は待機するドラ。何かあったときのためにも、相手の行動を見ることは大切ドラ。

ＧＭ：了解いたしました。では……ルーゼルの行動です！　マイナーはなにもなし、メジャーでパルに通つう常じよう攻撃！「これで最後だ……行くぞ！」

パル：よっしゃ、来いっ。避さけたるっ。

ＧＭ：とりゃー！（ダイスを振る）……ふふふっ！　クリティカルです！

パル：な、なんだとー!?　（ダイスを振る）さすがにクリティカルは出なかったか！　思った以上に動きが素す早ばやくて、対たい応おうが遅おくれちまった！

ＧＭ：クリティカル分含めて４Ｄ！（ダイスを振る）ダメージは24点です！　どうだ！

パル：くーっ、さすがにちっと痛いたかったが、あえて不ふ敵てきに笑って言ってみよう。「降こう参さんしてもいいんだぜ（笑）」

ＧＭ：それを見て、ルーゼルはふっと笑います。「僕はまだ、諦めていないよ」

ユーキリス：ううん。かっこいいドラ。敵ながらあっぱれドラ。と呟きつつ、普通に攻撃します（笑）。

ＧＭ：はい、了解です（笑）。




　ユーキリスが矢をつがえ、放つ。かろうじて立っていたルーゼルには、もはや避ける力も残されていない。

　ライバルギルド〝特攻！　一撃滅殺隊〟のリーダーは、あえなく撃げき破はされたのであった。




ＧＭ：では……最後にルーゼルが一言、こんなセリフを残して倒れます。

一同：ん？

ＧＭ：「君たちの愛、確かに受け取ったよ……これからも、あい、らぶ、ゆう」（一同笑）

一同：さっきのかっこよさが台なしだよ!?（笑）

ＧＭ：薔薇ばらがぶわっと咲さき乱みだれます。

ユファ：いやーっ!?　早く！　早く気き絶ぜつして！　早く退たい場じようして、早くっ！（笑）

ルーチェ：この人を最後に残したのは失敗だったような気がする（笑）。

ＧＭ：というわけで、〝特攻！　一撃滅殺隊〟を敗やぶり、皆さんは勝利を手にしましたー。

ユファ：ホント、ひどいネーミングセンスね！




　他人ひとのことは言えません。




ユーキリス：そういえば……彼らの特攻性はどこにあったのでしょう？

ＧＭ：要するに、気持ちの問題です。ついでに言うならば、《プロテクション》がありませんでした。《ヒール》は邪じや道どうだということで使いません。

パル：パッシヴのスキルが多かったんだな。たぶん。

ＧＭ：そのとおり。そして、リーダーのルーゼルが薔薇を散らしながら倒たおれた時点で、試合終了を告げる鐘かねが鳴ります。

ユファ：いったいどこから薔薇が出てきたのかしら……（笑）。

ＧＭ：と、ここでアナウンスが入ります！「ついに、優勝チームが決定いたしました！」

ルーチェ：ちょっとドキドキしちゃいますね。

ＧＭ：「〝特攻！　一撃滅殺隊〟を下したのは……〝優勝してあげてもよくってよ〟!!　おめでとうございます！」同時にわーっと拍手が起こります！

ユファ：やったわ！　みんな、優勝よ!!

ユーキリス：今ふと思ったのですが……優勝しないほうがよかったんじゃ……（笑）。

パル：俺は思わず帽子を脱ぬいで「やったぜ！　優勝だーっ！」とガッツポーズを取ってから、急に照てれ臭くさくなって「は、優勝だぜ」と言い直す（一同笑）。

ＧＭ：パル君が帽子を取ったときに、一緒に歓声が大きくなりますよ。

ルーチェ：ぺこり、ぺこり（←お辞じ儀ぎをしている）。

ユファ：まあ、当然ねっ。運命の王子様、私のこと見てる!?（一同笑）

ＧＭ：敗れたライバルギルドは速すみやかに担たん架かに乗せられ、選手出入り口から運ばれていきます。今は次の試合のお知らせが流れていますが、そんな中、その出入り口の脇わきに見覚えのある人が立っています。

一同：ん？

ＧＭ：キミたちのことを見て、手て招まねきをしていますね。ここから見ても分かりますが、背が高くて目立つ銀ぎん髪ぱつの青年です。何やら思いつめたような、真剣な顔をしています。

ユファ：生徒会長さんだわ。しょうがないわね、行ってあげてもよくってよ（一同笑）。

ＧＭ：は、ありがとうございます（笑）。キミたちが呼よばれるままに近ちか寄よると、彼は神しん妙みような顔をしたままですが、まずはお祝いの言葉をかけてくれます。

ユファ：「まあ、生徒会長さんも見ててくださったのね！　ありがとうございますですわ！」とはしゃいで返事をします。

ＧＭ：はしゃぐユファちゃんを見て、彼はちょっと微笑ほほえみますが、すぐ元の表情に戻もどります。「疲つかれているところを申もうし訳わけないが、ちょっと話がある。いいか？」

ユファ：何かしら？　別に、聞いてあげてもよくってよ？（一同笑）

ＧＭ：では、そんなユファちゃんの答えに小さく頭を下げてから、キミたちを人ひと気けのない通路まで連れて行きます。そして言いにくそうに、「実は……新入生のキミたちの手前、非ひ常じように言いにくいのだが……頼たのみがある」と切り出します。

ユーキリス：何かあったみたいだドラ。

ルーチェ：どうかなさったのですか？

ＧＭ：生徒会長は懐ふところから一枚まいのカードを取り出して、キミたちに見せてくれます。そこにはこんなことが書かれています……。




「シェルドニアン学園・新入生部門の優ゆう勝しよう旗きはいただいた。返してほしければ、優勝ギルドだけでこの場所に来い。我々は逃にげも隠かくれもしない」




ユーキリス：こ、これは……犯はん行こう声明、というやつドラ……。

ＧＭ：ちなみに、それ以外の文章はありません。署しよ名めいもありませんので、どこの誰からのものかも分かりません。

ルーチェ：試練ですっ！　これこそ、神の与あたえたもうた試練なのですっ！

ユーキリス：な、なんだかルーチェさんが燃もえてるドラ。

ＧＭ：それを見せてくれた生徒会長はとてもしょんぼりしています。「すまん。恥ずかしい話だが、キミたちに授じゆ賞しよう式しきで渡わたすはずだった優勝旗を、何者かに盗ぬすまれてしまったのだ」

ユファ：なんですって!?

ＧＭ：「番犬代わりのペットや、運うん営えい委員を何人か配置しておいたのだが……面目ない」

ユファ：エキストラじゃ駄目よ！　データがある人を置いておきなさい！（一同笑）




　か、返す言葉もございません……（笑）。




パル：普通は盗めねーよなあ、管理されてるもんだし。普ふ段だんは学園長室に飾かざってあるやつを、今回の大会用に出しておいたってことなのかな。

ＧＭ：おおむねそんな感じです。「可愛かわいい後こう輩はいの優勝を、先せん輩ぱいがたの血と汗と涙なみだの染しみ込こんだ、あの優勝旗で祝ってやりたかったのに……俺は、委員長失しつ格かくだ」と言って、生徒会長はますますしょげてしまっています。

ユーキリス：血と汗と涙の染み込んだ優勝旗……ちょっと嫌かもしれないドラ（笑）。

ユファ：そんなことはいいの！　せっかく私たち、ギルド名のとおりに優勝したのに（一同笑）、優勝旗がバックにないなんて恥ずかしいわ！　私のナンバーワン街かい道どうに優勝の証あかしがなかったら、憧あこがれの王子様にも恥はずかしくて会えないじゃないの！

ルーチェ：王子様がその情景をみているかどうか分からないですけど（笑）。

ＧＭ：「そのとおりだ、本当に申し訳ない……」

ユーキリス：生徒会長さんや委員会の人が取り返したほうが早いと思うドラ。

ＧＭ：それに対して、生徒会長は首を振ります。「俺たちはここを動くことができない。まだ他の部門が終わっていないし、下手に動いて事を大きくしたくない。大会の安全を守るのも、運営委員会の仕事だからな」

ユファ：そっか……それじゃあ仕方ないわね。場所はどこ？　取り返してくるわ。

ＧＭ：「ほ、本当に行ってくれるのか!?」

ユファ：優勝旗があれば、あなたも私たちも、お互い恥ずかしい思いをしなくてすむものね。あなたたちの代わりに……取り返してあげてもよくってよ！

パル：じゃあギルド名は……。

一同：〝取り返してあげてもよくってよ〟に変更だ！（爆笑）

ＧＭ：では、そんな皆さんの答えを聞き、会長は、「ありがとう、ありがとう！　こんな無茶な要求に応えてくれるなんて……！　いい後輩を持って、俺はなんて幸せなんだ！」と感かん涙るいしています。

ユファ：（つんつんして）べっ、別に、親切だけじゃないのよ！　困こまってる人を助けるのは、トップになる条じよう件けんのひとつだもの！　それだけよっ。

ＧＭ：（嬉しそうに）……えへへへ。

ユファ：な、なに？　どうしたの？

ＧＭ：だってユファちゃん、何だかんだでちゃんとＧＭの誘ゆう導どうに乗ってくれるんですもん。大竹さんもがんばってくださってて、私、嬉しくなっちゃったんです。

ユファ：それは……ほら、明澄ちゃんが初めてのリプレイだから、一緒にがんばろうかなーって……ちょっと！　何言わせるのよ！　恥ずかしいじゃないの!!

一同：プレイヤーもツンデレたーっ!!（爆笑）

ルーチェ：一緒にがんばってあげてもよくってよ（笑）。

ユファ：恥ずかしいーっ、次、次ーっ!!

ＧＭ：はーい（ニコニコ）。

ユーキリス：そういえば、カードってどんな感じになってるドラ？

ＧＭ：はがきサイズのカードです。ちなみにカードをひっくり返すと、「ここ」って書いてある地図があります。

ユファ：意外と丁てい寧ねいね。

パル：なんだか招しよう待たい状じようみてーだな……はっ。これを見て思った。これは、挑戦だ！　この学園の番長になるための挑戦だ!!（一同笑）

ユファ：番長ってことは、トップってことね!!　だったらなおさらこの挑戦、受けて立ってあげてもよくってよ!!

ユーキリス：絶対間違ってる気がするドラ（笑）。

ＧＭ：「出発の前に、ちょっと休きゆう憩けいをしていくといい」と言って、生徒会長さんが冷たい飲み物を持ってきてくれます。休憩を入れるので、【ＨＰ】と【ＭＰ】が全ぜん回かい復ふくしますよ。

ユファ：助かるわ！　私もう、【ＭＰ】が５しかないの！（一同笑）

ＧＭ：では、短い休憩を取ったあと、カードに書かれた地図にしたがい、優勝旗を盗ぬすんだ輩やからが潜ひそむアジトへと向かいます。そんなキミたちを、生徒会長が見送ってくれます。

一同：いってきまーす。

ＧＭ：「ああ、頼たのんだぞ！」そんな声を受けながら、シーンは次に進んでいきます。







◆Middle 02◆いざ、アジトへ




　犯行声明の裏うらにあった地図にしたがい、四人はアジトへとたどり着いた。

「……ここがそうなの？」

　発した声は、知らず気の抜けた音になる。

　無理もない。なぜならそこは……。




ＧＭ：ということで、ミドルフェイズ第二部です。

ユファ：わー。

ルーチェ：優勝旗を取り返すですっ！

パル：アジトの場所はどこにあるんだ？

ＧＭ：場所はですね……学園内にある旧きゆう校こう舎しやです！

パル：もしかしてそれって……、何か出る！　って感じ？

ＧＭ：はい、非常におどろおどろしい雰ふん囲い気きを漂ただよわせています。

ユファ：うううー、おばけ……違うわ、今回は盗とう賊ぞく団だん！　人間だから大だい丈じよう夫ぶ！

ユーキリス：幽ゆう霊れいが出たとしても、アコライトのルーチェさんが何とかしてくれるドラ。

ルーチェ：そんなスキル取ってませんよー!?（一同笑）

ユファ：……私たちのギルド名は今、〝取り返してあげてもよくってよ〟ね？

ＧＭ：は、はい（一同笑）。

ユファ：だから、ギルド名にかけて何としても取り返さないと！

パル：ゲーム中ギルド名が変わるという、前例のない、斬ざん新しんなギルド（笑）。

ＧＭ：許きよ可かはしましたが、けっこうめまぐるしいものですね（笑）。

ルーチェ：旧校舎というと、学園内ですよね。どのへんにあるんだろう？

ＧＭ：場所は歩いてちょっとしたところにある旧校舎です。皆さんは今、旧校舎のある場所の、門の前にいます。ちょっと先に旧校舎の入り口が見えますね。

ユファ：昼間ですよね？　夜じゃないよね？

ＧＭ：大丈夫、ご安心ください。昼間です。

パル：これって夜だったら超ちよう胆きも試だめしだよね。

ユファ：よかったー！　これきくたけさんだったら喜んで夜にしちゃうもん！

ＧＭ：ですが、昼間だというのにくらーい雰囲気が漂っています。

ユファ：（即そく座ざに）ユーキリス、私をおんぶさせてあげてもよくってよ！（一同笑）

ルーチェ：怖こわがってる、怖がってる！（笑）

ユーキリス：では、そのように～。

ＧＭ：さて、ユファちゃんを肩かたに乗せてやって参りました。旧校舎です。

パル：隣の学園の番長が殴なぐりこみにきたのかもなあ、とひとりでブツブツ呟つぶやいてます。

ルーチェ：隣の学園ってあるんですか？（笑）

パル：ううん、たぶん、ない（笑）。

ユファ：窓まどガラスとか、割われてる？

ＧＭ：割れている、というよりは、板が全面に打ちつけられていますね。ぼろぼろな塀に囲かこわれていることもあり、いかにも「封ふう鎖さされてます」という具合です。

ユファ：（パルを見て）不良っぽく「パル様参上」って書かないと（笑）。

パル：ここはあえて「〝取り返してあげてもよくってよ〟参上」って塀へいに書く（笑）。

ルーチェ：ほんとに書くんですか？（笑）

パル：うん。「〝取り返してあげてもよくってよ〟（ギルドリーダー・ユファ）参上」ってね。

ユファ：気づかないうちに書き足されてたらしいわ（笑）。

ＧＭ：旧校舎の塀にでかい落書きができました（笑）。ちなみに門は開いています。覗のぞけば分かりますが、旧校舎の入り口の扉とびらも鉄てつ製せいで、こちらもすでに開いてます。

パル：よし。正面から正々堂々行ってやる。門をくぐって「来てやったぜぇーっ!!」と扉の前で叫さけびます。

ＧＭ：そうしますと、「なんだなんだ!?」と言いながら見み張はりがふたり、旧校舎の中から飛び出してきます（笑）。

ルーチェ：名乗り……あげなければよかったんじゃないですか？（笑）

パル：だって取り返しにきたんだから、正々堂々と行きたい……じゃないか（笑）。

ユファ：そのとおりよ、タマちゃん！　私はトップに立つ女、卑ひ怯きような真似まねはしないのっ！

ルーチェ：見張りってどんな人たちです？　明らかに生徒じゃない？

ＧＭ：はい。頭から紙かみ袋ぶくろを被っていて、腰にナイフを提さげてますね。生徒かどうかすら分からないです。

ルーチェ：か……紙袋……なんでそんなその場しのぎな覆ふく面めんしてるんですか（笑）。

ユファ：紙袋だろうが何だろうが関係ないわ！　盗賊にびしっ！　と指を突つきつけます！　あなたたち、一体何のために優勝旗を盗んだの!?

ＧＭ：彼らは一いつ瞬しゆん顔を見合わせてから、「それは言えねぇ。お頭かしらにでも直ちよく接せつ聞いてみるんだな」と言います。

ユファ：ふうん？　ここにはあなたたちの親分がいるのね？

ＧＭ：その瞬間、彼らは「しまった！」と言いたげに沈ちん黙もくしますが、それも一瞬だけ。気を取り直し、片かた方ほうの男がおもむろに指笛を吹ふきます。

一同：合図かっ!?

ＧＭ：そのとおり！　彼らはナイフを抜ぬき放ち、戦いの構かまえを取ります！「これでお頭に知らせがいったはずだ。中の警けい備びも強化されたはずだぜ。もちろん、そう簡単にお頭のところにゃ行かせねえがな！」ちなみに、彼らはエキストラです。

ルーチェ：エキストラかー。なら、宣言だけでなんとかできますね。

パル：ふーむ、何か知ってそうだな。よし、じゃあその隙すきにぱぱーっと駆かけ寄よってナイフを弾はじき飛とばす！

ＧＭ：では、彼らは「うわっ！」と悲鳴をあげてナイフを取り落とします。

ユーキリス：じゃあ、ひるんでいるうちに縛しばっておくドラ。きゅっきゅっと。

ＧＭ：あっさりと、ふたりとも縄なわでぐるぐる巻まきにされました。

ルーチェ：警備が強化されたということは、敵が増ふえたってことなのかも。

ユファ：そんなことは関係ないわ。全部倒しちゃえばおんなじよ（一同笑）。

ＧＭ：「ふふふ、そいつはどうかな？」

ユファ：なぬっ？

ＧＭ：盗賊たちは嫌いや味みっぽく笑いながら、あごで屋上を示しめしますね。「お頭は屋上にいるが、そう簡単には行けねーぜ。あそこに行くにゃ、特別な鍵かぎが必要なんだからな」

ルーチェ：何だか親切です（笑）。

ユーキリス：特別な鍵……どこにあるドラ？

ＧＭ：「さあな？　俺たちもくわしいことは知らねーぜ。がんばって探さがすこったな」

パル：その態度……我々に対する挑戦だな!?

ユファ：挑戦ならば仕方がないわね、取り返してあげてもよくってよ！

ＧＭ：「おおそうか、そうしなさい」（一同笑）

ユファ：流されたー!?（笑）

パル：屋上の鍵が、特別なの？
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ＧＭ：そのとおりです。屋上の扉には特とく殊しゆな仕し掛かけがなされていまして、それを解かい除じよしなければならないということです。

ルーチェ：なるほど。

パル：表ひよう彰しよう式しきまでに優勝旗を取り返さなくちゃならねーからな。突つき出だすのはそのあとだ。

ユファ：とにかく、鍵を探さなくちゃ。中に入りましょう！

ＧＭ：では、まずはエントランスですね……その前に。旧校舎に足を踏ふみ入いれるキミたちの背せ中なかに、「せいぜいがんばるこったな」という声が届とどきます。

ユファ：むー、なんか縛しばられてるのに偉えらそうだなぁ……あ！　プロレスラーは仮か面めんを取られるのが屈くつ辱じよくだって聞いたことあるから、おんなじことしちゃえ！（一同爆笑）

ルーチェ：だったら紙袋を取って、額に「〝取り返してあげてもよくってよ〟参上」って書いておいたほうがいいですよ（笑）。

ＧＭ：「こ……これは屈辱だ……めちゃくちゃ恥ずかしい」（一同笑）

パル：むしろ、この状態でまた紙袋を取られて「ぷっ」となるほうが恥ずかしいよ（笑）。

ユーキリス：では改めてかぶせておこう（笑）。

ユファ：油ゆ性せいマジックで書いたからね！

ＧＭ：それでは、「き、消えねーじゃねーか!!」という悲鳴を背に、キミたちは旧校舎の中へと入っていきます（笑）。




　エントランスに、当たり前だが人ひと影かげはない。しかし、しばらく使われていなかったにも関わらず意外に綺麗で埃ほこりの匂いは一いつ切さいしなかった。通路のほとんどはロッカーや机つくえ、椅い子すによってふさがれており、見た限かぎり通ることはできない。ふさがれていない通路は三箇か所しよだけ。机を乗り越えていけそうにはなかった。




パル：もしかして、盗賊団が根ね城じろにしてんじゃねーの？

ルーチェ：学園の旧校舎を!?（笑）

ユーキリス：でも盗賊団にしては真ま面じ目めに掃除してますよね。

ＧＭ：そして、エントランスをぐるっと見回した時点で気がつくのですが、エントランスのど真ん中に、宝たから箱ばこがぽつんと置いてあります。

一同：……。

ユファ：あ、あやしすぎるわ。ユーキリス、お願い……あれ、取って（笑）。

パル：やったあーラッキー宝箱ぉー!!　……宝箱の蓋ふたには「五万Ｇ」って書いてあったりしないかな？（一同笑）

ＧＭ：じゃあ、書いてあることにしましょう（笑）。

パル：五万Ｇだってよぉぉひゃっほー!!

ユーキリス：……あんまりにもあやしすぎドラよ。ここに鍵はない気がすっごいするんですけど……（笑）。

パル：え？　ええ？　そう？　そう？（おろおろ）

ユーキリス：とりあえず、ちまちまとトラップ探たん知ちをしたほうがいいと思いますよ～。というわけで探知！

ＧＭ：宝箱に近づくのは、ユーキリスだけですか？

ユファ：そうだね。そのほうが安全かも。

ユーキリス：は、離はなれないでぇ～！

一同：いや！　離れますって！（笑）

ユーキリス：みんなひどいドラ（笑）。では、僕だけ近づきます～。

ＧＭ：（にやり）分かりました。では、宝箱にエンゲージをした時点で危き険けん感知！

ユーキリス：や、やっぱり何かあったぁぁ～！（ダイスを振る）……４！　足して10！

ＧＭ：残念！　宝箱のある床ゆかがぱかっと開いて、下に落下してしまいます！　では本人はどうでしょうか、【敏びん捷しよう】で判定をしてください！　難なん易い度どは12以上です。

パル：【敏捷】いくつ？

ユーキリス：３ですよ。

パル：お、俺が行ったほうがよかったー!!（一同笑）

ＧＭ：さてさて、判定結果を教えてください。

ユーキリス：９以上を出さないと落ちるドラ。（ダイスを振る）うん、駄目ですね！

ＧＭ：またまた残念！　ユーキリスくん、そのまま宝箱と一緒に落下してしまいます！

ユーキリス：あーれー（笑）。

ＧＭ：穴あなに落ちた衝撃でダメージを受けますね。具体的には５＋２Ｄ６ですが……（ダイスを振る）ユーキリスくん、13点の物理ダメージを受けます。

ユファ：きゃーっ!?　ユーキリス、大丈夫!?

ユーキリス：なんとか～。物理防御力は５点あって、そこからさらに２点引けますので……受けるダメージは６点ですね。

ルーチェ：念のため《プロテクション》かけますっ。えいやっ！（ダイスを振る）出ました、６点軽減です！

ユーキリス：あ、それならノーダメージになるドラ～。ありがとうドラ。

ＧＭ：落下した場所は胸むねの辺りまで水が溜たまっています。とっても動きづらいですね。

パル：げげぇっ!?　これ、プールじゃねーのか!?




　プールとは、水のせいで行動が阻そ害がいされるというトラップです。【移動力】にマイナスの補ほ正せいがつくほか、すべての行こう為い判定のダイスがひとつ減げん少しようしてしまいます。




ルーチェ：うーん、困りましたね。

ユファ：このまま開けることはできるの？

ユーキリス：（下から）ダイスが減っているので、トラップがあった場合が怖いドラ。

パル：引ひっ張ぱり上げることはできるのか？

ＧＭ：はい。上にいる人がロープを使って、宝箱を引き上げることは可能です。この場合は【筋きん力りよく】で判定になりますが……。

ルーチェ：安全に開けるためにも、上に引っ張り上げたほうがいいかもしれませんね。

ユファ：そうね！　ユーキリス、ロープを下ろしてあげてもよくってよ！　宝箱のために！

ユーキリス：ええ～。僕は後回しドラか～。

ユファ：仕方ないわね、じゃあ、宝箱のあとに、助けてあげてもよくってよ！（一同笑）




　……しかし、ここに思わぬ罠わなが待ち受けていたのでした。




ルーチェ：じゃあ、ロープを出さないといけないんですが……どなたか冒ぼう険けん者しやセット持ってます？　わたしは持ってないです……。

パル：持ってきてねぇ！

ユファ：持ってない～！

ユーキリス：持ってるドラ～。

一同：下だあぁ～っ!!（爆笑）

パル：ＧＭ！　下から放ほうり投げてもらうっていうのはできるか!?

ＧＭ：うーん。じゃあその場合、穴にいる側の【筋力】の判定にしましょう。難易度は12でお願いします。……でも、いいんですか？　今ユーキリスくんはプールにいる状態なので、ダイスがひとつ減ってますけど。

パル：うおお、そうだった!!　ちくしょう、プールめっ！（笑）おいユーキリス、お前【筋力】いくつだ！

ユーキリス：３ですよ～。

ユファ：ということは、６出しても９だから、間ま違ちがいなく失敗しちゃうわ……。

ルーチェ：フェイトを使うわけにもいかないですし、ここはちょっと厳しいですけど、ユーキリスさんに宝箱を開けてもらうのはいかがでしょう？

ユーキリス：いいですよ～。では、宝箱を開けましょうか。

ＧＭ：おっと。宝箱には鍵がかかっておりますね。こちらの解除値は13です。

ユーキリス：うーむ。トラップがあるかもしれないドラ。探知してみるドラ。

ＧＭ：了解です。では、トラップ探知をどうぞ。

ユーキリス：はーい。（ダイスを振る）出目が７、トラップ探知は６なので、足して13です。

ＧＭ：とりあえず、トラップはないように感じます。

ユーキリス：なら、鍵を開けてしまいましょう。（ダイスを振る）おっ。13で成功ドラ。

ユファ：すごーい！　プールにいるのに！

ルーチェ：すごいです！

パル：大したもんだ、ダイスが減っても２Ｄ振れるとは。

ＧＭ：うむう、さすがシーフ。難なんなく鍵を解除してしまいました。ついでに仕し掛かけられていたトラップも一緒に解除されます。

パル：やっぱりトラップがあったか。鍵の解除に失敗すると、爆ばく発はつする仕掛けなんだな？

ＧＭ：そのとおりです。宝箱の中には、「錬れん金きん術じゆつ資し料りよう室しつ」「食堂」と書かれたタグ付きの鍵がふたつ、それから灰はい色いろの鍵がひとつ入っていました。

ユファ：全部で鍵は三つ？

ＧＭ：はい、三つです。

ルーチェ：ずいぶん、たくさんありますね。

ユファ：とりあえず、ユーキリスを引き上げましょう。判定とかは必要かしら？

ＧＭ：ご心配なく。宝箱を開けたときに、天てん井じようからするするーっとはしごが下りてきます。これにより、判定なしで上がれますよ。

ユーキリス：おお、面おも白しろい仕掛けドラ。よいしょっと。

パル：無事でよかったぜ。……それにしても、鍵が三つか。どこで使うんだ、これ？

ルーチェ：ここからどこに行けるんでしたっけ？

ＧＭ：はい、錬金術資料室、食堂、それから屋上です。残る通路はすべて封鎖されています。ちなみに、構こう内ないの見取り図はあちこちに貼はってありますので、道に迷まようということはないです。どこからでも行けますよ。

ユーキリス：錬金術資料室に行きたいドラ～。

ユファ：はっ！　そっか、好きなんだもんね！

ユーキリス：行きたいドラ～。

パル：そうだな。いきなり屋上に行くよりも、ちゃんと調べてから行ったほうがいい。

ルーチェ：ていうかこの盗賊団怪あやしすぎますよ！　なんで宝箱の中に教室の鍵が！（笑）

ユファ：確かに、ちょっと親切すぎて、あやしいわね（笑）。

ＧＭ：錬金術資料室ですね。了解いたしましたー。では、シーンを変えまーす。







◆Middle 03◆錬れん金きん術じゆつ資し料りよう室しつ




　人ひと気けのない廊ろう下かを進むと、小さなプレートがかかった部屋があった。古ぼけたプレートには「錬金術資料室」の文字がある。




ＧＭ：……というわけで、皆さんは錬金術資料室の前までやってきました。扉とびらには鍵かぎがかかっています。

ユファ：さっき手に入れた鍵を使えばいいのね。

ユーキリス：早く中に入りたいドラ～。と、わくわくしながら言います。

ルーチェ：毒どく針ばりとかあったりして（笑）。

ユーキリス：怖こわいこと言わないでくださいよ（笑）。でも心配なのでトラップ探たん知ちします。（ダイスを振ふる）……うおっ！　ひ、ひどい目だ。11です。

ＧＭ：トラップはありませんが……そうですね、皆さん【感知】の判はん定ていをしてください。難なん易い度ど10以上で成功です。成功した人は教えてくださいね？

ルーチェ＆パル：（挙手して）はーい、成功でーす。

ＧＭ：鍵を開けようとしたとき、中から盗とう賊ぞくと思おぼしき人の会話が聞こえてきます。

一同：おおっ!?

ＧＭ：なにやらがちゃがちゃ物音もしますね。

一同：がちゃがちゃ!?（笑）

ＧＭ：「くっそー、ブロンズゴーレムは簡かん単たんに起動したんだがなー、こっちはなっかなか起動しないぜ……」とひとりが言ってますね。

ルーチェ：ぶ、ブロンズゴーレム!?

パル：おいおい、ゴーレムを起動しようとしてるぞ（笑）。

ＧＭ：「そっちのスティールゴーレムはかなり古いって話だからな、起動に時間がかかるんじゃねーかな」「ほんとに使えるのか？　これ」

ユーキリス：機き械かい系けい錬金術はあんまり興きよう味みないドラ……（笑）。

ユファ：あちゃー（笑）。

パル：どうする？　起動させる前に、いてこましたる？　放っておくと、うしろからゴーレムが来る可か能のう性せいもあるけど。

ルーチェ：どうします、ユファさん？

ユファ：コネリーおじいちゃまは言っていたわ。「やられる前にやるべき」と！（一同笑）




　……コネリーは一体、どんな教育をしていたんでしょう？




パル：とりあえず、鍵を開けると同時に俺おれが飛とび込こむってことでどうでしょう。

ユファ：ええ、いいわよ！　タマちゃんかっこいいわ～（笑）。

ＧＭ：分かりました。では、先ほど入手した鍵を使って扉を開けると、中には鋼はがねの機械をいじる盗賊がふたりと、それを守るように立ちはだかるブロンズゴーレムがいます。部屋はとても狭せまいですね。

パル：鉄てつ砲ぽう玉だまのパル様たぁ俺のことだぁぁーっ!!（←突つっ込こんだ）

ＧＭ：がきょーん！　ブロンズブロック！（笑）

ユファ：た、タマちゃーん!!（笑）

ルーチェ：不良っていうか、ただのチンピラになってますね（笑）。

ＧＭ：チンピラでもいいんです、かわいいから（笑）。ブロンズブロックの音で、盗賊がキミたちに気づきます！「げげっ、来やがった！　早くこいつを起動させるぞ、ブロンズゴーレムは時間を稼かせげ！」と指し示じを出したところで、戦せん闘とうになります！




●第一ラウンド

行動値

パル　　　　　　　　　　　11

ユファ　　　　　　　　　　７

ルーチェ　　　　　　　　　６

ユーキリス　　　　　　　　６

ブロンズゴーレムＡＢＣ　　５

盗賊（モブ）　　　　　　　０

スティールゴーレム（待機中）
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ＧＭ：皆みなさんの場所からブロンズゴーレムまでは５メートル、スティールゴーレムのところまでは10メートルです。ゴーレムたちで１エンゲージ、スティールゴーレムと盗賊のところで１エンゲージとなってます。

ユファ：ブロンズゴーレムが三体もいるよー!?

ＧＭ：ちなみに、部屋はとても狭いので、ブロンズゴーレムのエンゲージを通とおり抜ぬけて盗賊たちのところに行くことはできません。

パル：資料室だから、狭いというよりは物がたくさんあって動けないって感じだろうな。

ＧＭ：はい、いわゆる封ふう鎖さ状じよう態たいになります。それから、スティールゴーレムはまだ動いていません。次のラウンドには、動き出しそうです。

ルーチェ：動く前に叩けってことですか。ゴーレムは固いから嫌きらいです……（泣）。

ＧＭ：それではセットアップです！　何かやることはございますか？

パル：なにもない、というか《ランナップ》使わなくても、エンゲージした状態で始まったから関係ない（笑）。

ユファ：《ウィークポイント》です！　みんなに弱点を教えてあげても……よくってよ！

ルーチェ：こんなときまでツンデレが（一同笑）。

ＧＭ：分かりました。こちらはやることがありませんので、イニシアチブプロセスに移うつります。パル君どうぞ。

パル：（少し考えて）うーん……俺、離り脱だつすべきか？　このままだと、向こうの盗賊たちに攻こう撃げきができねーだろ。

ユーキリス：封鎖状態ですから、エンゲージから抜けるのは、確たしかに有ゆう効こうかもしれません。盗賊たちを先に倒たおしてしまえば、スティールゴーレムは起動しないですしね。

ルーチェ：でも、相手は三体いますよ。一体でも対決に失敗したら、一行動無む駄だになっちゃいますし……。

ユファ：（何かを思いついたように）ねえ、タマちゃんはそこにいてもらったほうがいいんじゃないかしら。封鎖になるのはあっちも一いつ緒しよだし、仮かりにスティールゴーレムが来ても、タマちゃんがそこにいれば、こっちには来ないわ。

ルーチェ：そっか！　ユファさんの攻撃は素す通どおしになるから、逆ぎやくにユファさんが倒されたら、確かく実じつにダメージを与あたえる方法がないんですね！

パル：おし、分かった。じゃあ俺はこのままでいて、一体を攻撃しよう。リーダーには無む傷きずなヤツをやってもらいたい。

ユーキリス：ルーチェさんには《ブランディッシュ》がありますから、うまくいけば範はん囲い攻撃で二体落とせるかもしれません。

ユファ：分かったわ！　それで行きましょう！

ＧＭ：よろしいでしょうか？　では引き続きパル君の行動ですね。

パル：了りよう解かい。んじゃ、ブロンズゴーレムＡを殴なぐるぜ。喰くらえ、ねこレイピア！（ダイスを振る）クリティカルはしない。命中18。

ＧＭ：むむ。回かい避ひします。（ダイスを振る）……駄だ目めです、当たりました！　レイピアが空を裂さき、ブロンズゴーレムの鎧よろいの隙すき間まにもぐりこむ！　というわけでダメージをどうぞ。

パル：よっしゃ、当たれば問題なしだぜ。（ダイスを振る）よし、15点の物理。うらーっ！　ぷすり（一同笑）。

ＧＭ：かすり傷とは言えませんが、まだ大だい丈じよう夫ぶ。ぎしっと腕うでを振ふるって切っ先を外す。

パル：やっぱ固ぇなあ、と呟きつつ、元の位置に戻もどるぜ。

ユファ：次は私ね！　マイナーで《エキスパート：光》、メジャーで《コンボアタック：マジック》の《セレスチャルシャワー》！　対象はブロンズゴーレムＢ！（ダイスを振る）んん～、５しか出なかった！　命中は22です！

ＧＭ：うおっ!?　相変わらずとんでもない数すう値ちが……！（ダイスを振る）や、やっぱり無理だった、避けられませんっ！

ユファ：だけど、あんまり攻こう撃げき力りよくはないのよね。（ダイスを振る）出目は４、あわせて13！　ぴきーんと杖つえを振りかざすわよ！

ＧＭ：杖から放たれた光の雨に、ゴーレムの体が打うち抜ぬかれる！　立ってはいますが、素通しはきついです……お次はルーチェちゃんです、どうぞ。

ルーチェ：いい感じですねっ。では、マイナーアクションでゴーレムのいる場所にエンゲージします。メジャーアクションで《ブランディッシュ》！

ＧＭ：や、やめてー、いじめないでー（一同笑）。

ルーチェ：それも神の試練ですっ。《ウィークポイント》もあるから、当たれば大きいはず！　行きます、えーい！（ダイスを振る）……命中12！　低い！　ぶんっと力ちから任まかせに振りますよ！

ＧＭ：むむっ、これはいけそうだ！　回避しますよー！　一体目のＡ……あたり！　二体目のＢ……お？　13で避さけ、三体目のＣ……よし！　15で避け！　ゴーレムが次々と華か麗れいに避ける！　わはは！

ルーチェ：そんなぁー！　ＧＭの出目がいいっ！

ＧＭ：よしよし、今日も乗ってきましたよっ！（笑）

ユファ：ああっ、明澄ちゃんがいい気になっちゃってるっ！（笑）

ＧＭ：いい気になっちゃいかんとですかっ!?（一同笑）ま、まあそれはさておき……この攻撃で、ブロンズゴーレムＡが倒たおれます。巨きよ大だいなハルバードの一いち撃げきをまともに喰くらい、音を立てて崩くずれ落おちました！

ルーチェ：ほっ、一体でも倒せてよかったです。

ＧＭ：では最後、ユーキリスくんです。

ユーキリス：特にやることもありませんので、【ＨＰ】の減へっているブロンズゴーレムＢを攻撃するドラ。マイナーが何もなし、メジャーで通つう常じよう攻撃ドラ。（ダイスを振る）うん。命中は15です。

ＧＭ：む、それは……（ダイスを振る）駄目です、避けられない！　ダメージをどうぞ。

ユーキリス：当たったドラ。では……（ダイスを振る）おおっ、出目がよかったドラ。18点の物理ダメージです。




　ユファの攻撃でぼろぼろになっていたゴーレムは、それに耐たえ切れるはずもなく……。




ＧＭ：放たれた矢が頭に刺ささり、ゴーレムはそのまま機き能のうを停止します。

ユファ：やったわ！

ＧＭ：何もしないうちに二体も倒されたー！　ですが、今度はこちらの行動！　悔くやしいのでスキルを使用します！　マイナーは何もなし、メジャーで《ブロンズビーム》！

ルーチェ：１シナリオ一回しか使えないスキルですね、気をつけましょう！

ＧＭ：こちらが攻撃する対象はダイスで決定します……（ダイスを振る）よおし、パルくん、君に決めたあ！（一同笑）

パル：おっしゃ。避けたる。来い来い、と人差し指を動かして挑ちよう発はつしてみる。

ＧＭ：ええーい、《ブロンズビーム》！（ダイスを振る）……ああっ、低いっ!?　命中は11です！

パル：それならファンブルしない限かぎり避けられるっと……（ダイスを振る）って、クリティカルー!?　何でこんなときにぃー!!（爆笑）これはもう宙ちゆう返がえりしよう、避けたあと三回宙返りして壁かべとか蹴けっちゃおう！　はっはー！（一同爆笑）

ＧＭ：（超ちようしょんぼりして）い、１シナリオに一回しか使えないのに……！

パル：見よ！　ヴァーナの超ちようアクロバットを！　はっはー！　てめーの攻撃はそんなもんかー！　くるくるくる、しゅたっ！

ルーチェ：パルさんがめちゃくちゃ調子に乗っている！（笑）

ＧＭ：えーと、次は盗賊なんですが、スティールゴーレムの起動にてこずっていますね。メジャーアクションを使って起動させようとします。

ユファ：あわわわ。

ＧＭ：なかなか動かないゴーレムに、「えい、くそ！　動けってば！」とひとりが蹴けり上あげた瞬しゆん間かん、ゴーレムの目がぎゅいん！　と輝かがやいて動き出します！　次のラウンドからはスティールゴーレム、盗賊が戦闘に参加します！




●第二ラウンド

行動値

パル　　　　　　　　　　　11

スティールゴーレム　　　　11

ユファ　　　　　　　　　　７

ルーチェ　　　　　　　　　６

ユーキリス　　　　　　　　６

ブロンズゴーレムＣ　　　　５

盗賊（モブ）　　　　　　　０
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ＧＭ：第二ラウンド目、セットアップでーす。こちらはなにもありませんが、皆さんなにかすることはございますでしょうか？

一同：ないでーす。

ＧＭ：イニシアチブ、行動値11はパルくんとスティールゴーレム！　ＰＣが優ゆう先せんですのでパルくん、どうぞ！

パル：かろうじて俺のほうが先か。とはいえ、目の前のブロンズゴーレムを殴るしかない。よし。（ダイスを振る）うりゃー、消しよう滅めつしろー！　ねこぱーんち！（一同笑）……16だ。どうだ。避けられまい。ふっふっふ。

ＧＭ：うおー、ねこぱんちされたー（笑）。回避は……（ダイスを振る）できません！　ダメージをくださいっ。

パル：よっしゃ。いったるぜ。とはいえ、俺の攻撃で倒たおれるとは思わねーが……（ダイスを振る）って、おおおー！　６ゾロだ、21点ダメージだー！

ユファ：すごーい!!　さすがタマちゃんねっ！

ＧＭ：ダメージは入りましたが、今までは無む傷きずだったのでまだ元気。次は起動したてのスティールゴーレムですが……（ちらり、とルーチェのプレイヤーを見て）よし、まずはルーチェを倒すことにしましょう！

ルーチェ：うにゅっ!?　わたしですかっ!?

ＧＭ：だって、パルくんには攻撃が当たらないんですもの……（一同笑）。

パル：だそーだ。諦あきらめな。

ルーチェ：か、神よ！　これもあなたの試練なのですねっ！　わたし負けません！（笑）

ＧＭ：参りますっ！　スティールゴーレム、マイナーで移い動どう！　接敵してメジャーで範囲攻撃！　さぁさぁ避けてくださいね♪（一同笑）

ユファ：ＧＭとっても嬉うれしそうなんですけど！（笑）

ＧＭ：きりもみ回転しつつ攻撃!!　とうっ！（ダイスを振る）……うわっ、また低い～！　命中は12です。

パル：ファンブル以外は……（ダイスを振る）よし、避けた。

ルーチェ：８以上！　神様～！　お願いしますっ！　……えーいっ！（ダイスを振る）

[image: ]

一同：おおーっ!!

ルーチェ：やった！　９！　避けたあっ!!　きりもみ攻撃を紙かみ一ひと重えで避けるですっ！

ユファ：やりましたわね、ルーチェちゃん！

ＧＭ：しくしくしく……避けられた～（涙）。

ユファ：今度はＧＭが泣いている（笑）。

ＧＭ：思わずゴーレムもしょんぼりですよ！　気を取り直して、次はユファちゃんです。

ユファ：もちろん、スティールゴーレムに攻撃よ。マイナーで《エキスパート：光》、メジャーで《セレスチャルシャワー》！　これで打ち止め……！（ダイスを振る）命中20です！

ＧＭ：に、20は……（ダイスを振る）避けられません！　って言うか、今までで避けられたためしがないんですがっ!?

パル：ちなみにギルドマスターの攻撃は、俺でも避けられないよ。

ユファ：確実に当てて落とせって、コネリーおじいちゃまが言ってたのっ（一同笑）。




　なんという戦意の塊かたまり。




ユファ：いくわよ！（ダイスを振る）ああっ、でも低い！　ダメージは７点です！　杖を振ふって、光の雨をゴーレムにたたきつける、という演えん出しゆつでっ。

ＧＭ：了解しました（笑）。こちらの防ぼう御ぎよは０、素通しになりますが、まだ元気です。

ルーチェ：次はわたしの番ですね……ここで当てなきゃ駄目ですよね、メジャーで《ブランディッシュ》！　（ダイスを振る）……うーん、苦しいな、命中は11！

ＧＭ：最初スティールゴーレム！（ダイスを振る）……なん、だと、当たった!?　当たっちゃった！　ブロンズゴーレムは……（ダイスを振る）よし、避けました。

ルーチェ：やった、スティールゴーレムに当たればもういいです（笑）。神様は見ていらっしゃるんですよ！　ダメージいきます！（ダイスを振る）……20点の物理ですが、やっぱり通らないかな……。

ＧＭ：いや、ちょっと通りましたね。ですがかすり傷、まだ元気！

ユーキリス：次は僕ぼくドラね。《ポーションピッチ》を使いましょう。（ダイスを振る）はっ！　こ、怖こわいドラ、出目が１と２！　危あぶない危ない、ファンブルするところだったドラ（笑）。では、思い切り振りかぶって……投げる！　とうっ！（ダイスを振る）というわけで、【ＭＰ】３点回かい復ふくしてくださーい（一同笑）。

ユファ：《セレスチャルシャワー》は使えないけど……なんとかなる、かな？　ありがとう。

ＧＭ：では次、ブロンズゴーレムの行動！　とはいえ……うう、さっき《ブロンズビーム》を使っちゃったから、あとは通常攻撃しかない。ルーチェに攻撃します。

ルーチェ：うにゅっ!?　や、やめてー！（笑）

ＧＭ：へっへっへ、聞けませんなあ（笑）。いきます、えーい（ダイスを振る）……げげっ、出目が悪い！　命中７！　大おお雑ざつ把ぱなパンチが飛んできます。

ルーチェ：ひえーっ！　避けますっ！（ダイスを振る）８で回避！

パル：出目が２、２で４か、ぎりぎりだな！（笑）

ルーチェ：ぜえぜえ……こ、怖い、怖すぎますっ!!　かろうじて避けた……！

ＧＭ：当てたい、当てたいのに当たらないーっ!!　ユファもうまくいけば倒たおせるな……どうするか（ちらり）。

ユファ：（素に戻もどって）おお？　明澄ちゃん、今日はホントに強気！　びっくりだよ～。

ＧＭ：運が向いてきたみたいですからねっ。これなら部長にも勝てそうな気がっ……！

ユファ：よーしっ、じゃあ私も強気で攻せめちゃうことにするわっ！　思い切りやり返しちゃうぞっ！（わくわく）

ＧＭ：ごめんなさいっ!!　冗じよう談だんですっ!!　優やさしくしてくださいっ!!（一同笑）




　でも、そんな部長が、私は大好きですよ！




ユファ：さてさて？　次は盗賊さんだよね。攻撃対象は誰だれなのかな？

ＧＭ：（しれっとして）ユファに向けて、銃で攻撃しまーす。

ユファ：な、なぬーっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：よーし、いっきまーす！（ダイスを振る）……惜おしい、クリティカルしませんでした。命中は13です。

ユファ：難むずかしいかも……よいしょ！（ダイスを振る）　あっ！　やったあ！　クリティカルで回避成功！

ＧＭ：何ということじゃ！　せっかく強気だったのに！（笑）華麗なステップを踏ふんで避けたユファちゃんに、盗賊はビビります。「なにぃっ!?　あの女、できる!?」

ユファ：ふっ、当然でしょ？　私はトップに立つ女なのよ!!




●第三ラウンド

行動値

パル　　　　　　　　　　　11

スティールゴーレム　　　　11

ユファ　　　　　　　　　　７

ルーチェ　　　　　　　　　６

ユーキリス　　　　　　　　６

ブロンズゴーレムＣ　　　　５

盗賊（モブ）　　　　　　　０
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ＧＭ：三ラウンド目、セットアップでーす。やることはありますかー？

一同：ありませーん。

ＧＭ：はい、了解です。ではイニシアチブ、パルくんの行動です。

パル：ブロンズゴーレム、うまくいけば倒たおせそうなんだが……。

ルーチェ：スティールゴーレムをお願いします。わたしの攻撃だけでは倒せないので（涙）。

パル：しょーがねえなあ。ここはスティールゴーレムを攻撃する。スキルは使わねぇで通常攻撃。（ダイスを振る）……15。まあまあだな。

ＧＭ：みんな達成値が高いなあ……！（ダイスを振る）駄目です、12で回避失敗です。

パル：ダメージ通るか心配だが……（ダイスを振る）おおっ？　いい目が続くなあ。20点だ！　レイピアの柄つかの部分で「ごんっ！」と殴るぜ。

ＧＭ：殴なぐられたー（笑）。が、まだまだ元気です。

ユファ：スティールゴーレムかたーい！

パル：ま、ダメージ入りゃいいんだよ。（素に戻って）俺、今いい目が続いてるから、ちょっと調子乗ってますよ（一同笑）。

ＧＭ：なんだか悔しいっ（笑）。次はスティールゴーレムの番ですね。うーん……こうなったら、さっきから調子に乗っているパルくんを、《スティールビーム》で攻撃しますっ。

パル：（余よ裕ゆうの表ひよう情じようで）でも、俺には当たらないよ？

ＧＭ：くそぅ（一同笑）。見てろっ、えーい!!（ダイスを振る）……微び妙みようだなぁ……！　命中14です。パルに向けて、鋼はがね色のビームが放たれます！

パル：おお？　14とは、なかなかがんばったね～（一同笑）。でも避けちゃうんだなー、これが。（ダイスを振る）……ほぉらね！　17で避け！　挑ちよう発はつ的てきに笑って、軽く体を捻って避ける。かっこいい、俺。

ルーチェ：すごく調子に乗ってます（笑）。

ユーキリス：満面の笑えみドラ（笑）。

パル：残念だったねぇゴーレムくん、《スティールビーム》は１シナリオに一回だったっけ？（一同笑）

ＧＭ：きーっ！　悔しいーっ（涙）。しょぼーん。

ユファ：すごいわタマちゃん！　褒めてあげてもよくってよ！（笑）

ＧＭ：しくしく。これほどまでに当たらないとは……がっくし。ともかく、これでスティールゴーレムの行動は終わりです。次はユファちゃん、どうぞ。

ユファ：うーん。実はもう《エキスパート：光》が使えないんですよね……。

ユーキリス：ここは待機してもらって、僕が【ＭＰ】を回復してからスティールゴーレムを攻撃してもらったほうがいいかと思います、ドラ。

ユファ：２以上出してくれれば、それでいいのよ？（笑）

ユーキリス：普ふ通つうは出るよっ!?（一同笑）

ユファ：じゃあ、ユーキリスに回復してもらうために待機するわ。

ＧＭ：了解いたしました。次は行動値６、ルーチェちゃんとユーキリスくんです。

ルーチェ：では先にわたしから！　……《ブランディッシュ》もちょっときつくなってきましたが、まだ回復するタイミングはあるはずですし、どっちかは当たるはずですから！　いきますっ、えいやーっ！（ダイスを振る）命中13です。

ＧＭ：13か……よし、避けますよ。まずはスティールゴーレム……（ダイスを振る）うっ、１点足りない……12で当たりました！　次はブロンズゴーレム……（ダイスを振る）はうっ!?　こ、こっちも当たりました、とほほ。

ルーチェ：ふっふっふ、スティールゴーレムは単にダイス目が悪いと見ましたよっ！

ＧＭ：言わないでっ、気にしてるんだからっ!?（一同笑）ハルバードの一撃が、ゴーレムたちをなぎ払はらっていきます……ということで、ダメージください。どうぞ。

ルーチェ：よーし、いきますよー、えーい！（ダイスを振る）８が出ました、22点の物理ダメージです！

ＧＭ：やっぱり痛いたいですねぇ……スティールゴーレムは元気です。

ユファ：せめてブロンズゴーレムは倒たおれてほしいわ……。

ルーチェ：お、お願いしまーす。




　お願いされちゃっても、ちょっと困こまります……。




ＧＭ：残念ながら、まだ動いてます。かろうじて立っている、という具合ですが。

ユファ：うーん、残念っ！　じゃあユーキリスっ、私を回復してよくってよ！（笑）

ユーキリス：さっきはコントロールをミスってしまったようドラ～。マイナーは何もなし、メジャーで《ポーションピッチ》！　うりゃーっ！（一同笑）

パル：気き迫はくがこもっているな（笑）。

ユファ：次は成功してほしいわっ（笑）。

ユーキリス：は、お任まかせください、ドラ。（ダイスを振る）ほっ、１が出たからどうしようかと思ったドラ。７点回復してください～。

ユファ：これで《エキスパート：光》が使えるようになったわ！

ＧＭ：ではその前に、こちらの番ですねっ。ブロンズゴーレムはルーチェを攻撃！

ルーチェ：ひえぇ。いいのっ！　避ければいいんです！

ＧＭ：命中は……（ダイスを振る）10！　どうだ！

ルーチェ：10なら６以上！　……って、何してるんですか？（笑）

ＧＭ：（不思議な踊おどりを踊るようなポーズで）いや、「出るな、出るな」という念を送っているのです（笑）。

ルーチェ：ま、負けない、負けないもん！　えいやっ！（ダイスを振る）……５、１点足りない～!!（一同笑）

パル：ＧＭの念が勝った瞬間だ（笑）。

ＧＭ：やったー（笑）。ではダメージ！（ダイスを振る）あんまり高くなかったですね。14点の物理です。ぶおん、と腕を振ってルーチェに拳こぶしをたたき込こみます！

ルーチェ：うう～っ。《プロテクション》！（ダイスを振る）……４点軽けい減げん！　防ぼう御ぎよ力りよくとあわせて９点止め！

ＧＭ：なぬー!?　こっちの与えるダメージが５点だけとはっ！　悔しい～っ！　ええい、この悔くやしさを……ユファにぶつけるっ！　盗賊が攻撃（ダイスを振る）……と思ったら全然出目が悪いーっ!?　命中８！

ユファ：ふふん、そんな攻撃、私に当たると思って!?（ダイスを振る）ほーらねっ！　避けっ！　軽くバックステップをして避けちゃいますわよ。

ＧＭ：なんてこったい！　全然攻撃当たらないじゃないか！　……これで盗賊たちの行動は終しゆう了りようです。しくしく。

ユーキリス：よし、ではユファさん、お願いしますドラ。

ユファ：任せなさい！　最後に待機していた私が行動よ！　マイナーで《エキスパート：光》、メジャーで《セレスチャルシャワー》！　対象はスティールゴーレムです！（ダイスを振る）……命中は21！

ＧＭ：それは……（ダイスを振る）避けられないですよお!?　きらきらと降ふり注そそぐ光の雨に、ゴーレムが成す術すべもなく包まれますっ！

ユファ：フェイトも１点乗せちゃいますっ。倒れなさーい！（ダイスを振る）……って、ううっ、駄目そう……。12点の〈光〉属ぞく性せい魔ま法ほうダメージです。

ＧＭ：ほっ、素通しになりますが、まだ立ってます。よかった、挽ばん回かいのチャンスはあるっ！




●第四ラウンド

行動値

パル　　　　　　　　　　11

スティールゴーレム　　　　11

ユファ　　　　　　　　　　７

ルーチェ　　　　　　　　　６

ユーキリス　　　　　　　　６

ブロンズゴーレムＣ　　　　５

盗賊（モブ）　　　　　　　０
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ＧＭ：ではでは、四ラウンド目に入ります。

ユファ：こっちはセットアップで何もすることがないわ。

ＧＭ：は、了解です。では、イニシアチブプロセスに進みます。最初はパルくん。

パル：くそー、落とし切れなかったか。ならば俺がやったるー！　スティールゴーレムを攻撃、スキルは使わないぜ。うりゃーっ（ダイスを振る）命中14！　今度は懐ふところにもぐりこんで、腹はらをぶん殴なぐる！

ＧＭ：よし、今度こそ避けたるっ！（ダイスを振る）……び、微び妙みよう!?　10で当たりました。

パル：（素に戻って）緑谷さんは、いいときと悪いときの出目の差がすごいねえ。

ＧＭ：ううっ……残念ながら私、悪いときはとことん悪いのであります（涙）。

ユーキリス：波が激はげしいんですねぇ。

ＧＭ：そうなんです。ですが、この反動はでかいはず……！　よくなることを信じつつ……ダメージをどうぞ。

パル：おう。いったるぜ（ダイスを振る）。……今度は微妙だった。14点です。

ＧＭ：お？　それですと、「かいーん」とはじきます。殴られた部分は傷ひとつありません。

パル：そうか！　物理防御はブロンズゴーレムよりも固いんだった。残念。舌した打うちをして体たい勢せいを整えとこう。

ＧＭ：よし。次はスティールゴーレムの行動です。範囲攻撃になりますので、対象はパルくんとルーチェちゃんです！

ルーチェ：ひえぇ～。試練が次々と～。

ＧＭ：回転して両りよう腕うでを振ふり回まわします！　とりゃーっ（ダイスを振る）……あら？

ユファ：あらら？（笑）

ＧＭ：（計算しつつ）……で、出目悪いなぁ……命中は14です、しょぼーん。

パル：（ダイスを振る）よし、かるーく避けたぜ。……あ、ＧＭがすごい悲しそうな顔をしている（笑）。

ルーチェ：それでもわたしは10以上出さないと避けられないです～！（ダイスを振る）……６、駄目でした。しょぼーん。

ユーキリス：ふたりそろって、しょぼーんとしていますね（笑）。

ＧＭ：ま、負けないっ。まだまだ先は長いんですっ！　いきますよー、攻撃！　えーいっ（ダイスを振る）……うわー、またもや微妙だ。17点の物理ダメージ。

ルーチェ：《プロテクション》っ！（ダイスを振る）……ええーっ!?　ダイスが１の目しかでなーいっ!!（一同笑）

パル：さっきからそればっかだな（笑）。

ルーチェ：神よ、少し試練が厳きびしすぎます（一同笑）。防御力をあわせて６点軽減、11点通りました。殴られましたが、ハルバードにしがみついて耐たえます！

ＧＭ：これでスティールゴーレムの行動は終了です。次はユファちゃんですね。

ユファ：（即そく座ざに）待機ですっ！　もう魔法が打てないのっ！

ユーキリス：どれくらい回復させればよいドラか？

ユファ：５点出してくれれば、それでいいのよ？（笑）

ユーキリス：ま、まあ、期き待たい値ちですので……がんばるドラ（笑）。

ルーチェ：次はわたしですね。【ＭＰ】はきついですが、倒すのが先決ですっ！　マイナーは何もなし、メジャーで《ブランディッシュ》！（ダイスを振る）ひ、低いです……13！

パル：もしかしたら、避けられちまうかもしれねーな……。

ＧＭ：まずはスティールゴーレム！（ダイスを振る）うえぇ……っ!?　で、出目が３!?　当たっちゃった！

ユファ：やったー！

ルーチェ：うう、でもブロンズゴーレムが避けちゃうんですよー（涙）。

ＧＭ：そのとおり！　てーいっ（ダイスを振る）……出目で８、うぐっ、１点足りない!!

一同：当たったーっ!!

パル：よし、いけルーチェ！　やったれ！

ルーチェ：お願いっ、倒れてくださーいっ！　ハルバードをぐるーんと振り回しますっ！（ダイスを振る）……22点の物理ダメージですっ！

ＧＭ：ブロンズゴーレムは耐え切れません、ひと息で吹ふっ飛とばされて崩くずれ落おちます！

ユーキリス：スティールゴーレムはどうドラか？

ユファ：どきどき……。

ＧＭ：スティールゴーレムは……くううーっ、わずかに【ＨＰ】が足りなかった！　ブロンズゴーレムの上にがしゃんとぶつかり、そのまま動かなくなる！

パル：おおおー。強いぞ、《ブランディッシュ》！

ユファ：やったぁーっ！　ルーチェちゃん、つよーい!!

ルーチェ：ふうっ、と汗あせを拭ぬぐって、ハルバードを構かまえ直しますっ。残すところは盗賊さんたちだけですっ。

ＧＭ：「ま、待てっ、話し合おうっ!?」

一同：今さら聞けるかーっ!?（笑）

ユーキリス：……そんなわけで（笑）、そのまま僕は攻撃するドラ。（ダイスを振る）命中16、弓がちっちゃいので縮ちぢこまりつつ撃うちます。

ＧＭ：……駄目です、避けられない！「ほ、ほら、痛いの駄目、絶ぜつ対たい！」（一同笑）

ユーキリス：そ、そんなこと言われても困こまるドラ～。（ダイスを振る）13点ー、盗賊の足に当たりますよ。

ＧＭ：「いてっ、いててっ！　暴ぼう力りよく反対！」と言いながらまだ立ってます。

ユファ：最後は、待機していた私ねっ。……どうする？　殴なぐってみる？（一同笑）

パル：やっちまえー、モブだから当たるかもしれねーぞー（笑）。

ＧＭ：「や、やめてーっ！　怖いーっ！」盗賊たちは怯おびえています（笑）。

ユファ：よーし。じゃあ殴っちゃお♪　マイナーで移動っ、メジャーで……杖で殴なぐります！

ＧＭ：「えーっ!!　ちょ、えーっ!!」（一同笑）

ルーチェ：まさか、魔ま術じゆつ師しが殴りこんでくるとは思いませんもんねぇ（笑）。

ユファ：命中は低いけど……えいっ！（ダイスを振る）あっ！　クリティカルしたよー！

ＧＭ：なんじゃとーっ!!　（ダイスを振る）うう、駄目です、クリティカルしません！

ユファ：やったー♪　殺意よっ、私のダイスに来なさーいっ!!（一同笑）




　一いつ瞬しゆんだけ、ごごごご……と音を立てて集結する殺意の渦うずが見えたような気がしました。さすがは我われらの大竹部長です。

　もちろん、そんな部長が大好きですよ！　ホントですよ！




ルーチェ：ほとばしる、殺意（笑）。

ユーキリス：お、恐おそろしいお人ドラ（笑）。

ユファ：いっけーっ！（ダイスを振る）わお！　殺意降こう臨りん！　15点の物理！　ついでにビンタもしちゃうっ！（一同笑）

パル：な、なんという殺意……！　さすがはアヴェルシア貴族の血ち筋すじ……!!（わなわな）

ＧＭ：ついでに言いますと、ぴったり【ＨＰ】０で盗賊は気き絶ぜつします（笑）。

ルーチェ：終わった……長い戦いが……。

ＧＭ：はい、というわけで戦闘終了です。




＊　　　＊　　　＊




　ちなみに、ドロップ品は以下のとおりとなりました。

・ゴーレムの宝ほう石せき（五〇Ｇ）×３

・クリスタル（五〇Ｇ）

・赤の鍵




ユファ：あ！　色の鍵だ～！

パル：赤と灰はい色いろか。もしかしたら、まだあるかもしれないな。盗賊に聞いてみるか？

ＧＭ：残念ながら、盗賊たちは完かん膚ぷなきまでにぶっ飛ばされているので、目を覚ます気配がありません（笑）。

パル：なるほどな。尋じん問もんはできない、か。

ＧＭ：さて、赤の鍵も回かい収しゆうできましたが……次はどこに向かわれます？

一同：その前に回復させてくださいっ!!

ＧＭ：わ、分かりました（笑）。

ルーチェ：まずは自分に《ヒール》しますっ。（ダイスを振る）10点回復ですね。とりあえずは大だい丈じよう夫ぶです。

ユファ：（挙手して）はーい、私、もう【ＭＰ】が５点しか残ってませーんっ。

パル：ユファ、俺のＭＰポーションいるか？　二本あるけど、俺【ＭＰ】まったく使わねーから両方やる（笑）。

ユファ：そ、そう？　じゃあ、もらってあげてもよくってよ（笑）。よし、二本飲んじゃいますっ（ダイスを振る）。えっと、７と９で……今21まで回復しました。全ぜん快かいではないけど……まあ、なんとかなりそうだわ。

ルーチェ：他に《ヒール》ほしい人います？　【ＭＰ】５点しか残ってないので、ＭＰポーションがほしいのですが（笑）。

パル：あ、ごめん。俺全部ユファにやっちまった（笑）。

ルーチェ：いやーん……（一同笑）。

ユファ：じゃあ、私のＭＰポーションを一本あげるわ。

ルーチェ：ありがとうございます、ユファさん。（ダイスを振る）うにゅうっ!?　さ、３点しか回復しなかったです……!!（一同笑）

パル：このパーティは【ＭＰ】消費がきついなあ。

ルーチェ：《プロテクション》と《ブランディッシュ》が意外とコストかかりますからね。《祝福》はクライマックスまで取っておきたいですし……。

ユーキリス：それなら、ルーチェさん。僕、ＭＰポーションをあと三本持ってますけど、使いますか？

ルーチェ：いえ、大丈夫です。ユーキリスさんのポーションは、戦闘で投げてもらったほうがより回復するから、いざという時にはお願いします。

ユーキリス：分かったドラ～。




　これで残るＭＰポーションは、ユーキリスの持っている分三本のみ。ＨＰポーションはそれぞれ、パルとユーキリスが一本ずつ持っていることになりました。




ＧＭ：それでは皆みなさま、処しよ理りは以上でよろしいですか？

一同：はーい。

ＧＭ：残っている箇か所しよは、食堂と屋上ですが……。

ユファ：（挙手）はいっ、ＧＭ！　食堂に行ってポーションを漁あさりたいです！（笑）

ルーチェ：おもにＭＰポーションをっ！（笑）

パル：あとは鍵だな。たぶんもう屋上にも行けるんだろうけど、色の鍵がまだありそうだし。

ＧＭ：なるほど。では、食堂に向かうということでよろしいですか？

一同：ポーション！　ポーション！　ポーション!!

ユファ：げ、現げん在ざいのギルド名は〝ポーションを探さがしてあげてもよくってよ〟……（一同笑）。

ＧＭ：切実すぎますよ!!（笑）了解です、では皆さんは錬金術資料室をあとにして、食堂へと向かいます。







◆Middle 04◆食堂と地下室




　錬金術資料室での激げき闘とうは、想そう像ぞう以上に激しいものであった。回復薬もほとんど残っていない。

　困こまり果はてた四人は、一番薬のありそうな場所……食堂へと足を向けた。




ＧＭ：そんなわけで、皆みなさんは食堂の扉の前にたどり着きました。

ユファ：ポーション……ポーションはどこにあるのっ!?　探してあげてもよくってよ!!（笑）

パル：切羽詰まってんなあ（笑）。

ルーチェ：切実に足りないですからね（笑）。

ＧＭ：さて、いかがいたします？

ユーキリス：扉を開ける前に、トラップ探知をするドラ。

ＧＭ：了解です、どうぞ～。

ユーキリス：よっと……（ダイスを振る）14です。

ＧＭ：お、それなら気づきますね。扉には毒どく針ばりが仕し込こんであります。

ユーキリス：うおおっ!?　危ないドラ!?（笑）

ＧＭ：ちなみに、解かい除じよ値ちは13ですよ。

ユーキリス：解除、解除しますっ！

ユファ：がんばって、ユーキリス！

ユーキリス：そりゃっ（ダイスを振る）。よし、15です。かちっと外すドラ。

ＧＭ：そんなあっさりと……！　仕し掛かけられた毒針は、難なんなく解除されました。

ユーキリス：よ、よかったドラ。これで毒を受けることもないドラ。さっそく、鍵を開けて中に入りましょう。

ＧＭ：おっと。その前に、ちょっと【感知】で判定をしていただきましょう。難易度は秘ひ密みつ。

ユファ：何かあるのかしら？（ダイスを振る）10ね。

パル：（ダイスを振る）お、14だ。

ユーキリス：（ダイスを振る）13です。

ルーチェ：（ダイスを振る）低かった。９です。

ＧＭ：お。10以上が出た方は気づきますが、扉の内側……つまり、食堂の中から大きないびきが聞こえてきます。

一同：いびき!?

ＧＭ：はい。ぷひーぷひーと（一同笑）。

ユファ：なんだか可愛かわいいわ（笑）。

ユーキリス：な、なにがいるんでしょう？

パル：なにがって……なにかに決まってんだろ（一同笑）。

ルーチェ：どうしましょう、ユファさん？

ユファ：ポーションのためよ！　入りましょう!!　だって私たちの今のギルド名は、〝ポーションを探してあげてもよくってよ〟なんだから！（一同爆笑）

パル：そーいやそーだった!!（笑）

ユファ：あ、でも、中に入るときは静かに、慎しん重ちようにいきましょうっ。起こして攻撃されたらまずいわ。

ユーキリス：了解ドラ～。

ＧＭ：では、食堂の鍵を使って扉を開け、キミたちは食堂にそっと入はいり込こみます。

一同：そろーり……。

ＧＭ：そうしますと、目の前でドラゴンの子どもが気持ちよさそうに眠ねむっています。

パル：（小声で）なんだってぇー!?

ＧＭ：ちなみに、机つくえとか椅い子すとかは全部撤てつ去きよされています。ドラゴンの子どもとの距きよ離りは10メートルです。そして、眠ねむる子どもの足元には、地下に続く階かい段だんが見えますね。

ユファ：あっちゃー……（笑）。

ＧＭ：眠るドラゴンの子どもの首には、緑色の鍵が巻まきつけられています。
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ルーチェ：これは一いち応おう、エネミー識しき別べつをしたほうがよさそうですね。まあ、成功すればラッキー、くらいの気持ちでいいと思います。

ＧＭ：お、識別しますか？　難易度は11です。

ユファ：私がしてあげてもよくってよ！（ダイスを振る）……成功！　12です！

ＧＭ：はい、分かりました。これはドラゴンパピーです。分類は竜りゆう、属性はなし。レベルは６、特とく殊しゆ能のう力りよくとして、《豪ごう腕わん》２レベル、《変へん幻げん攻撃》、《ブレス：火》６レベルを使ってきます。




　つまり、《変幻攻撃》で命中が上じよう昇しようしており、《豪腕》で通常攻撃のダメージに２Ｄ６が追加されていて、さらに６Ｄ６の魔法ダメージとなる、強力な火のブレスを吐はいてくる……ということです。




ユーキリス：ひぇ～。レベル１では勝てないドラ～。

パル：そいつの足元にある階段……もしかして、地下は食料庫なのかな？

ＧＭ：見取り図を見てみると、確かに地下は食料庫になっているようです。

ルーチェ：食べ物はないとしても、何かありそうですね。

ユファ：どっちみち、ドラゴンちゃんの首の鍵は取らないといけないわね。

ＧＭ：そして、皆さんドラゴンパピーを見つけたので、【感知】で判定をしてください。難易度は14です。

ユファ：（ダイスを振る）……駄目。10だから分からないわ。

ルーチェ：（ダイスを振る）11です。わたしも分かりませんでした。

ユーキリス：（ダイスを振る）うーん、駄目だったドラ。12です。

パル：うむ、じゃあ俺は念のため、フェイトを２点使おう。これと戦うのは、たぶんやばい。俺の野生の勘かんがそう告げているのだ。（ダイスを振る）出た出た！　余裕だぜ。16！

ＧＭ：お、パルくんは成功しましたね。では、ドラゴンパピーの姿すがたがすうっと消えて、組み上げた椅子に変わってしまいます。

パル：なぬっ？

ルーチェ：これは《イリュージョン》です！　《イリュージョン》はひとり気がつくと解とけちゃうトラップなんですよ。

パル：（心底ほっとしたように）よかった！　フェイト使っておいて本当によかったぁ!!　助かったぁ！

ユファ：さすがね、タマちゃん！

パル：んじゃあ、こんな演出にするぜ。みんながどうしよっか、と言っているところに、俺は「ふっふっふ、皆のもの、よく見るのだ～！」びしぃっ！　とかっこつけて指をさすのであった（一同笑）。

ＧＭ：そして、びしいっ、とされたドラゴンパピーは消えてしまいます。その代わり、ドラゴンの形にくみ上げられた机と椅子が現あらわれます。緑の鍵だけがそのまま、首だった部分に引っかかっていますよ。ちなみに、いびきはこの椅子が軋む音です（笑）。

パル：しっかし、凝こった仕し掛かけだよなー。緑の鍵をひょいと取ります。

ＧＭ：（にやり）触さわりましたね？　では、ここでトラップが発動します！

一同：……あ。

パル：あ─────っ!?（一同爆笑）




　パルさん、実においしいポジションです。




ユファ：タマちゃーん！（笑）なんだか嬉うれしそう！

パル：いやーやられた、これは面おも白しろい！（笑）長年ＴＲＰＧやってきたけど、何度やってもよくできたトラップに引っかかる瞬間は楽しいね！

ＧＭ：は、ありがとうございます（笑）。ちなみに《火か砲ほう》というトラップです。命中判定です！（ダイスを振る）……はっ!!　ひ、低い！　９しか出なかった（笑）。回避判定で避けてくださいね。

パル：ファンブルしたら格かつ好こう悪わるいなあ。とうっ。（ダイスを振る）……よっし、避けた！

ＧＭ：ちぇっ！（笑）では《火砲》はあらぬ方向に攻撃を仕掛けました。ぷすぷす。

パル：あードキドキした、俺回避高くてよかった～（笑）。

ユファ：よしっ、無事罠わなも回避したし……ポーションを探しにいきましょう！　絶対あるはずよっ！　というわけで、階段を下りるわ。

ＧＭ：了解です。地下は明かりがなく、真っ暗です。ちなみにこの状態ですと、あらゆる判定のダイスが一個こ減へります。

ユーキリス：それじゃあ、僕がランタンをつけて、部屋を照らしてみましょうか。冒ぼう険けん者しやセット、便利だドラ。

ＧＭ：それならば大丈夫です。ペナルティは受けません。食料庫と思おぼしき部屋の中には、いくつか箱が散らばっています。どの箱にも古いラベルが貼はってあり、食材の名前が書いてありますね。

ユファ：怪あやしいわね……調べてみましょうか。判定するの？

ＧＭ：いえ、特に判定は必要ありません。そのほとんどは古い木箱で、中身は空です。

ユファ：ありゃりゃ。

ＧＭ：ですが、その中には鍵がかかった箱が三つ、紛まぎれ込こんでいます。

パル：おっ。

ルーチェ：三つだけ鍵がかかってます。これ、ラベルに何て書いてあります？

ＧＭ：はい。他の箱はラベルが剥はげてたり、文字が薄うすくなっていたりするんですが、どういうわけかその三つだけ、新しくラベルが貼ってあります。それぞれＡ、Ｂ、Ｃと書いてありますね。

一同：あ……怪あやしすぎる……！

パル：最初の宝たから箱ばこといい、これといい、この盗とう賊ぞく団だん絶対何か秘密があるぜ。

ユーキリス：この三つをトラップ探知しようと思うんですが、どれからにします？

ユファ：順番でいいと思うなー。

ルーチェ：じゃあ、箱Ａからにしてみましょう。

ユーキリス：だったら僕の出番ドラ。トラップがないか調べるドラ。ほいよっと。（ダイスを振る）……まずは15。

ＧＭ：たぶん、トラップはないと思う。箱には鍵がかかってますね。

ユーキリス：じゃあ解除するドラ。（ダイスを振る）……お、これまた15。

ＧＭ：成功します。鍵がかちっと音をたてて開きました。ついでに仕掛けられていたトラップも解除されます。

ユファ：こ、怖いわっ！（笑）　……それで、中にはなにか入ってるの？

ＧＭ：残念ながら、何も入っていません。干ひからびたヒヨコマメがぽつんと入っているだけです。

ユファ：ざんねーん。次の箱を見てみましょっ。ユーキリス、さあ、調べさせてあげてもよくってよ！（一同笑）

ユーキリス：任せるドラ～。箱Ｂにトラップ探知。（ダイスを振る）12＋出目が６、あわせて18です。

一同：高っ!?

ＧＭ：うぬう、それは高い……！　この箱には、スタンボムが仕掛けられています。箱や鍵を破は壊かいした場合や、鍵の解除に失敗した場合、発動する仕掛けです。

パル：おお、あぶねー。とりあえず俺たちはそこから離はなれて、様子をうかがってみようじゃないか（一同笑）。

ルーチェ：がんばるです、ユーキリスさーん！（笑）

ユファ：トラップ解除させてあげてもよくってよー！（笑）

ユーキリス：み、みんなひどいドラ（笑）。仕方がない、さくっと外しちゃいましょうか。

ＧＭ：解除値は15です。さあ、どうぞ！

ユーキリス：（ダイスを振る）９、足して15です。成功したドラ～。はふー。

ＧＭ：なんだとーっ！　では、箱に仕掛けられていたトラップは見事解除されました。

ユーキリス：ついでに鍵も外してしまいましょう。（ダイスを振る）18です。

ＧＭ：ユーキリス君は、鍵を華麗に開けました（一同笑）。中には黄色の鍵が入っています。

ユファ：鍵ゲットー！　わーい！　ユーキリスすごいわー！

パル：ダンジョンじゃ無む敵てきなんじゃねーの!?

ユーキリス：いやあ、それほどでもないドラ。

ルーチェ：最初のときに、トラップに引っかかっちゃいましたけどね（一同笑）。

ユファ：ルーチェちゃんっ！　それは、言っちゃ駄目っ！（笑）

ユーキリス：じゃあ、大きな体を小さく縮ちぢめて、「も、申もうし訳わけないドラ～」と謝あやまろう（笑）。

ユファ：いいのよ、ユーキリス！　ここで名めい誉よ挽ばん回かいしたんだからっ！　すごいわ！

ルーチェ：確かに、すごく頼たのもしいですっ。

パル：よっ、さすがだな。すっげーじゃん、超ちよう有ゆう能のうじゃん。

ユーキリス：て、照れるドラ～。

ＧＭ：さて、これで残る箱はあとひとつです。

ユーキリス：よし、開けるドラ。まずはトラップ探知。（ダイスを振る）ちょっと出目が悪いですね。12です。

ＧＭ：たぶん、トラップは仕掛けられていないでしょう。鍵を開けますか？

ユーキリス：もちろんドラ。（ダイスを振る）おお、クリティカルで成功です。しゃららーん（一同笑）。

ユファ：駄目っ！　ユーキリスまでそんないい気になるキャラにならないでっ！（笑）

ＧＭ：一瞬脳のう内ないで、巻まき毛げでまつ毛ばしばしなユーキリスが再さい生せいされたのですが（一同笑）、まあそれはともかく……鍵が解除されると同時に、一緒に仕掛けられていたトラップも解除されます。箱の中には青い鍵が入っておりますよ。

ユファ：あっ、色の鍵がもうひとつ！

ルーチェ：これで五つになりましたね。もう他の部屋にはいけませんから、これで全部なのかもしれないです。

ＧＭ：ちなみに箱Ｃには毒ガスが、箱Ａにはスタンボムが仕掛けられていました。こちらも箱Ｂと同様に、鍵や箱を壊こわしたりすると発動する仕掛けです。

パル：おいおい、全部トラップがあったのかよ！　殺意高ぇなあ（笑）。

ＧＭ：は、これも部長の指し導どうのおかげです（笑）。

ユファ：（素に戻って）ちょっと待って、あたしなにもしてないよぉ～!?（一同笑）




　ちょっと、説得力が足りない気がします（笑）。




ＧＭ：それはともかく、色の鍵がふたつ手に入りました。

ルーチェ：（しぼり出すように）ポ、ポーションは……！

ＧＭ：残念ながら、それ以外には何もありません（笑）。

ユーキリス：本当にほしいものは手に入らなかったドラ。

ユファ：残念ー。

ルーチェ：……って、違ちがいますよ！　本来の目的はポーションじゃなくて鍵ですから！

パル：はっ、そーいえばそーだった（笑）。

ユファ：うーん。あと残ってるのは屋上……そこに行くしかないみたいね。

ＧＭ：屋上に向かいます？

一同：はーい！

ＧＭ：分かりました、では屋上に移動ということで！

ユファ：……その前に、ポーションを！　回復をさせてあげてもよくってよ!!（一同笑）

ＧＭ：わ、分かりました。では、移動の前に回復の処理をしてください。処理は終わりましたね？　それでは改めて……シーンを終了し、次に移ります！







◆Middle 05◆屋上への扉とびら




　四人分の足音が、周囲に小さく反はん響きようする。

　上へ上へと向かううちに、辺りにわだかまっていたかび臭くささが徐じよ々じよに薄うすれていく。

　そして──最後の扉の前へとたどり着いた。




ＧＭ：さて、屋上へ続く扉の前へとたどり着きました。扉は鋼こう鉄てつ製せいで、壊すことはまずできません。そこにある鍵かぎ穴あなは三つです。

ユファ：三つ？　でも、鍵は五個あるよ？

ＧＭ：その疑ぎ問もんを見み透すかしたかのように、扉には貼はり紙がみがしてあります。




「屋上に来たければ、三つをあわせて白き鍵とせよ」




パル：なんだこりゃ？

ルーチェ：白い鍵なんてありませんよ。灰色、赤、黄色、青、緑の五種類しかないです。

ユファ：色を調整しろってことなのかしら……？

ルーチェ：（気づいた）……どうですか、ユファさん。何か分かりましたか？

ユファ：え？　全然分かんないよ～。

ユーキリス：（気づいた）この時代ってそういう概がい念ねんあるんだろうか……（笑）。

パル：（気づいた）俺、とりあえず「白い鍵なんてねーぜ」って言っておく（笑）。

ルーチェ：これもまた、神の試練ですっ。がんばってください、ユファさんっ！

ユーキリス：とりあえず、トラップ探知してみよう。罠があったら怖い。（ダイスを振る）……13だ。

ＧＭ：たぶん、ないと、思う。

ユファ：トラップ、ないといいな～（笑）。でも、ん～？　さっぱり分からないわ。これ、色の三原色とかじゃないの？　黄色と赤と青で。

ルーチェ：惜しい！　でも、違ちがう！　それで混まぜると黒い鍵になっちゃうんですよ。

パル：ほら、赤と青と黄色の絵の具を混ぜると、黒くなるでしょ？　白にはならない。

ユファ：あー！　そっか！

ユーキリス：そうですね。これ、正せい解かいは光の三原色です。ＲＧＢモニターってあるじゃないですか。

ユファ：ＲＧＢ……あっ！　分かった！　赤（ＲＥＤ）と青（ＢＬＵＥ）と……！

ＧＭ：三つ目は？

ユファ：灰色（ＧＲＡＹ）っ！

一同：ええぇ───っ!!

ルーチェ：こ、こんなところにもトラップが……!!（笑）




　思わぬところに伏ふく兵へいです。




ルーチェ：ほ、他にもＧが頭文字のがありますよ！　あと一個だけあるんですよ！（笑）

ユーキリス：緑、緑を英語にしたらっ！

ユファ：グリーン（ＧＲＥＥＮ）。……あっ！　えへへっ！（一同笑）

ＧＭ：はい、おめでとうございます（笑）。

ユファ：（胸を張って）ふふっ、だって私はトップに立つ女、これくらい、とっても簡かん単たんでしてよ！（一同爆笑）

ユーキリス：いきなり間違ってたドラが（笑）。

ユファ：細かいことは、いいの！

ＧＭ：では、赤と青と緑、三つの鍵を鍵穴に差すと、扉が重い音を立てて開きます！　そしていよいよ、クライマックスフェイズに入ります！







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆決着のとき




　赤、青、緑。三つの鍵かぎを差さし込こみ、扉とびらを開く。屋上へ一歩踏ふみ入いれた四人を、盗とう賊ぞく団だんの頭かしらが待ち受ける。

　背はい後ごにあるのは──ガラス箱に収おさめられ、特とく殊しゆな鍵で封ふうじられた優ゆう勝しよう旗き。

　勝利の証あかしを取とり戻もどすときは近い。




ＧＭ：キミたちが屋上に踏ふみ込こむと、一面にはもやがかかってます。

一同：もや!?

ＧＭ：はい。魔ま術じゆつ的てきな効こう果かではなくて単に演えん出しゆつです。もくもくとスモークを炊いたみたいな効果が出てるだけですね。

パル：やべぇ、こういうとき不良キャラはビビらなくちゃいけないんだ！　「お、お、俺おれ、幽ゆう霊れいとか信じてねーから！」（一同笑）

ルーチェ：普ふ通つうにアンデッドもいる世界なのに（笑）。

ＧＭ：ご安心ください、ただのもやです（笑）。空を見るとすでに日が暮くれかけています。

ユファ：よしっ。じゃあ、ここで大きな声で呼よびかけます。「旗をかえしなさーいっ!!」

ＧＭ：そうすると、「よくぞ来た！」って返事がかえります。

ユファ：な、なぬっ!?

ＧＭ：そしてキミたちの前に降おり立たつ人ひと影かげ。シルクハットに漆しつ黒こくのマント、なぜか燕えん尾び服ふくを着ていて、目元はマスクをつけて隠しています。

ユファ：えっ!?　ば、薔薇ばらの花で攻こう撃げきするの!?（笑）

ユーキリス：まずいドラ、間違いなく変へん態たいドラ（笑）。

ルーチェ：分かりました！　ライバルギルドのルーゼルさんですねっ!!

一同：なんだってー!?（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：いやいや、ルーゼルくんではありません。もっと大人っぽい人ですよ（笑）。彼かれはちょっと肩かたをすくめて、「こらこら、そういうのは、ライバルギルドの人に失礼だろ」とキミたちを諌いさめます。

ユファ：なんか……、いい人なんですけど（笑）。

パル：体つきも違うの？

ＧＭ：はい。背せが高くて、割わりとがっしりしてますね。

ユファ：んん？　どこかで聞いたような……？

ＧＭ：そして彼の背後には、ガラスの箱に鎖くさりと鍵がかけられた優勝旗があります！

ユファ：あーっ!!　その優勝旗、早く返しなさいよっ!!

ＧＭ：「まあ、そう急せくな」と彼は冷静に言います。それからばさりとマントを翻ひるがえし、「よくここまでたどり着いたな。正々堂々とアジトに乗のり込こんできた無む謀ぼうさ、嫌きらいではないぞ」

ユファ：あの、なんだかその人すっごい偉えらそうなんですけど!?（笑）キッと相手をにらみつけるわ！

ＧＭ：彼はそんなユファちゃんを眺ながめ、ふっと微び笑しようを浮うかべて続けます。「その無謀さと勇ゆう敢かんさに敬けい意いを表し、私は逃にげも隠かくれもせず、全力でお前たちの相手をしよう。これは、優勝旗奪だつ還かんのためにやってきたお前たちへの、盗賊団の頭としての挑ちよう戦せんだ」
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ルーチェ：逃げも隠れもしない盗賊（笑）。

パル：潔いさぎよいんだか、なんなんだか（笑）。

ＧＭ：「どうする？〝優勝してあげてもよくってよ〟の諸しよ君くん」

ユファ：今はギルド名が違うわ！〝取り返してあげてもよくってよ〟になってるの！　間違えないで！

一同：むちゃくちゃだっ!!（笑）

ＧＭ：「そ、そうか。すまん」

一同：謝あやまった!?（笑）

ＧＭ：「とにかく……奪うばわれたままか、奪い返すか。お前たちには、選ぶ権けん利りがあるぞ。どうする？」

ユファ：なにをいまさら！　ここまで来て、優勝旗も取り返さずに帰るなんてできないわ！　その挑戦、受けてあげてもよくってよ！

ＧＭ：では、その言葉を聞くと頭はにやりと笑います。「ありがたい。しかし、私ひとりでは分が悪いな。助っ人を呼よばせてもらうよ」

ユファ：助っ人呼んじゃうの!?

ＧＭ：では、そうすると「カモン！　私のかわいいエリザベータちゃん！」と指を鳴らし……！（実じつ際さい指を鳴らす）

ユーキリス：ＧＭの指、すごくいい音がしましたね（笑）。

ＧＭ：は、ありがとうございます（笑）。この日のために、一いつ生しよう懸けん命めい練習した甲斐がありました。

一同：練習したのかよっ!?（笑）

ＧＭ：はい、がんばりました（笑）。それはさておき……そうしますと、まずは頭の背後に盗賊がひとり現あらわれます。そして……！　キミたちの背後、扉の上からずしーん!!　と足音が響ひびきます。

ユファ：なになにっ!?

ＧＭ：どんっ！　と扉の前に立ちはだかるように、大きなトカゲのような生き物が現れます！

ユファ：のおおぉぉうっ!?（一同笑）

ＧＭ：今の声はなんですかっ!?（笑）

ユファ：や、その、爬は虫ちゆう類るい系けいのキャラは結けつ構こう好きなんで、つい（笑）。

ルーチェ：もしかして、やっぱり……。

ＧＭ：お察しのとおり、マスカレードマスクをつけてます。首にはピンクのリボンがついてまして、「エリザベータちゃん」って名札がついてます（一同爆笑）。

ルーチェ：リボンっ！　リボンがついてますっ!?（笑）

ユファ：エリザベータちゃん、おしゃれさんだ♪

パル：はっ!!　ま、まさか、マスクのせいでエネミー識しき別べつできないとか……。

ＧＭ：いやいや大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんとできますからご安心ください。

ユファ：どうしましょうっ！　あの子、うちで飼かってるアントワネットちゃんにそっくりだわっ!!（笑）

ＧＭ：コネリー家はペット館ですね～。いっぱいいるんだ。

ルーチェ：あと、タマがいるんでしたっけ。

ユファ：そうそう、猫ねこのタマと、トカゲのアントワネット（笑）。




　食うか食われるかの瀬せ戸と際ぎわにある、コネリー家のペットたちです。




ユーキリス：危険そうな生き物たちドラ（笑）。

ユファ：そんなことないですよ！　仲良しさんなんですよー。

ユーキリス：は、失礼いたしましたドラ（笑）。

パル：ん？　盗賊団のお頭は戦わないの？

ＧＭ：もちろん、お頭も戦いますよ。巨きよ大だいな槍やりを取り出してぶんぶん振ふり回まわしてます。

ルーチェ：負けないっ。自分もぶんぶん振り回しますっ！

ＧＭ：「お前、やるな」

ルーチェ：これも神のご加か護ごですから！

ユファ：ううん、それは関係ない気がするの（一同笑）。

ＧＭ：「さて、これで役者はそろった。お前たちが勝つか、我われ々われが勝つか……勝負！」

ユファ：負けないわよっ！

ＧＭ：ということで、戦せん闘とうに入ります！







◆Climax 02◆屋上での攻こう防ぼう戦せん
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ＧＭ：盗賊の頭と子分で１エンゲージ、エリザベータちゃんで１エンゲージです。距きよ離りはどちらも、皆さんのいる場所から10メートルです。ちなみに、子分は杖つえを持ってます。

ルーチェ：魔ま法ほう使つかいのようですね。

ユファ：親分も早いよ～！

パル：よし、ここは慎しん重ちように行こう。まず俺が、頭と子分のエンゲージに入る。こうすりゃ、相手は動けねーからな。問題はエリザベータだ。

ユファ：なにをしてくるのか分からないわね……。識別はしたほうがいいのかしら？

ルーチェ：いえ、ユファさんは攻撃に集中してください。エリザベータちゃんのことは、第１ラウンド目は様子を見ましょう。

ユーキリス：どんなスキルを持っているのか分からないから、下手に手を出すと危あぶないドラ。

ユファ：そうね。タマちゃんは親分さんのエンゲージに行って、先に足止め。私たちはその場から動かず、エリザベータちゃんの動きに警けい戒かいしつつ、タマちゃんの援えん護ご。これでいい？

パル：俺は別に問題ねーぜ。なに、当たんなけりゃいいんだ。当たんなけりゃ。

ＧＭ：ううっ、何だかとっても悔くやしい気分（一同笑）。

ルーチェ：分かりました。エリザベータちゃんがこっちに来たときは、わたしがどうにかしてみます。

ユーキリス：回かい復ふくは任まかせるドラ。ユファさん、安心して戦ってほしいドラ。

ユファ：……うん、よし！　行こう！　がんばりましょう、みんな！

一同：おーっ！




　勇ましいユファの掛かけ声ごえに、パル、ルーチェ、ユーキリスが応おうじて拳こぶしを掲かかげる。

　戦いの火ひ蓋ぶたは今、切って落とされた！




ＧＭ：それでは、セットアップです！　やることのある方はいらっしゃいますか？

パル：《ランナップ》！「いくぜぇー!!　俺の前を走るヤツぁ許ゆるさねー！」と叫さけびつつ、親分たちのエンゲージに移い動どう。

ルーチェ：そして仲間はずれに（笑）。

パル：しょぼん。

ユファ：ごめんね、タマちゃん！《ウィークポイント》を自分たちのエンゲージに！

ＧＭ：「な、なあ……お前、大丈夫か？　嫌きらわれてないか？」（一同笑）

パル：「けっ！　俺は誰だれにも頼らねーんだよ!!」と言いつつ実はちょっと気にする（笑）。

ＧＭ：なんだかちょっとかわいそう（笑）。こちらは何もありませんので、イニシアチブプロセスに移い行こうします。

パル：俺だな、よし、子分を攻撃。お前がアコだろうがメイジだろうが先に倒たおす。それがセオリーだと思うのだ。とうっ！（ダイスを振ふる）……あら、低い。命中14。

ＧＭ：14か、避けてみせる！（ダイスを振る）……よっし！　避け！　ひらり、とかわして「まだまだ甘あまちゃんだな」と鼻で笑う！

パル：はっ、な、なぬっ。

ユファ：ちょっと！　うちのタマちゃんになんてこと言うの!?

ＧＭ：「おっと、悪いな」

ユーキリス：謝ってくれるんですね（笑）。

ユファ：次から気をつけてちょうだいっ。

ＧＭ：「次があればな」と言いつつ、子分は体たい勢せいを整えます。次は盗賊の頭かしらの行動……って、駄だ目めだ。パル君にしか攻撃できない。ならば、まずマイナーで《スマッシュ》、メジャーで《バッシュ》！

ルーチェ：定番攻撃！

ユファ：避けてー！

パル：避けたる！　喰くらうと【ＨＰ】をがっつり持っていかれそうだからな。

ＧＭ：当たれ！　とやっ！（ダイスを振る）……あっ、あんまり高くない……16です！

パル：だが、２Ｄで６以上だ。一いち撃げき目めは避けたい……今日は俺は出目がいい、出目がいい、出目がいい……!!（ダイスを振る）……よ、よっしゃー!!　ぎりぎり６で成功っ!!

一同：おおーっ!!

ＧＭ：うう、残念！　お頭が繰くり出だした槍の一撃を、紙かみ一ひと重えで避けた！

パル：ここはクライマックスなので、突とつ然ぜんシリアスな雰ふん囲い気きにしよう。その一撃を避けたとき、頬ほおに一ひと筋すじ傷きずができて、血がつーっと流れ出る。

ＧＭ：では頭は滑なめらかな動きで穂ほ先さきを戻もどすと、「ほう、いい動きをしている。やるな」と冷静に返しましょう。これでお頭の行動は終しゆう了りようです！

ユファ：次は私ねっ。エリザベータちゃんと行動が一いつ緒しよか……。《エキスパート：光》と《フロストプリズム》を使って……って、ああっ!?　【ＭＰ】が３点たりなーいっ!?

ルーチェ：そうか！　《ウィークポイント》使ったから!!

ユファ：ううー、悔しいーっ！




《フロストプリズム》が撃うたれるそのときが、今から恐おそろしくてなりません。




ユファ：あっ、そうだ！　ここはあえてマヒを与あたえたほうが、有利になるんじゃないかな？

ルーチェ：マヒは、マイナーアクションで解除しないと、メジャーアクションができないから……はっ、そうか！　エリザベータちゃんの攻撃を封じられる！

パル：マイナーで移動しないでマヒを解除しないといけないから、これはでかいよ。……てか、ひとりコンボ、強くねぇ？（笑）




　ユファの持っている《コンボアタック：マジック》は、錬れん金きん術じゆつ、呪歌、魔ま術じゆつ用のコンボスキルが使用できる一いつ般ぱんスキルです。その中でも、メインクラスもしくはサポートクラスがメイジ、アコライトおよびその上級クラスである場合に使用できる魔術用コンボスキルを、ユファはすべて使用することができるため、状じよう況きように応じて使い分けることが可か能のうになるのです。




ユーキリス：（シートを覗のぞき込み）１レベルとは思えない難むずかしさだなあ。

パル：選せん択たくの幅はばがでかくなる分、どのスキルを使うべきか見み極きわめるのが難しい。初心者さんにはお勧すすめしません（笑）。

ユファ：そうなんです、いっぱいあるから管理が難しいんですよ～。（数すう値ちを確かく認にんして）よしっ！　ではエリザベータちゃんに魔術用コンボスキルの《シャドウファング》！　えーいっ！（ダイスを振る）……ふ、振り直ししたいです（一同笑）。

ルーチェ：それでも命中16ですよ（笑）。

ユーキリス：運が悪かったら避けられちゃうかもしれませんが……。

ユファ：明澄ちゃんっ！　空気読んでがんばってっ！（笑）

ＧＭ：え……えぇえ～っ!?　無茶振りしないでくださいよ!!（笑）そんな器用なことできるわけないじゃないですか！（ダイスを振る）……って、うわっ！　15で避けられないです。ちぇっ！（笑）

ユファ：空気読んでくれてありがとう！（一同笑）マヒって！　お願い……！（ダイスを振る）10点の〈闇やみ〉属ぞく性せい魔ま法ほうダメージ！

ＧＭ：うっ！　マヒが入ってしまった！　だがしかし、次はエリザベータちゃんの番！　マイナーでマヒを回復、涙目になりながら、メジャーでユファちゃんたちのエンゲージに《ウィルブレス》！　猛もう毒どくのブレスが襲おそい掛かかります！

ルーチェ：毒っ!?　これは……とてもまずいですっ!!

ＧＭ：なお、《猛毒》を持っていますので、受けた場合はクリンナッププロセスで毎回９点のダメージが入ります。

ユファ：猛毒!?　マイナーで離り脱だつしておけばよかったーっ!!

ＧＭ：そーれ、毒じゃーっ！　喰らうがよいーっ！（ダイスを振る）命中17！　口をがばっと開き、猛毒のブレスを皆みなさんに向けて吐はき出だしてきます！

ユファ：（ダイスを振る）わ～っ、駄目っ！　11です、避けられないっ！

ユーキリス：（ダイスを振る）うおっ、ファンブル!?（笑）慌あわてていたので、裾すそを踏ふんづけて逃にげられませんでした。

ルーチェ：クリティカルのみ……！（ダイスを振る）わたしも駄目ですっ、クリティカルしません！

ＧＭ：よし、三人当たりっ！（ダイスを振る）15点の物理ダメージです、１点でも通れば毒が入りますよ。

ユファ：10点通って、残り【ＨＰ】が14！　う～ん、痛いたい～！

ルーチェ：同じく10点ダメージで、毒が入りました……。厳きびしいです。

パル：まずいな。《猛毒》の９点が地味にヤバい。俺らは《蘇そ生せい》を持ってねーから、三ラウンド過すぎたら誰か倒たおれるぜ。その前にどうにか決着つけねーと……。

ユーキリス：……そっか、《ガーディアン》撃っとけばひとりは助かったドラ!?

一同：わ、忘わすれてたーっ!?（笑）

ユファ：（少し考えて）そうだ！　ねえ、エリザベータちゃんって、たぶんお頭さんのペットだよね？　だったら、お頭さんを先に倒しちゃえばいいんじゃない？

ルーチェ：なるほど！　それなら、もしかしたらエリザベータちゃんが戦意を失うかもしれませんね！

ＧＭ：（驚おどろいて）……さ、さすがですね。エネミー識別をせずに気づいてしまわれるとは！

ユファ：え？　なになに、私の言ったことが当たったのかしら？（笑）




　実際、エリザベータちゃんはお頭を倒すと戦意を失うことにしていました。

　このこと、エネミー識別をすればお頭のペットであることが分かり、推理できるようにしたのですが、戦闘となると鋭い勘を働かせる部長は、あっという間に気づいてしまいました。

　さすが、戦闘にかける情熱が違います。




ユファ：やっぱりそうだったのね。……なら、少しでも早く戦いを終わらせましょう！

パル：了りよう解かい。それを聞いて、帽ぼう子しをくっと引き上げる。「しゃーねえな。負けるのもムカつくし、つきあってやるぜ」

ユーキリス：がんばりましょう、皆さん。

ルーチェ：そうと決まれば、マイナーで盗賊たちの場所に移動！　フェイト２点突つっ込こんで《ブランディッシュ》！　神様、お願いしますっ！（ダイスを振る）……よし、命中は15！

ＧＭ：避よける、避ける……！　まず盗賊頭は……（ダイスを振る）15、ぴったりで避け！

ユファ：避けちゃ駄目っ！（笑）




　そんなこと言われても……！




ＧＭ：に、二体目！　子分は……（ダイスを振る）うわっ、低い!?　駄目です、11で避けられません！

ルーチェ：まだ子分は行動してませんよね？　だったら……ここで《ヴァイオレントアタック》を使います！　重量を攻こう撃げき力りよくに上乗せして……固こ定てい値ちが32！

ＧＭ：さ、さんじゅうに～!?　めちゃくちゃ痛いじゃないですかっ!?　そんなに痛いの駄目、絶ぜつ対たい！（一同笑）

ルーチェ：それもまた、神の試練なのです（笑）。32＋２Ｄ……えいっ！（ダイスを振る）う～ん、普通ですね……ダメージ39点！　思いっきりハルバードを振り回しますっ！

ＧＭ：ぶぉん！　と風を切ってなぎ払はらわれたハルバードに、子分は成す術すべもなく吹ふっ飛とんで気き絶ぜつします……。一発で沈しずんでしまった……！　なんということだ！　何もしてないのに！

ユーキリス：ということは、次は僕ぼくの番ですね。ここは……よし、ルーチェさんの【ＨＰ】を回復させましょう。

ルーチェ：お願いしますっ。

ユファ：ユーキリス！　ルーチェちゃんを、回復させてあげてもよくってよ！（一同笑）

ユーキリス：は、了解しましたドラ（笑）。マイナーは何もなし、メジャーで《ポーションピッチ》！（ダイスを振る）……出目がよかった！　13点回復です！

ルーチェ：よかった、それなら全ぜん回かい復ふくです！　ユーキリスさん、ありがとうございます！

ＧＭ：それでは、全員行動済ずみになりましたので、クリンナッププロセスです。毒を受けている人は９点ダメージを受けます。

ユファ：いた～い！

ユーキリス：僕、次のラウンド末で落ちるので、余よ力りよくがあれば《ヒール》をください。《ガーディアン》を抱かかえたまま死なずにすむよう、積極的に行動しますから。

ルーチェ：そうか！　次は《ガーディアン》があるんだ！

ＧＭ：（腹はらからしぼり出すような声で）なぁぜ気づいたぁ……!!（一同笑）

ユーキリス：二回目は間違えないドラ！（笑）
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ＧＭ：さあ！　続く第二ラウンド！　それではセットアップです。やることある人います？

ユファ：前にいる前ぜん衛えいふたりに《ウィークポイント》！　ダメージに５点プラスです！　相手の弱いところを突ついて攻撃するわよっ！

ＧＭ：ではイニシアチブ……って、ええと、パルくん、どうしたんですか？

パル：じ……人生初の！《ウィークポイント》がっ！　これが……《ウィークポイント》の気持ちかっ！　分かる、敵てきの弱点が分かるぞおっ!!（一同爆笑）

ＧＭ：パルくんの肩に、盗賊頭がそっと手を置きます。「うんうん、よかったな」ほろり。

パル：ほろり。んじゃ、早さつ速そく攻撃します。俺、一生懸命やるよ。フェイトを１点使って命中（ダイスを振る）……19！　レイピアを構かまえて……突っ込んでいくぜ！

ＧＭ：（ダイスを振る）駄目です、当たりました。影かげと影が交こう錯さくする！　ダメージどうぞ！

パル：よっしゃー！　ここは全力を尽つくす、《ボルテクスアタック》！　ついでにフェイトも１点乗せるっ！　行くぜ、どりゃーっ!!（ダイスを振る）《ウィークポイント》の分も合わせて、ダメージ29点！　トルネード闘法で、お頭かしらに剣けんをぶち当てるっ！




　目にも止まらぬ速さで近づき、強きよう烈れつな一撃を浴びせかける。遠心力に乗せて繰くり出だされたレイピアが、盗賊頭を捕とらえた。

　しかし──。




ＧＭ：……今まで攻撃を喰くらっていませんので、お頭は倒れはしません。渾こん身しんの攻撃を受けてもなお、踏ふみとどまる！

パル：チッ、やっぱ一撃で、っつーわけにはいかねーか。

ルーチェ：ううっ、さすがに倒れませんね……。

ＧＭ：「さすがに痛いな」と、お頭はこきこきっと首を鳴らします。

ユファ：まだ余よ裕ゆうみたい……。気を引ひき締しめていきましょう！

一同：おうっ！

ＧＭ：では次、お頭の行動ですね。ここで怖こわいのは……火力的にもルーチェちゃんかな！

ルーチェ：す、すごい神からの試練を感じます。優ゆう先せん的てきに狙ねらわれたり、ダイス目が悪かったり……。こんな設せつ定ていにしなきゃよかったぁ（一同笑）。




　それもまた、神の試練なのです。たぶん。




ＧＭ：マイナーで《スマッシュ》、メジャーで《ブランディッシュ》……いや、攻撃力が上がらない、あえて《バッシュ》！

パル：まあ、そうだよな。《ガーディアン》コースかな。

ＧＭ：し、しまった、そうだった！　ああーもうーどうしよーう!!（一同笑）

パル：どっちにするのかにゃ～？（笑）

ユファ：どっちかな～？（笑）

ＧＭ：い、いじめないでくださいよ～！（笑）

ルーチェ：ＧＭがいじめられている（笑）。

ＧＭ：ええーい、《ブランディッシュ》にします！　クリティカルが出れば……！（ダイスを振る）……出ない！　命中は12です！

パル：それは……（ダイスを振る）出目もいいぜ、18だ。余裕でひらりっ、と軽くかわすぜ。

ルーチェ：頼たのむ、出て、出てくださいっ！　えーい!!（ダイスを振る）……やったぁー！　15で回かい避ひ！　神は私たちを見守ってくださっているのです！

ＧＭ：もう、いやっ！（一同笑）こちらの行動は終了です……しくしく。次はユファちゃんとエリザベータですが、ＰＣ優ゆう先せんなのでユファちゃんからです。

ユファ：……次のラウンドまでは持もち越こせないわ。私はトップに立つ女だもの、メンバーを犠ぎ牲せいにするわけにはいかない！　みんな、《祝福》を使うわ！　ここで終わらせるっ!!

パル：おう、やっちまえ！

ユーキリス：ユファさん、お願いしますドラ。

ルーチェ：神よ、ユファさんにどうかご加護を……！

ＧＭ：了解です、皆さんの【ＭＰ】が全回復します！

ユファ：マイナーで《エキスパート：光》、メジャーで《フロストプリズム》！　体に魔ま力りよくがみなぎってくる！　そうよ、負けるわけにはいかないのっ！　全ぜん身しん全ぜん霊れいの攻撃を、あなたにぶちかまして差し上げますわっ!!

ＧＭ：「……その心意気やよし、いいだろう。来たまえっ！」

[image: ]

ユファ：まずは命中、えーいっ！（ダイスを振る）……19ですっ！

ＧＭ：クリティカルのみっ……いけっ！




　念をこめてダイスを振るＧＭ。転がるダイス。ひとつは６、もうひとつは──……。




ＧＭ：……５っ!?　クリティカルせずっ！　15です！

ユファ：危ないっ!!　怖い、怖い、うちの部員怖いよっ!?（一同笑）

ＧＭ：ふふふ、これも普ふ段だんから鍛きたえられているおかげです（笑顔）。

ユファ：だけどっ……当たったわ！　いざ、全力で勝負っ!!

ＧＭ：ここで初めて、盗賊頭が《セレスチャルシャワー》と異ことなるその魔法の威力に焦あせります。「な、なんだこれは……!!　お前たち、一体何なんだ!?」

ルーチェ：１レベルのキャラクターに《フロストプリズム》は使えませんもんねえ（笑）。

パル：「１レベルって……ウィザードとして１レベルってことだったのかよ!?」と、おろおろする、俺（一同笑）。

ＧＭ：「な、なんだってー!?」（一同笑）

ユファ：「私の秘ひ密みつの力……ここで使うことになるなんてね」と思いつつ、《マジックフォージ》も乗せます♪　全部で13Ｄ！　いきます、《フロストプリズム》！




　雲と雲の隙すき間まから、氷の雨と光がこぼれてあふれ出す。その光はやがて無数の氷ひよう刃じんへと変化し、鋭するどくきらめきながら降ふり注そそぐ！




ユファ：私たちの栄光の旗を返しなさーいっ！（ダイスを振る）……属性は〈水〉と〈光〉、57点の魔法ダメージですっ！　どうだっ！

ＧＭ：ごじゅう、なな……、……（計算している）。うう……！　に、２点足りなかった……!!　これで盗賊の頭は倒たおれます！　エリザベータちゃんは飼かい主ぬしが倒れたのに気づき、彼のそばに座すわり込こんでしまいます。以い降こうの行動を放ほう棄きし、ここで戦闘は終了します。

ユファ：や……。




「やったー!!」

　四人の歓かん声せいが屋上に響ひびく。空は夕ゆう暮ぐれに夜の気配をにじませていた。

　夕陽が沈しずむ、その最後の光を受けて、ガラスケースの中の優勝旗が紅くれないに染そまる。かつてないほどに胸むねを躍おどらせ、ユファはゆっくりとケースに歩あゆみ寄よった。




ＧＭ：しかし……。

一同：えっ、しかしって言った!?

ＧＭ：とりあえず、ここで一旦シーンを切りまして、エンディングに移ります。

ユファ：続くっ！（笑）







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆勝利を手にして




ＧＭ：では、エンディングです！　皆さんの背後には倒たおれた盗とう賊ぞく団だんの頭かしらと子分、そして頭のそばで必死に鳴くエリザベータがいます。目の前には、鍵かぎと鎖くさりがかけられたガラスケース。

ルーチェ：勝った……勝てた、これもまた、神のご加か護ごがあったからです……！

パル：じゃあ、一いつ緒しよに「やったー!!」ってなったあと、恥はずかしそうに帽ぼう子しをくっと下げて、「ま、当然だよな」って言っておこう（笑）。

ユーキリス：早く持って帰るドラ～。

ユファ：ちょっと待って、これ鍵がかかってるわ。どうしましょう？　さっきの鍵、片かたっ端ぱしから試してみましょうか（一同笑）。

ＧＭ：では、ユファちゃんがそう言ったとき……「いや、その必要はない」と、キミたちの背はい後ごから声がします。

ユファ：だ、誰っ!?

ＧＭ：振ふり向むくと、吹ふっ飛とばされて倒れた盗賊団の頭が、埃ほこりを払はらって立ち上がります。

一同：なぬーっ!?

パル：て、て、てめぇ、まだやるのかよ!?（←ビビっている）

ユファ：いいわ、相手してあげてもよくってよ!!　どうなの!?

ＧＭ：すると彼は首を振り、両手を上げてみせますね。かなりフラフラしていますし、本人にも戦意はないようです。帽子も仮か面めんも取れていて、目立つ銀ぎん髪ぱつが見えます。

ユファ：え？　え？　も、もしかして……。

一同：もしかして、生徒会長!?

ＧＭ：いかにも。彼はキミたちの前へ一歩進み出ると、キミたちに頭を下げます。「まずは、驚おどろかせてしまってすまなかった。ここまでが大会の決勝戦、新入生の歓かん迎げいイベントだ。最後まで諦あきらめずにここまで来てくれて、委員長として、生徒会長として嬉うれしく思う」

ユファ：え？　なに、なに、なにが起きてるのっ（笑）。どういうこと？

ＧＭ：つまり……この大会の新入生部門は、新入生歓迎イベントも含ふくめて行なっているんです。先せん輩ぱいたちのギルドと戦うところまでが歓迎イベント。優ゆう勝しようギルド以外も、何らかの形で全員が参加するようになっています。

ユファ：なるほどぉ。だから新入生は全員参加だったんだ。

ＧＭ：です。優勝ギルドには「優勝してもおごることなかれ」というメッセージを込めて、他のギルドにはそれぞれの教えを込めて、先輩がたは毎年新入生たちへバトルを仕掛けてメッセージを伝えるのです。余よ談だんですが、メッセンジャーチームは前年度に同位だった先輩たちに、生徒会長さんを加えた混こん合ごうパーティです。

パル：なるほどなー。同じところにいたからこそ、伝えられるメッセージもあるもんなー。

ＧＭ：「それにしても、完全に負かすつもりだったのに、逆ぎやくに負けちまうとはな。俺おれも慢まん心しんしていたということに他ならない。ありがとう、初心に返るいいきっかけになった。すばらしい戦いぶりだった」と言って、会長が拍はく手しゆをします。すると周囲からわっと拍手が沸わき起おこり、盗賊の衣い装しようを着た先輩がたが現あらわれます。

ユーキリス：というと、額ひたいにギルド名を書いちゃった先輩も、ゴーレムのときの先輩も……みんな去年の優勝ギルドだったドラ？

ＧＭ：そのとおりです。「お前ら強いなあ！　痛いたかったぜ、まったく」と、先輩たちは笑ってキミたちを撫でてくれます。額のギルド名は、残念ながら消えていません（笑）。

ユファ：ちょっと！　やめなさいよ、恥はずかしいわよ！　と言いつつ、本当はすっごく嬉しいので、顔を赤らめます（笑）。

ルーチェ：……あれ？　ちょっと待ってください。ということは、来年は……私たちがやるんですか!?　新入生歓迎用の仕し掛かけを!?

ＧＭ：「ああ、そうだ。来年の優勝ギルドにぼこぼこにされるんだぞ」と、生徒会長が悪戯いたずらっぽく言いますよ。

ユーキリス：い、痛いたいのは嫌いやドラ～（笑）。

ユファ：大だい丈じよう夫ぶよ、ユーキリス！　その前に勝てばいいのよ！（一同笑）

ＧＭ：「やる気十分だ」と周囲がどよめきますが、生徒会長は「そうか！　期待していよう」とおおらかに答えてくれます（笑）。

ユファ：絶ぜつ対たいもっとすごいのにするんだからっ！

パル：どっちの方面にすごいのなんだろう……（一同笑）。

ＧＭ：そんなユファちゃんに、生徒会長さんからお言葉があります。

ユファ：お？　なんでしょうっ。




「勝者になったからといって、おごってはいけない。敗者になったからといって、ひがんではいけない。今回勝ったからといって、次も勝つとは限かぎらない。そのことを肝きもに銘めいじ、謙けん虚きよな心を忘わすれずに、今後も精しよう進じんをしてほしい」




ＧＭ：「先輩一同から、新たな優勝ギルドへのメッセージだ」そう言って、じっと皆さんを見ていますね。

ユファ：じゃあ、そんな生徒会長さんを見つめ返して……微笑ほほえみます！　ありがとうございますっ。その言葉、心に刻きざんでおきますわ！

ＧＭ：ユファちゃんの返答を聞き、生徒会長はにっこりと笑います。それから、エリザベータちゃんの名札を外して、しゃきん！　と伸のばして鍵を取り出し……。

一同：そこかーっ!!（笑）

ＧＭ：「大事なものは、こういうところにつけておくのがいいんだ」と言いながら、彼はガラスケースの鍵を開けます。そして……ユファちゃんに優ゆう勝しよう旗きを手て渡わたしてくれます。

ユファ：じーんっ。なんだか感かん極きわまっちゃいますわ。

ＧＭ：「改めて……〝優勝してあげてもよくってよ〟の諸しよ君くん」（一同爆ばく笑しよう）




　せっかくの感動が台なしです（笑）。




ルーチェ：（ゲラゲラ笑いながら）や、やっぱり、このギルド名おかしいって（一同笑）。

ユファ：シリアスなのに～（笑）。

ＧＭ：（笑いをこらえつつ）「……名前に恥はじない闘たたかいをありがとう！　俺たちも、お前たちに負けぬよう精進していくことにする。今後も期待しているぞ」

ユファ：もちろんですわ！　ね、みんな？

パル：うーん。

ユファ：ど、どうしたの、タマちゃん!?

パル：いやあ、次があるときは、ギルド名何になるんかな、と。

一同：そこかっ!!（一同笑）

ＧＭ：そこはまあ、次があったら考えてください（笑）。あ、そうだ。生徒会長さんが何かを思い出したように、「ところで……」とユファちゃんに話しかけます。

ユファ：なにかしら？

ＧＭ：「そういえば……あのときウィザードの上位魔ま法ほうを使っていたように見えたんだが、あれは一体何だったんだ？」

ユファ：じゃあ、悪戯っぽくウインクして……唇くちびるに指を当てて、「それはもちろん、秘ひ密みつですわ♪」と答えます！

ＧＭ：生徒会長さんは不思議そうに、「そうか？　俺の見み間ま違ちがいだったのかな……」と首をかしげますが、途と中ちゆうで原げん因いん究明を諦あきらめたみたいです。「そろそろ戻もどろうか。すぐに授じゆ賞しよう式しきを始めよう」と皆さんを促うながします。

ユファ：授賞式！　私たち、優勝したのよね……！　みんな、行くわよっ！

一同：おー！

ＧＭ：では、シーンを変へん更こうして……いよいよ授賞式です！







◆Ending 02◆まだ見ぬ運命の王子様へ




　会場へ凱がい旋せんしたユファたちを迎むかえたのは、自分たち以上にぼろぼろになったライバルチームの面々と、観客からの温あたたかな拍手であった。

　ユファは優勝旗を握にぎり締しめ、こみ上げてくる喜びを噛かみ締しめる。

「これで……これで、王子様も私を見つけてくださるはずですわ！」




ＧＭ：会場に戻もどった皆さんは、割われんばかりの拍手に出で迎むかえられます。中央のリングには、すでに準じゆん優ゆう勝しようギルドである〝特とつ攻こう！　一いち撃げき滅めつ殺さつ隊〟のメンバーが待っています。準優勝のカップを手にしていますが、みんなぼろぼろです。

ユファ：あなたたちも大変だったのね……（笑）。

ＧＭ：「ははは、ご覧らんの有様だよ。さすがの僕ぼくでも、先輩がたの愛は受け止め切れなかったようだ」

ユファ：（目を逸そらしつつ）そ、そう……。あなた、本当に節せつ操そうがないのね……。

ＧＭ：「愛に性せい別べつは関係ないからね」彼はそう言ってさらりと髪かみをかきあげます。

ユファ：……キモイ、本当に、キモイ（一同笑）。

ＧＭ：ユファちゃんがそう呟つぶやいたところで、会場にアナウンスが入ります。




「皆みなさん、お待たせしました！　ただいまより、新入生部門優勝ギルド、ならびに準優勝ギルドの表ひよう彰しよう式しきを行います！」




ＧＭ：「準優勝は、〝特攻！　一撃滅殺隊〟！　そして栄はえある優勝は……〝優勝してあげてもよくってよ〟です!!」（一同笑）と、ここで会場からまた拍手が沸き上がります。

一同：わーっ。

ＧＭ：ぼろぼろのキミたちが表彰台にあがると、やっぱりぼろぼろな生徒会長から、ひとりずつ「おめでとう。よくがんばった」と、優勝のメダルを手渡します。

ユファ：金メダルだ～！

ＧＭ：「しかし、あの攻撃はめちゃくちゃ痛かったよ」と、生徒会長は言います（笑）。

パル：痛かったって、おもに限げん定ていひとりだよな（笑）。

ＧＭ：まあ、そうなんですけど！（笑）

ユファ：トップに立つ女は、手て加か減げんなんてしないものなのよっ（一同笑）。

ルーチェ：する気もないんだと思うドラ（笑）。

ユファ：うるさいわよ、ユーキリスっ！（一同笑）

ＧＭ：それを聞いて、生徒会長さんが笑います。「両ギルドともに、今後の活かつ躍やくに期待するとしようか」

ユファ：もちろんですわ！　私たちの未来に、期待させてあげてもよくってよ！（笑）

ＧＭ：すると、皆さんの頭上から、わーっと紙ふぶきが舞まい落おちてきます。夕ゆう陽ひがそこに差して、きらきら輝かがやいて見えますよ。

ユーキリス：じわじわと達成感がやってくるドラ。苦労した甲か斐いがあったドラ～。

ＧＭ：そこにくっつく謎なぞの影かげ。「夕陽に照らされたあなたの横顔……す・て・き」と、野太い声がユーキリスの隣となりから……。

ユーキリス：いやぁ～ん!!（一同爆笑）

ＧＭ：「はあーいダーリン。あなたの、ゴンちゃんです」

ユーキリス：やかましいわっ!?（一同笑）

ＧＭ：「うふふふ、これから一緒にお勉強したりするのねっ。楽しみだわ～ん」

ユーキリス：僕、学園生活を放ほう棄きしそうです……。

一同：まだ新入生なのにっ!!（笑）

ＧＭ：さてさて、その隣では、アニカがパル君に釘くぎ付づけになってます。

パル：ん？　俺に惚ほれると、火傷やけどすんぜ。

ＧＭ：「べ、別にあなたのことを見てるわけじゃないのよっ、たまたま視し界かいに入っただけなんだからねっ」（笑）

ルーチェ：ツンデレだ、ツンデレがいる（笑）。

パル：そーかいそーかい、と頭をぐりぐりしてやろうか。ぐりぐり。

ＧＭ：「何すんのよー」と言いつつ、嬉うれしそうです。

ユファ：かわいい（笑）。

ＧＭ：さらにその奥おく。「死し亡ぼうフラグまで立てたのに……もう帰りたい」と、レスターがぐったりしています。

ユーキリス：ちょっとだけ親近感がわいたドラ（笑）。

ルーチェ：な、何だか本当に苦く労ろう性しようっぽい人ですね（笑）。

ユファ：あなた、早く抜ぬけたほうがよくってよ……。

ＧＭ：「うん、この大会が終わったら、ルーゼルに抗こう議ぎするよ」とため息をひとつついています。

ルーチェ：大丈夫、それも神の試練です。きっと乗のり越こえられますよ（笑）。

ＧＭ：「そうだと……いいなあ……」

パル：何だか哀あい愁しゆうが漂ただよってんな……。ぽむ、と肩かたをたたいてやろう。

ＧＭ：さて、最後にルーゼルがユファの隣にやってきます。

ユファ：き……きたーっ!!（笑）

ＧＭ：彼はさらりと髪をかきあげ、ユファをじっと見つめます。目は真しん剣けんです。

ユファ：な、何かしら？　ちょっとドキっとしちゃいます。

ＧＭ：彼は真剣な表ひよう情じようのまま、すっと手をユファに差し出します。「優勝おめでとう。キミたちの愛、しっかりと僕に届とどいたよ。繰くり出だされる攻こう撃げきの数々、痺しびれるほどの愛。最高だった」（一同爆笑）

ユファ：いやーっ!?　勘かん違ちがいしてるわこの人っ！　違うの、違うのーっ！（笑）

ＧＭ：「これからもライバルとして、個こ人じん的てきなファンとして、キミたちのことを追いかけることにするよ。よろしくね」そして微笑ほほえむ。無む駄だに爽さわやかに、二枚まい目めスマイルで（一同笑）。

ユファ：い、いやだわ、どうしましょう！　変な追っかけついちゃいましたわ！（笑）

パル：やべえ、これからも絶対こいつら絡からんでくるぜ（笑）。

ルーチェ：これも神の試練ですっ！　きっと！　個人的には嫌だけど！（笑）

ユーキリス：その前にゴンザレスをなんとかしろドラーっ!?（一同笑）

ＧＭ：そんな皆さんを、生徒会長さんは温あたたかく見守ってくれています。歓かん声せいと拍手は鳴り止やまないまま、夕陽が会場に差しています。

ユファ：お、いい感じ！　じゃあ……感動にどばーっと涙なみだを流しつつ、どこかにいるはずの運命の王子様のために、ぶんぶん優勝旗を振ります！　王子様ーっ！　見てーっ!!　私、がんばりましてよーっ!!　絶対この学園のトップになりますわ！　だから、お迎むかえに来るのを待っててあげてもよくってよーっ!!

一同：けっきょくそうなるのかよっ!!（笑）




　手には優勝旗。首には金に輝かがやくメダルがある。目指すは学園のナンバーワン。

　この学園のどこかにいる、運命のあの人のために。

　いつか迎えに来てくれるその日まで──。

　ユファは仲間たちとともに、戦っていくことを誓ちかったのだった。




アリアンロッドサガ・リプレイ・エチュード

第一話「奪われた勝利の証」

─完─
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◆Preplay 01◆二話目の収しゆう録ろく日び、来ちゃいました




　まさか、こんな日が来るなんて！




　二〇一〇年八月某ぼう日じつ──。

　私は落ち着かない気持ちでＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．事じ務む所しよに向かいました。

　何のために？

　それは、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・エチュード』の〝二話目〟の収録のために、なのです。

　リプレイを書かせていただいただけでも十分光栄だというのに、まさかその続ぞく編へんを書かせていただけるとは！

　しかも、富ふ士じ見み書しよ房ぼうさんから単行本化していただけるとのこと!!

　これも、ゲーマーズフィールド別べつ冊さつに載のった第一話を応おう援えんしてくださった読者の皆さまのおかげです。

　このチャンスを活かせるようにがんばらねば！




　緊きん張ちようしながら会議室のドアを開けると、そこには四人の男女が待ち受けていました……。




緑りよく谷や：（ガチガチに緊張したまま）お、おはようございますっ！

大おお竹たけ：おはよう～。……明あき澄すみちゃん、緊張してる？

鈴すず吹ふき：もう初めてじゃないんだから、そんなに緊張しなくても（笑）。

緑谷：いやいや、まさか二話目を書かせてもらえるなんて思ってなかったですから。

鈴吹：それだけ好こう評ひようだったんだよ。

田た中なか：反はん響きようありましたからねー。

鈴吹：いやいや、前回プレイヤーやって面白かったですから。

田中：社長の、不良ヴァーナのパル君ですね（笑）。

鈴吹：不良やりたい、と思ってやれたしね。

緑谷：パル君はいいキャラでした～。ユーキリス君も好きです（笑）。

田中：はっ、ありがとうございます。

大竹：私はっ、私はっ!?

緑谷：も、もちろんユファちゃんあってのエチュードでございます、ええ（笑）。

大竹：だよねー（笑）。

緑谷：もう一回、みんなに会えるのはＧＭとしても嬉うれしいです！

久く保ぼ田た：（しみじみと）読者さんの応援のおかげだよね。

緑谷：はい。本当にありがたいお話です。

田中：その応援に応こたえないとね？

大竹：がんばれ、明澄ちゃん。

緑谷：はい！　精せい一いつ杯ぱいがんばります！

鈴吹：それで、今回もまた舞ぶ台たいはシェルドニアン学園になるんだよね？

久保田：前回は、優ゆう勝しよう旗きを取とり戻もどす話だったけど……今回は？

緑谷：はい、ラブコメでいこうかと。

一同：ラブコメ!?（笑）

緑谷：実はラブコメ好きなんですよ（笑）。なので、ちょっとやってみようかと（笑）。

久保田：学園ものだから、むしろラブコメは必然だよね（笑）。

田中：さっそくシナリオの内ない容ようが気になってきましたよ。

鈴吹：というわけで、今回予告をお願いします（笑）。

緑谷：はい、分かりました。







◆Preplay 02◆今回予告とハンドアウト




緑谷（以後ＧＭ）：では、今回予告を読み上げます！




●今回予告

　アルディオン大陸の風物詩である感かん謝しや祭さいの時季がやって来た。

　シェルドニアン学園では、祝日として四日間のパーティーが開かれる。

　パーティーの花形、プリンス、プリンセスに選ばれれば、好きな相手をダンスに誘さそうことができるという。

　恋こいに悩なやむ少年少女たちは、その思いを成じよう就じゆさせるために奔ほん走そうする。

　少年少女の願いは叶かなうのか？




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・エチュード』

　第二話「秘ひめられた恋の行方ゆくえ」

　───すべては竜りゆうの石の導みちびきのもとに。




ＧＭ：……という感じです。

大竹：パーティーで、プリンスとプリンセス……!!

田中：そこはかとなくラブコメの予感が（笑）。

久保田：秘められた恋の行方って、誰だれの恋の行方なんだろう？

大竹：……ユファの恋かな？（笑）

鈴吹：前回のシナリオでやった模も擬ぎ大会から一ヶ月ってことは……ユファたちが入学してから一ヶ月ってことか。

ＧＭ：そうですね。時期は帝てい紀き八一二年一〇月になります。

大竹：へー。『アリアンロッド』でも感謝祭ってあるんだねぇ。

ＧＭ：このシナリオのために、私が創そう作さくしました。

一同：なんと！

久保田：ですよねー。内心で「え、そんなイベントあったっけ？」と焦あせりました（笑）。

鈴吹：うんうん。ＧＭがそうやって世界観を広げるのはいいことだ。

大竹：それにしても、……感謝祭ってどんなお祭りでしたっけ？

鈴吹：日本人にはあんまり馴な染じみがないよね。

久保田：現げん実じつ世界の感謝祭は、秋の収しゆう穫かくをお祝いする祭りだったよね？

ＧＭ：では、アルディオン大陸での感謝祭について説明しましょう。




・感謝祭

　エリンディルからやってきた人々がアルディオン大陸に入植した際さい、最初の収穫を祝して神に感謝を捧ささげたことに由来する祭り。

　夕ゆう餉げに大猟と豊穣を象徴する七面鳥とアップルパイを用意し、神に感謝を捧げ、いただくことになっている。




大竹：ふむふむ。

ＧＭ：現実の感謝祭って、基き本ほん的てきに各家庭で家族と過すごすお祭りなんですよ。アルディオンの感謝祭もそれに準じゆんじるという設せつ定ていです。

田中：でも、我われ々われのＰＣが各家庭に帰ってしまったら……。

大竹：ゲームにならないよ？　大丈夫？

ＧＭ：はい。そこは工夫がしてありまして……。




　感謝祭当日を含ふくめて四日間ほど、シェルドニアン学園は休きゆう暇かになり、生徒の大半は実家へ帰省してしまう。ただし、生徒によっては諸しよ事じ情じようにより帰省できない者もいる。そんな生徒たちが集まって学がく生せい寮りようでダンスパーティーを開くのが、学園の慣ならわしになっている。




ＧＭ：……という設定にしましたー。

大竹：なるほどー。そうやってつなげるのかぁ。四日間も休暇があるって、ゴールデンウィークみたいだねー。

ＧＭ：おおむねそんなイメージかと（笑）。

鈴吹：つまり、帰省できない人たちが集まって、寮内でパーティーをするってことか。

ＧＭ：はい。せっかくの学園ものですから、ダンスパーティーは必ひつ須すかと。

大竹：その気持ち分かるよ。やっぱりダンスパーティーは女の子の憧れだよねー！（笑）

ＧＭ：はい～。部長なら喜んでくれると思っていました（笑）。

鈴吹：ところで、帝紀八一二年の一〇月ってメルトランド戦せん役えきの真っ最中だよね？

久保田：そうですね。グラスウェルズ軍がメルトランドに攻せめ込こんで、フェリタニアが干かん渉しようして、レイウォール軍が参戦した頃ころかな。

田中：それだと家に帰れない生徒も多そう。

大竹：それって、生徒たちの間でいさかいが起きたりしないんですか？

久保田：そうですね。ただ、シェルドニアン学園があるエストネル王国は中立国だし、地元の紛ふん争そうを学園内に持もち込こむことは厳げん禁きんになっているでしょうし。

田中：内心はともかく、表だって騒さわぐ生徒はいないってことでしょうか？

鈴吹：それに国同士がいさかいを始めたとしても、いきなり昨日までの友人と敵てき対たいするのも難むずかしいだろうしね。

ＧＭ：そんな感じだと思います。戦争に関かん与よする生徒は休学届とどけをだして帰省しているだろうと、そんな風に考えています。

田中：ところで、プリンセスとかプリンスとか言っていたみたいだけど？

ＧＭ：はい。これは学園のイベントとして設定したものなんですけど……。




　感謝祭のパーティーにおいて、花形とされるのがプリンスとプリンセスである。

　女子生徒一名と男子生徒一名が、プリンセスとプリンスに選ばれる。

　選ばれた生徒はそれぞれがダンスの相手を指名できる権けん利りを持っている。もちろん、プリンス、プリンセスからの指名は断ことわることができないという決まりになっている。




久保田：そのプリンスとプリンセスって、どうやって決定されるの？

ＧＭ：競争の結果で決まります。詳しよう細さいはシナリオが始まってから説明しますね。

田中：プリンス、プリンセス以外の人たちは？

ＧＭ：指名が終わったあとに、相手探さがしを行なうことになります。こちらは、まあ普ふ通つうのダンスパーティーと同じように考えてください。

田中：……何としても、ゴンザレスがプリンスになるのを阻そ止しせねばなるまい！（一同笑）

ＧＭ：いえ、ゴンザレスはプリンセスを目指しますよ？（笑顔）

田中：なにぃ!?（一同笑）

ＧＭ：外見はともかく、心は夢ゆめ見みる乙女おとめですので（笑）。

田中：そ、それは余よ計けいにいやだ！

久保田：よっぽど辛つらかったんだな……無理もないけど（笑）。

ＧＭ：ユーキリスとダンスするために、ゴンザレスはプリンセスを目指すでしょうね（笑）。

大竹：当然だけど、ユファたち四人は、寮りように残ることになるんだよね？

ＧＭ：はい。そうじゃないと困こまっちゃいます……（笑）。

久保田：なるほど、分かりました。ルーチェはゴルフォードの遠い地方の出身ということにしましょう。だから、四日間で帰省するのは難しい。

田中：ユーキリスは、親が発はつ掘くつから帰ってこないという設定ですから、そもそも帰省する理由がありません。

鈴吹：パルは反はん抗こう期き真っ最中だから、帰省なんてしない。帰っても、親と喧けん嘩かになって面めん倒どうなだけだと思っている（笑）。

大竹：ユファはコネリーおじいちゃまから「親友を作るまでは帰ってこなくていい」と言われているので、コンボのお相手を見つけるまでは帰りません（一同笑）。

ＧＭ：さすがですね。リアクションが早くてＧＭとしては大助かりです。そして、他にもさまざまな事じ情じようにより帰れない、帰らない生徒たちが寮に残っているという状じよう況きようです。

田中：さてＧＭ。そろそろハンドアウトがほしいです（笑）。

ＧＭ：はい、それではハンドアウトを読み上げます！




●ハンドアウト

　第一話でも解説しましたが、ハンドアウトというのは、ＧＭがプレイヤーに配る設定や状況などの情報を書いた紙片のことです。




▼ユファ・プリムナード・コネリー用ハンドアウト／大竹みゆ

コネクション：アレックス　　　関係：疑ぎ惑わく

　祝日の前日のホームルーム、話しかけてきたアレックスという少年を見て、君は驚おどろいた。憧あこがれの王子様が持っていたのと同じペンダントを、彼が持っていたのだ。

　彼は、あの時の王子様なのだろうか？

　これは何としてでもプリンセスに選ばれて、彼の正体を確たしかめなくてはならないだろう。




大竹（以後ユファ）：ペンダント!?

ＧＭ：ええ、ユファちゃんの憧れの王子様は、ペンダントを持っていることにしたいんです。もし問題があるようなら書かき換かえますが……。

ユファ：問題ないです！　じゃあ、別わかれ際ぎわにプレゼント交こう換かんをして、私は王子様にペンダントをあげたってことにします。

ＧＭ：それ、いいですね。採さい用ようしましょう！

鈴吹：その王子様に挙げたペンダントを持っているのが、このハンドアウトにあるアレックスという少年なのか。

ユファ：じゃあ……そのアレックス君が王子様かもしれないっ!?

鈴吹：まだ、断だん言げんはできないが、ユファがそう思っても無理はない（笑）。

ユファ：でも、どういうペンダントだったんだろう？

ＧＭ：このペンダント自体は……きっと、ありふれたものなんですよ。で、ペンダントトップがロケットになっていて、それを開けるとユファのメッセージが書いてあるんです。

ユファ：じゃあ、私はメッセージを書いて王子様にあげたことにします（笑）。

田中：ペンダントには、どんなメッセージを書いたんですか？

ユファ：それは……秘ひ密みつです！　恥はずかしくて言えないようなものです！（一同笑）




　……若気の至りというヤツですね。

　でも、いまシナリオに影響しないので、ユファちゃんの乙女心を守るために、あえて聞かないことにしました。




久保田：ユファにとっては黒歴史扱あつかいなんだね？（笑）

ユファ：そうです！　絶ぜつ対たい他人に見られたくありません！

ＧＭ：そして、そのペンダントによく似にたものを、クラスメイトのアレックスが持っているわけです。

ユファ：他人に見られたら危き険けんすぎるわ！　早く回かい収しゆうしなきゃ!?（一同笑）

鈴吹：そういう理由なのか！　てっきり、王子様を捜さがすラブコメ話だと思ったのに（笑）。

ユファ：ラブコメも大事だけど……秘密も大事です！

田中：もし誰だれかに知られたら？

ユファ：恥ずかしくて死んじゃいます！

鈴吹：一体、どんな恥はずかしいことを書いたんだ（笑）。

久保田：で、代わりにユファは王子様から何をもらったの？

ユファ：ぬいぐるみです。いつも抱だっこして寝ねてます（笑）。

ＧＭ：かわいい～！　ツンデレなのに（笑）。

鈴吹：いや、ツンデレだから、人が見ていないところではそうなるのは正しい（笑）。

ＧＭ：じゃあ、次はルーチェのハンドアウトです。




▼ルーチェ・ルベド用ハンドアウト／久保田悠ゆう羅ら

コネクション：フローラ　　　関係：庇ひ護ご

　ホームルームのあと、君はクラスメイトのフローラに声をかけられた。

　なにやら思いつめた顔の彼女は、君に心しん境きようを打ち明けた。ある男の子が好きなこと。別の人から付きまとわれていること。好きな彼に思いを伝えるため、付きまとう彼に諦あきらめてもらうため、協力をしてもらいたいという。彼女の表ひよう情じようは真しん剣けんだった。




久保田（以後ルーチェ）：クラスメイトのフローラ……どんな子なんですか？

ＧＭ：フローラは庶しよ民みんの子ですが、がんばって勉強をして、奨しよう学がく金きんを取得してこの学園にやってきました。内気ですが、真ま面じ目めでとても性せい格かくのいい子です。

ルーチェ：いい子だから、付きまとってくる相手に、強く「ＮＯ」と言えない？

ＧＭ：はい、そのとおりです。

ユファ：だから、神様の力を借りようとルーチェに相談しに来たのかな？

ルーチェ：（真面目な顔で）そんなことでは、神様は力なんて貸かしてくれませんよ。

田中：ルーチェがそれを言うんですか？（笑）

ルーチェ：最初から神様の力を頼たよるようではいけません。神様は、自分で努力するものに力を貸してくれるのです。

田中：うーん、ごもっとも。

ユファ：実はルーチェちゃんって、一番相談しちゃ駄だ目めな相手なんじゃない!?（笑）

鈴吹：昔から、苦しいときの神かみ頼だのみという（笑）。まあ、ルーチェは神様じゃないけど。

ＧＭ：では、次はユーキリスのハンドアウトです。




▼ユーキリス用ハンドアウト／田中信しん二じ

コネクション：ゴンザレス　　　関係：腐くされ縁えん

　あの大会のあと、〝特とつ攻こう！　一いち撃げき滅めつ殺さつ隊たい〟のメンバー……特に、ゴンザレスによく懐かれるようになっていた。今日も今日とて君のところへやってきた彼だったが、なにやらいつになく真面目である。どうやら、彼の友達のアレックスが悩なやんでいるので、助けてやってほしいとのこと。とりあえずは、アレックスに話を聞いてみることにしよう。




田中（以後ユーキリス）：ちょっと！　ゴンザレスなんですか!?

鈴吹：よかったなぁ、ユーキリス。友達が増ふえたじゃないか！

ユーキリス：やめてください～!?　ゴンザレスみたいなのはノーサンキューです！

ルーチェ：人がよさそうだから、ユーキリスの自室はみんなのたまり場になってそう（笑）。

鈴吹：俺おれらだけじゃなくて、〝特攻！　一撃滅殺隊〟のヤツらもたむろしてる（笑）。

ユーキリス：感謝祭なんだからみんな家に帰れよ!?（笑）　特にゴンザレス！

ＧＭ：コネクションはゴンザレスですが、話を聞きに行く相手はアレックスですので（笑）。

ユーキリス：それならひと安心。……しかし、どんな悩みなんだか。

鈴吹：女に付きまとわれているとかじゃない？

ユファ：……それって私のことっ!?（笑）

ＧＭ：はてさて、どうでしょう？（笑）　では、次はパルのハンドアウトです。




▼パル用ハンドアウト／鈴吹太郎

コネクション：ヨハン　　　関係：仇きゆう敵てき

　廊ろう下かを歩いていた君の前に、ひとりの少年が立ちふさがった。

　立ちふさがったのは、ヨハンという名のクラスメイトだ。

　どうやら、彼は感謝祭のパーティーの花形になって、好きな女の子をパートナーにしたいらしい。君はどうもライバルと勘かん違ちがいをされたうえに、自分の方が上だと自じ慢まんされた。

　喧嘩を売られたなら買うしかない。君は、ヨハンに勝つことを決意した。




鈴吹（以後パル）：ヨハンってどんなヤツなんだ？

ＧＭ：大金持ちの息子で、それなりに取とり巻まきがいる感じです。

ルーチェ：勘違いされた挙あげ句く、喧嘩をふっかけられるのか。パル、災さい難なんだな。

パル：まぁ、模擬大会新入生部門の優ゆう勝しようギルドのウォーリアだからしょうがないな。いわば俺、この学園の番長みたいなもん（笑）。

ユファ：番長!?

ルーチェ：とうとう、ただの不良ネコから番長ネコに（笑）。

パル：うおー、念願かなったぜ！　というわけで、誰の挑戦でも受ける！　売られた喧嘩は買うぜ！　……弱いがな（笑）。

ユーキリス：まあ、得意なのは避よけることですしね。

ルーチェ：殴なぐるのが苦手な番長（笑）。

ＧＭ：番長とは違ちがうと思いますが（笑）。

パル：でも、俺はそういうものだと思おもい込こんで、調子に乗っている（笑）。

ユファ：タマちゃん、調子に乗ってるんだ。かわい～。

パル：調子に乗っているところに、気にくわないヤツから喧嘩を売られるんだから、この挑戦はもちろん受けるよ。

ＧＭ：それならまったく問題ないです、はい。

パル：これで、ハンドアウトは全部だね。

ＧＭ：はい。というわけで、ハンドアウトは配りました。次は、レベルアップですね。







◆Preplay 03◆レベルアップとギルドスキル




　ハンドアウトを配ったあと、前回の成長点を使ってレベルアップの作業に入ります。

　皆みなさん、色々と相談しながらスキルを選んだり装そう備びを変へん更こうしたりしました。




▼ユファ・プリムナード・コネリー（２レベル）の場合

ＧＭ：では、レベルアップの報ほう告こくをお願いします。まずはユファちゃんから！

ユファ：はーい。２レベルになりましたが、大きな変へん更こう点てんはありません（笑）。【ＨＰ】27、【ＭＰ】38、フェイトは５点です。

ＧＭ：具体的にはどう成長させましたか？

ユファ：《エキスパート》と《コンボアタック：マジック》のレベルを上じよう昇しようさせました。

パル：相変わらずひとりコンボ（笑）。もし、『エチュード』二巻かんが発売されることになったら、俺がコンボの相手になってやろうか？

ユファ：コンボの相手になってくれるんだったら、私がトス役でもよくってよ♪　でも、今はまず《エンカレッジ》を先に取得して、ひとりでコンボを完成させる方向で（笑）。

ＧＭ：分かりました（笑）。装備の変更はありますか？

ユファ：メイジスタッフとハットを売ばい却きやくしました。代わりに、メイジハットとマント、それから、赤レッきドサ斜ンセ陽ットのソー剣ドを購こう入にゆうしました♪　これで、魔法のダメージが＋３点されます。

ＧＭ：なるほど。杖つえから剣に持もち替かえたんですね？

ユファ：はい。ひとりコンボをしようとするとですね、武ぶ器きが杖だと火力がちょっと足りないんですよー！

パル：……ケセドの杖なら、火力足りるんじゃない？（笑）

ユファ：だって、ケセドの杖高いんだもん！（一同笑）

ルーチェ：ユファさんがケセドの杖を使えるようになるためには、『エチュード』が長ちよう編へんシリーズにならないと駄目だと思う（笑）。

ＧＭ：そうなったら本当に嬉しいんですけどね！（笑）

ユファ：がんばって！　がんばって明澄ちゃん！

ＧＭ：な、なるべくがんばります（笑）。では、次ー。




▼ルーチェ・ルベド（２レベル）の場合

ルーチェ：わたしもレベルが２になりました。【ＨＰ】は36点、【ＭＰ】は33点、フェイトは５点です。

ＧＭ：スキルはどうなりましたか？

ルーチェ：《プロテクション》のレベルが上がって、《スマッシュ》を取得しました。

ＧＭ：うむう。防ぼう御ぎよも攻こう撃げきも強くなった感じですね。

ルーチェ：はい、《プロテクション》で防御、《スマッシュ》で打だ撃げき力りよくが上がってます。

ＧＭ：そのほか、何か変更がありましたら。

ルーチェ：装備を少し変更しました。胴どう部ぶがレザーアーマーに変更。補ほ助じよ防ぼう具ぐとしてマントを買いました。以上です。

ＧＭ：（シートを覗のぞき込こんで）あれ？　所持品欄らんが空欄ですが？

ルーチェ：お金がないので、所持品は一いつ切さいありません。

パル：前回、お金が入る話じゃなかったしなー（笑）。

ルーチェ：……これも、神が与あたえた試練なのです（笑）。

ＧＭ：が、がんばってください。




▼ユーキリス（２レベル）の場合

ユーキリス：【ＨＰ】は30、【ＭＰ】は38、フェイトは５点。スキルは《エリクサー》と《シンセサイゼーション》を取得しました。

ＧＭ：どんなスキルでしたっけ？

ユーキリス：《エリクサー》はポーションの効こう果かに＋１Ｄするスキルです。《シンセサイゼーション》はマイナーで宣せん言げんすることにより、メジャーアクションでポーションを二本使用できるようになります。

ＧＭ：ユーキリスくんはポーションの扱あつかいに長たけてきましたね。

ユーキリス：は、すっかりドーピングをさせるキャラになってしまいました（笑）。

ＧＭ：装備の変更はどのような感じに？

ユーキリス：バックラーとドミノとマントを購入しました。おかげで、【物理防御力】が９点になりました。

ＧＭ：分かりました。じゃあ、次のパルくんですね。




▼パル（２レベル）の場合

パル：【ＨＰ】は35点、【ＭＰ】は29点、フェイトは５点。スキルは《バッシュ》と《バタフライダンス》を新しん規き取得。攻こう防ぼうともに強くなったぜ！

ＧＭ：なるほど、順調に強くなっていますね。

パル：ただ、夢ゆめは《プロヴォック》を取得することなんだがな！（笑）

ＧＭ：ああ、挑ちよう発はつできるから！

ルーチェ：相手を挑発したいんですか……ある意味、パルさんらしい（笑）。

ＧＭ：取らない理由があるんですか？

パル：《プロヴォック》は、【精せい神しん】で対決しないと挑発できないんだよ。でも、俺って【精神】低いんだよねー。




　《プロヴォック》は、相手を挑発して自分を攻撃対象にさせるスキルです。

　相手を挑発するには【精神】で対決して勝利しないといけません。

　でも、パル君は【精神】がそんなに高くないんです。




パル：そういうわけで、だから《プロヴォック》はあと回しにした。

ＧＭ：なるほど、それで装備はどうしました？

パル：ギルドの金がないから、特に変更はない！（笑）

ＧＭ：おおっ!?　でも、ユファはけっこう装備を変えましたよね？

ユファ：（パルのシートを見て）本当だ！　私のせい？　ごめんね！（笑）

パル：まぁ、ユファのためならしょうがない（笑）。

ルーチェ：ウォーリアは３レベルくらいまで、装備を変更しなくてもやっていけますから。

パル：（真ま面じ目めな顔になって）うん。ギルドを組むと、誰かひとりに集中してお金をかけた方が、総そう合ごう戦力が上がってお得だからね。

ＧＭ：なるほど～。では、これで皆さんのキャラクターの成長成長報告がみんな終わりましたから、次はギルドスキルの選定ですね。
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●ギルドスキルの選定

ユファ：そういえば、ギルドスキルは《祝福》を取っていたんだっけ。

ＧＭ：……あっ、もうひとつ何にするか決めていなかった!?

パル：そっか、前回途と中ちゆうでギルド組んだからなー。

ＧＭ：今決めちゃっても、大だい丈じよう夫ぶですかね？（どきどき）

ユーキリス：みんな忘わすれてましたし、今決めてしまってもいいんじゃないでしょうか。

ルーチェ：そうですね。それでいいと思いますよ。

ＧＭ：ありがとうございます！　では、そういうことで進めます。

ユファ：じゃあ、改めて決めましょう。

パル：ギルドのレベルは１のままだから、あとひとつ選んで持っていけるな。

ルーチェ：そうすると《祝福》の次に取るべきなのは……《蘇そ生せい》かな？

ユファ：《陣じん形けい》も捨すてがたい……（『アリアンロッドＲＰＧ　スキルガイド』〈以後『スキルガイドと略りやく〉を見て）あ、《学園》って、楽しいかもしれない！

パル：学園生活に慣なれてきたという演えん出しゆつを含めて、取得するのはありかな。

ルーチェ：《学園》は、キャラクターごとに長所を伸のばせるようなスキルが取得できるんで、それなりに便利ではあります。

ユファ：じゃあ、これにしましょうよ！　学園物の醍だい醐ご味みってことで！




『スキルガイド』を見ながら、あーでもないこーでもないとギルドスキルの選せん択たくに盛もり上あがる一同。《学園》は、《学園：聖せい歌か隊たい》のように、学園のさまざまな立場を表わすスキルがあり、ギルドメンバーがそれぞれ自分にあったものを取得できます。




ＧＭ：ギルドスキルが決まったら、改めて申告をお願いします。

ユファ：はーい！　ギルドスキルは《祝福》と《学園》になりました。

ＧＭ：では、《学園》で取得したスキルの報告をお願いしますね。

ユファ：《学園：奉ほう献けん活動部》にします。空あき缶かんを拾ってあげてもよくってよ！

ＧＭ：部員から「ユファさん、早く空き缶を拾ってください」ってツッコまれますよ？

ルーチェ：わたしは《学園：保ほ健けん委員会》にします。

ユファ：ルーチェちゃんのイメージに合ってるわ。

ユーキリス：僕ぼくは《学園：オカルト研究部》ドラ。

パル：ユーキリス、おめぇはどんな道へ進む気なのだ（笑）。

ユーキリス：僕の部屋をたまり場ばにするのを防ふせぐためドラ！（笑）

パル：俺はやっぱり《学園：風紀委員会》にするぜー！　番長だが、風紀委員会の腕わん章しようをつけるぞ！（笑）

ＧＭ：分かりました。ところで今回のギルド名はどうします？

ルーチェ：そういえば、固定のギルド名ないんだった（笑）。

パル：目的によって変わっていくもんな（笑）。

ユファ：まだシナリオ全体の目的がハッキリと見えてないんですよね～。

パル：暫ざん定ていで〝パーティーに出てあげてもよくってよ〟でいいんじゃない？（笑）

ユファ：〝感謝してあげてもよくってよ〟ってのでもいいかもしれない（笑）。

ＧＭ：では、前回と一いつ緒しよで、シナリオ中にギルド名を変更してもいいことにします（笑）。




＊　　　＊　　　＊




　ギルド名を決定したあと、みんなで相談し、ポーションを始めとした消耗品を購入して装備を整えました。

　これで、準備はばっちりです。




ルーチェ：じゃあ、これで準じゆん備びは整ったかな。

ＧＭ：それでは、休きゆう憩けいを挟はさんでオープニングを始めることにしましょうか。







ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆あなたが運命の王子様？




　木々の葉が色づき、秋深まるアルディオン大陸。

　この時季、人々が楽しみにしているのは、収しゆう穫かくを祝う祭りである感かん謝しや祭さいだ。

　それは、エストネル王国シェルドニアン学園も例外ではなく……。




ＧＭ：では、オープニングを開始したいと思います。

ユファ：始めてあげてもよくってよ！（一同笑）

ＧＭ：では最初のシーン。全員登場で、場所は教室。ホームルームの時間です。

ユファ：みんな同じクラスだったんだ！（笑）

ＧＭ：はい（笑）。四日間の休きゆう暇かとなりますので、先生から「休暇中の心得」みたいな話を聞かされています。

ルーチェ：ああ、昔学校で夏休み入る前とかに聞かされたアレか。懐なつかしいなあ。

パル：（先生になって）「休暇だからといってハメを外しすぎないように。帰省する寮りよう生せいは、寮りよう長ちようから外がい泊はく許きよ可か証しようをもらうこと……」

ユーキリス：社長が言うと、本物の先生っぽく聞こえますね（笑）。

ユファ：私わたしは先生の話を真ま面じ目めに聞いてます。

パル：俺おれは帽ぼう子しを目ま深ぶかに被って机つくえの上に足をのせ、いつものポーズを取ってるぜ。

ＧＭ：外出する際さいの注意事じ項こうや、禁きん止し事項などの説明があったあと、「では、よい休暇を」という先生の言葉でホームルームが終しゆう了りようします。

ユファ：（上うわ擦ずった声で）家に帰らないで、寮りようでいい休暇を過すごしてあげてもよくってよ！　だ、誰だれか遊んであげてもよくってよ!?（一同笑）

ルーチェ：（クラスメイトになって）「また始まったよ～」

ＧＭ：クラスメイトたちはユファの態たい度どに慣なれっこのようですね（笑）。




「まったく、ユファは素す直なおじゃないなぁ」

　ユファのいつもの態度に、クラスメイトたちは苦笑いを零こぼした。

「さぁて……この連休、お前はどうするんだ？」

「帰るには遠いから、俺は残る。帰省するなら、何か土産みやげよろしくな！」

　仲のいい者同士で言葉を交かわしながら、クラスメイトたちは足早に教室を去って行く。




ユファ：……さ、さよならしてあげてもよくってよ！（←強がっている）

ルーチェ：かわいそうだから声をかけよう（笑）。ユファさんはどうなされるんですか？

ユファ：声をかけられて嬉うれしそうな顔をしつつ、口先では「私はここに残ってあげることにしたの！　ルーチェちゃんは帰省されるのかしら？」と言います（笑）。

ルーチェ：わたしの家はエストネル王国の隣となりにあるゴルフォードにあります。でも、四日間で帰るには遠い地ち域いきの生まれなので、寮に残りますよ。

ユファ：「私と一緒ね！　一緒に過ごせるのね！」と満面の笑みで言いますよ！

ルーチェ：そうですね。ところで学園では感謝祭をお祝いするのでしょうか？

ＧＭ：そんな話をしていると「寮での休暇中の過ごし方について、生徒会長からお話があります。寮に残る生徒は、校庭に集合してください」と生徒会役員が呼よびかけをしてます。

パル：生徒会長も寮に残るのか。家が遠いのか？

ルーチェ：きっと、使命感で残っているのでしょう（笑）。

パル：生徒会長兼けん感謝祭実行委員長だったりするんだろうか。

ルーチェ：それは忙いそがしくて帰れないですね（笑）。

ＧＭ：じゃあ、そうしましょう（笑）。生徒会長は、前回で妙にキャラが立ったのでこういう役回りで活かつ躍やくしてもらうことにします。

パル：なるほど。

ルーチェ：「生徒会長から寮に残る生徒への連れん絡らくがあるそうなので、話を聞きに行きませんか？」と皆さんを誘さそいます。

ユファ：（嬉しそうに）まあ、行ってあげてもよくってよ♪

ユーキリス：僕ぼくも寮に残るので、ご一緒させてくださいドラ。

パル：「チッ、めんどくせぇなぁ」とぼやきつつ、俺も一緒に行く（笑）。

ＧＭ：では、皆さんが校庭に集まったところで、生徒会長から説明が始まります。大おお雑ざつ把ぱに説明するとこんな内ない容ようです。




・感謝祭の休暇は四日間。寮に残る生徒たちのために寮りよう内ないでダンスパーティーが主しゆ催さいされる。

・初日から三日目の夕方までが準じゆん備び期間、三日目の夜がパーティー本番。四日目にあと片かた付づけを行なう。

・準備期間中に、男子は七面鳥、女子は林りん檎ごを用意する。三日目の夕方に一いつ斉せいに調理を行ない、夜のパーティーに備そなえる。

・一番大きな七面鳥を捕とってきた男子にはプリンス、一番美味おいしいアップルパイを作った女子にはプリンセスの名めい誉よが与あたえられる。公平を期すため、選定方法の詳しよう細さいは明日発表される。

・プリンスとプリンセスは、ダンスパーティーにおいてダンスの相手を指名できる権けん利りがある。なお、指名された人物は、指名を拒きよ否ひできない。




パル：感謝祭の準備も競争にしてしまうのか。さすがはシェルドニアン学園（笑）。

ユファ：ダンスパーティーかぁ。

ルーチェ：良家の子弟が通っている学園なので、社交ダンスは普ふ通つうにやるんでしょうね。

ＧＭ：そういうイメージで考えてます。そして、そのダンスのお相手を優ゆう先せん的てきに選ぶことができるのが、プリンスとプリンセス……というわけです。

ルーチェ：なるほどー。

ユファ：ダンスもいいけど、七面鳥を狩かったり林檎を採とってきたりする競争にも、私は興きよう味みがあるわ（笑）。

パル：俺は「けっ。七面鳥争そう奪だつレースにダンスパーティー？　馬ば鹿か馬ば鹿かしくてやってられねーよ」って文もん句く言ってる（笑）。

ユーキリス：七面鳥は美味しいドラ。がんばって捕つかまえて、上手うまく料理するドラ！（嬉き々き）

ルーチェ：得意の錬金料理の見せどころだって、張はり切きってるんですね（笑）。

ＧＭ：あ、七面鳥は生いけ捕どりにしてください（一同笑）。

ユーキリス：何ですと!?　料理させてもらえないドラか!?（笑）

ＧＭ：七面鳥を料理するのは、学生食堂の方々になっています（笑）。

ルーチェ：あれ？　でも、アップルパイは女子が焼くんですよね？

ＧＭ：そうです。女子は、いい林檎を用意し、上手く料理するところまでが競技範はん囲いです。

ユファ：……ねえ、ルーチェちゃん。

ルーチェ：はい、何でしょう？

ユファ：私、お菓か子し作りなんてしたことがないわ。どうすればいいの？　魔ま法ほうで焼けばいいのかしら？（一同笑）

ユーキリス：ユファさんは、お祖父じいさんからどんな教育を受けてきたドラ!?（笑）

ユファ：まずは神官から始末しろって……（笑）。

パル：その教育を受けたのは、ユファでなくてピアニィ！




　というか、部長はどんなＰＣを演じても神官から始末する主義のようです。




ルーチェ：もしかして……。ユファさんは料理が下手なんですか？

ユファ：（目を泳がせつつ）その……七面鳥を捕ってくる方なら自信があるのよ？

パル：七面鳥捕とってくるのは、プリンスの仕事だってばよ（笑）。

ルーチェ：ユファさん。まずは、アップルパイ作りの練習から始めましょうか。

ユファ：そ、そうね。……プリンセスに選ばれれば、「踊おどってあげてもよくってよ？」って言えるかしら？（一同笑）

パル：言えると思うぜ！　いいじゃん、ユファらしい！（笑）

ＧＭ：そうすると、隣にいたクラスメイトの少年……アレックスが「ユファさんは、プリンセスになりたいの？」と聞いてきます。

ユファ：なりたいわ！（即そく答とう）

ＧＭ：「そうかぁ。きっとユファさんならプリンセスになれるよ」

ユファ：ええ、当然でしてよ！（笑）

ＧＭ：「ユファさんは、ダンスは得意？」と尋たずねます。

ユファ：もちろんですわ。ま、まだ、誰だれかと一緒に踊ったことはないのだけれども！

ＧＭ：「そうなんだ？　こんなにかわいいのに。どうしてなんだろうね？」

ユファ：……（もじもじ）。

ＧＭ：「？」

ユファ：あ、あんまり……褒ほめないでくださる？　そ、その……私、そういうのに慣なれてなくて……反応に困るわ（一同笑）。

ＧＭ：では、ユファが照れて視線を逸そらそうとした瞬しゆん間かん、アレックスの胸むな元もとでキラリとペンダントが光ったのが見えました。

ユファ：注ちゆう視し！　そ、それは、もしかして……！

ＧＭ：ユファの視線にアレックスが気づきます。「……このペンダントが気になるの？」

ユファ：え、ええ。くわしく見せてくださらない？

ＧＭ：アレックスは「困こまったな。好きな女の子にもらったものだから、大事にしてるんだ。さすがにユファさんにでも見せられないよ」と言うと、照れた表ひよう情じようになりながらペンダントを胸元へ隠かくしてしまいます。

ユファ：この人が私の王子様かも!?　で、でも、その女の子が私かもしれないなんて言えない！　友達も少ない私のままじゃ！（一同笑）

ユーキリス：……ユファさん、ひとりですごい盛もり上あがっているドラ～。

パル：いつものことじゃねえかよ（笑）。

ＧＭ：「ええと……」とアレックスは苦笑いをしています。

ルーチェ：ユファさん、アレックスさんが困っていらっしゃいますよ？　しつこくするのは、かわいそうです。

ユファ：うう……。あっ！（ひらめいた顔で）じゃ、じゃあ、私がプリンセスになったら、ペンダントを見せてくださる？

ＧＭ：アレックスはじっと考かんがえ込こんだあとで言います。「分かった。そういうことになったら見せてあげるよ」と頷うなずきます。

ユファ：よーし！　私はプリンセスになって、あなたをパートナーに選ぶわ。そして、ペンダントをじっくり見させてもらうの！（笑）

ＧＭ：ユファがアレックスと宣せん戦せん布ふ告こくに近い約束をしたところで、シーンを終了します！







◆Opening 02◆アレックスの頼たのみ




　みんながたまり場ばにしているユーキリスの部屋。

　しかし、感謝祭で帰省する生徒が多いせいか、珍めずらしくユーキリスひとりしかいなかった。

　久ひさ方かたぶりに自室にひとりきり、ゆっくりと紅こう茶ちやでも楽しもうとユーキリスが思ったそのとき、紅茶を淹いれる間さえなく、部屋のドアがノックされたのだった。




ＧＭ：では、次のシーン。ユーキリスの個こ別べつオープニングシーンになります。

ユーキリス：（焦った顔で）ゴンザレスが襲しゆう来らいする予感がするドラ～!?

ＧＭ：生徒会長からの説明が終わり、自室へと戻もどってきたところからシーンスタートです。

ユーキリス：やれやれ。さぁ、お茶でも淹れてひと息つくドラ。

ＧＭ：ユーキリスがお茶を淹れようとしたところで、ドアがノックされます。

ユーキリス：ドアを開けるドラ。「どなたドラか～？」

ＧＭ：ドアを開けると、神しん妙みような顔つきでゴンザレスが立っています。

ユーキリス：（のけぞりながら）何の用だドラ!?

ＧＭ：「いや～ん、そんな警けい戒かいしなくていいのに！　もう、照れ屋さんなんだからぁん♪」

ユーキリス：どこをどう見れば照れているように思えるドラか!?（笑）

ＧＭ：「うふふ♪　それは……と、今日は遊びに来たんじゃないの。ちょっと相談があって、ね？」と表情を引ひき締しめます。

ユーキリス：真ま面じ目めなゴンザレスか。珍めずらしいものを見たドラ。

ＧＭ：「あたしの友達がダーリンに会いたいって言ってたから、連れてきたんだけど」

ユーキリス：僕をダーリンと呼よぶのをやめるドラ。でも、困っている人がいるというならば、話は聞くドラよ。

ＧＭ：「ありがとう！　さすがはダーリンね♪」

ユーキリス：というわけで、ゴンザレス。帰れドラ（笑）。

ＧＭ：ゴンザレスは「いやん！　そんなつれないこと言わないで！」と体をくねらせます。

ユーキリス：ゴンザレスは放っておいて、連れてきたという友達を見るドラ。

ＧＭ：クラスメイトのアレックスが心配そうに様子をうかがっています（一同笑）。

パル：アレックスはなんでゴンザレスなんかに相談持ちかけたドラ！（笑）

ルーチェ：もうちょっと友達を選んだ方がいいと思います（笑）。

ＧＭ：口調や性せい格かくは変わってますが、ゴンザレスはけっこう面めん倒どう見みがいいので、クラスでは相談役なのです。

ユファ：姉あね御ご肌はだってやつね！（笑）

パル：男なのに姉御肌なのか（笑）。

ＧＭ：ゴンザレスは「アレックス、自分でちゃんと説明なさい」と言って、アレックスをユーキリスの前へと押おし出だしました。

ユーキリス：僕に相談するということは、錬れん金きん術じゆつに関する相談ドラか？　それとも、料理のことドラか!?（目を輝かがやかせる）

ＧＭ：「実は、感謝祭のことでご相談があって……」とアレックスは答えます。

ユーキリス：む、長くなりそうな予感。立ち話も何だから、中へどうぞドラ。

ＧＭ：アレックスは「失礼します」と頭を下げ、礼れい儀ぎ正ただしく入ります。ゴンザレスは「たしか、戸と棚だなにクッキーがしまってあったわよねぇ？」と勝手に茶ちや菓が子しを漁あさってます（一同笑）。

ユーキリス：僕の部屋の、戸棚の中身まで把は握あくされてるドラっ！（笑）

パル：（ゴンザレスになって）「ダーリンのお手て製せいクッキーは美味おいしいのよ～。元気が出るから食べなさい？」

ＧＭ：アレックスは「は、いただきます」と、申もうし訳わけなさそうな顔をしつつ食べてます。

ユーキリス：僕のプライベート空間はないドラか……（笑）。

パル：諦あきらめろ、ユーキリス。おめぇはそういう役回りだ（きっぱり）。

ＧＭ：では、お茶を飲んでひと息ついたところで、アレックスが説明を始めます。

ユーキリス：ほう、どんな話ドラか？

ＧＭ：「この休暇中にダンスパーティーが行なわれるという説明を聞きましたよね？」

ユーキリス：うん。生徒会長の話を聞いてきたドラ。

ＧＭ：「で、一番大きな七面鳥を捕ってきた男子が、特とつ権けんとしてダンスの相手を指名できるじゃないですか」

ユーキリス：大きさと味は関係ないと思うドラが……それと相談ごとが、関係あるドラか？

ＧＭ：「はい。……ボク、プリンスになって片かた思おもいの女の子をダンスに誘いたいんです！」

パル＆ルーチェ：すればいいじゃん！（即答）

ユーキリス：身も蓋ふたもない（笑）。

パル：……まあ、それじゃ話が続かないよな。

ユーキリス：それで、僕にどんなお手伝いができるドラか？

ＧＭ：アレックスは、自分の代わりに大きな七面鳥を捕ってきてほしいようです。

ユーキリス：僕が？　どうして？

ＧＭ：ゴンザレスが「アレックスはね、こないだの剣けんの稽けい古こで手を怪け我がしちゃったの。この手じゃ七面鳥を捕つかまえられないでしょ？」と包帯を巻まいたアレックスの右みぎ腕うでを見せます。

ユーキリス：はっ、今気づいたドラ！　たしかに、この怪我では無理ドラ！（笑）

ＧＭ：アレックスは「勝手なお願いだと分かってはいるのですが……どうか、ボクに協力してくれませんか？」と頭を下げます。

ユーキリス：七面鳥やアップルパイの競きよう技ぎって、個こ人じん戦せん？　チーム戦？

ＧＭ：個人戦になります。

ユーキリス：ふ～む、それならギルドメンバーに迷めい惑わくかけずに済すむドラね。お役に立てるかは分からないドラが、僕が捕まえた中で一番大きな七面鳥を融ゆう通ずうするのはかまわないドラ。

パル：ユーキリス、いいヤツだな。

ユーキリス：お目当ての相手がいないので、僕自身はプリンスの座ざに興味がないドラ（笑）。

ユファ：でも、なんでユーキリスに頼たのもうって思ったのかしら？

ルーチェ：ユーキリスは弓使いだから、バードハンティングが得意そうに見えたとか（笑）。

ユーキリス：……そうだったドラ。トラップ探たん知ちやポーション投げることばかりに気がいっていたが、僕は弓使いのシーフだったドラ（笑）。

パル：ユーキリスらしいな（笑）。

ＧＭ：「それに……ボク、どうしてもヨハンに負けたくないんです」

ユーキリス：む？　ヨハン？

パル：俺のハンドアウトに出てきたヤツか。

ＧＭ：「怪我をした時の稽古の相手がヨハンだったのですが……『その程てい度どの実力じゃ、僕のライバルにはなれないな』なんて言われまして」とアレックスは悔くやしそうに言います。

ユーキリス：ライバル？　何の？

パル：きっと、好きな女の子が一緒なんじゃねえかな（笑）。

ルーチェ：なるほど、恋こいのライバルというわけなんですね（笑）。

ＧＭ：アレックスはヨハンから、「おや？　怪我をしてしまったのかい？　残念だねぇ。それじゃあ、七面鳥を捕まえて、彼かの女じよをダンスに誘さそうこともできないんじゃないかなぁ？」……なんてことを言われたそうです。

ユーキリス：絵に描かいたような、嫌いや味みなボンボンってやつドラね（笑）。……分かった、精せい一いつ杯ぱい協力するドラよ！

ＧＭ：「ほら、ダーリンもこう言ってくれてるわ！　よかったわね、アレックス」「はい、ありがとうございます、ユーキリスくん！」

パル：（ゴンザレスになって）「なにせ、ダーリンは優ゆう勝しようギルドのメンバーだからね、頼たよりになると思ったのよぅ♪」

ユーキリス：……ハッ!!　よく考えたら、ゴンザレスは準じゆん優ゆう勝しようギルドのメンバーじゃないか！　ゴンザレスが手伝えドラっ！（笑）

ＧＭ：「何言ってるの。あたしはアップルパイを焼かなきゃいけないから、七面鳥を捕とりにはいけないの！　あたしはプリンセスを目指すんだからね！」

ユーキリス：……聞かなくていい情じよう報ほうを聞いてしまった気がするドラ（げんなり）。

パル：ゴンザレスが狙ねらっているダンスのお相手は推おして知しるべし、……だからな（笑）。

ユーキリス：（ユファの方を見て）がんばって、ゴンザレスより美味しいアップルパイを焼いてくださいドラ（一同笑）。

ルーチェ：他力本願ですね（笑）。

ユファ：そういえば、アレックスの好きな女の子って誰なんだろう？（ドキドキ）

ユーキリス：一いち応おう聞いておくドラ。「アレックスくんの好きな人って、誰？」

ＧＭ：「フローラです。……幼おさななじみで、昔からずっと好きだったんです」

ユファ：えええ～っ!?（一同笑）

パル：ユファ、オープニングの時点で失しつ恋れん決定！（笑）

ルーチェ：しかし、ユファ自身はこの情報を知らない（笑）。

パル：むしろ、ユファには知らせてはいけない（笑）。




　みんな、ユファちゃんに優しいです。

　でも、どこまで事情を話さずに進むんでしょうか？




ユーキリス：そのとおりドラ……って、話がズレた。「七面鳥の件けんは引き受けるドラが、その先はアレックスくん自身ががんばらないと駄だ目めドラよ？」

ＧＭ：アレックスは頷きます。「はい、大だい丈じよう夫ぶです！　告白の仕方は、ゴンザレスに教わりましたから！」

ユーキリス：……何をどう教えたのか気になるドラ。

パル：ラブレターの代筆でも頼んだんじゃねーの？

ユーキリス：……ゴンザレスから学んだというならば、ひとつだけ、アレックスに言っておきたいことがあるドラ。勝手に他人の部屋に入るような真似まねはしちゃダメドラ（一同爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：「なぁに今さら照れてるのよぉ！　あたしとダーリンの仲じゃない！」とゴンザレスは真顔で言います。

ユーキリス：だからダーリンと呼ぶなドラ！

パル：（アレックスになって）「なるほど。部屋に入るのは、親しくなってから、ですね！」

ユーキリス：まぁ……ほどほどにしておくドラよ？（げんなり）

ルーチェ：反はん論ろんする気も起きなくなったみたいですよ（笑）。

ＧＭ：「ありがとうございます！　では、失礼します」アレックスは部屋を出て行きます。

ユーキリス：うん。ああ、怪我、お大事に～。

ＧＭ：「あたし、がんばってプリンセスになるから、応おう援えんしていてね！」とウインクして、ゴンザレスも帰ってきます。

ユーキリス：がんばらなくていいドラ……（がっくり）。

ＧＭ：では、ユーキリス君がふたりを見送ったところで、シーンを終了しまーす。







◆Opening 03◆フローラの悩なやみ




　ルーチェがいつものように礼れい拝はい堂どうに行くと、そこには先客がいた。

　膝ひざをつき、一心に神へと祈いのりを捧ささげていたのは、同じクラスのフローラ。

　一体、何を祈っているのだろう？　そう思い、ルーチェは声をかけることにした。




ＧＭ：では、次のシーン。ルーチェがフローラから相談を受けるシーンになります。

ルーチェ：は～い、分かりましたー。

ＧＭ：ユーキリスがアレックスから相談を受けている頃ころ……。

ルーチェ：わたしは礼拝堂にでも行きましょうか。

ＧＭ：では、礼拝堂にルーチェが向かうと、クラスメイトのフローラが熱心にお祈りをしています。

ルーチェ：フローラって、どんな子ですか？

ＧＭ：信心深い、優やさしい子です。ただ、少し気の弱いところがあるように見受けられます。

ルーチェ：なるほど。「今日もお祈りにいらしているなんて、偉えらいですね」と声をかけます。

ＧＭ：「そうですか？」と答えるフローラですが、いつもにくらべて元気がありません。

ルーチェ：それを察して言いましょう。「何か困ったことがおありのようですね。神様はすべてお見とおしですよ？」

ＧＭ：「……そう、見えますか？」フローラは少しだけ顔を上げますよ。

ルーチェ：よろしければ、神に代わって、わたしがお話をうかがいますが？

ＧＭ：「ありがとうございます、ルーチェさん。それでは、お話ししますね」

ルーチェ：もちろん、訊かせてもらいます。

ＧＭ：「感謝祭でのパーティーのことなんですが」

ルーチェ：ダンスパーティーのことですか？

ＧＭ：「はい。あたし、ずっと好きだった人がいるんです。プリンセスに選ばれれば、すんなりと告白できるかな……って思っていて」

ルーチェ：いいことだと思います。勇気を持つのは、とても大切なことです。

ＧＭ：フローラはしばらくもじもじしていますが、意を決してルーチェに話します。「実は、同じクラスにいるアレックスのことが好きなんです。彼かれとは幼なじみみたいなもので……」

ルーチェ：アレックス？　……ああ、さっきユファさんと話をしていた男の子かと、ここで思い出します（笑）。

パル：なんだよ～、このふたりは相思相愛かよ（笑）。

ユーキリス：プリンセスとかプリンスとか関係なく、くっつけばいいドラ（笑）。

ユファ：女の子は、きっかけがほしいのよ！　特に幼なじみとかはねっ。

パル：でもさ、幼なじみって言ってるけど……アレックスは貴き族ぞくの子で、一方のフローラは庶しよ民みんの子なんだよな？

ＧＭ：はい。小さい頃は、お互たがいの身分の差はよく分かっていなかったようです。

ルーチェ：なるほど。普通に考えたら、叶かなわぬ恋ですねぇ。

ＧＭ：そうですね。アレックスは実力半分、親の名声半分で入学しましたが、フローラは必死に勉強して奨しよう学がく金きんを得て入学した、というのをルーチェは知っています。

ユーキリス：フローラ、一いち途ずドラねえ。

ルーチェ：入学して一ヶ月経たったから、そのくらいは知っていてもおかしくないですよね。

ＧＭ：そうですね、知っていていいと思います。「身分の差があるのは分かっているの。でも、告白しようと思って」とフローラは言います。

ルーチェ：事じ情じようは分かりました。それで、頼みというのは何なんでしょう？

ＧＭ：「同じクラスにヨハンくんっているでしょう？」

ルーチェ：ユーキリスのオープニングでちらりと話に上がった子ですね。

ＧＭ：はい。「ヨハンくん、あたしに付き合ってほしいってしつこく迫ってきて……。何度も断ことわっているのに、ずっとあたしの側そばにいて、離はなれてくれないの」

ルーチェ：それってストーカーなんじゃ!?（笑）

パル：さんざんなキャラだな、ヨハン（笑）。

ＧＭ：「でも、あたしがプリンセスになってアレックスに告白すれば、ヨハンくんも分かってくれるんじゃないかって思って……」

ルーチェ：なるほど。わたしでよければ、お手伝いいたしますよ？　……さっき、ユファさんに協力するって言わないでおいてよかった！（一同笑）

ユファ：ルーチェちゃん、ひどいー！（笑）

ルーチェ：ユファさん、これは神が与あたえた試練なのです。ヨハンくんというストーカーをなんとかしないといけないという試練が、フローラさんにはあります。だから、わたしはフローラさんに協力しないと……ね？

パル：あのハンドアウトじゃ、こうなるのは想そう像ぞうつくよなぁ（笑）。

ユファ：まぁ、プレイヤーとしてはアレックスとフローラが相思相愛で、私が入る余よ地ちなんてないって分かってるけどね！（笑）

パル：あ、勘かん違ちがいしないように確かく認にんしておくけど、ユーキリスとアレックス、フローラとルーチェ、全員が〝アレックスとフローラは相思相愛〟ってことに気づいてないよな？（笑）

一同：おおっ！

ルーチェ：そうですね、プレイヤーしか分からないように情報が出されています。

ユファ：ホントだわ!?（笑）

ユーキリス：よくできたオープニングの構こう成せいドラ！

ＧＭ：わーい、ありがとうございます（笑）。

ルーチェ：……そんなわけで、わたしから見れば「ヨハンという問題を超こえて、アレックスくんに告白しないといけないフローラさんの方が大変」となるんです。……だから、許ゆるしてね、ユファさん！（笑）

ユファ：うぅ……ゆ、許してあげてもよくってよ！（笑）

ＧＭ：フローラは言います。「ごめんなさい、ルーチェさん。こんな面めん倒どうごとに巻まき込こんでしまって」

ルーチェ：いえ、これも神が与えた試練ですから。

ＧＭ：「よろしくお願いします」とフローラは頭を下げます。

ルーチェ：さて。具体的に、わたしはどんな風に協力すればいいんですか？

ＧＭ：料理はフローラ自身がやるので、ルーチェには林りん檎ごを採とってきてほしいそうです。

ルーチェ：「おやすいご用です」……って、アルディオン大陸の林檎って、他人に頼みたくなるほど、収穫するのに危き険けんな代しろ物ものなの？（笑）

パル：人食い林檎みたいなのが出るんじゃない？（笑）

ＧＭ：それはもはや林檎じゃないです（笑）。ええと、フローラは庶民の子なので、貴族出身者が多いシェルドニアン学園では若じやつ干かん浮ういた存そん在ざいです。だから、他の子たちの話に入っていけず、いい林檎を手に入れることができる場所をよく知らないそうです。さらに、貴族の子弟たちに混じって競技に参加することに気が引けていて、積極的になれないようですね。

ルーチェ：うにゅう……まず、庶民出身であるというコンプレックスから脱だつ却きやくするところからスタートした方がいい気がします（笑）。

ＧＭ：「自分でも努力してみます。勝手な話だとは思いますが、そのためにも協力していただけませんか？」

ルーチェ：林檎を採るのに協力できることなんてあるのかな？　まぁ、フローラさんが困っているのは事実のようですから、協力しますよ！

ＧＭ：「ありがとうございます。……あ、これ、よかったら皆さんで食べてください」と、手作りのクッキーを渡わたしてくれます。

ルーチェ：では、さっそく一枚まいいただきましょう。ぱく。……実じつ際さい、味の方はどう？

ＧＭ：はい。とても美味おいしいです。お菓か子し屋やさんのクッキーと遜そん色しよくないお味です。

ルーチェ：なるほど。これはユファさんに勝ち目はないかも（笑）。

ユファ：あ、あ、あああっ！（笑）

ＧＭ：「では、よろしくお願いします」とフローラがようやく微笑を浮かべ、礼拝堂を去ったところで、シーンを終了します。







◆Opening 04◆ムカつくアイツ




　パルが食堂から出ると、ひと組の男女が言い争いをしていた。

　いや、よく見ると、男が一方的に女へと言いい寄よっているようだ。

　面倒ではあるが、放ほうっておくわけにもいかないだろう。

　何しろ、自分は風紀委員なのだから。




ＧＭ：次のシーンに移うつります。シーンプレイヤーはパルです。

パル：了りよう解かい。ヨハンが出てくるのかな？

ＧＭ：はい。時じ刻こくは夕食のあとで、場所は学食近くの廊ろう下かです。

パル：腹はら一いつ杯ぱい食ったぜ～って感じで、廊下を歩いている俺。

ＧＭ：そうすると、向こうからフローラが小走りでやってきます。

パル：「廊下は走っちゃ駄目だぜ？」と風紀委員らしく注意をしておこう。

ユファ：不良なのに（笑）。

ＧＭ：その瞬間、パルを押しのけてひとりの少年が立ちふさがります。

パル：お？　そいつは珍しい。

ユファ：珍しいの？

パル：俺は優勝ギルドのウォーリアかつ風紀委員だぜ？　周りから一目置かれているだろう。俺を押しのけるなんてヤツは珍しい。

ルーチェ：学年内で喧嘩が一番強いって噂うわさになっていてもおかしくないですね。

ユーキリス：しかも、あんまりガラがよくないから、絡からみたくはない感じドラ（笑）。

ＧＭ：少年はヨハンで、フローラの歩みを止めるために立ちふさがったので、パルのことは眼がん中ちゆうになかったりします。「どうして僕を避さけるんだい、フローラ」「あ、あの、急いでいるんで……」と話が始まります。

パル：立ち止まって、ちょっと様子をうかがってみるか。

ＧＭ：ヨハンが一方的にまくし立てている感じです。「いずれは僕の妻つまになるのだから、いつまでもそんな態度では困るよ？　感謝祭で僕がプリンスになって、お前を相手として選んであげるよ。庶民の娘むすめだが、お前は美しくて聡そう明めいだからね」

ユーキリス：分かりやすいくらい、嫌味な貴族のバカ息子ドラ（笑）。

ＧＭ：ヨハンは「お前に相応ふさわしい男は、僕以外いないからねぇ」と言いい募つのってます（笑）。

パル：そろそろ声をかけるか。「おい、ヨハン」

ＧＭ：ヨハンは初めてパルに気づいた様子で、そちらへと振ふり返かえります。

パル：帽子を被り直してから、上うわ目め遣づかいでにらみつける。

ＧＭ：「ん？　なんだい」

パル：お前のネクタイ、曲がってるぜ？　と、ネクタイを掴つかんで引ひき寄よせる。……あ、ちゃんとネクタイは締しめ直してやるけど（一同笑）。

ＧＭ：話の腰こしを折られて、ヨハンはむっとした顔をしています。

パル：貴族の息子だっつーなら、服ふく装そうぐらいしっかりしとけよ。

ＧＭ：「うるさいな。……む、まさかお前、フローラに気があるのか？　だから、この僕にたてつこうとしたんだな？　いいか、お前のような男にフローラは釣つり合あわないんだよ」

パル：（呆れたように）はあ？　何言ってんだ、お前？

ルーチェ：ヨハンって、視し野やが狭せますぎない……？（笑）

ＧＭ：そんなパル君にもお構いなしですね。「聞こえなかったのかね？　お前にフローラは釣り合わないと言ったんだよ。……むっ、もしかして、お前は入学式の模擬大会で優勝したギルドのメンバーか？」

パル：今さら気づいたのかよ。「ああ……〝優勝してあげてもよくってよ〟のウォーリア、パル様だぜ！」と、目を逸そらしながら答える（一同笑）。

ＧＭ：もしかして……恥はずかしがってるんですか？（笑）

パル：当たり前だっ！　こんなギルド名、恥ずかしがらない方がおかしい！（笑）

ＧＭ：では、ヨハンは不ぶ躾しつけにパルを頭の先から爪つま先さきまで、ジロジロと値ね踏ぶみをするように見つめます。

パル：思わず頬ほおを染そめる俺（一同笑）。

ＧＭ：何故なぜ!?（笑）

パル：相手が不良ならにらみ返すところなんだけどよー、反応に困ってるんだよ！（笑）

ＧＭ：ヨハンは鼻で笑います。「ふふん、僕の勝ちだな」

パル：は？

ＧＭ：「優勝ギルドのウォーリアとはいえ、僕の方が勝っている。ルックス、家いえ柄がら、品ひん性せい……すべて僕の方が上だな」

パル：そんなところで勝負したいなんて思ってねぇよ……と心の中で呟つぶやく（笑）。

ＧＭ：「まあ、僕と張はり合あえるのはアレックスくらいなものだ。キミみたいなのは引ひっ込こんでいたまえ」と呆あきれたような笑えみを浮うかべます。

パル：「そうだなぁ。俺とタメ張れるのは、アレックスくらいだろう。何しろ、剣けん術じゆつ実習で俺の体に触ふれられたのは、アイツくらいなもんだからなぁ」と言い返すぜ。

ＧＭ：「な、なに？　どういうことだ！」ヨハンはびっくりしますが……ＧＭもびっくりです。はて、どういうことなんでしょう？（笑）

パル：実は、剣術実習でアレックスがヨハンに負けたのは、その直前に俺と手合わせをしていたからなんだぜ（一同笑）。

ルーチェ：それで、アレックスはヨハンに負けてしまったんですね（笑）。

パル：今、そういうことに決めた！　アレックスは、学園でも一、二を争う剣術の腕うでを持っているんだけど、俺と戦って全力を出し切っていたんだ。俺は、僅きん差さで負けちまったけど。だから、アレックスには一目置いているからこそ、ヨハンを馬鹿にしている（笑）。

ＧＭ：なるほど～。

ユファ：アレックス、かっこいいじゃない！

パル：まあ、アレックスが弱っちくて情なさけないと、こっちも助けてやる気が起きないしな。

ルーチェ：ＮＰＣを持ち上げつつ、自分のキャラも持ち上げるという（笑）。

ＧＭ：高度なテクニックですね、さすが社長。勉強になります（笑）。

パル：というわけでヨハン、お前は実力でアレックスに勝ったわけじゃねえんだぜ？（笑）

ＧＭ：分かりました、そういうことにします（笑）。「何を！　アレックスに勝ったのは僕の実力だ。キミは関係ない。そして、プリンスの座は僕のものだ！」

パル：興味がなさそうな顔をしたあと、「分かった。おめぇがプリンスとやらでいいから……そこ、どけよ。邪じや魔まくせぇ」と言う！（一同笑）

ＧＭ：「はぁ？　誰に向かって話をしているか、分かっているのかい？」

パル：あぁ!?　おめぇこそ、誰に向かって口を利きいていると思ってんだ。俺は風紀委員のパル様だぞ？（笑）

ＧＭ：「風紀委員？　関係ないね」

パル：なんだとう！

ＧＭ：「僕は、プリンスになる男だ。風紀委員など引っ込んでいたまえ」

パル：じゃあ、ここでフローラにこそこそっと質問する。「……なぁ、プリンスって何のことだっけ？」（一同笑）

ルーチェ：パルは、プリンスが何のことか知らないんですね（笑）。

パル：つい最近風紀委員になったばっかりの不良だからな。それに不良は、そういうイベントには興きよう味みないもんなのさ（笑）。

ＧＭ：そうすると、フローラはおずおずと「こ、今度の感謝祭で男の子の一番を決めるんです」と答えます。

パル：む、一番!?

ルーチェ：一番には反応したわ!?（笑）

ＧＭ：「はい。学園に残った全男子で競きそい合うんです。感謝祭のパーティーで──」

パル：あ、そこまででいいや。面おも白しろそうだから「男子の一番が決まる」ってところで勘違いしたことにする（笑）。「男子の一番を決めると聞いちゃ黙だまっちゃいないぜ。男子の一番は、このオ・レ・サ・マだ！」（一同笑）

ユファ：パルもヨハンも、お互いの話を聞いてない～!?（笑）

ルーチェ：パルの中では、男子の一番を巡めぐる戦いになっている（笑）。

ＧＭ：「ふん。お前ごときが、プリンスになれるわけがないだろう」とヨハンも勘違いしたまま返事をします（笑）。

パル：おめぇなんかに負けるかよ。学年で一番の男は俺だ！

ＧＭ：「なら、プリンスの座をかけて勝負するか！」

パル：受けてやる！　おめぇだけには、プリンスとやらの座は渡さねぇぞ！




　男子の一番をかける戦いと勘違いしたまま話を進めるパルくんです。

　ヨハンに対抗心を燃やしてもらえたので、これでまったく問題ないんですけどね。




ＧＭ：「まぁ、せいぜいがんばってくれたまえ。じゃあな、フローラ。僕がプリンスになった暁あかつきには、お前はもう逃にげられないからね？」と言って、高笑いをしつつ去って行きます。
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パル：残されたフローラに「で、プリンスってどうやったらなれるのか教えてくれねぇ？」って聞く（笑）。

ＧＭ：パルくんの質しつ問もんに、フローラがキョトンとしたところで、シーンを終了します（笑）。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆共同戦線




　ユーキリスに正せい座ざをさせられ、説教じみた説明を受けながら、パルは内心汗あせをかいていた。

　──どうしてこうなった？

　自分はただ、相談をしに来ただけだったはずなのに……。




ＧＭ：では、ミドルフェイズに入ります！　ミドルフェイズ最初のシーンは休きゆう暇か初日。全員登場で、情じよう報ほう交こう換かんをしていただきたいと思います。

ルーチェ：ＧＭ、質しつ問もんです。

ＧＭ：はいはい、なんでしょう？

ルーチェ：このシナリオは、基き本ほん的てきにフローラとアレックスのために林檎を採ってくるのと七面鳥を捕つかまえるのが目的になりますよね？

ＧＭ：はい、そうなっています。

ルーチェ：ここで、ちょっと相談があるんですよ。ユファさんとフローラさんはライバルってことになりますよね？

ユファ：そうよねー。フローラと私わたしは林りん檎ごを巡めぐって争うのよね（笑）。

パル：俺おれも、プリンスを目指すことになったしなー。

ユーキリス：僕ぼくは、アレックスのために七面鳥を捕つかまえないといけないドラ（笑）。

パル：そしてなにより、アレックスとフローラが相思相愛なのをＰＣたちは知らない（笑）。




　ここで、プレイヤーたちは相談を始めました。

　その結果、どうなったかというと──。




ルーチェ：……では、わたしとユファさんは途と中ちゆうからシーンに登場しましょう。

パル：俺は、最初からユーキリスのところにいることにするぜ。

ＧＭ：分かりました。では、場所はユーキリスの部屋にしましょう。

ユーキリス：では、パルにお茶を出しつつ、話を切り出すドラ。「何かあったドラか？」

パル：やむにやまれぬ事じ情じようがあって、プリンスとやらを目指さなきゃならなくなったんだ。

ユーキリス：ふむふむ。それは大変ドラね。

パル：というわけで、まずはプリンスとやらの説明から始めてくれねぇか？　フローラとかいう女に話を聞いたんだが、イマイチ分からなくてよ（一同笑）。

ユーキリス：……簡かん単たんに言えば、七面鳥争そう奪だつ戦せんドラ。一番大きな七面鳥を捕とってきた男子がプリンスになれるドラ。

パル：「なんで一番の男子を決めるのに七面鳥なんだよ!?」と文もん句くをつける俺（笑）。

ルーチェ：話、ちっとも聞いてないですからね……（笑）。

ユーキリス：なんと！　パルは学園の行事のことを何も知らないドラか？　ちょっと、そこに正座するドラ。

パル：正座!?（笑）　なんでだよー！

ユーキリス：一番の男子になりたくないドラか？

パル：うっ……そりゃ勝負する以上、負けたくないけどよー。

ユーキリス：じゃあ、おとなしく聞くドラね。……と一時間かけて説教するドラ（笑）。

一同：一時間もお説教するの!?（笑）

パル：うっ……し、……しかたねえ。黙だまって聞いてるぜ。勝負のためだからな。

ユーキリス：……というわけで、説教したドラ。説教の内ない容ようは省しよう略りやく。プリンスはダンスの相手を選べて、プリンスになるためには大きな七面鳥を捕つかまえるドラ。分かったドラか？

パル：何だそりゃ!?　何で俺がそんな馬ば鹿か馬ば鹿かしいことに参加せにゃならねーんだよ！

ユーキリス：ルールも何も知らないで、どうしてプリンスなんかを目指すドラ？

パル：ヨハンっていうムカつくヤツがいてよ……と、さっきの出来事を説明するぜ

ユーキリス：なるほど。でも、僕はアレックスくんがプリンスになる手伝いをするという約束をしてしまったドラ。なので、このままだとパルには協力できないドラねー。

パル：なら、途中までは共同戦線を張はるってのはどうだ？

ユーキリス：共同戦線？

パル：ヨハンのなんかよりでかい七面鳥捕ほ獲かくするところまでは協力。そっから先は、俺とアレックスの一いつ騎き打うちってことで。これなら、手間が少なくて済すむだろ？

ユーキリス：たしかに、それは悪くない。でも、アレックスくんは手を怪け我がしているドラ。

パル：なら、ハンデをつければいい。アレックスが怪け我がしている方の腕うでは俺も使わねぇ。これでどうだ？

ユーキリス：できれば、アレックスくんとふたりで話し合ってほしいところドラが、まぁ、その条じよう件けんを飲むドラ。

パル：よし、決まりだ！　まずは一番でかい七面鳥を捕ってくるところからだな！

ルーチェ：待って。わたしたちもそこで合流です（笑）

ユファ：そろそろ私たちも合流したい！（笑）

ユーキリス＆パル：どうぞ（笑）。

ユファ：では、ユーキリスの部屋の前で「ユーキリス！　あなたの部屋のドアを開けてあげてもよくってよ？」と言います（一同笑）。

ルーチェ：毎度のことですが……普通に開けましょうよ（笑）。私も一緒に部屋に入ります。

ユーキリス：ドアを開けるドラ。ユファさん、ルーチェさん、いらっしゃい（笑）。

ユファ：林檎がめちゃくちゃに盛もりつけられた、生なまの状じよう態たいのパイらしき物体を持って入ってきます。「パイを焼くから、釜かまを借りてあげてもよくってよ？」（一同笑）

ユーキリス：オーブンを貸かすのはいいドラが……そのパイっぽい何かを美味おいしく焼き上げる自信はないドラ……（笑）。

パル：おお、林檎のプディングか、旨うまそうだなぁ！（一同笑）。

ルーチェ：違います、パルさんっ！　これはプディングじゃないのです！（笑）

パル：（愕然とした表情で）な、なんだって……!?（笑）

ユーキリス：これで完成ではなく、これから焼き上げるつもりだったみたいドラ。

ユファ：うぅ、自信喪そう失しつ。悲しくなっちゃうわ。で、でも、私はプリンセスにならなくてはならないの！　がんばれ、ユファ！　ファイト！（自分で自分を鼓こ舞ぶ）

パル：プリンセス？　この学園で一番の女子のことか？

ユーキリス：まぁ、学園ナンバーワンという意味ドラよね。

ユファ：ニュアンスは間ま違ちがってないわ。でも、私にはもっと偉い大だいな目的があるの！（笑）

ユーキリス：偉大な目的？

ユファ：黒歴史なペンダントを奪だつ還かんして……いえ、秘ひ密みつよっ！（笑）

パル：「大だい丈じよう夫ぶだろ。ユファはこの学園でナンバーワンだぜ。だって、この前の大会で優ゆう勝しようしたんだからな」と素す直なおに言う。ただし、プリンセスについてはよく理り解かいしてない（笑）。

ユファ：「そ、そうよね！　優勝したことがあるんですもの。私に不可能なことなんてないわ！　ありがとう、タマちゃん！」とパイを焼く特訓に取りかかります。

ユーキリス：やれやれ。プリンスやらプリンセスやらになりたい人が多くて大変ドラ～。

ルーチェ：では、がんばっているユファを「どうしよう……フローラさんのこと、どうやって説明しよう……」と暗い顔で見つめています（笑）。

ユーキリス：打ち合わせどおりドラね（笑）。




　──そうなのです。

　みんなで相談した結果、ＰＣたちはアレックスとフローラが相思相愛なのを知らずにいるということにしてセッションを進行することになりました。もちろんユファのプレイヤーである大竹さんも賛成しています。

　ＧＭとしては、ふたりの恋こいを成じよう就じゆさせるためにＰＣが協力するという展てん開かいになると思っていたんですが……両思いなのに結ばれようと奮闘するふたりと、アレックスが憧れの王子様と思っているにもかかわらず、フローラに協力するユファちゃんというおかしな関係になってしまいました。

　でも、それって面白い！




ルーチェ：わたしは、この時点でフローラとアレックスが相思相愛なのに気づかず、林檎は共同で採とってきて、フローラさんとユファさんで分けてアップルパイを焼こうと思います。

ＧＭ：なるほど、分かりました。

ルーチェ：そして、パイを焼くときはユファさんを手伝うということで。

パル：男子の場合、でかい七面鳥は一羽しかいないから、途中まで共同戦線なのだ（笑）。

ＧＭ：改めて方ほう針しんが確かく認にんされましたね。面白いっ！

ユファ：「ところでルーチェちゃん、私ってちゃんとアップルパイを焼いたことないんだけど、どうしたらいいのかしら？」とドライフルーツの林檎を片かた手てに声をかけます。

ルーチェ：ユファさん、アップルパイは酸味の強い林檎の方が美味しく作れますよ。……というか、ドライフルーツじゃなく生の林檎を用いるのがポピュラーです（笑）。

ユファ：し、知らなかったわ……じゃ、じゃあ、生の林檎でアップルパイを作ってあげてもよくってよ！

パル：「しっかし、何でユファはプリンセスになりたいんだ？　番長でも目指すのか？」と聞きます。プレイヤーは分かってるけど、ＰＣはユファの意図が分かってないからな（笑）。

ユファ：私は、この学園で一番にならなくてはならないの！　そう約束したのだから！（びしっと決めポーズ）

パル：ふ～ん。……誰だれと？（笑）

ユファ：私の王子様と、よ！　ついに、それらしき人と巡めぐり合あえたのっ♪

ルーチェ：だから、プリンセスになって、一緒にダンスを踊おどりたいということですね？

ユファ：（照れながら）ま……まぁ、そういうことよね！

パル：口笛を吹ふくぜ。運命の出会いってヤツか、カッコイイぜ。応おう援えんするぞ、ユファ！

ユファ：ありがとう、タマちゃん！　私、絶ぜつ対たいプリンセスになるわ……いえ、なってあげてもよくってよ！

ユーキリス：では、僕はパイが美味しくなるおまじないを教えてあげるドラ（笑）。

ルーチェ：フローラさんの手前、表立ってお手伝いはできませんが……代わりに、アップルパイのレシピを教えてあげます。

ユファ：みんな、ありがとう……って言ってあげてもよくってよ！（一同笑）

ユーキリス：言っているのか言っていないのかよく分からないドラ（笑）。

ルーチェ：そういえば、、クラスメイトのフローラさんは、パイはご自分でお作りになるとおっしゃってました。

ユファ：うっ……それは、パイ作りに自信があるってこと!?

ルーチェ：ええ、きっとそうです。ですから、勝てるかどうかはユファさん自身の努力にかかってますよ。わたしは、そんなユファさんのお手伝いをしましょう。

ユファ：そ……そうよね！（ぐっと拳こぶしを握にぎる）

ルーチェ：それはそれとして、フローラさんからいただいたクッキーがありますので、みんなでティータイムにしませんか？（一同笑）

ユーキリス：それは、フローラさんの腕うで前まえを知るチャンスドラね。

パル：じゃあ、きっとこのクッキーはものすごく旨うまいんだな（笑）。

ユファ：さっそくお手て並なみ拝はい見けんとクッキーをいただくわ！　ぱく（クッキーを食べた）。

一同：……（ユファの様子を見る）

ユファ：お、おおおお……。

ルーチェ：どうなさいました？

ユファ：美味しいって言ってあげたい気持ちが……あったり……（ぐぐっと堪こらえる）……しないんだからねっ！（一同笑）




　どこまでも素す直なおじゃないユファちゃんでした（笑）。




パル：俺は空気を読まず「おお、旨いぞコレ」って食い始める（笑）。

ユーキリス：たしかに美味しいドラね～（笑）。

ユファ：こ、こういうのは、大事なのは愛あい情じよう！

ルーチェ：まぁ、たしかに大事ですね～。

ユファ：だから、私も「王子様のため」って思って作ればもっと美味しいお菓か子しが作れるはず！　待っていてね王子様！　私、プリンセスになってあげてもよくってよ！

パル：……次のギルド名はそれだな（笑）。

ＧＭ：ギルド名は〝プリンセスになってあげてもよくってよ〟ですか？

一同：うん（笑）。

ＧＭ：では、ギルド名は暫ざん定ていで〝プリンセスになってあげてもよくってよ〟で（笑）。

ユファ：私の心の中では〝そのあと、王子様をダンスに誘さそって、ペンダントを取り返してあげてもよくってよ！〟と続きます（一同笑）。

ルーチェ：しかし、わたしたちはユファさんの真の目的に気づいていない（笑）。

ＧＭ：さて、皆さんが話をしていますと、呼よび出だしがかかります。「競きよう技ぎに参加を希望する生徒たちは、集合してください」

パル：おお、それは行かないとな。

ＧＭ：では、皆さんが集合場所へ向かったところでシーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 02◆競きよう技ぎ説明と決意




　講こう堂どうの壇だん上じように立ち、生徒会長は集まった生徒たちに微笑ほほえみかけた。

「これから、感謝祭の競技についての説明を始める。

　まず言っておくが、くれぐれも、ずるはしないように。

　違い反はんが発覚した場合は、それなりの罰ばつを受けてもらうよ。分かったね？」




ＧＭ：では、次のシーンです。たくさんの生徒が講堂に集まっていますね。そこに生徒会長が壇上に立ち、協議の説明を始めます。皆みなさん、全員登場です。

パル：おお、まずどんなルールなんだ？

ＧＭ：はっ、こういうルールです。




・一番大きな七面鳥を捕つかまえた男子がプリンスになる。

・一番美味おいしいアップルパイを焼いた女子がプリンセスになる。

・競技のタイムアップは、感謝祭三日目の午後三時。厳げん正せいな審しん査さのもと、プリンスとプリンセスが選定される。

・ギルドを組んで競技に挑いどんでもいいが、プリンス、プリンセスの栄えい冠かんを手に入れられるのは代表者のみ（つまり、ひとりだけ）である。

・学外の人に協力してもらってもよいが、七面鳥の捕獲や林檎の収しゆう穫かくに関しては生徒たち自身で行なうこと。市し販はんされているものを購こう入にゆうするのは禁きん止しである。




ＧＭ：それから、七面鳥の料理に関しては、食堂の人たちがやってくれるので、捕まえてきてくれればＯＫです。

ルーチェ：なるほど。

ＧＭ：ただし、アップルパイに関しては、焼き上げるまでが競技になっています。

ユーキリス：仲良しな女友達同士でひとつのパイを焼いたとしても……栄冠はその中からひとりしかもらえないドラか。

ルーチェ：学園の催もよおし物ものとはいえ、厳きびしい勝負ですね（笑）。

パル：まぁ、しかたないな（笑）。

ユファ：……（しょんぼり）。

パル：俺らがいるんだから、ユファはひとりじゃねぇぞ？（笑）

ユファ：そ、そうよね！　私はひとりぼっちじゃないわ。よかったぁ♪

パル：俺らのこと、ペットだと思ってたりしねぇよな？（笑）

ユファ：お、思ってなんかないわよ!?（笑）

ＧＭ：あと、七面鳥の生息地は毎年変わりますし、林檎の豊ほう作さく地ち域いきも年ごとに違うので、その辺についてはあとで情報収しゆう集しゆうを行なってください。




・競技に使える日数は、感謝祭初日（今日）から三日目までの合計三日間。

・林檎の収穫、七面鳥の捕獲には、それぞれ一日ずつ使うことになる。

・一日終了するごとに【ＨＰ】、【ＭＰ】は全ぜん回かい復ふくする。ただし、フェイトは回かい復ふくしない。




ルーチェ：……レギュレーションが決められているってことは、収穫や捕獲の判定の結果、ダメージを受けたりする可能性があるってことですね（笑）。

パル：やっぱ危き険けんな競技なのかよっ！（笑）

ユファ：でも、七面鳥捕獲は盛もり上あがりそうな予感がするわ。そっちから挑ちよう戦せんしません？

ルーチェ：でも、ユファさんの目的は、アップルパイのための林檎獲得なのでは？

ユファ：いえ、七面鳥の方は戦せん闘とうになりそうな気がして、楽しみになっちゃって（一同笑）。

ＧＭ：さすが部長！（笑）




　戦闘がかかると、部長の目の輝きは違います（笑）。




パル：分かった。じゃあ、初日は林檎の収穫をみんなでやって、二日目に七面鳥の捕獲をみんなでやろう！　お互たがい協力しあおうぜ！

ユファ：三日目は予よ備び日びってことね。よくってよ♪

ＧＭ：では、一いつ致ち団だん結けつして盛り上がっているところで、取とり巻まきを連れたヨハンがパルに声をかけてきます。「やぁ、格かく下したくんじゃないか」

ルーチェ：パルさんのお知り合いですか？

パル：さぁね、誰だったか忘わすれたなぁ？　……俺は反はん抗こう的てきな態たい度どをとるぜ（笑）。

ＧＭ：「おい！　僕の顔を忘れたとは言わさないぞ!?」

パル：お、言われて思い出したぜ！　ネクタイと根こん性じようの曲がったヨハンじゃないか。

ルーチェ：そんな覚え方なんですか（笑）。

ＧＭ：「失しつ敬けいな！　根性は曲がっていないぞ!?」

パル：でも、またネクタイが曲がってるぜ？　と言って思いっきり引ひっ張ぱる（一同笑）。

ＧＭ：「は、放したまえ!!　このドラ猫ねこが!?」

パル：じゃ、ぱっと放す。そら、転んでしまえ（笑）。

ＧＭ：は、了解です（笑）　勢いきおい余あまってヨハンは転んでしまいます。「な、何をする!?」

パル：放せっていったから放しただけだ（笑）。

ＧＭ：悔くやしそうな顔をしつつ、ヨハンは立ち上がります。「よく見れば〝優勝してあげてもよくってよ〟のメンバーがお揃そろいじゃないか。一体、何の相談だい？」

ユファ：いいえ、違ちがいましてよ。私たちの今のギルド名は……〝プリンセスになってあげてもよくってよ〟！　間違えないでちょうだい（一同笑）。

パル：いいか分かったか!?　俺たちは負けるとギルド名変えなきゃいけねーんだよ！　あとがねぇ状態でいつも戦ってんだ！（笑）

ルーチェ：うしろで「うんうん」と頷うなずいてます（笑）。

ＧＭ：「へぇ……プリンセスの座を狙ねらっているのかい。僕にはどうでもいい話だけどね」

ユファ：……あら？　何だか肩かたすかしを食らった感じですわ。

パル：どうでもよくねぇだろ？　もし、ユファがプリンセスになったら……おめぇはフローラをダンスの相手に指名できなくなるぜ？

ユファ：どういうこと？

パル：じゃ、説明するぜ。たとえば、ヨハンとユファがそれぞれプリンスとプリンセスになったとしよう。

ユファ：ふむふむ。

パル：そのときヨハンがフローラを指名しても、ユファがヨハンをダンスの相手に指名したら……ヨハンはフローラとダンスはできねえだろ？

ユファ：あっ、そうか！

ルーチェ：で、プリンセスがプリンスを指名したら、実際のところどうなのですか？

ＧＭ：プリンセスがプリンスを指名した場合は、レディファーストということになっています。その場合、プリンスがダンスの相手を指名する権けん利りは消しよう滅めつします（笑）。

パル：よし！（笑）

ユファ：……でも、私の指名したい相手はヨハンでなくってよ？

パル：それでいい（笑）。ほら、ヨハンを指名しても、踊ってやらなきゃいいのさ。

ユファ：私がプリンセスになっても、あなたのようなヘナチョコ男なんかと踊りませんわ！

ＧＭ：「なんだと!?　こっちだってお前のような女は願い下げだ！　お前たちが何をしようと無む駄だだ！　まあいい。お前たちと油を売っている暇ひまはない、失礼するよ。せいぜい無駄な努力をすることだな」と言って、取り巻きを引き連れて去って行きます。

パル：……ムカつく野や郎ろうだなぁ。

ユファ：本当ですわ！

パル：俺、本ほん格かく的てきにヨハンがプリンスにさえならなければ、他はどうでもよくなってきているな（笑）。おうみんな、さっさとでかい七面鳥を見つけちまおうぜ！

ユファ：いえ、まずは林檎の収穫よ、パル（笑）。

パル：おっと、そうだったそうだった（笑）。

ＧＭ：分かりました。では、林檎の収穫から向かうと決めたところで、シーン終了です。







◆Middle 03◆林りん檎ご四天王と試練




　フローラのため、アレックスのため。そして、なによりヨハンに負けないため──。

〝プリンセスになってあげてもよくってよ〟の面々には、おいしい林檎が必要だ。

　学園の近くには、果か樹じゆ園えんが多いようだけど……。




ＧＭ：というわけで、林檎の収穫からですが。

パル：さぁて、そういうわけで林檎収穫から挑戦するが……正直、どこから手をつけたらいいのか、さっぱり分からねぇ！（笑）

ＧＭ：学園の近くには果樹園はたくさんありますので、「一番いい林檎が手に入るのはどこか？」という情報収集をしていただくことになります。

ルーチェ：判はん定ていが必要？

ＧＭ：はい。【幸運】判定になります。ではでは、判定どうぞー。

パル：（ダイスを振ふる）10だ。

ユファ：（ダイスを振る）10です。

ユーキリス：（ダイスを振る）13ドラ。

ルーチェ：（ダイスを振る）……クリティカル！　よし、今日はもう満足♪（笑）

一同：おおっ～!!

パル：フローラがルーチェを頼たよるわけだ！　ルーチェは〝林檎マスター〟だなぁ！（笑）

ＧＭ：では、林檎マスターのルーチェは聞いたことがあります。この近くに、特別な林檎を育てる林りん檎ご園えんがあることを。

ルーチェ：なんだか恥ずかしいです……（笑）。それはともかく、特別な林檎ですか？

ＧＭ：なんでも、特においしいのでエストネル王国の国王にも献けん上じようされるものだとか。

ユファ：そ、その林檎を使えば、きっと私でも美味しいアップルパイが作れるはず！

ユーキリス：素そ材ざいの味を生かす……ということドラね（笑）。

パル：すごい林檎かぁ……（少し考えて）俺、攻こう撃げき避よけられるかな？

ルーチェ：別に林檎は噛かみついたりしないと思います（笑）。

ユファ：目指す場所が分かったなら、ぱっと行ってぱっと採ってぱっと帰ってきましょう！　そして、少しでも早く料理に取りかからないと……（笑）。

ルーチェ：ユファさんの腕をなんとかする必要がありますしね（笑）。

ＧＭ：では、ルーチェの先せん導どうのもと、果樹園にたどり着きました。

パル：きっとすごい山やま奥おくにあって、霧きりの中を歩いたりするんだ。そして、霧が晴れた瞬しゆん間かん、辺り一面、林檎の木が……（笑）。

ユファ：そんなにすごい場所なの!?（笑）

ＧＭ：町外れなのは間ま違ちがいないです。そこには堅けん牢ろうな門がありまして、その前に老人が座すわっています。その老人が言います。「おぬしらは、林檎を求めてやってきたのじゃな？」

ユファ：そのとおりです、お爺じい様さま！

パル：そうだ！　俺たちは学園で一番のアップルパイを作らなくちゃならねーんだ！

ＧＭ：「聞けい！　ここの林檎は特別なものじゃ。ただでくれてやるわけにはいかんし、金を払はらわれても渡わたせん」

ユーキリス：……これは、謎なぞかけとか試練を出されそうな雰ふん囲い気きドラ（笑）。

ルーチェ：入手のためには何か試練を突とつ破ぱしないと駄だ目めということですか？

ＧＭ：「うむ、そのとおりじゃ！　この試練、受ける気はあるか？」

ユファ：もちろん……受けてあげてもよくってよ！

ＧＭ：それを聞いた老人の目が、きらん！　と光ります。「ほう、よい覚かく悟ごじゃ。ワシらの課す試練をクリアできれば、魔ま法ほうの林檎を譲ゆずってやってもよい」

一同：魔法の林檎？

ＧＭ：皆さんの問いには答えず、「おぬしらは、試練に打ち勝つ自信はあるか？」と尋たずねてきますが……さて、いかがでしょう？

ユファ：試練？　謎かけじゃないなら、安心して受けて立てますわ！

パル：俺が言うのも何だが、謎かけとか出されると厄やつ介かいだからな（笑）。




　パルのプレイヤーである社長は、無印シリーズで謎かけをよく出すキャラクター、ナヴァールを演えんじているお方です。

　そんな人を相手に謎かけを出す自信はまだないです（笑）。




ＧＭ：では、老人は扉とびらを開けて「試練を受けてくるがいい」と促うながします。

ユファ：参りますわ！

ＧＭ：というわけで、覚悟を決めて門をくぐると……林檎の木がたくさん植わっている林檎園が広がっています。

パル：来たぜ、林檎園。で、なんか変わったところはあるのか？

ＧＭ：一見すると普ふ通つうの林檎園のようですが、ひとつだけ明めい確かくに違う点があります。

ルーチェ：それは何？

ＧＭ：色が違います。

一同：……色？

ＧＭ：林檎というと、熟じゆくした赤色か、未熟な緑色のものを浮うかべると思いますが、ここの林檎園の林檎は金色をしています。

一同：おお～！

ユーキリス：黄金の林檎ドラ！

ルーチェ：神話に出てきそうな林檎ですね。

パル：食べると寿じゆ命みようが延のびそうな林檎だな。たしかにこれなら、一番旨いアップルパイが作れそうな感じがする！

ルーチェ：待ってください。パイにする時点で、料理の腕も関かかわってくると思います（笑）。

パル：その腕を、カバーしてくれるくらいに旨いはずだ（笑）。

ユファ：（目を輝かせて）それは重要よ！　何としてもゲットして帰るわ！

ＧＭ：皆さんが林檎を見上げていると、「若わかい者、よく来たな！」と声が響き渡わたります。

ユーキリス：何者ドラ!?

ＧＭ：振ふり返かえると、派は手でな衣い装しようと林檎の仮か面めんをつけた老人がいます。

ユーキリス：林檎の仮面!?

パル：何だよそいつら!?（笑）

ＧＭ：「よくぞ聞いてくれた！」「やっと、このセリフを言える日が来たぞ！」「練習の甲か斐いがあったというものじゃ！」「ポーズを間ま違ちがえるでないぞ？」と、なんか喜んでます（笑）。

パル：いいから名乗れよ!?（一同笑）

ＧＭ：四人はシュタッと振ふり向むき「我ら」「この林檎園の平和を守る──」

ユファ：守る？

ＧＭ：「「林檎四天王！」」老人四人は、ビシッとポーズを決めます！

一同：林檎四天王!?（爆ばく笑しよう）

パル：うしろで爆ばく発はつとか起きてそうドラね……。

ユファ：どう反応していいのか分かりませんわ……（笑）。

ルーチェ：わたしたち、歓かん迎げいされてるっぽい空気？

ユーキリス：よ、よく分からないドラ（笑）。

ＧＭ：林檎四天王は「外から人が来るなんて、何年ぶりかのう」とニコニコしております。

ユファ：ええ、来てあげましたわよ（笑）。

ルーチェ：皆さん、お元気そうですね（笑）。

ユーキリス：さて、名乗りも終わったところで、林檎をいただいて帰りたいドラが（笑）。

ＧＭ：「いかーん！」「魔法の林檎を手に入れたくば、ワシらの試練を乗のり越こえるのじゃ！」

ユーキリス：……そうは問屋が卸おろさなかったドラ（笑）。

ユファ：試練ですわね！　全力で林檎を手に入れるわよ!!

パル：おお、ユファがやる気マンマンになった（笑）。

ユファ：だって、戦闘になりそうなのよ！




　戦闘の匂においを感じたせいか、うきうきしているユファちゃんです。さすがです。




ＧＭ：それでは、林檎四天王と四種目の勝負をしていただきます。そのうち二種目勝利できればひとつ、三種目勝利できればふたつ、四種目制せい覇はしますと三つ、林檎がもらえます。

ルーチェ：ユファさんとフローラさんの分が必要ですから……最低でも三種目は勝たないといけませんね。

ユファ：一勝以下の場合は、林檎は手に入らないのね……。

ＧＭ：そうなります。「おぬしらが一勝もできなかった場合は、この林檎園で奉ほう仕し作業をしてもらうことになるぞ？　その覚悟はあるか？」

ルーチェ：ご安心を。ここにいるユファさんはこう見えて、実は奉ほう献けん活動部に所しよ属ぞくしております。その手の作業は得意です（笑）。

ＧＭ：おお、ギルドスキルが生きた（笑）。それでは改めて……試練に挑戦しますか？

ユファ：受けてあげてもよくってよ！

パル：どんな試練でも受ける！

ＧＭ：「では、勝負じゃ！」　ちなみに、レギュレーションについては以下のとおりです。




・林檎四天王とＰＣたち、それぞれひとりずつ代表者を選出して、一騎打ちを行なう。なお、四箇か所しよで同時に勝負が行なわれるため、ひとり一種目しか挑戦できない。

・種目は〝力〟〝技〟〝知〟〝歌〟の四つ。それぞれ、【筋きん力りよく】、【器用】、【知力】、【精せい神しん】を使うことになる。

・勝負の仕方は、林檎四天王との対たい抗こう判定となる。

・引き分けの場合、もう一度判定し直しになる。この場合、使用したフェイトは戻もどってこないので注意すること。

・勝負に一回チャレンジするごとに、【ＨＰ】か【ＭＰ】、どちらかが代だい償しようとして減へる。

・ＰＣ側が全敗、もしくは、一勝のみの場合、ここにひと晩ばん泊とまり込こむことになる。そして、翌よく日じつ再さい度ど勝負を挑いどまないと林檎を得ることはできない。

・一日経けい過かするごとに、フェイトを１点消費することになる。

・全員のフェイトが０点になった場合、林檎四天王の情なさけにより、林檎がひとつもらえる。




ＧＭ：となっています。

ルーチェ：ひとり一種目かー。誰がどの試練に挑戦するかは、相談しないといけませんね。

パル：よし、作戦タイムをくれ。




　と、プレイヤーたちは、自分の得意な分野が活かせるよう相談しました。

　そして、いよいよ試練に挑いどみます！




▼〝力〟の試練

ＧＭ：では、まずは〝力〟の試練から。

ルーチェ：はい。

ＧＭ：四天王の中でも一番の巨きよ漢かんのお爺じいさんが、ルーチェの前に立ちふさがります。筋きん肉にく質しつで、ルーチェの倍くらいはありそうな……。

ルーチェ：そんなお爺ちゃんがいるかー！（笑）

ユーキリス：よく考えれば、ルーチェの倍ってことは、一六〇センチくらいだから、いても不思議はないドラ（笑）。

ルーチェ：そういえばそうでした……！　うっかりです（笑）。

ＧＭ：「では行くぞい！　より多く岩を運び出した方が勝ちじゃ！」




〝力〟の試練

　林檎園内にある大岩を運び出す勝負。より多くの岩を運べた方が勝ちとなる。【筋力】による対抗判定となる。

　判定に勝利した場合、判定を行なったＰＣは【ＨＰ】を１Ｄ６点失う。

　判定に敗北した場合、判定を行なったＰＣは【ＨＰ】を２Ｄ６点失う。

　引き分けの場合、消費せずに判定をやり直す。




ＧＭ：では、四天王からいきます。（ダイスを振る）12です。

ルーチェ：ダイスの出目が７以上でわたしの勝ちですね。ここはフェイトを１点使って手て堅がたくいきます。（ダイスを振る）よし、13なのでこちらの勝ち♪

ＧＭ：「な、何じゃと!?　あんなに軽々と運ぶとは！」

ルーチェ：岩をゴロゴロ転がして運び出します。「はい、終わりました♪」

ＧＭ：（爽さわやかな笑顔で）「ふ、ワシの負けのようじゃな。こんなに気持ちいい勝負は初めてじゃ。ありがとうよ、お嬢じようちゃん！」（一同笑）

ルーチェ：これで、わたしたちの一勝ですね！




▼〝技〟の試練

ＧＭ：では、次は〝技〟の腕うでくらべになります！

ユーキリス：僕の出番ドラ。

ＧＭ：「さぁ、ワシと掃そう除じ勝負じゃっ！」

ユーキリス：……掃除？

ＧＭ：「この林檎園を、より綺き麗れいにした方が勝ちじゃ！」

ユーキリス：ふふふ。次から次へと来らい訪ほう者しやが現あらわれる自室を毎日掃除し続けた僕が負けるはずがないドラ！（一同笑）

パル：ユーキリスは俺の三倍くらいでけぇが、神しん経けいは俺の三倍細やかなんだぞ！（笑）

ユファ：タマちゃん、みんなの太たい鼓こ持ちになってる（笑）。




〝技〟の試練

　林檎園の施し設せつを綺麗に掃除する勝負。より綺麗に掃除できた方が勝ちとなる。【器用】による対抗判定。

　判定に勝利した場合、判定を行なったＰＣは【ＨＰ】を１Ｄ６点失う。

　判定に敗北した場合、判定を行なったＰＣは【ＨＰ】を２Ｄ６点失う。

　引き分けの場合、消費せずに判定をやり直す。




ＧＭ：「では、その細やかさとやらを見せてもらおうか！」　（ダイスを振る）13です。

ユーキリス：（ダイスを振る）達成値ち16で、僕の勝ちドラ！

ＧＭ：「ワシより図体が大きいというのに、ワシよりも細やかに動ける、じゃと!?」

ユーキリス：大きいということは、リーチが長いということ！　素す早ばやく広く掃除を行いき届とどかせることができるドラ！　ついでにブレスを噴ふく演えん出しゆつでごみ焼しよう却きやくまで完璧ドラ！（一同笑）

ＧＭ：「く、若わか者ものと思って侮あなどっておったわ！」というわけで、これでＰＣ側の二勝目になりますので、黄金の林檎をひとつもらえる権利をいただきました。

一同：やったー！

パル：ＰＣの特色を活かした勝負が続くなぁ。俺はもう満足したぞ（笑）。

ユファ：勝負が終わるまで満足しちゃ駄目よ！（笑）




▼〝知〟の試練

ＧＭ：次は、〝知〟の試練になります。




〝知〟の試練

　林檎園の倉庫に置かれている箱の中身を数える勝負。より多くの箱の中身を数えられた方が勝ちとなる。【知力】による対抗判定。

　判定に勝利した場合、【ＭＰ】を１Ｄ６点失う。

　判定に敗北した場合、【ＭＰ】を２Ｄ６点失う。

　引き分けの場合、消費せずに判定をやり直す。




ユファ：さっきのはフローラの分。自分の分は自分で手に入れてみせるわ！

ＧＭ：そんなユファちゃんの目の前に、腰こしが曲がっていて杖つえをついたお爺さんがヨロヨロと歩いてきます。（死にそうな声で）「ワ、ワシと勝負じゃ！」（一同笑）

ユファ：勝負して大だい丈じよう夫ぶなの!?　お爺さん倒たおれちゃったりしない!?（笑）

ＧＭ：は、ご安心ください（笑）。よぼよぼでも大丈夫！　（ダイスを振る）こちらは13です。

ユファ：お爺ちゃん、仕事が早いわ!?　フェイトを１点使い……（ダイスを振る）22です！

パル：ユーキリスを肘ひじでつついて囁ささやく。なぁ……ユファって、超ちよう頭あたまよくないか？（笑）

ユーキリス：人じん格かくは複ふく雑ざつな構こう成せいをしているが、頭の回転自体は速いドラよ（笑）。

パル：（感嘆したように）そ、そうだったのかー。

ルーチェ：言動がちょっと変なところがありますが、それは人より余よ計けいなことを考えてしまうからなんです、きっとそうなんですよ（笑）。

ユファ：ふふ、そんなに褒めなくても、よくってよ！（笑）

ＧＭ：それはさすがに驚きます！「おおお!?　こ、こんなに早く数え終わったのかのぅ!?」

ユファ：奉献活動部として、このくらいのお手伝いは朝飯前ですわ（笑）。

ＧＭ：では、三勝目ですので、林檎をふたついただける権利をもらいました。

ユファ：ふふん！　プリンセスになるんだから、これくらい当然よっ！




▼〝歌〟の試練

パル：さぁて、最後は俺が自じ慢まんの喉のどを披ひ露ろうするぜ！

ＧＭ：林檎四天王唯ゆい一いつの紅一点、お婆ばあちゃんが「おやおや、かわいい猫ちゃんがお相手かい？」と聞いてきます。

ユーキリス：紅一点といわれても、あまり嬉しくないドラ（笑）。

パル：婆さんよー、猫の歌は一度聴きくと忘れられねぇぜ？（にやり）

ＧＭ：では、ふたりの歌を、お爺ちゃんたちが採さい点てんしてくれます。




〝歌〟の試練

　他の四天王が採点者となっての歌勝負。【精神】による対抗判定。

　判定に勝利した場合、【ＭＰ】を１Ｄ６点失う。

　判定に敗北した場合、【ＭＰ】を２Ｄ６点失う。

　引き分けの場合、消費せずに判定をやり直す。




ＧＭ：お婆ちゃんは神をたたえる歌を歌います。（ダイスを振る）達成値は９。「今日は喉の調子がよくないですのぅ」

ルーチェ：パルさんっ、２Ｄ６で７以上が出れば勝てますよ！（笑）

パル：俺の歌を聴け～！　（ダイスを振る）６、達成値８で敗北！　惜おしいっ！（笑）

ＧＭ：残念！　僅きん差さでしたが、お婆ちゃんの勝利となりました。

パル：くそう、負けちまったかー。

ユーキリス：パルは、歌手に向いてないドラね（笑）。

ＧＭ：では、試練が終わりましたので、林檎四天王がもう一度集まってきます。「それだけの腕があれば、魔法の林檎を授さずけても大だい丈じよう夫ぶそうじゃ」

一同：ありがとうございます！

ＧＭ：「ただし、その前に、ワシらの雇やとい主ぬしに会ってほしいのじゃ」

ユファ：雇い主？

ＧＭ：林檎四天王は林檎園の従じゆう業ぎよう員いんなので、林檎を持ち出す権利はないそうです。

パル：先に言えよ!?（一同笑）

ルーチェ：よく考えると、単に林檎園の手伝いをさせられていただけのような……（笑）。

ユファ：言われてみれば……お爺ちゃんたちにうまく乗せられた気がするわ！（笑）

ユーキリス：まぁ、その雇い主がどんな人なのか、会ってみようドラ。

ＧＭ：（重々しい声で）「……ただ、あのお方がすんなりあってくれるかどうか」

一同：あのお方!?

ユファ：〝あのお方〟って言われれると、なにかすごそう！（笑）

ユーキリス：最後に控ひかえている大ボスのイメージだドラ。

ＧＭ：「あのお方は大変気むずかしい方じゃ。気をつけてのぅ」

パル：面めん倒どうくせぇことになったな。まぁ、魔法の林檎をふたつもらえるからいいか。さっさと挨あい拶さつしてこようぜ！

ＧＭ：あのお方に会いに行くところでシーンを終了しますが、その前に判定参加による【ＨＰ】や【ＭＰ】の減げん少しようの処理をしましょう。

一同：はーい。

ＧＭ：ルーチェとユーキリスは【ＨＰ】を１Ｄ６点、ユファは【ＭＰ】を１Ｄ６点、パルは【ＭＰ】を２Ｄ６点、減少させてください。

ルーチェ：（ダイスを振る）【ＨＰ】が４点減へりました。

ユーキリス：（ダイスを振る）【ＨＰ】が４点減りました。

ユファ：（ダイスを振る）【ＭＰ】が６点減りました～！（がっかり）

パル：（ダイスを振る）１ゾロ！　【ＭＰ】２点減少で済すんだ！

ＧＭ：勝負に負けたはずのパルの方が、勝った人たちより疲つかれてませんね（笑）。

パル：俺は気持ちよく熱唱できたので、精せい神しん的てきには満足したんだな（笑）。

ルーチェ：下手なのに気づかず気持ちよく歌い続ける人って、よくいると思う（笑）。

ユーキリス：こっちの処理はみんな終わったドラ。

ルーチェ：会いに行くわ、あのお方に！

ＧＭ：では、先に進むというところでシーン終了です。







◆Middle 04◆いたずら猿ざるを懲こらしめろ！




　ユファたちが林りん檎ご園えんの奥おくにある小屋の前にたどり着く。

　すると、ド派は手でな格かつ好こうをした老人が拍はく手しゆで皆みなを迎むかえてくれた。

「よく来たのぅ、お若わかいの。見事、試練を乗のり越こえたようじゃな」




ＧＭ：次のシーンに参ります。林りん檎ご四天王に教えてもらった小屋の前に行くと、キンキラキンな衣い装しように身を包み、威い厳げんある白しら髭ひげを蓄たくわえたご老人がひとり立っています。

ルーチェ：もしや、あなたは……！

パル：じいちゃんたちが言っていた……あのお方!?

ＧＭ：「ふふ、よくぞ見み破やぶった！　ワシこそがこの林檎園の園長──林檎皇こう帝ていじゃ！」

一同：林檎皇帝!?（爆笑）

ルーチェ：すっごく、偉えらそうです！（笑）

パル：ともかく、ようやく林檎をくれる相手にたどり着いたわけだな（笑）。

ＧＭ：「お前さんたち、若いのになかなかやりよるのぅ」

ユファ：あのくらい、簡かん単たんなことですわ。

ルーチェ：「それにしても、すばらしい林檎ですね。黄金の林檎なんて、初めて見ました」と素す直なおな感想を述のべます。

ユファ：ええ。あなたを褒ほめてあげてもよくってよ？

ＧＭ：「何じゃ、この小こ娘むすめは。態たい度どがなっとらん」（一同笑）

パル：そこは否定できないよなぁ（笑）。

ユーキリス：しかし、魔ま法ほうの林檎とは……どのように栽さい培ばいしているのか、興きよう味みがあるドラ。

ＧＭ：「語っていいのか？　（遠い目をして）あれはまだワシが若わかかった頃ころ……」

ルーチェ：わっわっ、ちょっと待ってくださ～い！　その話、長くなりますか？

ＧＭ：「うむ。一日はかかるのぅ」（一同笑）

ユーキリス：話は聞かないことにするドラ（笑）。ここで時間をかけるわけにはいかないドラ。

ＧＭ：「残念じゃ。……ともあれ、従じゆう業ぎよう員いんが四名しかおらず、色々と難なん儀ぎしておったところだった。手伝ってくれてありがとう」

ユファ：試練が終わって改めて思うけど……試練の名のもとに農作業を手伝わされただけ？

ルーチェ：どうもそうみたいですね（笑）。

ユファ：でも、手伝いの中に何で歌の項こう目もくがあったのかしら？

ＧＭ：（しれっとして）「あれはお遊びじゃよ」（一同笑）

パル：何いぃっ!?　ただの遊びかよっ！　俺おれ、それなりにがんばったのにーっ！（一同笑）

ユーキリス：茶ちや摘つみ歌みたいなものと認にん識しきすればいいドラか？

ＧＭ：そうですね（笑）。

ユファ：（ちょっと考えて）これから先、私がちょこちょこ遊びに来て、お手伝いをしてあげてもよくってよ？

ＧＭ：「おお、いいのかのぅ？」

ユファ：奉ほう献けん活動部としては、困こまっている人たちを放ほうっておけないわ！




　戦闘以外にも、こういう優しさがあるのが部長のいいところです。




ＧＭ：「それはありがたいのぅ。……さぁ、これが約束の林檎じゃ」と、黄金の林檎をふたつ、皆さんの前に差し出します。

ルーチェ：ありがとうございます。

ＧＭ：皆さんが受け取ろうとした瞬しゆん間かん、「ウキー」という声が上がり、サッと横から林檎が奪うばわれます！

ルーチェ：猿さるに奪われた～!?（笑）
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ＧＭ：「な、何と、野の猿ざるに奪われてしまった！　若わか者ものたちよ、あやつを退たい治じしてくれ！」と、林檎皇帝はお願いしてきますよ。

ユファ：そのくらい、おやすいご用ですわ！

ユーキリス：猿退治ドラ。相手は一匹ぴき？

ＧＭ：一匹です。

ユファ：猿一匹かぁ。獲え物ものが小さい……。

ルーチェ：ユファさんが大きな獲物をお望みです（笑）。

ユファ：でも、本気で戦せん闘とうしてあげてもよくってよ!?

パル：おいおい、七面鳥の捕ほ獲かくとかも残してるから、あんまり本気になってリソース注つぎ込こみすぎても困こまるぜ？（笑）

ユファ：じゃ、手て加か減げんして上げてもよくってよ！（一同笑）

ＧＭ：ふふふ。言っておきますが、普ふ通つうの猿ではありませんよ？

ユーキリス：見た目自体が普通の猿と違ちがったりする？

ＧＭ：腕うでが長くて、体が大きいです。

ユーキリス：手て長なが猿ざる、ドラか？

ＧＭ：「バインドモンキーという種類だそうじゃ」と園長が説明してくれます。

ユファ：名前がどうであれ、猿は猿ですわ！

ＧＭ：猿は「この林檎は俺のだ！」と言わんばかりに威い嚇かくします。

ユファ：ふふ、倒たおしてあげてもよくってよ？

ＧＭ：猿だからって甘くみるなよっ！　それでは、戦闘に移うつります。




●第一ラウンド

行動値ち

パル　　　　　　　　　　　13

バインドモンキー　　　　　10

ユファ　　　　　　　　　　７

ルーチェ　　　　　　　　　６

ユーキリス　　　　　　　　６
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ＧＭ：配置は、皆みなさんがひとつのエンゲージ。バインドモンキーは10メートル離はなれた位置にいます。

ルーチェ：了りよう解かい。

ＧＭ：では、セットアッププロセス。パル君からどうぞ。

パル：さっさと捕つかまえた方がいいよな？《ランナップ》で移い動どうして、バインドモンキーとエンゲージする。

ＧＭ：こちらは特に使用するスキルはありません。次はユファちゃんです、どうぞ。

ユファ：自分がいるエンゲージへ《ウィークポイント》。ダメージを６点上じよう昇しようさせます。「みんな、あの猿さんの弱点はあそこですわ！」

ルーチェ：了解です！　残念、パルさんだけは弱点を聞きき逃のがしたようです（笑）。

パル：（なぜか胸を張って）ユファの忠ちゆう告こくを聞く前に飛び出したからな！（笑）

ＧＭ：いばるようなことじゃない！（笑）他に宣せん言げんがなければ、イニシアチブプロセスに移ります。割わり込こみ系けいスキルを使う人がいなければ、パルくんのメインプロセスになります。

パル：一いち応おう確かく認にんしておくけど、バインドモンキーを倒たおせば戦闘終しゆう了りようだよな？

ＧＭ：そうです。ちゃんと林檎も戻ってきますよ。

パル：了解。メジャーアクションで《バッシュ》を使って、バインドモンキーを攻こう撃げき。（ダイスを振ふる）命中は17。でーい！　林檎を返しやがれ！

ＧＭ：（ダイスを振る）13で回かい避ひ失敗。素早い猿を、パル君の剣は正確に捉えた！

パル：（ダイスを振る）18点のダメージだ。どかっと一撃を食らわせるぜ！

ＧＭ：バインドモンキーは「ウキャ！」と痛いたがりますが、戦闘意い欲よくはみなぎったままです。

パル：ちっ、あんま堪えてねーみてーだな。生意気なヤツだ！

ＧＭ：次はこちらの番。バインドモンキーはメジャーアクションで《遠えん隔かく攻撃》。うしろのエンゲージにいる誰だれかに対して、近くの林檎をもぎ取って投げます！

パル：何!?　目の前にいる俺は無む視しかよっ！（笑）

ＧＭ：攻撃対象はランダムに決めます。（ダイスを振る）よし、ユーキリスに攻撃します！　えいやっ（ダイスを振る）命中は22、長い腕を伸ばして攻撃です。

ユーキリス：クリティカル以外は回避できないドラ～。（ダイスを振る）出目は11。惜おしいけど、達成値14で回避失敗。身構えるのが間に合わなかったドラ。

ＧＭ：よしっ！　ではダメージ！（ダイスを振る）20点の物理ダメージです。《バインド》というパッシヴのスキルにより、ユーキリスは移動不ふ可かのペナルティが入ります。ふふふふ、解かい除じよには、マイナーアクションが必要になりますよ～。

ユーキリス：移動不可だとっ!?　これは厄やつ介かいドラよ！

ルーチェ：ユーキリスさんへ《プロテクション》を飛ばします。（ダイスを振る）５点軽けい減げん。

ユーキリス：６点のダメージと、移動不可のペナルティを受けました。動けないドラ～。

パル：（少し考えて）……ひょっとして、バインドモンキーは攻撃すると見せかけて、相手の移動を封ふうじて逃にげるのが目的なんじゃねえか？

ルーチェ：なるほど。林檎を持もち逃にげするつもりなんですね！

ＧＭ：（にやり）さぁ、どうでしょう？




　そう、この戦闘の真の目的は、林檎を持ち去ろうとするバインドモンキーを止められるかどうかにあるのです。つまりバインドモンキーは、エンゲージしているパルを振ふり切きってメジャーアクションで逃とう亡ぼうすれば、逃にげることができるのです。もちろん、逃げられれば林檎は手に入りません。さあどうする！




ルーチェ：まずいです！　逃にがしたら、ユファさんが実力のみでアップルパイを焼かなければなりません！（笑）

ユファ：……それはまずいわ!?（一同笑）

パル：自覚はあるんだよな（笑）。

ユファ：くっ……私のアップルパイのためにも、絶対逃がさないわ！　林檎をお返しなさい！　マイナーアクションで《エキスパート：光》、メジャーアクションで《コンボアタック：マジック》で《セレスチャルシャワー》。（ダイスを振る）命中は23です。

ＧＭ：（ダイスを振る）15で回避失敗。魔法が直撃です！　ダメージどうぞ。

ユファ：よーし！　（ダイスを振る）22点の〈光〉属ぞく性せいの魔法ダメージ！　どうだぁ!!

ＧＭ：ユファの放った魔法の光が、雨のようにバインドモンキーへ降ふり注そそぎます。バインドモンキーは「ウキー!?」とかなり苦しそうな悲鳴を上げました。

ルーチェ：次はわたし。マイナーアクションでバインドモンキーのエンゲージへ移動。メジャーアクションでバインドモンキーへ攻撃！　（ダイスを振る）命中は10です。

ＧＭ：ふふ、避ける！　（ダイスを振る）うん、回避成功！　ハルバードから素早く身をかわします。

ルーチェ：うにゅう、すばしっこい。当てるのが難むずかしいです……。

ＧＭ：では、最後はユーキリスくんです。どうぞー。

ユーキリス：弓で普通に攻撃するドラ。（ダイスを振る）命中は11ドラ。

ＧＭ：なんのなんの！　（ダイスを振る）16で回避成功です！　今日は調子いいぞ！

ユーキリス：むー、身軽ドラね。

ユファ：ああっ、明澄ちゃんの調子がいいわっ！　これは後半に期待ね！

ＧＭ：ちょっと待ってください！　それどういう意味ですかっ!?（一同爆笑）　と、とにかく……特に何もなければ、第一ラウンドを終了しますね。




●第二ラウンド

[image: ]

ＧＭ：第二ラウンドに入ります。まずはセットアッププロセスですが……。

ルーチェ：こっちは特にありません。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。割り込み系スキルの使用がなければ、またパルからメインプロセスをどうぞ。

パル：さっきのユファの攻撃でかなり【ＨＰ】削られたっぽいよな。《バッシュ》だけ使って攻撃するぜ。（ダイスを振る）……って、な、なぬぅっ!?　命中が、10!?（一同笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）14であっさり回避。バインドモンキーはあっかんべーをして、パルをからかいます（笑）。

パル：くっそー！　仕し留とめられると思ったのに、このザマか！（笑）

ＧＭ：バインドモンキーのメインプロセス。攻撃対象はパル君です。ここで《バインド》の効こう果かが入れば、逃げやすくなりますからね。

パル：よし、来るがいい！　馬ば鹿かにし返してやるっ！

ＧＭ：（ダイスを振る）命中は15です。

パル：なぬっ、結けつ構こう高いな!?　（ダイスを振る）だがしかし、こっちの回避は21、超ちよう余よ裕ゆうで回避！　軽かろやかにバックステップを踏ふむ。どうだ見たか！　俺は猿より身軽な猫ねこだ！（笑）

ユファ：次は私ね！　マイナーアクションで《エキスパート：光》、メジャーアクションで《コンボアタック：マジック》、《セレスチャルシャワー》。（ダイスを振る）命中は21です。

ＧＭ：相変わらず高い……！　（ダイスを振る）駄目です、10で回避失敗！

ユファ：《ウィークポイント》の効果がない分、今度のダメージは大きくないですよ？（ダイスを振る）17点の〈光〉属性の魔法ダメージ！　杖を振り上げるわ！




「さぁ、林檎を返してもらいますわよ！」

　ユファの放った光の雨に全身を打うち抜ぬかれ、バインドモンキーはゆっくりと倒たおれ伏ふした。




ＧＭ：それは耐えられない！　バインドモンキーは「ウ、ウキィ……」と倒れ伏しました。戦闘終了になります。

ユファ：さぁ、私たちにドロップ品を寄よ越こしなさい！（一同笑）

ルーチェ：ユファさん……容よう赦しやないですね（笑）。




　ちなみにドロップ品は、動物の毛皮（五〇Ｇ）が三つでした。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：猿が倒たおれたところで、うしろで見守っていた園長が「ほほう。この試練まで乗のり越こえるとは、さすがじゃ」と言います。

一同：試練だったのか！（笑）

ＧＭ：はい（笑）。園長は倒れている猿を、慣なれた手つきで檻おりへと閉とじ込こめました。

ユーキリス：何でそこまで試練を与あたえたがるドラ？

パル：試練を与えたいというより、若者と遊びたかっただけなんじゃねーの？（笑）

ＧＭ：はい、おふたりのご想像のとおりです。園長は「山やま奥おくの林檎園じゃから、普ふ段だんはあまり人が来なくてのぅ」と少し寂しげな顔をします。

ユファ：（少し考えて）しょうがないわね。また遊びに来てあげてもよくってよ！

ＧＭ：すばらしい。林檎皇帝は「おお！　何と優やさしい子らじゃ！」と感動しています。

ユファ：だから、これからも美味おいしい林檎、いっぱい作ってよね！（笑）

ＧＭ：園長は頷うなずきます。「もちろんじゃ。……さ、この林檎を早く持って帰るといい。ちゃんと料理するのじゃぞ？　生で食べないようにな？」

ユファ：あら、こんなにおいしそうなのに……生だと駄だ目めなの？

ＧＭ：「うむ。それ以上のことは言えぬ。献けん上じよう品ひんの林檎じゃからな」

ユファ：そうなの？　でも、アップルパイにするから平気ね！




　そうです、アップルパイにするなら平気なんです。

　生で食べると……と、その秘密はまた後ほど。




ルーチェ：とりあえず、ありがとうございますと受け取りましょう。

パル：（浮かれた声で）いやぁ、しかし楽しみだな！　フローラがこの林檎でアップルパイを作ってくれれば、超ちよう旨うまいのができあがりそうじゃねぇ？（一同爆ばく笑しよう）

ユファ：料理人の腕が大事ってことなのね……（テンション急きゆう下か降こう）。

ユーキリス：いやいや、心がこもっていれば、きっと美味しくなりますから！

ユファ：そ、そうよねっ！（テンション急きゆう上じよう昇しよう）

パル：でも、俺のために丹たん精せい込こめて料理作ってくれる子なんていないんだぜ？　だったら、素すで旨うまい料理の方がよくねぇ？（一同笑）

ユファ：そ、そうよね……（テンション下降）。

ルーチェ：大だい丈じよう夫ぶです。一いつ生しよう懸けん命めい作れば、美味しくできますよ、ユファさん。

ユファ：そ、そうよね！（テンション上昇）




　皆さん、ユファちゃんをどうしたいんですか？（笑）




ユファ：私、がんばって美味しいアップルパイを作るわ！　そうしたら、みんなに食べさせてあげてもよくってよ！（笑）

ユーキリス：楽しみにしているドラ～。

パル：じゃ、もらうもんもらったし、寮りようへ帰ろうぜ！

ＧＭ：では、日ひ暮ぐれの中、林檎園のお爺じいさんたちに見送られながら、皆さんは学園に帰りました……というところで、シーンを終了します！







◆Middle 05◆はじめてのライバル




　夕ゆう陽ひを受け、きらきらと輝かがやく黄金の林檎。

　ユファが差し出すと、フローラは驚おどろいたような顔をした。

「何て珍めずらしい林檎……本当にいただいていいのですか？」




ＧＭ：次のシーンは、皆さんが寮に戻もどってきたところからなりますね。

一同：はーい。

ルーチェ：まずはこの魔法の林檎を、フローラさんに届とどけないといけませんね。

ユファ：ひとつは私、ひとつはフローラの。……ルーチェちゃんの分まで手が回らなかったけど、よかったの？

ルーチェ：わたしはプリンセスの座ざに興味がありませんから……これでいいんです。

ユファ：（照れながら）あ、ありがとう……って、言ってあげてもよくってよ!?

ルーチェ：素直になれないユファさんを見て、和みます（一同笑）。

ＧＭ：そんな会話をしていると、寮の門でフローラと出くわします。「ああ、皆さんお帰りなさい！」

ルーチェ：約束どおり、林檎を採とってきましたよ。

ユファ：袋ふくろの中から林檎をひとつ取り出して、フローラに差し出します。これ、あげてもよくってよ！　私もがんばって作るから、あなたもがんばりなさい！（ビシッ）

ＧＭ：「ありがとうございます、ユファさん、ルーチェさん」と丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎします。

ユファ：い、いい子じゃないの。反はん応のうに困るわ……。

ＧＭ：「一いつ緒しよにアップルパイ、作りましょうね！」と無む邪じや気きに笑います。

ユファ：う、嬉うれしいけど……でも、ひょ、表ひよう情じように出したら負けな気がするの！（一同笑）

ユーキリス：ユファさんは喜んでいらっしゃるようドラよ（笑）。

パル：ナイスフォロー、ユーキリス！（笑）

ＧＭ：ううむ、なるほどー。同じギルドの仲間同士なので、もう表情や態度だけでユファちゃんの意図が読めるようになっているんですね。

ユーキリス：そうそう、そろそろユファさんは素直になってもいい頃だと思うドラ（笑）。

ユファ：ちょ……もう、ユーキリスってば！（笑）

パル：まぁ、今夜は早く寝ねようぜ。明日は七面鳥を捕とりに行かなきゃならねーからな！

ユファ：そうだった！　楽しみの七面鳥捕獲が残っていたわ！（笑）

ルーチェ：今度は、わたしたちがパルさんたちに協力する番ですね。

ＧＭ：「あ、あのっ！　皆さん、お気をつけて！　それと、ユファさん」

ユファ：何かしら？

ＧＭ：「がんばってくださいね」と、そっと手を取ります。フローラはユファに対して、かなり好印象を抱だいているようです。

ユファ：（すごく驚いた顔で）え……えっ!?

ルーチェ：では、わたしからこの林檎を採ってくるのに、ユファさんがいかに苦労して、いかに華麗に活躍して手に入れたのかを語りましょう（笑）。

ＧＭ：それを聞いて、フローラは尊敬のまなざしをユファに向けます（笑）。

ユファ：そういう話はしなくていいのっ！　すっごく照れくさいからっ！（笑）

ＧＭ：恥ずかしがるユファちゃんを見て、フローラはあきらめたように微笑みます。「ユファさんがプリンセスになりたいのなら、あたしはなれなくてもいいかな……」

ユファ：（強い口調で）それは駄目よ！

ＧＭ：「……え？」フローラは、ちょっと驚いています。

ユファ：弱気になってちゃ、勝てる勝負にも勝てないわよ！　あなたも私のように強い意い志しを持ちなさい！

ＧＭ：「……ユファ、さん？」

ルーチェ：でも、いいんですか？　フローラさんががんばると、ユファさんのライバルが増ふえることになりますよ？

ＧＭ：ルーチェは、事じ情じようを知っていますからねー。

ユファ：私だって、大好きな王子様に会うために、こうやってがんばってるの。あなただって、恋こいを諦あきらめるような真似まねをしちゃ駄目！　それは、自分にも相手にも失礼よ！

一同：おおおお～！

ＧＭ：すばらしい、ＧＭ、感激しました。フローラも、浮かんだ涙をぬぐって笑います。「……そうですよね。あたし、ユファさんのように、正々堂々とがんばります！」

ユファ：ええ、その意気よ！　フローラに指を突つきつけます──。




「フローラ、あなたを私のライバルと認みとめてあげてもよくってよ！」




一同：ライバル宣言だー!!

ユーキリス：美しいライバル関係ドラ～！

パル：……俺のライバルとは雰ふん囲い気きが違ちがいすぎだぜ。何か羨うらやましいぞ（笑）。

ルーチェ：ふたりとも美味しいアップルパイを作ってください。応おう援えんしてます！

ユファ：手を取り合える素す敵てきなライバルっていいわ！　感動してます（笑）。

ＧＭ：「お互たがいベストを尽くしましょう！　それでは、また明日」と各自部屋に戻って行くところで、シーンを終了します。







◆Middle 06◆青い花を買いに




　ユファたちは七面鳥を飼し育いくしている店へとやってきた。その生息地を聞くためである。

「はーい、いらっしゃい！　皆さんはシェルドニアン学園の生徒さんかなー？」

　迎えてくれたのは、かなり威い勢せいのいいお姉さんだった。




ＧＭ：翌朝になりました！　しっかりと休んだので、【ＨＰ】と【ＭＰ】は全回復します。皆さん、校こう舎しや前に集合しているところですね。

パル：よし！　今日は七面鳥を捕りに行くぜ！

ユファ：今日のギルド名は〝七面鳥を捕つかまえてあげてもよくってよ〟ね！（笑）

ユーキリス：日ひ替がわりギルド名ドラ～。

ＧＭ：まず、七面鳥の居い場ば所しよについて情じよう報ほうを集めるには【幸運】判定を行なってください。

ルーチェ：（ダイスを振る）11です。

ユファ：（ダイスを振る）私も11。

ユーキリス：（ダイスを振る）８です。

ＧＭ：うーん、その値あたいだと上手うまく調べられなかったようです。

パル：まだ俺が残ってるぜ？　フェイトを１点使おう。（ダイスを振る）……14だ！

ＧＭ：では、パルは先せん輩ぱいから「七面鳥を捕まえたいなら、生息地を知ってる人に聞くのが一番だぜ」と教えてもらえました。

パル：生息地を知っている人？

ＧＭ：「学園の裏うら山やまに、七面鳥を飼育してるお姉さんがいるって聞いたぜ」

ルーチェ：そんな私たちの事情にピンポイントで役立つお姉さんが！（笑）

ＧＭ：感謝祭は毎年行なわれるので、七面鳥を専門に飼育している人もいるのです。

パル：なるほどな。じゃあ、行くか！

ユファ：うん！

ＧＭ：皆さんが裏山に向かうと、小さな小屋を発見しました。七面鳥が入ったケージが庭にたくさん置いてあります。

ルーチェ：ここですね。「こんにちはー」と声をかけてみましょう。

ＧＭ：そうすると、中から二〇歳はたちくらいの女じよ性せいが出てきます。

パル：おお、七面鳥を飼育しているってのは、この人のことだな！

ＧＭ：（ハイテンションに）「はーい♪　いらっしゃーい！」

パル：（顔を引きつらせて）お、おう。

ユーキリス：なんか、おかしなテンションのお姉さんドラ（笑）。

パル：おめぇに聞けば、いい七面鳥を捕まえられるって聞いて来たんだけど。

ユーキリス：七面鳥の生息地、教えてほしいドラ。

ＧＭ：「もちろん、お姉さんは知っているわよ♪　教えてあげてもいいけど……その代わり、お姉さんのお願い、ひとつ聞いてくれるかなー？」

ルーチェ＆ユーキリス＆パル：はーい。

ユファ：聞いてあげてもよくってよ！（笑）

ＧＭ：（大おお仰ぎように両手を組んで）「わー、お姉さん嬉しいなー！」

パル：この人、教育番組に出てくる歌のお姉さんみたいだな（笑）。

ユーキリス：否ひ定てい的てきな発言がしづらい雰囲気ドラ（笑）。

ＧＭ：「今日はー、お姉さんの彼氏の誕たん生じよう日びなの！」

一同：……は？

ＧＭ：「お姉さんの彼氏はねえ、青い花が好きなんだって。だから、青い花をプレゼントしたいと思ってるんだけど……私の代わりに摘つんできてくれるかなー？」（一同笑）

パル：超ちよう個こ人じん的てきなお願いじゃねえかよ！（笑）

ルーチェ：彼氏いるんだ、このお姉さん。

ユーキリス：大体想そう像ぞうできるドラ。きっと同じテンションのお兄さんドラ（笑）。

パル：ったく、どいつもこいつもよー（一同笑）。

ユファ：分かったわ、摘んできてあげてもよくってよ。花の指定はないの？　たとえば、オオイヌノフグリとかでもいいのかしら？（笑）




　部長、その花を女の子が摘つむのは、ちょっといけないと思うのです（笑）。




ＧＭ：「できればリンドウがいいなぁ。買ってきてくれてもいいよー！」

ユーキリス：ふむ。でも、それなら何故なぜご自分で行かれないドラか？

ＧＭ：「今日は七面鳥を買いに来るお客さんがいるの。だから、お姉さん取り引きが終わるまではここを離はなれられないのー！」

ユーキリス：僕ぼくらが留る守す番ばんをするという手もあるドラよ？

ＧＭ：「うちにいる七面鳥を全部見てから、どれを買うか決めたいって。だから、お姉さんがいないと、ねー？」

ユーキリス：なるほど。値ね段だん交こう渉しようもあるだろうし、僕らが花を買いに行く方が妥だ当とうドラね。

パル：手早く済すむだろうから、花屋に買いに行こうぜ。

ＧＭ：では、花屋で目的の花が売り切れていないか、目もく標ひよう値ち10で【幸運】判定をどうぞ。

パル：（ダイスを振る）12だ。店に行って尋ねるぜ。青いリンドウって花、売ってるよな？

ＧＭ：「あるよ。５Ｇだよ！」と店のおばさんが言います。

ユファ：お代はギルドの財さい布ふから払はらいます。

ＧＭ：「毎度あり！　また買いに来てね！」皆さんは花を手に入れることができました。

ルーチェ：では、さくさく渡わたしに行きましょうか。

ＧＭ：お姉さんは喜んで受け取ります。「（ハイテンションに）ありがとー！　じゃあ、お礼に、お姉さん情報を教えちゃうゾ♪」

ルーチェ：わーい！　（素すに戻って）……これ、テンション合わせるのが大変（一同笑）。

ＧＭ：で、お姉さんの話によると、七面鳥は、最近は近くの森でよく見かけるそうです。そして、生いけ捕どりにしたいのならば、ネットガンを使うといいと教えてもらいました。

一同：ネットガン？

ＧＭ：捕獲専せん用ようの錬れん金きん術じゆつアイテムです。

パル：ユーキリス、さっそく作ってくれよ！（笑）

ユーキリス：ええっ!?　む、無理ドラー！（笑）

ＧＭ：「近くに錬れん金きん術じゆつ師しがお店を開いているから、そこで借りるといいんじゃないかな？」

ルーチェ：その錬金術師って、このお姉さんの恋こい人びとだったりして（笑）。

ＧＭ：それは面おも白しろいですね、採さい用ようしましょう。「私の彼がやってるお店なんだけどね。あ、別に宣せん伝でんとかじゃないよー？」（一同笑）

ユファ：早くそこへ行って、ネットガンを借りましょ♪

ＧＭ：では、一いつ旦たんシーンを切りましょう。次は、錬金術師のお店からスタートです。







◆Middle 07◆ビッグバスを釣つり上あげよ！




　さっそく、錬れん金きん術じゆつ師しの店を訪たずねてみる。

　そこの店主は、妙みようにハキハキした青年だった。

　話を聞けは、七面鳥のお姉さんの恋こい人びとみたいだが……。




ＧＭ：教えてもらった場所に行くと、錬れん金きん術じゆつのお店があります。軒のき先さきでアイテムの手入れをしている妙に爽やかそうな青年がいます。

パル：妙に爽やか？

ルーチェ：とにかく、声をかけてみましょう。

パル：おお、そうだな。

一同：こんにちわー！

ＧＭ：（耳もとに手を当てて、爽やかに）「んー、どうしたのかなー？　お兄さんに聞こえないぞー？」

ユーキリス：本当に、さっきのお姉さんと同じ方向ドラ（一同笑）。

ルーチェ：段だんボールとハサミで工作して、ネットガンを作りそうな人ですね（笑）。

ＧＭ：「みんなー、もっと大きな声で、元気よくご挨あい拶さつしようね！」

一同：（ヤケクソ気味に）こんにちわー!!

ＧＭ：「うん、今日も元気がいいね！　お兄さんに、何の用かな？」

ユーキリス：はい、ちょっと七面鳥を捕まえたいドラ。

ＧＭ：「なるほど。ネットガンが必要なんだね！」

ユファ：話が早いわね。さすがだわ！（笑）

ＧＭ：「う～ん。ネットガンを貸かしてあげてもいいんだけど……代わりにひとつ頼たのまれごとをしてくれないかな？」

パル：今日これから恋人がプレゼントを持って遊びに来るから、お返しに何か用意したいんだな。分かるぞ。

ＧＭ：（大げさに）「な、何故なぜ分かったんだい!?」

パル：ふっ……俺おれにはおめえの心が見えるのさ（笑）。

ＧＭ：「ともかく、ビッグバスという魚を捕つかまえてきてほしいんだ」

一同：何故、魚!?（笑）

ＧＭ：「ビッグバスは脂あぶらが乗ってて、煮にても焼いてもおいしい魚なんだよ。せっかく彼女が遊びに来てくれるんだからおいしいものを食べさせたい、みんなもそう思うよね？」

ユファ：な、なるほど……。

ＧＭ：「本来ならビッグバス専せん用ようのネットガンがあるんだけど、あいにく今貸かし出だし中なんだよ。だから、他の手しゆ段だんで捕まえてきてくれないかな？」

パル：仕方ねぇなぁ。

ユファ：ビッグバス、捕まえてあげてもよくってよ！

ＧＭ：「ありがとう！　あ、ちなみにビッグバスは気き性しようが荒あらくて、人間が囮おとりにならないと捕まえられないという危き険けんな魚なんだ！　だからくれぐれも気をつけてねっ！」

一同：人間が囮に!?（爆笑）

パル：なんだよ、そのヤバい魚!?　猫ねこが魚に食われるなんてシャレにならねー（笑）。

ＧＭ：「ときどき貴き族ぞくがビッグバスを釣つり来たりもするけど、そういう時は大たい概がいお兄さんが囮役をやっているんだよ！」（一同笑）

ユーキリス：人間ルアーってわけドラね。

ルーチェ：つまり、彼女に美味おいしいものを食べさせたくはあるけど、囮役はもうこりごりって話ですね（笑）。

ユファ：ビッグバスについて調べることはできますか？

ＧＭ：はい、エネミー識しき別べつで調ちよう査さできます。【知力】判はん定ていをどうぞ。

ユファ：（ダイスを振ふる）14です。

ＧＭ：では、このようなことが分かります。




ビッグバス

分類：動物

属ぞく性せい：水

特とく殊しゆ能のう力りよく：

《豪ごう腕わん》１：パッシヴ。ダメージ＋１Ｄ６。

《水中行動》：パッシヴ。水中でペナルティを受けない。移い動どう力＋５。水中以外では行動できない。




パル：生いけ捕どりかぁ。具体的にはビッグバスをどうすればいい？

ＧＭ：ビッグバスと戦せん闘とうをして【ＨＰ】０にしたら生け捕りにしたという処しよ理りになります。

パル：なるほど。やっぱり、囮役は俺だな……。

ユファ：水中に入るということは、プールの効こう果かを受けることになるわね……。

パル：たぶんな。でも、プールのペナルティを打ち消すために必要な水着は、そう簡かん単たんには入手できない。ここは甘あまんじて受けるしかないだろう。

ユファ：そうね。お願いね、タマちゃん。それで、ビッグバスはどこにいるの？

ＧＭ：「この近くの川さ」

ユファ：じゃあ、行きましょう！




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：というわけで、目的の川につきました。川かわ幅はばは広いですが、深さはさほどでもありません。一番深い場所でも、パルくんの胸むねぐらいまでです。

パル：囮役の俺は、気軽に川に入ってくぜ。

ユファ：流されたら危あぶないから、タマちゃんの腰こしに紐ひもを結ゆわえておきましょう。

ルーチェ：先せん端たんは、川辺の頑がん丈じようそうな木にくくりつけておきましょう。

パル：俺がビッグバスに飲のみ込こまれたら、それを引ひっ張ぱって一気に釣つり上あげるんだ！（笑）

ルーチェ：パルさん、不意を打たれないように気をつけてください。

パル：「ビッグバス、出てこーい♪」と、木の棒ぼうで水みな面もをばしゃばしゃ叩たたいてる（笑）。

ユファ：楽しんでる!?（笑）

パル：水に入った辺りですっかり目的を忘わすれ、すっかりレジャー気分で遊ぶ俺（笑）。

ＧＭ：では、三人を川辺に残し、パルは川の中を進みます。少し歩いたところで……難なん易い度ど12の【感知】判定を行なってください。

パル：（ダイスを振る）９で失敗。はっ！　ま、まさか!!

ＧＭ：そのまさかです！（笑）　パル君の背はい後ごから突とつ然ぜんビッグバスが襲おそいかかってきます!!

ルーチェ：だから言ったのにー（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）命中は15。プール扱あつかいなので、ダイスを一個減らして判定してください！

パル：（ダイスを振る）17で回かい避ひ！　《バタフライダンス》でダイスが増ふえてるおかげだな。

ＧＭ：うむう、避けられた！　不意打ちは終了ですので、普ふ通つうの戦闘シーンに移い行こうします。




●第一ラウンド

行動値ち

パル　　　　　　　13

ビッグバス　　　　10

ユファ　　　　　　７

ルーチェ　　　　　６

ユーキリス　　　　６
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ＧＭ：ビッグバスはパル君と水中でエンゲージ。そこから５メートル離はなれた陸地に、他のみなさんがいます。そして、ひとつ注意があります。

一同：？

ＧＭ：このビッグバスですが、水中で行動する際さい、ＰＣとエンゲージしていなければ、メジャーアクションを使ってシーンから退場……つまり、逃にげ出だしてしまいますので注意してください。

ユーキリス：囮がいないと捕まえられないという話は、こういうことだったドラか！（笑）

パル：水中でフルボッコにするか、陸へ揚あげないといけないってことか……。

ユファ：（自分のシートを見て）《コンボアタック：マジック》で《ファイアピラー》を使えば、対象を10メートル転送させることができるみたい。これを使えば、釣つり上あげられたりしないかしら？

一同：それだっ────!!

ユファ：明澄ちゃん、《ファイアピラー》をビッグバスに使ったら、釣り上げられる？

ＧＭ：くっ……悔くやしい！　簡単に気づかれてしまった！　はい、できますよ（笑）。

ユファ：やった！　じゃあ、これを使うわ！

ＧＭ：でも、手順をちゃんと踏ふみましょう。まずはセットアッププロセスから。

パル：特になし。

ＧＭ：こちらもありません。

ユファ：《ウィークポイント》使っておきます？

ルーチェ：いや、今回は必要ないでしょう。〈火〉属性の攻こう撃げきになるので、ビッグバスへのダメージは素す通しのはず。

ＧＭ：宣せん言げんがないようなので、まずはパル君のメインプロセスになります。

パル：普通にビッグバスに攻撃。（ダイスを振る）命中は11。

ＧＭ：避けます！（ダイスを振る）13で回避成功。

パル：ちっ、水中じゃ上手うまく攻撃できねぇか！

ＧＭ：こちらの番ですね。目の前にいるパル君を餌えさと認にん識しきしているので、パル君を攻撃。（ダイスを振る）あ、あらら？　これはどういうこと？　……命中は10です（笑）。

パル：（得意顔で）そんなのファンブル以外回避できる。超ちよう余よ裕ゆうだぜ！（笑）

ユーキリス：一いち応おう、ダイスを振るドラよー。

パル：「は、当たんねーぜ」　（ダイスを振る）って、ファンブルだとぉお──っ!!（一同爆笑）

ＧＭ：やった！　18点の物理ダメージです。巨大魚がべちっと体当たりです！

ルーチェ：あわわ、《プロテクション》！　（ダイスを振る）６点軽けい減げんしてください。

パル：６点ダメージを受けた。まぁ、大したことはない。「のろいと思っていたのに食らっちまうとは……俺は、やはり、未み熟じゆくだ……」（ぶくぶくぶく）

ＧＭ：パルくーん!!　水中に沈しずむのはまだ早いですよ！（笑）

ユファ：次は私ね！　よくもタマちゃんを！　メジャーアクションで《コンボアタック：マジック》で《ファイアピラー》！（ダイスを振る）命中は18、ビッグバスに剣を向ける！

ＧＭ：……駄目です、12で当たりです！　剣の示す水の中から、炎が吹き上がる！

ユファ：行くわよ!!　（ダイスを振る）12点、〈火〉属性の魔ま法ほうダメージ！

ＧＭ：こちらは〈水〉属性なので、ダメージは素どおしになります。10メートル転送させることができますが、転送先はどこにしますか？

ユファ：もちろん、川辺です！




「赤き柱で敵てきを払はらいたまえ、《ファイアピラー》！」

　ユファの詠えい唱しように応こたえるようにして、水中から火柱が噴ふき上あがる。

　噴ふん出しゆつした炎ほのおに吹ふき飛とばされ、ビッグバスは力なく岸辺へと落ちた。




ＧＭ：陸に揚あげられた時点でビッグバスは行動できなくなるので、戦闘終しゆう了りようになります。

パル：おーい、ついでに俺も陸へ引ひっ張ぱってくれー（笑）。

ルーチェ：パルさんの腰につけたロープを引っ張って、岸へ引っ張り上げましょう（笑）。

ユファ：（うきうきしながら）さあ！　ドロップ品よ!!　もちろんあるわよねっ！

ＧＭ：ご安心ください、ちゃんとありますとも（笑）。では、ダイスロールをお願いします。




　結果は、さかなの鱗うろこ（五〇Ｇ）が五つ。ギルド資金が少しだけ増えることになりました。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：見事にビッグバスを生け捕りにした皆さんは、錬金術師のお兄さんのところへ戻もどって参りました。

ユファ：（胸を張って）「釣つってきましたわよ！　新しん鮮せんでしてよ！」（胸を反らす）

ＧＭ：「そうだね。これでお姉さんに喜んでもらえるよ♪」と嬉うれしそうです。

パル：これでようやくネットガンが借りられるわけだ。

ユファ：そうね。まだ七面鳥の〝し〟の字にも対面してない感じ（笑）。

ユーキリス：七面鳥を捕つかまえるって、手間がかかるドラ（笑）。

ＧＭ：「これがネットガンだよ。使い終わったら返してね？　これは大切な商売道具だから」そう言って、お兄さんはネットガンをキミたちに手渡してくれました。

ルーチェ：他の動物の捕ほ獲かく用ネットを貸かし出だすってのは駄だ目めなの？

ＧＭ：捕獲対象に合わせて、ネットのサイズや強度などをいじってあるので、駄目だそうです。「それじゃあ、がんばっていい七面鳥を捕まえてくれ。お兄さんとの約束だ！」

ユファ：もちろんですわ！

パル：これでようやく、七面鳥を捕まえられるぜ！

ＧＭ：では、ここでシーンを終了します。







◆Middle 08◆七面鳥捕獲大作戦




　七面鳥が生息しているという森は、ユファたちが思っていたよりも開けていた。

　ネットガンを片かた手てに持ったパルを先頭に、意い気き揚よう々ようと歩いて行く。

　そんなとき、偶然ほかの生徒たちに出くわした……。




ＧＭ：では、次のシーン。皆さんはネットガンを持って、七面鳥がいると教えてもらった森へと向かいます。

ユファ：はーい。

ＧＭ：入ってすぐに、他の生徒たちとバッタリ出くわしました。「お前たち、これから七面鳥を狩かるのか？」

ユファ：そうでしてよ。

パル：俺はこれみよがしに、ネットガンをチラつかせてるぜ（笑）。

ＧＭ：それを見て対抗心が芽生えたのでしょう、「じゃあ、俺らの方が先に来てたってことだな。よし、お前らよりいい七面鳥を捕まえてやるぜ！」と、森の奥おくへと行ってしまいます。

ユーキリス：威い勢せいがいいドラね。

ルーチェ：あの人たちは見けん当とう違ちがいな方向に行ってないんでしょうか……。

ＧＭ：はてさて、どうでしょう？（笑顔）　というわけで……ここからはフォーカスシステム判定をしていただきます。




フォーカスシステムとは？

　フォーカスシステムとは、一度の行為判定では、成否を決めることが難しいような状態を処理するルールです。今回の場合、逃げ回る七面鳥に追いつけたかどうかの判定を、数回に分けて行ないます。この判定を、フォーカスシステム判定（ＦＳ判定）と言います。
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ＧＭ：森の中で七面鳥を探さがして捕まえるというＦＳ判定になります。まずは、七面鳥を探すところからスタートなので、【幸運】判定になっております。

ルーチェ：七面鳥は警けい戒かい心しんの強い鳥なので、向こうから現あらわれるのを待った方がいいと思う。

パル：終了条件が３ラウンド終了時ってことは、日ひ暮ぐれか何かでタイムアップってこと？

ＧＭ：はい。寮りようの門もん限げんという設せつ定ていです。

パル：【幸運】の値あたいはそんなに変わらないだろうから、誰だれからトライしてもよさそうだな。




●第一ラウンド

行動値

パル　　　　　　　13

ユファ　　　　　　７

ルーチェ　　　　　６

ユーキリス　　　　６




ＧＭ：では、第一ラウンド。セットアップに特に何もなければ、まずはパル君からです。

パル：とりあえず、最初は普通にやってみよう。（ダイスを振る）……達成値は６。さすがにまずいから、フェイトを１点使って振り直そう。そして、さらに１点使ってダイスを増ふやして……でりゃっ！（ダイスを振る）なぬうぅっ!!　達成値９、だと!?（一同笑）

ルーチェ：それだと、進行値に変化はなしですね（笑）。

パル：俺は、おとなしく待つって仕事に向いてねえみたいだな（笑）。

ユファ：次は私ねっ！　じゃ、フェイトを１点使って判定します。（ダイスを振る）16です。森の中に入って、きょろきょろ辺りを見回すわ。

ルーチェ：進行値が４点上じよう昇しよう。

ユファ：「あっ、あそこ！　七面鳥がいますわ！」とユーキリスの服を引ひっ張ぱります！

ＧＭ：さて、ユファちゃんがそう叫んだ直後……進行値３でイベントが発生します。

パル：おお、どんな？

ＧＭ：巨きよ大だいな七面鳥の発見に成功しましたが、七面鳥はこちらに気づいて逃にげ出してしまいます。急いで追いかける必要があるため、以い降こうの判定は難易度11の【敏びん捷しよう】となります。

ユファ：あっ、見つけたわ。でも逃にげたー！（笑）

ルーチェ：次はわたし。（ダイスを振る）達成値は10。追いつけませ～ん。

パル：次のラウンドになれば、俺が楽に成功できる。ユーキリスは無理しなくていいぜ。

ユーキリス：分かったドラ。（ダイスを振る）出目は９…達成値は12ドラ。

ルーチェ：進行値が１上がりますね。現げん在ざい値ちは５になりました。

ＧＭ：特にイベントは起こりません。このラウンドは終了になります。




●第二ラウンド

ＧＭ：第二ラウンドになります。特に何も宣言がなければ、またパルからになります。

パル：（ダイスを振る）達成値は14！　おらー、逃にがさねえぜ！

ルーチェ：進行値が２点上昇。現在値が７になりました。

ＧＭ：進行値６でイベントが発生します。追いついたと思った瞬しゆん間かん、七面鳥はばさばさーっと羽ばたいて空へと飛び上がってしまいます。

パル：なにー、俺を踏ふみ台だいにしやがった、だとー!?（一同笑）




　けっきょく、七面鳥は逃げまくってリミットの第三ラウンドまで続きます。

　もう日が暮くれてしまう、そんなときでした──。




ルーチェ：ネットガンを発はつ射しや！　今度こそ！

ＧＭ：では、ルーチェが放ったネットによって、七面鳥は取とり押おさえられました。

ユファ：ふ、ふう……。かなり冷や冷やしちゃったわ……！

ＧＭ：でも、苦労した甲か斐いありまして、かなり大きい七面鳥をゲットしましたよ！

ユーキリス：木の棒に紐で七面鳥をくくりつけて、僕ぼくとパルくんで担かついで帰るドラ（笑）。

ＧＭ：では、七面鳥を持って寮へ帰るところで、シーンを終了します！







◆Middle 09◆雌し雄ゆうは明日、決する




　ユーキリスとパルはふたりで七面鳥を担いでいる。

　ずっしりとした重みが肩かたにかかっている。本来は疲ひ労ろうしそうなものだが、ふたりとも笑え顔がおだった。この重みは、勝利へ繋つながるものであるはずだから……。




ＧＭ：七面鳥を捕獲して、皆さんは寮に戻って参りました。昨日フローラと会った寮の門前で、今度はアレックスと出くわします。

パル：よう、アレックス！

ユファ：あっ、私の王子様かもしれない人だわ♪（笑）

ＧＭ：アレックスは「だ、大だい丈じよう夫ぶでしたか？　色々大変だったって話を聞いたんですが！」と駆かけ寄よってきます。

ユーキリス：（ニコニコしながら）大丈夫。大きな七面鳥を捕とってきたドラ。活きもいいし、焼いたらきっと美味おいしいドラ～。

ＧＭ：縛しばられていてもなおジタバタしている七面鳥を見て「本当だ！　これなら、勝負も何とかなりそうです！　ありがとうございます！」と丁てい寧ねいに頭を下げます。

ユーキリス：ただ、懸け念ねんがひとつ。ヨハンがこれより大きな七面鳥を持ってきたら……。

パル：何言ってやがる！　七面鳥のお姉さんが「天然物でこの大きさは今年一番ねー」なんて言ってたじゃねぇか！　……そう言ってたことにしてくれると嬉うれしいな、俺（一同笑）。

ユファ：ということにしてあげても……よくってよ！

ＧＭ：よくってよ、と言われてしまったなら仕方がない（笑）。お姉さんのお墨すみつきです。

パル：ってことだ。安心していいぜ。

ＧＭ：「さすがは優ゆう勝しようギルドの皆さんだ。ユファさんたち、ありがとうございます」

ユファ：（大げさにうろたえて）え？　何故私に!?　や、やだ、恥ずかしいじゃない……!!

ルーチェ：うちのギルドリーダーはユファさんでしょ（笑）。

ユファ：ま、まぁ、これくらい当然でして……って、あれ？　でも、この七面鳥はパルのじゃなかったの？　と、今さらのように言います（笑）。

パル：（突然シリアスな口調で）そう。この学園で一番の男になるために、俺にだって七面鳥が必要だ。……だからな、アレックス。ただでこの七面鳥をやるわけにはいかねぇ。

ＧＭ：アレックスは困った顔をします。「で、では、どうすれば譲ゆずっていただけるんですか？」

パル：（シリアスな口調で）七面鳥をかけて、勝負するに決まってるだろ。おめぇは右手を怪け我がしてるそうだから、ハンデをくれてやる。そうだな、左手だけで……。

一同：（ドキドキしながらパルを見ている）

パル：……ジャンケンをして、勝った方が七面鳥をいただくってのでどうだ？（一同笑）




　手を指定してくるので剣けん術じゆつ勝負と思ったら、ジャンケンなんですかー!?（笑）




ＧＭ：「ジャ、ジャンケン？」とポカンとしてます。

パル：そうだ。今日はもう日が暮れちまうから、明日の昼に勝負ってのでどうだ？

ＧＭ：アレックスは、少しの間のあとうなずきます。「分かりました。受けて立ちましょう！」

パル：よし、勝負は明日だな！　……俺は、ひと晩ばんかけて何を出すか悩なやみまくるぜ！（笑）

ルーチェ：ひと晩中、ジャンケンのシミュレーションをするんですか？（笑）

パル：おう、当然！（笑）

ユーキリス：ヨハンが夜中に何か仕し掛かけてくると困こまるので、感謝祭実行委員に早々に渡わたしておきたいドラ。

ＧＭ：では、七面鳥はパルとアレックスの連名で、感謝祭実行委員が用意しているバードケージに預あずけられました。どちらが代表者扱いになるかは、パーティーが始まる前に決めてください（笑）。

パル：これで、ひと安心だな！

ＧＭ：「はい。それじゃあ、おやすみなさい」と言って、アレックスは去って行きます。

ユーキリス：ああ、おやすみなさいドラ～。

ユファ：ね、ねぇ、ユーキリス、パル。

ユーキリス＆パル：？

ユファ：何故、アレックスは七面鳥を必要としているのかしら？

パル：アレックスも、一番の男になりたいらしいのさ……とニヒルに笑う（笑）。

ユーキリス：好きな女の子がいるってゴンザレスと一いつ緒しよに僕のところへ相談しに来たドラ。

ユファ：何ですって～！　アレックスに意中の人がいるですって!?（一同笑）

パル：まぁ、オープニングでユファにかわいいって言ってたし、おめぇのことかもよ？

ルーチェ：ああ～、それは……（笑）。

ユファ：（急にテンションが上がって）きゃー!?　そういえばあのペンダント、昔好きな子にもらったって言ってたわ！　私、嬉うれしすぎてどうしたらいいのか!?（一同笑）




　部長、これから先の展開を知ってるのにノリノリですね！（笑）

　でもすごく楽しそうなので、少しホッとしたＧＭでした。




ユーキリス：ユファさん、顔が真っ赤ドラ。早く休んだ方がいいのでは？（笑）

ユファ：ね、熱はなくってよ！（笑）

ルーチェ：真実を告げられないわたしはちょっと焦あせった顔をしつつ、「さ、さぁ、ユファさん、これからアップルパイを焼かないといけませんよ？」と話を逸そらします！

ユファ：そ、そうね！　絶ぜつ対たいに美味しいアップルパイを焼かなきゃ！　……向こうが言ってくるのを待つなんて、私の性しよう分ぶんには合いませんわ（笑）。

ルーチェ：はい。練習用に、生なまの林りん檎ごを山ほど用意しておきました。どさっ。
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ユーキリス：ルーチェのフォローっぷりが涙なみだをそそるドラ（笑）。

パル：「俺は先に寝ねるぜ。……もし、俺がパーを出した場合、アレックスがチョキを出すかもしれねえ。そこで俺は……」ってぶつぶつ言いながら、俺はシーンから退たい場じようする（笑）。

ＧＭ：しかし、みんな真実を知っているのに、誰もユファに教えようとしないのが面白いですね。部長までノリノリで知らない振りですし……いや、まあ、ありがたいんですけど！（笑）

ユファ：だって、その方が面白いんだもん（笑）。

パル：うん、面白いからこのままでいい（笑）。




　というわけで、最後まですれ違いです。

　でも、まさにラブコメって感じです！




ＧＭ：無敵の理由ですね、面白いからって！（笑）それでは、ユファとルーチェはアップルパイの特訓に、パルとユーキリスは寝るために寮に入ったところで、シーンを終了します。







◆Middle 10◆ルール違い反はんは見逃しませんわよ？




　シェルドニアン学園は、感謝祭三日目を迎むかえた。

　寮りよう内ないではすでに、あちこちの飾かざり付つけが始まっている。

　ユファたちは、意気揚々と会場へと向かうのであった。




ＧＭ：さて、ミドルフェイズの最後のシーン。全員登場です。感謝祭三日目の朝になりましたので、【ＨＰ】と【ＭＰ】は全ぜん回かい復ふくしました。

ユファ：よかった～♪

ＧＭ：感謝祭の会場準じゆん備びは着々と進んでおります。校庭には七面鳥のバードケージがいくつも並ならんでいます。その中で、皆さんのギルド名とアレックスの連名の札がぶら下がっているバードケージの前に人だかりができてます。

パル：おお！　これはもしかして……。

ＧＭ：「今年はこれが一番でかいんじゃね？」「どこのギルドのだ？」と生徒たちが集まって人だかりができています。

ユーキリス：おお、僕らの七面鳥が一番大きそうドラね。嬉しいドラ。

ＧＭ：バードケージの側そばにはアレックスが立っていて、他の生徒たちと「お前が捕ったのか、怪我してるってのにすごいな、アレックス！」「え、いや、その、ちょっと違ちがうというか……」と話をしています。

パル：さぁ、アレックス、正々堂々と勝負しようぜ！　俺は、とうとうジャンケンで必ず勝つ方法を編あみ出だしたんだ！　いいか、その手段はな……。

ＧＭ：それでは、ちょうどそこにヨハンがやってきます（一同笑）。

パル：何だとう!?　登場タイミングまで嫌いや味みなヤツだ！（笑）

ＧＭ：「やぁ、諸しよ君くん。そんな小さな七面鳥の前で、何をやっているんだい？」

パル：何がだ！　ヨハン！　こんなでけえ七面鳥、滅めつ多たにお目にかかれねぇんだぜ！

ＧＭ：「ふん……何度でも言ってやる。小さい、とな」ヨハンは余よ裕ゆうしゃくしゃくです。

ユファ：あなたが捕ってきた七面鳥は、これより大きいとでも言いたいのかしら？

ＧＭ：「そうだな。僕の七面鳥の方が、ふた回りは大きいかな」

ユファ：（むっとした顔で）何ですって！　見せて御ご覧らんなさいよ！

ＧＭ：ヨハンが指を鳴らすと、取とり巻まきたちがバードケージに入った七面鳥を持ってきます。その七面鳥は、たしかに皆さんが捕ってきた七面鳥よりも大きいです。

パル：な、何だって!?　こっちは七面鳥飼し育いくのお姉さんのお墨つきだったのに！

ユファ：怪しいわ！　絶対何かある！「本当にそれは七面鳥なの!?」と訊いてみます。

ＧＭ：「何なら、確たしかめてみるかい？」とバードケージを皆さんの方へと差し出します。

ユファ：「ええ」　……エネミー識別とかしたら、何か分かったりするのかしら？（笑）

ＧＭ：おお、いいところに気づきました。できますよ。では、判定をどうぞ。

パル：（ダイスを振る）６!?「し、七面鳥だ！」それ以外何も言えねぇ！（一同笑）

ルーチェ：（ダイスを振る）12です。

ＧＭ：では、ルーチェは気づきます。七面鳥はうずくまっているのですが、よくよく見てみると、脚に妙な跡あとがついていますよ。

ルーチェ：跡？　傷きず跡あとがあるってこと？

ＧＭ：実は、売り物についている商品タグを剥はがした痕こん跡せきが残っているんです。

パル：俺は気づかなかったので、がっくしと項垂うなだれている（笑）。

ルーチェ：（わざとらしく）あれ、この七面鳥、脚に何かついてませんかー？

ユファ：あら、本当。商品タグの跡じゃないかしら？（笑）

ユーキリス：買ってきたのだとしたら、ルール違反ドラ！

ＧＭ：ヨハンは一いつ瞬しゆんたじろぎますが、「い、嫌いやだな、言いがかりは止やめてくれたまえ。自分たちが負けそうだからって、ケチをつけるのは見苦しいよ？」と言い返します。

パル：む、たしかに。商品タグそのものがついてない以上、証しよう拠こがないよなぁ。

ユファ：（ちょっと考えてから）……そういえば、七面鳥を飼育しているお姉さんが「お客さんが買いに来る」って言っていたわ。それって、ヨハンのことだったんじゃない？

ルーチェ：そうかもしれませんね。タイミング的にもバッチリ。

ユファ：なら、あのお姉さんに話を訊けば、裏うらづけが取れるわ！

パル：俺は全然気づいてないので、相変わらず項垂れている。「ヨハンに負けるなんて……くそう……」（ブツブツ）

ＧＭ：アレックスは必死にパルくんを慰なぐさめています（笑）。

パル：おめぇいいヤツだな～……優勝は無理だが、あの七面鳥はおめぇに譲ゆずるぜ（笑）。

一同：勝手に譲った（笑）。

ユファ：タマちゃん、しっかりなさい！　卑ひ怯きような人を勝たせてたまるものですか！

ルーチェ：ルール違反の人には、それなりの目に遭あってもらわないと納なつ得とくできません！

ＧＭ：皆さんが話をしていると、フローラがやってきます。「皆さん、どうなさったんですか？」これからアップルパイを作るのか、林檎が山ほど入った籠かごを提さげてます。その籠の一番上には、例の黄金の林檎があります。

ユファ：あら、フローラ。ごきげんよう。

ＧＭ：するとヨハンが「やぁ、フローラ。今日も美しいね」と、皆さんに興きよう味みを失ったかのようにフローラの方へと向き直ってしまいます。

パル：ちょっ、無む視しするんじゃねえ！

ＧＭ：ヨハンはもう聞いちゃいません。「おや、それは……そうか、これから僕のためにアップルパイを焼くんだね？　今からできあがりが楽しみだ！」フローラは明らかに嫌いやがっているんですが、ヨハンは一向にやめません。

ユファ：やめなさい！　フローラは、今から好きな人のためにアップルパイを焼くのよ！

ＧＭ：「だから、僕のためにということだろう？」

ユファ：フローラはどうしているの？

ＧＭ：「だから、違うんです……！」と言っていますが、ヨハンは取り合おうともしません。

ユファ：（カチンときて）この際ハッキリ言わなきゃ駄目ね！　あなた馬ば鹿かじゃないの!?

ＧＭ：「な、なんだと!?　僕が馬鹿だって！」

ユファ：フローラは嫌だって言っているでしょ！　本当にフローラのことが好きなら、どうして本人の言葉に耳を傾かたむけないの!?　ヨハン、あなたはフローラが好きなんじゃないわ！

ＧＭ：「何を言っているんだ。僕はフローラのために一番大きな七面鳥を捕ってきた。そして、フローラは僕のためにアップルパイを焼こうとしている。もう夜のパーティーを待つまでもない。今、ひと組のカップルが成立さ！」林檎籠を提げたままのフローラの腕うでに、ヨハンは強ごう引いんにみずからの腕を絡からめようします。

ユファ：ああー!!　本っ当にムカつくやつだわ、もー!!

ＧＭ：さすがにフローラも限界だったのでしょう、「やめてください！　あたしが好きな人は、あなたじゃない……っ！」と、激はげしく腕を振ふり払はらいます。しかしそのとき──。

一同：そのとき？

ＧＭ：籠から、林檎が飛び出してしまうんです。




　フローラが腕を振ふり払はらった瞬間、林檎が勢いきおいよく、籠から飛び出した。

　黄金の林檎はいち早く地面へ落ち、そのままアレックスの側にいる七面鳥のもとへと転がって行き────ぱくり。七面鳥は、その林檎を飲のみ込こんだ。




一同：あ─────っ!?

ユファ：私たちが苦労して採とった林檎が──!?

ＧＭ：黄金の林檎を飲み込んだ七面鳥は、全身から眩まばゆい光を発し、巨きよ大だい化かしていきます！

一同：な……なんだってえぇ─────っ!?（爆笑）

ＧＭ：バードケージを突つき破やぶり、最終的には……なんということでしょう！　皆さんが見上げんばかりの巨大七面鳥になってしまいました。

ユファ：大きくなっちゃったわ！　ど……どうしましょうっ!?

パル：魔法の林檎って聞いちゃいたが、巨大化するとは聞いてねーぞ!!（笑）

ルーチェ：神よ！　これもあたなが与えたもうた試練なのですか！（笑）

ＧＭ：それではミドルフェイズを終了して、クライマックスフェイズに移うつります！







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆七面鳥から守ってあげてもよくってよ!!




　巨大化した七面鳥は身をよじらせ、もがいている。

　今は絡からまったケージが足止めをしているからいいが、あれが外れてしまえば、どこまで暴れ回まわるか分からない。

　被ひ害がいが出る前に──せっかくの感かん謝しや祭さいが壊こわされてしまう前に、どうにかしなくては！




ＧＭ：それでは、クライマックスフェイズに入りたいと思います！　校庭では、七面鳥が暴れています。その場にいるのは軒のき並なみ新入生なこともあり、何が起こったのかまだ理り解かいできてない人が多いです。

ユファ：ちょっとヨハン！　責せき任にん取りなさいよ！

ＧＭ：ヨハンは「何を言っているんだ！　僕ぼくは悪くない！」と言います。

ユーキリス：原げん因いんは「ヨハンがフローラさんに無理やり迫せまった」からドラ。そうしなければ、フローラさんの籠かごから林檎が七面鳥のところに転がるなんてことは、なかったドラ。

パル：ユーキリス、こんな状じよう況きようなのに冷静だなあ（笑）

ユーキリス：冷静というか……大元を正すと、魔法の林檎の危き険けん性せいについて注意をしてくれなかった林檎園のお爺じいさんたちに一言物申したいだけドラ（一同笑）。

ルーチェ：あ、でも「料理しろ。生では食べるな」って言ってた気がします（笑）。

パル：あれは、料理しないとこんな目に遭あうっていう説明だったのか！（笑）




　はい、そのとおりです（笑）。




ＧＭ：巨大七面鳥は、足にバードケージの残骸が絡まったままで、思うように動けずバタバタ暴れています。

ルーチェ：ああ、神よ！　ちゃんとわたしたちを助けてくれるのですね！

ユーキリス：でも、ケージが壊れたら暴れ回るってことドラか？

ルーチェ：そうだ！　フローラさんたちはどうしてますか？

ＧＭ：フローラは青ざめつつもその場に留とどまっていて、それをアレックスが庇かばっています。

ユファ：このふたり、守ってあげたい気持ちになるわね。

ユーキリス：たしかに。

ユファ：……分かったわ。今からこのギルドの名前は……〝七面鳥から守ってあげてもよくってよ〟に変へん更こうよ！

ＧＭ：ユファちゃんがそう宣言した直後、ここで呆然としていたヨハンが動きます。そうですね、こんな感じです……。




　混こん乱らんの場から最初に逃にげ出だしたのはヨハンだった。

「こんな化け物、相手にしていられるか！　……邪じや魔まだ、どけ！」

「……きゃっ!?」

　突とつ然ぜんの事じ態たいに動けずにいるフローラを突つき飛とばし、ヨハンは我われ先さきにと逃げて行った。

　倒たおれこむフローラ。すぐ側で、巨大な七面鳥が雄お叫たけびを上げている。
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パル：（アレックスになって）「大だい丈じよう夫ぶか！　フローラ！」

ＧＭ：あれ、社長がロールプレイを（笑）。

パル：まずかったら、すぐにやめるぜ。どうだ？

ＧＭ：いいえ！　すごく助かりますよ。

ユファ：（フローラになって）「駄だ目めよアレックス、逃げて！　怪け我がしているんだから！」

ＧＭ：今度は大竹さんが（笑）。




　こうして進めてくれる人がいると、ＧＭも楽でよいです（笑）。




ユファ：きっと、フローラはそれでもアレックスの側を離はなれないのよ。

ＧＭ：では、そんなフローラにアレックスは言います。「キミを置いて逃げるもんか！　このペンダントをもらった日に、心に誓ちかったんだ……フローラは、絶ぜつ対たいにボクが守ると！」

ユファ：（わざとらしく）はっ!?　ペンダントは、フローラからもらったですって!?（笑）

パル：なぁ、ユーキリス。アレックスがプリンスになろうとした理由って……。

ユーキリス：……（無言で微笑ほほえむ）。

パル：ルーチェ。フローラが告白したかった相手って、アレックスのことか？

ルーチェ：そ、そうですよ。

パル：……プリンスとかプリンセスとか、そういうの、不必要じゃ？（笑）。

ルーチェ：相思相愛のようですねー（笑）。

ユーキリス：ふたりとも、ユファさんの心の傷きず口ぐちに塩を塗ぬるような真似まねはやめるドラ（笑）。

ユファ：……そんなことより、今は七面鳥をどうにかしないといけないわ！

ＧＭ：そうですね。巨大七面鳥は、アレックスを敵てきと見なして攻こう撃げきしてきます。

ルーチェ：いけないっ！　それは庇かばわねば！　ハルバードで七面鳥の攻撃を受け止めます！　ユファさん！　今ですっ！

ユファ：演えん出しゆつで《ファイアピラー》使ったことにしていいですか？

ＧＭ：もちろんです、どうぞ。

ユファ：じゃあ、赤レツきドサ斜ンセ陽ツトのソー剣ドを構かまえ、炎ほのおの柱を出しゆつ現げんさせて七面鳥を弾き飛ばすわ。「少しだけ妬ねたましいけど……今回はあなたたちを守ってあげてもよくってよ！」

ＧＭ：では、ふたりはユファちゃんに礼を言うと、素す早ばやく避難に移ります。

パル：俺おれは剣を抜ぬきながら、七面鳥に言うぜ。おめぇ、よく見ると旨うまそうだよな（笑）

ユーキリス：重要なのはそこなのかっ！（笑）

ユファ：ギルド名を、〝あなたを食べてあげてもよくってよ〟に変えましょうか？（一同笑）




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：それでは、戦せん闘とうシーンに移うつります！　まず、巨大七面鳥がいます。そこから５メートル離はなれた位置に皆さんがいます。さらに５メートル後方には、アレックスたちを含ふくめた逃にげ遅おくれた生徒たちがいます。

ユファ：さっきの演出どおりの配置♪

ＧＭ：はい。今回は戦闘と並行で、生徒たちを避ひ難なんさせるＦＳ判はん定ていも行ないます。
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パル：終了条件短っ！

ルーチェ：このＦＳ判定に失敗すると、どんなペナルティが科せられますか？

ＧＭ：データ的なペナルティは、ＦＳ判定による成長点が入らないことです。

ユーキリス：演出上は？

ＧＭ：１ラウンド目終了と同時に戒いましめが解とけて、七面鳥が派は手でに暴れだします。その影えい響きようで、生徒たちに怪け我が人にんが出ることになります。パーティーは、中止になってしまいます。

ユファ：フローラや生徒たちが怪我するということね。それは阻そ止ししないと！

ＧＭ：それでは皆さん、がんばってくださいねっ。では戦闘に入ります！




●第一ラウンド

　無事パーティーが開かれるためには、ＦＳ判定で生徒たちを避難させつつ、巨大七面鳥を倒さねばなりません。戦闘と避難誘導の並行作業です。

　さて、行動値は次のようになっています。




行動値

巨大七面鳥　　　　16

パル　　　　　　　13

ユファ　　　　　　７

ルーチェ　　　　　６

ユーキリス　　　　６
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ユファ：巨大七面鳥、パルより行動値が高い！

ＧＭ：ふふふ。ただの鳥じゃありませんからね（笑）。まずはセットアッププロセス。巨大七面鳥は《色変化》というオリジナルエネミースキルを使用します。




《色変化》

　１Ｄを振ふり、そのラウンドの間、ダイスの結果に合わせた《羽根変化：●●》を適てき用ようする。


　出目が１：ＧＭの任にん意い。ただし、前のラウンドと同じ色を選ぶことはできない。

　出目が２：《羽根変化：赤》

　出目が３：《羽根変化：青》

　出目が４：《羽根変化：黄》

　出目が５：《羽根変化：緑》

　出目が６：プレイヤーの任意。ただし、前のラウンドと同じ色を選ぶことはできない。最終的な決定はギルドマスターが行なう。






ＧＭ：なお、《羽根変化：●●》の効こう果かに関しては、発動してからのお楽しみです（笑）。

パル：色によって、能のう力りよくが変わるのか……？

ルーチェ：攻撃手しゆ段だんが変わるのかもしれないですね。気をつけましょう。

ＧＭ：（ダイスを振ふる）３。このラウンドは、《羽根変化：青》を使用します。




《羽根変化：青》

　属性が〈水〉となり、阻そ害がい的てきになる。命中判定のダイスに＋１個こ、ダメージを１点でも与あたえたら転てん倒とうとマヒを与あたえる。また、このエネミーにエンゲージしている者はすべての判定のダイスがマイナス１個される。




パル：おい……このラウンド、巨大七面鳥にエンゲージしない方がよくないか？（笑）

ルーチェ：ダイスペナルティは厳きびしい。ここは攻撃しないで、ＦＳ判定に全力をつぎ込こむ方がよさそうです（笑）。

ＧＭ：しまった！　でも、ダイスの結果だからしかたない！（笑）

ユファ：じゃあ、こちらは全員セットアッププロセスには特にスキルを使用しません（笑）。

ＧＭ：えー!?　ちょっとー！　せっかくですし、攻撃してくださいよ！（笑）

パル：しなーい♪（笑）

ルーチェ：避難誘導が優ゆう先せんです♪




　攻撃するためにエンゲージしてくれたら、ダイスをマイナス１個して戦闘できたのに。

　うーん、残念！




ＧＭ：しくしく……き、気を取り直して、イニシアチブプロセス。スキルによる割わり込こみがなければ、巨大七面鳥のメインプロセスからになります。

ユファ：こちらは割り込み系けいスキル持っている人はいませんから、どうぞ～。

ＧＭ：攻撃対象は、ダイスを振ふって決めましょう。（ダイスを振る）……ユーキリスくんですね。メジャーアクションで《羽ばたき攻撃》をします。バサバサバサ～！　激はげしい風が、ユーキリスくんを襲おそいます！

パル：なんだって!?　もしかして魔法攻撃か？

ＧＭ：はい、そのとおりです。しかも、《変へん幻げん攻撃》というバッシヴスキルにより、命中判定は＋１Ｄされています。（ダイスを振る）命中はクリティカル！　さあ、避けてみろー！

ユーキリス：クリティカル!?　（ダイスを振る）駄目ドラ、回かい避ひ失敗ドラ～！

ＧＭ：10Ｄの〈風〉属性ですよ！　食らえ！（ダイスを振る）32点の〈風〉属性の魔法ダメージ、マヒと転倒付ふ与よです。ちょっと低かったなあ。

ルーチェ：一いち応おう、《プロテクション》を張はりましょう。（ダイスを振る）８点軽けい減げん。

ユーキリス：21点ダメージ。【ＨＰ】が９点になりました。マヒと転倒を受けたドラ！　みんな気をつけるドラ！　とても痺しびれるドラよ！

ＧＭ：ふうー、いっぱいダイス振ってすっきりしました（一同笑）。こちらは終了です。

パル：俺は待機。

ユファ：では、避難誘導のＦＳ判定をします！

パル：俺、ユファに支援を飛ばす。【器用】で挑ちよう戦せんするぜ。身み振ぶり手振りで誘導。（ダイスを振る）14で成功。ユファのＦＳ判定に＋２のボーナスだ。

ユファ：フェイトは使わないで、ＦＳ判定します！（ダイスを振る）18です♪　避難誘導してあげてもよくってよ！

ルーチェ：進行値が４点上じよう昇しようですね。

ユファ：じゃ、私わたしが囮おとりになって巨大七面鳥を誘導するわ！　さあ、こっちよ！

ＧＭ：七面鳥は「クエーッ！」とユファちゃんの方を向きます。

パル：その隙すきに、生徒を俺が誘導したことにするぜ。さあ、こっちだ！

ＧＭ：完了まであと進行値１。で、行動値６でルーチェとユーキリスの番です。

ユーキリス：僕はバッドステータスで振ふれるダイスが減へってるドラ。

ルーチェ：わたしがＦＳ判定にチャレンジします。失敗したら、フェイトを使ってユーキリスさんにがんばってもらう方ほう針しんでいきましょう。

ユーキリス：了りよう解かいドラ！

ルーチェ：えーいっ！（ダイスを振る）出目が３……さすがにこれは、フェイトを使って振り直し！　神よ、力をお貸しください！（ダイスを振る）６が出た！　達成値10！

ＧＭ：おめでとうございます、進行値が５になりましたので、ＦＳ判定は成功です。

ルーチェ：皆さん、うろたえる必要はありません。大だい丈じよう夫ぶ、神は見守っていてくれますよ。さぁ、ここはわたしたちに任まかせてお逃げください!!

ＧＭ：ルーチェの言葉に、全員が落ち着いたようです。その結果、無事に生徒たちは避難ができました！　すばらしいです。

ルーチェ：ほっ……。これで安心して戦えますね。

ユーキリス：最後に僕の番。マイナーアクションでマヒを回かい復ふく。メジャーアクションでハイＨＰポーションを使って回復します。（ダイスを振る）14点回復。あ、危なかったドラ……。

ＧＭ：ううむ、さすが錬金術師……回復量が半端ない。そして、暴れていた巨大七面鳥の足から、ついにバードケージが外れます！

一同：きた─────!!

ユファ：あ、相手になってあげても、よくってよ!!

ＧＭ：というわけで、第１ラウンド終了です。




　巨大七面鳥は怒ど気きを孕はらんだ雄叫びを上げ、体を派手に捻ひねる。

　かろうじて巨大七面鳥を拘こう束そくしていたケージだったが、さすがに負荷に耐たえ切れず、無残な形で弾はじけ飛とんだ。

　今度こそ、巨大七面鳥は全力でユファたちを攻せめてくる……！




●第二ラウンド
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ＧＭ：では、第二ラウンドのセットアッププロセスです。まずは巨大七面鳥がふたたび《色変化》を使用します。（ダイスを振る）５でしたので、《羽根変化：緑》になります。




《羽根変化：緑》

　属性が〈風〉となり行動的になる。回避判定に＋ダイス１個。マイナーで離り脱だつでき、メジャーで移い動どうと同時に武ぶ器き攻撃を行なうことができる。さらにその攻撃は範はん囲い（選せん択たく）となる。




パル：これはまずい!?　俺の《ランナップ》で足止めすることができなくなった。

ルーチェ：しょうがないですね。あとは、向こうがどんな戦せん術じゆつを使ってくるか次し第だい。

ＧＭ：次はパル君のセットアッププロセスです、さあどうぞ。

パル：《ランナップ》で巨大七面鳥にエンゲージしておく。みんなで一いつ緒しよにいると、全員がダメージを受けることになっちまうから。

ユファ：私は《ウィークポイント》を使うわ。

ＧＭ：他には特にないですね？　では、巨大七面鳥の攻撃になります。

パル：さぁ、どっちのエンゲージを狙ねらう？

ＧＭ：もちろん、ここは後こう衛えいのユファたちに攻撃します！　魔法は厄介ですからね。

ユファ：ふん！　狙ねらわれてあげてもよくってよ！

ルーチェ：これはしかたないです。攻撃をどうぞ。

ＧＭ：マイナーアクションで離脱、メジャーアクションでユファたち三人にエンゲージして攻撃。おりゃーっ!!（ダイスを振る）命中は18、巨大な足で三人をなぎ払います！

ルーチェ：（ダイスを振る）回避失敗。

ユファ：（ダイスを振る）駄目だわ、回避失敗。

ユーキリス：ダイスペナルティが入っているので、回避できないドラ。

ＧＭ：（ダイスを振る）24点、物理ダメージです。太い足が三人を地面にたたきつける！

ルーチェ：ユーキリスさん、体力は大丈夫ですか？

ユーキリス：さっき回復したので、大丈夫ドラ。

ルーチェ：私も平気です、だからユファさんへ《プロテクション》！　７点軽減します。

ユファ：ルーチェちゃん、ありがとう！　【ＨＰ】が17点残ったわ。

ルーチェ：16点抜けました。吹っ飛ばされましたが、どうにか立ち上がります。

ユーキリス：【物理防ぼう御ぎよ力りよく】は９あるので、【ＨＰ】が８点で踏ふみとどまったドラ。

パル：次は俺の番か……。

ユファ：私の攻撃が当たれば、バッドステータスが入るわ。それからなら、巨大七面鳥への攻撃が当たりやすくなるはずよ！

パル：そうだな。向こうの攻撃が終わってるし、ここは待機しておくか。




　でも、こちらも《羽根変化：緑》の効果で、回避しやすくなっているのです。

　さあ、勝負の分かれ目です！




ユファ：では、マイナーアクションで《エキスパート：光》、メジャーアクションで《フロストプリズム》を撃うちます。巨大七面鳥の回避が上がっているので、残っているフェイトを全部命中判定へつぎ込こみます！　（ダイスを振る）よし！　命中は27です。

ＧＭ：その達成値はクリティカル以外は回避できない。（ダイスを振る）24で回避失敗。

ユファ：よかったぁ！　一いつ瞬しゆん避よけられたかと思っちゃった。ダメージは12Ｄ＋20。ここに《マジックフォージ》を乗せます！　……68点、〈水〉〈光〉属性の魔法ダメージと放心よ！　私が剣を振りかざすと、光ひかり輝かがやく吹雪ふぶきが巨大七面鳥に吹ふき付つけるわ！

パル：２レベルキャラのダメージとは思えない（笑）。

ＧＭ：ひいぃ、巨大七面鳥の体の半分くらいが氷づけに（笑）。次はルーチェちゃんです。

ルーチェ：回復しておけば、もう一回くらい攻撃に耐えられそうな気がする。メジャーアクションで《学園：保ほ健けん委員会》を使用！　ギルドメンバー全員の【ＨＰ】を２Ｄ６点回復させます。（ダイスを振る）全員、10点回復です！

パル：２Ｄ６で10か、これはすごい！　さすが保健委員！

ユーキリス：おかげで、結けつ構こう回復したドラ。ふう、これでどうにかなりそうです。

パル：巨大七面鳥が変な属性で攻撃してこなければ、もう一回は耐えられそうだ！（笑）

ユーキリス：僕は自分自身へ【ＨＰ】ポーションを使うドラ。（ダイスを振る）９点回復。これで【ＨＰ】が28点まで回復したドラ。

パル：待機解かい除じよ。マイナーアクションでユファたちのエンゲージへ戻もどる（笑）。

ユファ：さあ、パル。攻撃させてあげてもよくってよ！

パル：よっしゃ、任せろ。メジャーアクションは《バッシュ》で巨大七面鳥を攻撃。フェイトを１点使用。（ダイスを振る）出目がよくない。命中は17だ。羽の間へ剣を突き立てるぜ！

ＧＭ：避けてやるー!!（ダイスを振る）うわっ、出目がひどすぎる!!　13で回避失敗です！

パル：当たったからには、《ボルテクスアタック》を使うぜ！（ダイスを振る）げぇっ!?　５Ｄ６振って、出目が12!?　21点ダメージだ……（がっかり）。

ＧＭ：巨大七面鳥は少し痛いたそうな顔をしましたが、まだまだ立ってます。では、クリンナッププロセスで巨大七面鳥が受けていた放心が解除されます。第二ラウンド終了です！




●第三ラウンド
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ＧＭ：では、第三ラウンドのセットアッププロセス。巨大七面鳥が三み度たび《色変化》。（ダイスを振る）１でした。ＧＭの任意となっていますので……《羽根変化：赤》を使用します。




《羽根変化：赤》

　属性が〈火〉となり、攻こう撃げき的てきになる。命中判定のダイスに＋１個、ダメージロールのダイスに＋２Ｄ。武器攻撃が〈火〉属性の魔法ダメージとなる。




　攻撃力が一番高い《羽根変化：赤》が出ました！　さあ、今こそ反撃の時！




ユファ：次はタマちゃんよね？　【ＭＰ】切れかけなので、タマちゃんが動く前に《祝福》を使っていいかしら。

パル：了解、全然使って構わねーぜ。ついでだし、リーダーらしく掛け声でもかけろよ！

ユファ：（胸を張って）祝福されてあげてもよくってよ！（一同笑）

ＧＭ：すごく偉そうです（笑）。全員の【ＭＰ】が全ぜん回かい復ふくしました。次はユファちゃんのセットアッププロセスですが、やることはありますか？

ユファ：もちろん、《ウィークポイント》!!　今回はタマちゃんも含ふくめて四人全員が対象ですわ！

パル：おお、分かる、分かるぞ！　巨大七面鳥の弱点はトサカなんだな！（笑）

ルーチェ：では、巨大七面鳥のメインプロセスですね。

ＧＭ：攻撃対象は……パル君です（笑）。

パル：やい七面鳥、そう簡かん単たんに俺に触ふれられると思うなよ？

ＧＭ：なにをーっ、当ててやるーっ！（ダイスを振る）命中は17、どうだーっ！

パル：お望みどおり避けたるわっ！（ダイスを振る）……３Ｄ振って、出目が１と２と３で、回避失敗だって!?　……さ、さぁ来い、巨大七面鳥！　攻撃を受けてやる！

ＧＭ：では、遠えん慮りよなく（笑）。巨大七面鳥は大きく羽ばたき、ボウッと炎を巻まき上あげます。

ルーチェ：七面鳥が炎を……ああっ、おいしそうな香りがっ!?（一同爆ばく笑しよう）

パル：ふん、自分を料理するために火を熾おこすなんて感心な七面鳥だぜ！（笑）

ユーキリス：料理の手間が省けるドラ（笑）。

ＧＭ：そんなんじゃないやいっ！（笑）というわけで、39点の〈火〉属性の魔法ダメージ！

ルーチェ：パルさんへ《プロテクション》！　がきぃんと魔法の障しよう壁へきが炎を阻はばみますよっ！

パル：３点以上消してくれると、俺は倒たおれずに済すむ。

ルーチェ：了解です！（ダイスを振る）８点軽減です。

パル：29点ダメージを受けたが、まだ生きてるぜ！　一瞬ぐらつくけど……どうにか踏みとどまって、にやりと笑う！　そんなダメージじゃ、俺は倒せないぜ？

ＧＭ：巨大七面鳥は少しビビったようです（笑）。次は、パルくんのメインプロセス。

パル：巨大七面鳥に《バッシュ》で攻撃。残っているフェイトを全部命中判定に突つっ込こむ！（ダイスを振る）よし、クリティカル!!　おらー、どうだ！

ＧＭ：（ダイスを振る）うーん、残念ながらクリティカルは出ず、17で回避失敗。

パル：渾身の力をたたきこむ！（ダイスを振る）32点の物理ダメージだ。弱点はここだな！

ＧＭ：パルの一いち撃げきを受け、さすがに巨大七面鳥もフラフラしてきました。

ユファ：そして私の番ね。マイナーアクションで《エキスパート：光》、メジャーアクションで《セレスチャルシャワー》!!（ダイスを振る）命中は21です。

ＧＭ：なんの、今日の私は……（ダイスを振る）くっ、駄目でした、19で回避失敗です。

ユファ：危あやうく避けられるところだったー！　もう、ホントうちの部員怖いっ!!（ダイスを振る）28点の〈光〉属性の魔法ダメージです!!　剣を振って、光の雨をぶつけるわ！

ＧＭ：きゃーっ、やめてーっ！　……ですが、ま、まだ耐えてます。

ルーチェ：大丈夫、わたしが残っています。マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションは巨大七面鳥へ普ふ通つうに攻撃。フェイトを１点使用して、命中判定のダイスを増ふやします。（ダイスを振る）命中は16です、力いっぱいハルバードを振り回します！

ＧＭ：（ダイスを振る）うぬぅっ!!　回避失敗！　ハルバードが七面鳥の体に直撃です！

ルーチェ：《ヴァイオレントアタック》で武器の重量分ダメージを追加。（ダイスを振る）50点、物理ダメージです!!

ＧＭ：（計算して）駄目だ、それは耐えられない!?　七面鳥は逃げようとしますが……！

ルーチェ：逃がしませんっ！　これで、終わりです！　たぁーっ!!




　小こ柄がらなルーチェからは、想像もできない強きよう烈れつな一撃！

　巨大七面鳥は断だん末まつ魔まの声を上げ、地じ響ひびきを立てながらその場へと倒たおれこんだのだった。




ＧＭ：ルーチェの重たい一撃によって、巨大七面鳥はなぎ倒され、どおっ……と音を立てて地面へと倒れ伏します！　ここで戦闘は終了になります。

ユファ：（嬉々として）やった♪　ドロップ品、振りましょう♪

パル：フェイトが一番残っているのは誰だれ？

ユーキリス：（シートを確かく認にんして）僕みたいドラ。

ルーチェ：じゃあ、ユーキリスが振るのがいいね。

ユーキリス：フェイト２点使用。（ダイスを振る）17ドラ。

ルーチェ：火を放っていたから、七面鳥の丸焼きだったりして（笑）。

ユーキリス：戦闘行こう為いで自分を料理してしまうとは……斬ざん新しんなドロップ品ドラ（笑）。

ＧＭ：ちゃんと別にドロップ品を用意してありますので、ご安心ください（笑）。ドロップ品は巨大七面鳥の羽根、一〇〇〇Ｇです。

ユファ：林檎はもう食べられちゃったのね？

ＧＭ：そうですね。完全に飲み込んでしまったので、取り出すことはできません。

ルーチェ：あと一個しかないですね……どうしましょう……。

ユファ：（しばし考え込み）……分かった。私は、どうするべきか決めたわ！

ＧＭ：おおっ、ではエンディングに移りますね。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆プリンセスに相応ふさわしいのは




　巨きよ大だい七面鳥は倒たおした。これを出品すれば、プリンスはアレックスに確かく定ていだ。

　だが、プリンセスは……。ユファは、自分の手の中に残された、ひとつきりになってしまった魔ま法ほうの林りん檎ごをジッと見つめるのだった。




ＧＭ：では、エンディングフェイズに移うつります。皆さんの前で巨大七面鳥が音を立てて倒れた時、騒さわぎに気づいた生徒会長たちが寮りようから出てきます。「どうした!?　……何だこのでかい鳥は！」

パル：七面鳥っすよ。ちょっと食いでがあるっすよね？（笑）

ＧＭ：頭部を確かく認にんしてから、「確たしかに七面鳥のようだが……誰だれが捕とってきたんだ？」と生徒会長は尋たずねます。

ユファ：アレックスですわ（即そく答とう）。

ＧＭ：アレックスは、隅すみで硬こう直ちよくしてますが（笑）。

パル：「もう大だい丈じよう夫ぶだぜ。こっちこいよ！」と生徒会長の前にアレックスを押おし出だす。

ＧＭ：「こんなに大きな七面鳥は見たことがない。珍めずらしいな。どこで捕ってきたんだ？」「今年のプリンスはアレックスに決定だな」「異い議ぎなし！」と、生徒会長を始めとして諸しよ先せん輩ぱい方がたは盛もり上あがっています。

ユファ：ともかく、アレックス、おめでとう。みんなで拍はく手しゆするわよっ！（笑）

ＧＭ：拍手を受け、アレックスは恐きよう縮しゆくしてます。その隣となりには寄より添そうようにしてフローラが立っていますね。

ユファ：ふたりとも、いい感じね！

パル：ヨハンはどうしてる？

ＧＭ：ヨハンは何か言いたそうにはしていますが、何も言えない状じよう態たいです。

パル：（にやにやして）おー、ヨハン。おめぇの七面鳥を食べてやってもいいぜ？　おめぇの七面鳥、二番目くらいにはでかいみたいだしな？（笑）

ＧＭ：「くっ……」と悔くやしそうな顔をします。

ユファ：プリンスの座ざをかけた勝負も恋こいの勝負も、あなたの負けよ！（ビシッ）

ＧＭ：「よくも僕ぼくに恥はじをかかせたな！　覚えていろよ！」と敗北宣言をします（一同笑）。

ユファ：これに懲こりて、これからは卑ひ怯きようなことはしないことね！

ＧＭ：ヨハンはユファに言い返せず、すごすごと寮の中へと帰って行きました。

パル：へへん、おとといきやがれ！　……で、ちらっとユファを見るんだが？（笑）

ユファ：その視し線せんがつらいのよ。タマちゃん、空気読んで！　傷しよう心しんの私わたしに気づいて！（笑）

ルーチェ：これも神の試練ですよ、ユファさん（笑）。




　みんなの同情の視線が痛い、傷心のユファちゃんです。




ユファ：（ちょっと考えてから）……私、自分の分の魔法の林檎をフローラに渡わたすわ。

ルーチェ：いいんですか、ユファさん？

ユファ：ええ、決めたの──。




　もらった魔法の林檎はふたつ。

　ひとつは、七面鳥の腹はらへと収おさまってしまった。

　ユファたちの手に残ったのは、ひとつだけ。




ユファ：フローラ。この林檎、差し上げてもよくってよ。

ＧＭ：「でも、これがなかったら、ユファさんは……」

ユファ：私は、いいの。あなたが使った方が、美味おいしいアップルパイができるもの。

ＧＭ：「ユファさん……」

ユファ：これは、あなたがお使いなさい。私よりフローラの方がプリンセスに相応しいわ。

ＧＭ：フローラは「は、はい」と、感かん極きわまって涙なみだぐみます。

パル：おお！　ユファ、いいヤツだな！

ユファ：「ふふ。パーティーでは、あなたのアップルパイ、食べてあげてもよくってよ♪」といたずらっぽく笑います。

ＧＭ：「はい！」と笑うフローラ。アレックスが「そういえば」とユファの方を向きます。

ユファ：……？

ＧＭ：「このペンダント、気にしていたようだね？　ユファさんは信しん頼らいできる人だって分かったから、見せるよ」と言って、ペンダントを差し出します。

ユファ：「え、ええ……」としどろもどろになりながら、ロケットの中身を確認するわ！

ＧＭ：フローラとアレックスの小さい頃ころの写真が入っています。その上に、フローラの字で「だいちゅき！」と書かき込こみがしてあります（一同笑）。

一同：だいちゅき!?（笑）

ユファ：ちょっとフローラ……（手て招まねき）。

ＧＭ：「な、何でしょう？」

ユファ：あなたも、私と同じようなことしてたのね……（笑）。

ユーキリス：ユファさんも、同じようなことしてたドラか（笑）。

ユファ：くわしくは秘ひ密みつだけどね！（笑）

ＧＭ：フローラはペンダントを覗のぞき込こんで、「ああっ、恥はずかしい！　アレックスってば、こんなのをまだ持っていたなんて！」と頬ほおを染そめます。（笑）

ユファ：ああ……よかったぁ！　私のじゃなかったわ！（一同笑）

ＧＭ：皆さんがひとしきり笑ったあと、生徒会長が「そろそろ七面鳥を焼く準じゆん備びを始めるぞ～」と声を張はり上あげます。

ユーキリス：このサイズだと、内ない臓ぞうの処しよ理りとかも大変だと思うドラ（笑）。

ＧＭ：「よーし、男子は七面鳥を焼く手伝いに、女子はアップルパイを焼く作業に取りかかってくれ！」

パル：はいよ～。

ユーキリス：分かりましたドラ。

ＧＭ：フローラは「ユファさん、せっかくですから一緒にアップルパイを焼いてくれませんか？」と誘さそってきます。

ユファ：（嬉しそうに）もちろん、付き合ってあげてもよくってよ♪

ＧＭ：では、おのおのが作業に向かったところで、シーンを終しゆう了りようします。







◆Ending 02◆来年こそは、王子様と




　テーブルの上には、寮のみんなで食べてもあまりそうなくらいの、七面鳥の丸焼きとアップルパイ。

　温かな香かおりに包まれ、ユファたちは、初めて寮で感かん謝しや祭さいを迎むかえる。




ＧＭ：それでは、最後のシーン。全員登場になります。テーブルの上には七面鳥の丸焼きがたくさん置いてあって、いい香りが辺りに充じゆう満まんしています。そして……皆さんが倒した巨大七面鳥がひときわ目を惹ひいています（笑）。

パル：七面鳥の丸焼き、食い放題だな！

ユーキリス：何かの儀ぎ式しきのようにも見えるドラ（笑）。

ＧＭ：もちろん、女の子たちが作ったアップルパイも並ならんでいます。ただ、こちらは審しん査さ員いんによる味見が終わらないと、皆さんは食べられません。

パル：（一いつ般ぱん生徒になって）「早く俺おれたちにも食べさせろよー」

ＧＭ：「そこ、静かに。結果が出るまで待ちたまえ」（笑）　……そして、審査の結果、フローラのアップルパイが一番に選ばれます。

ユファ：まぁ、私が見み込こんだ相手ですもの。フローラが優ゆう勝しようするのは当然でしてよ！

ルーチェ：ユファさんが作ったアップルパイですが……実はわたしがこっそり出品しておいた、ということにしたいんですが、どうでしょう？

ユファ：えっ!?　な、何で勝手に出しているの!?（笑）

ルーチェ：ユファさんだってがんばったんですから、出品しないのはもったいないです。

ＧＭ：いいですね、採用しましょう（笑）。「僅きん差さで二位はユファ君。こちらもとても美味しかったのだが……」

ユファ：フローラの方が美味しいのは当然ですわ。彼氏への愛あい情じようがたっぷりとこもっているのですから！　優勝は譲ゆずってあげてもよくってよ！（一同笑）

パル：俺はお先にアップルパイを食べているぜ。「おお、旨うまいな、これ」（一同笑）

ユファ：ちょっと！　ちゃんと話を聞いてよ、タマちゃん～！（笑）

ユーキリス：ユファさんも、アップルパイ作りが上達したようドラね（笑）。

ＧＭ：さて、プリンスはアレックス、プリンセスはフローラに決定しました。生徒会長が「プリンス、プリンセスは前へ」と声を上げると、ふたりは照れながらも壇だん上じようへ上がります。

一同：わー♪（拍手）

ユファ：お似に合あいのふたりね（笑）。




「では、まずはプリンセス。ダンスのお相手は誰を？」

　生徒会長の問いに、頬を染めながらフローラはポツリと答える。

「ええと、アレックスを……」

　プリンセスがプリンスを選んだことに対して、どよめく会場。アレックスは、そっとフローラの手を取った。

「今夜だけのパートナーでなく、これから先、ずっとボクのパートナーであってほしいな」

　フローラを抱だきしめるアレックス。

「……は、はい！」

　アレックスの腕うでの中、フローラは感極まって泣きだした。




パル：ひゅーひゅー♪　ったく、妬やけるぜ！（笑）

ユファ：祝福してあげてもよくってよ？（笑）

ＧＭ：会場は祝福の声や拍手に包まれます。

ユファ：……いつか、私も王子様とあんな風になれるのかしら？

ルーチェ：羨うらやましいんですか？

ユファ：ちょ、ちょっとだけねっ！（笑）

ＧＭ：では、オーケストラによる音楽が流れ出し、ダンスが始まりました。会場のあちこちで「僕と踊おどりませんか？」「私と一緒にいかが？」と声が上がり始めます。

パル：「おお、もうそんな時間かー」と思いつつ、七面鳥を頬ほお張ばる。

ユーキリス：パルくんは、色気より食い気ドラね。

パル：当然だ。もぐもぐ。

ＧＭ：そこへ、アレックスとフローラが手を繋つないで走ってきます。「〝七面鳥を捕つかまえてあげてもよくってよ〟の皆さん、今回は本当にありがとうございました！」

ユファ：畏かしこまらなくってよくってよ？　当然のことをしたまでですもの！

ＧＭ：フローラは「ユファさん、ルーチェさん、本当にありがとうございました」と頭を下げます。

ルーチェ：試練を乗のり越こえることができてよかったですね。

ＧＭ：「はい！　……あの、もうひとつだけ、お願いがあるのですが」

ユファ：（頼たよられて嬉うれしそうな顔をしつつ）き、聞いてあげてもよくってよ？

ＧＭ：「ユファさんも、ルーチェさんも、これからもお友だちとして、あたしと仲良くしてくださいませんか？」

ユファ：（頬を両手で押さえて）きゃああー!?

ＧＭ：アレックスも「ボクからもお願いします。ユーキリスくんだけでなく、パルくんも、ボクと仲良くしてほしい。……パルくんとは、ちゃんと決着をつけるのが先かもしれないけど」と言います（笑）。

ユーキリス：もちろんドラ！

パル：おお、決着はつけねえとな！

ルーチェ：もちろん。ね、ユファさん？

ユファ：（満面の笑えみで）仲良くしてあげてもよくってよ！（一同笑）

ユーキリス：こんなに嬉しそうなユファさんは初めて見たかもしれないドラ（笑）。

ＧＭ：フローラは「ユファさん、これからもお菓か子し作り、一緒にしましょうね」とユファの手を取ります。

ユファ：（もじもじしながら）え、ええ！　も、ももも、もちろんよ！

ユーキリス：慣なれない状じよう況きように戸と惑まどっているのが手に取るように分かるドラ～（笑）。

ＧＭ：「お時間を取らせてすいませんでした。よい夜を！」と挨あい拶さつをして、アレックスとフローラは踊りの輪の中へと戻もどって行きます。

パル：またな～（七面鳥をもぐもぐ）。

ＧＭ：そうこうしていると、きらびやかなドレスに身を包んだ巨きよ漢かんが走ってきます。「ダァリィィィィン～♪」

一同：ゴンザレスだー！（大爆笑）

ユーキリス：冷ひや汗あせをかきながら、僕はジリジリと後こう退たいして行くドラ（笑）。

ＧＭ：ゴンザレスはフリフリのドレスを見せつけながら、「ダーリン、あたしと一緒に踊りましょう♪」とユーキリスに迫せまってきます（笑）。

ユーキリス：ゴンザレスはプリンセスじゃないから、断ことわる権けん利りがあるはずドラ！（笑）

ＧＭ：「照れなくていいのよぉ！　何度だってアタックしてあ・げ・る・か・らっ☆」

ユーキリス：何度来てもお断ことわりドラー！（逃にげる）

パル：逃げるユーキリスを見て「身軽だな……」と呟つぶやこう。

ルーチェ：これも試練なのです。

ＧＭ：ルーチェには、フィルボルの同級生からダンスのお誘さそいが来ました。

ルーチェ：では、「喜んで」と答えて、一緒に踊りに行きます。

ユファ：ルーチェちゃんの背せを見守りながら、私は今回のことを思い出して、ニコニコしてます。

ＧＭ：一部騒ぎも起きているようですが、みんな、ダンスを楽しんでいるようです。ユファの目には、幸せそうに踊おどるアレックスとフローラの姿すがたが映うつります。

ユファ：私にも、ギルドメンバー以外の友達が、ようやくできましたわ♪




　賑にぎやかなダンスパーティー。

　軽かろやかに踊るアレックスとフローラ。

「おめでとう……って言ってあげてもよくってよ」

　問題を乗のり越こえて結ばれたふたりを、ユファは心から祝福した。

　今年は叶かなわなかったけれど。

　いつかは、自分も運命の王子様とあのように……。




「ユファさん、どうなされましたか？　一緒に七面鳥をいただきましょう？」

「僕はユファさんのアップルパイ、いただきたいドラ～」

「俺も俺も！」

「しょうがないわね。食べさせてあげてもよくってよ！」

　誓ちかいを新たに、ユファは仲間たちの輪の中へと戻って行くのであった。




ＧＭ：では、ここでシナリオ終了とさせていただきます。お疲つかれ様さまでした！

一同：お疲れ様でした！




アリアンロッド・サガ・エチュード

第二話「秘ひめられた恋の行方」

─完─
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あとがき




　皆みなさまのおかげで、『エチュード』が一冊さつの本になりました！

　感無量です、感謝感激雨あられです。本当に本当に、ありがとうごさいます。




　そんなわけで、著ちよ者しやの緑谷明澄りよくや・あきすみです。

　前書きでも述のべましたが、『エチュード』は『ゲーマーズ・フィールド別べつ冊さつ　アリアンロッド・サガ演えん義ぎ』に掲けい載さいされたリプレイを第一話とし、第二話を書き下ろしたものです。

　色々あった結果、この本が私のデビュー作となりました。

　これからもよろしくお願いいたします。




　さて、『エチュード』はいかがだったでしょうか？

　私わたし自身初の本になりますので、皆さまがどのような感想をお持ちになるのか、ドキドキしているところです。

　……とは言うものの、「あとがき」から読まれるという方もおいでですよね？

　まずは内ない容ようについてお話ししますので、ここから先はネタバレとさせてください。




●第一話

　というわけで、第一話について振ふり返かえってみようと思います。

　私にとって、初めてのリプレイ収しゆう録ろくです。最初は緊きん張ちようしました。ですが、大竹みゆ部長をはじめとするプレイヤーの皆さんのおかげで、セッションが始まるとそれがほぐれ、存ぞん分ぶんに楽しむことができました。

　特に、プレイヤーの皆さんが作ってくれたＰＣたちはお気に入りです。

　素す直なおになれないツンデレのユファちゃんや、ツッパリ不良ネコのパル君、ドラゴネットで語ご尾びが〝～ドラ〟で錬金料理が得意なユーキリス君、神様のことを熱心に信じ、小さな身体で大きな武ぶ器きを振り回すルーチェちゃん。みんな、かわいくて大好きです。

　さて、そんなＰＣたちが活かつ躍やくするためのシナリオですが、思わぬ経けい緯いによって学園物をやることが私の提てい案あんで決まってしまいました（笑）。

　もちろん、学園物は好きでしたので、チャンスに恵まれたとも言えます。

　さっそくシナリオを考えることにしました。

　最初に思いついたのは、シェルドニアン学園で開かい催さいされる大会の優ゆう勝しよう旗きが盗ぬすまれ、それを取り返すというものです。当初の想定では、優勝したギルドは別にあって、そのギルドから依い頼らいされて取り返すというアイデアでした。ＰＣも、トラブルを解かい決けつするのを請うけ負おうギルドに所しよ属ぞくしていて、みんなはじめから知り合いだという方向で考えたのです。

　でも、ＰＣが出会い、仲間になる場面をやってみたい！　そういう思いもありました。

　そこで、いっそのこと入学式にしようというアイデアが浮うかびました。

　そして、チーム戦に優勝するためにギルドを作ることにしてしまえ！　というわけで、入学式で出会ったＰＣたちがギルドを結成し、ミドルフェイズの最初に優勝するという構こう成せいとしたのです。

　自分たちが手にするはずの優勝旗を奪うばわれれば、やっぱり取り返したいと考えますよね。

　実じつ際さいにやってみて、いきなり決勝戦になるという展てん開かいはプレイヤーにもウケたし、みんなで優勝旗を取り戻もどすという方向になってくれたので、うまくいったと思います。




　ちなみに、第一話を掲載した『ゲーマーズ・フィールド別冊　アリアンロッド・サガ演義』は、アリアンロッド・サガの特集となっていてシナリオが掲載されていますが、この第一話に関係した内容となっています。機会がありましたら、是ぜ非ひプレイしてみてくださいね。

　また、シェルドニアン学園を舞台にしたコミックス『アリアンロッド・サガ・コンチェルト』が、一一月二七日、アスキー・メディアワークスより単行本になります。佐々木あかねさんの描く、もうひとつの『アリアンロッド・サガ』──まだピアニィが学園に在籍していた頃の物語を、ぜひともご覧くださいね。




●第二話

　第一話収録後、しばらくして私はＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．に所属することになりました。

　そして、第二話を収録するということになります。続ぞく編へんのことは何も考えておらず戸と惑まどいましたが、またみんなに会えるということで、喜んでシナリオ作成に取りかかりました。




　まず、どういうシナリオにしようかと悩なやみました。

　やっぱり、学園物の王道といえばラブコメです。

　そこで、感かん謝しや祭さいにパーティーが開かれるという設せつ定ていを創そう作さくし、そこで選ばれたプリンスとプリンセスが好きな相手を指名してダンスができる催もよおしがあることにしました。

　学園でのダンスパーティーは、やっぱりラブコメの王道だと思うんですよ……！

　そして、ユファちゃんには憧あこがれの王子様がいるという設定がありました。まさにラブコメでしたが、第一話で、そのことにあまり触ふれられなかったのが心残りだったのです。

　そこで、憧れの王子様かもしれない！　というハンドアウトを用意しました。

　本当に憧れの王子様を登場させるとラブコメが完結しちゃうので、かもしれない！　と思わせるアレックスを、ハンドアウトのコネクションに指定しました。

　そして、大竹さんときゃいきゃい話すうち、憧れの王子様にペンダントをプレゼントしたという設定を膨ふくらませることができたのです。

　まさか、そこに若気の至りの秘密があるなんて思いもしませんでしたが。




　そして、オープニングとなるのですが……ここでＧＭの思おも惑わくと違ちがった展開となりました。

　私は、相思相愛のフローラとアレックスをくっつけるためにＰＣが協力する展開にするつもりでした。ところが、プレイヤーは相談し、ＰＣたちはこのことを知らないままにしようということになったのです。




　これは面白い！　まさに私が期待していたラブコメでした。

　シナリオは、そのままでも問題ありません。というわけで、そのまま進行です。




　そして、ＰＣたちはフローラをプリンセスにするために、いろんな食材を集めるという展開となります。黄金の林りん檎ごや巨きよ大だい七面鳥など、ちょっと変わった食材でしたけど。

　そのほかにも、林檎四天王とか、趣しゆ味みに走らせてもらいました。




　こうしたＰＣたちの活躍……中でも、林檎をフローラに譲ゆずるというユファちゃんの優やさしさで、アレックスとフローラは見事カップルとなることができました。

　ＧＭとしても、我わがことのように嬉うれしかったです。




＊　　　＊　　　＊




　というわけで、そろそろ紙面が尽つきてきました。

　プレイヤーの皆さんにも恵めぐまれ、イラストレイターのいろは楓かえでさんにも可愛かわいらしいイラストを描えがいていただきました。

　どうもありがとうございます。




　そして、この本を手に取っていただいた皆さま。応おう援えんしてくれた皆さまに感かん謝しやを。

　ありがとうございます。




　語りたいことは、まだまだありますが、今回はここまでとさせていただきます。

　プロのライターとしてはまだまだ駆かけ出だしの私ですが、これからもがんばっていきたいと思います。

　それでは、またの機会に！




　二〇一〇年一〇月吉きち日じつ　緑谷明澄
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